
上）１９９５年２月、被災建物の解体現場（中
地重晴さん提供）

右）被災ビルが解体され、がれきに＝１９９５
年４月、神戸市中央区（神戸新聞社提供）

下）被災地ではマスクが多く売れていた（神
戸新聞社提供）

阪神・淡路大震災



左上）雨の影響で崩れ落ちたビル＝１９９５年５月、神戸市中央区
右上）重機で解体される被災ビル。粉じんが舞う＝１９９５年２月、神戸市兵庫区
下）　通勤、通学路のすぐそばで解体が行われていた（いずれも神戸新聞社提供）

焼却を待つがれきの山＝１９９６年２月、神戸ポートアイランド２期（神戸新聞社提供）

倒壊家屋のがれきを撤去＝１９９５年４月、神戸
市灘区（神戸新聞社提供）

上）震災後のわずか２カ月の作業で中皮腫を発
症し、死亡した男性が労災認定された。妻が
会見し、がれき撤去作業の危険性を訴えた＝
２０１２年８月、芦屋市（神戸新聞社提供）

下）被災者らに石綿に対する意識調査を実施す
ると発表した震災アスベスト研究会のメン
バー＝２０１４年８月、神戸市中央区



上）重機で解体されるビル＝１９９５年４月、
神戸・三宮（神戸新聞社提供）

左）マスク姿で登校する子どもたち＝１９９５
年５月、神戸市兵庫区（神戸新聞社提供）

下）東日本大震災後、被災地にマスクを届け
ようと呼びかける市民ら＝２０１２年１
月、神戸・三宮

石川県輪島市の朝市跡（2024 年８月）

能登半島地震・水害

石川県珠洲市では民間ボランティアが家屋を解体（2024 年８月）



水害の影響を受けた石川県輪島市田野町（2024 年 12 月）仮置き場は、木くずが山のように連なっていた（2024 年 12 月、石川県輪島市）

石川県の海岸は隆起していた（2024 年８月）震災から１年近くたとうとしているが、崩れたままの家屋が目立つ石川県輪島市（2024 年 12 月）
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は
じ
め
に

　

21
世
紀
に
入
っ
て
、
四
半
世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
１
月
17
日
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
、
６
月
末
に
は
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
生
ま
れ
た
方
も
人

口
の
四
分
の
一
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
者
も
高
齢
化
し
、
被
災
時
の
記
憶
も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
は
社
会
的
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

よ
り
10
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
壊
れ
た
建
物
の
解
体
工
事
に
伴
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
が
社
会
問
題
と
な
っ
た

こ
と
は
ど
こ
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
30
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
で
、
「
災
害
と
ア
ス
ベ

ス
ト
―
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
１
年
以
上
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
悪
性
中
皮

腫
の
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
十
数
年
か
ら
50
年
と
い
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
被
害
が
で
る
可
能
性
は
高
く
、
早
期
発
見
で
、

被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
、
震
度
７
の
地
震
が
６
回
発
生
し
、
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛

散
が
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
地
震
以
外
で
も
台
風
や
豪
雨
災
害
で
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
30
年
を
経
て
、
人
々
の
記
憶
も
薄
れ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
関
係

者
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
災
害
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
課
題
や
当
時
の
貴
重
な
経
験
を
記
録
に
残
す
こ
と
を
目

的
に
、
解
体
工
事
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
状
況
や
健
康
被
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
再
検
証
す
る
た
め
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
経
過

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
取
り
組
ん
だ
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
そ
の
後
、
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
メ
ン
バ
ー
、
さ
ら
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
生
ま

れ
た
神
戸
大
学
の
学
生
な
ど
、
労
働
者
、
市
民
、
医
療
関
係
者
と
様
々
な
立
場
の
方
、
労
働
団
体
、
個
人
が
実
行
委
員
会

を
結
成
し
て
、
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
９
月
か
ら
実
行
委
員
会
結
成
の
た
め
の
準
備
を
進
め
る
準
備
会
合
を
４
回
開
催
し
、
２
０
２
４
年
２
月
９

日
に
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
３
回
の
実
行
委
員
会
と
、
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
毎
月
、

事
務
局
会
議
を
開
催
し
、
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

飛
散
検
証
チ
ー
ム
、
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
チ
ー
ム
、
防
災
対
策
チ
ー
ム
、
記
録
チ
ー

ム
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
活
動
し
ま
し
た
。

　

飛
散
検
証
チ
ー
ム
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
チ
ー
ム
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
状
況
の
把
握
、

当
時
の
対
応
の
記
録
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
呼
び
掛

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
に
経
験
し
た
粉
じ
ん
の
飛
散
や
、
参
加
し
た
解
体
作
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
実
施
し
ま
し
た
。
記
録
チ
ー
ム
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
原
因
で
、
労
災
認
定
さ
れ
た
方
々
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
記

録
を
残
す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。



12

能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
準
備
を
行
っ
て
い
る
さ
な
か
、
２
０
２
４
年
の
元
日
、
能
登
半
島
地
震
が

起
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
方
々
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
等
を
吸
い
込
ま
な
い
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
届
け

る
支
援
活
動
に
あ
わ
せ
て
、
解
体
作
業
に
伴
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
が
起
き
な
い
よ
う
、
現
地
調
査
を
実
施
し
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
と
能
登
半
島
地
震
で
の
課
題
に
つ
い
て
、
行
政
担
当
者
に
面
談
、
意
見
具
申
を
行
い
ま
し
た
。

ま
と
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
本
書
の
刊
行

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
、
２
０
２
４
年
９
月
１
日
と
２
０
２
５
年
１
月
12
日
の
２
回
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
閲
覧
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
再
検
証
結
果
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
提
言
等
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
本
書
「
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
」
に
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

一
年
間
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
が
、
今
後
の
災
害
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
防
止
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

中
地　

重
晴
（
呼
び
か
け
人　

共
同
代
表
／
熊
本
学
園
大
学
）
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【
第
１
部
】

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
の
実
態—

30
年
目
の
課
題—

」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

   

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

上
田
進
久
さ
ん

１　

震
災
30
年
目
の
課
題

　

「
あ
な
た
は
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
」

　

震
災
30
年
目
に
原
点
に
立
ち
返
り
、
震
災
を
経
験
し
た
人

や
復
旧
に
携
わ
っ
た
人
な
ど
の
震
災
に
係
わ
っ
た
す
べ
て
の

人
た
ち
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
た
こ
と
を
伝
え
、
リ
ス
ク

評
価
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
余
り
に
も
危

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

　
—

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
な
ら
な
い
。
一
般
に
環
境
問
題
は
、
常
に
新
し
い
知
見
に

基
づ
い
て
科
学
的
に
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

中
で
も
特
に
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、
さ
ら
に
漠
然
と
し

て
い
る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

①
評
価
さ
れ
な
い
曝
露
リ
ス
ク

　

石
綿
は
種
類
に
よ
っ
て
発
ガ
ン
強
度
が
異
な
り
、
青
石
綿

は
最
も
発
ガ
ン
性
が
強
く
白
石
綿
の
10
倍
と
さ
れ
る
。
一
般

に
リ
ス
ク
を
考
え
る
場
合
は
、
よ
り
危
険
な
状
況
を
前
提
に

し
て
検
討
さ
れ
、
そ
の
中
で
濃
度
測
定
値
が
重
要
な
参
考
資

料
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
阪
神
大
震
災
で
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か

国
や
自
治
体
に
よ
っ
て
測
定
方
法
が
歪
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
青
石
綿
の
現
場
で
あ
っ
て
も
白
石
綿
濃
度
だ
け
を
測
定

し
、
こ
れ
を
「
白
石
綿
濃
度
」
で
は
な
く
「
石
綿
濃
度
」
と

し
て
公
表
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
今
風
に
言
う
と
こ
ろ
の
重

大
な
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
で
あ
る
。
最
も
発
ガ
ン
性
の

強
い
青
石
綿
の
濃
度
が
測
定
さ
れ
ず
、
正
し
い
リ
ス
ク
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
闇
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
我
が

険
な
発
ガ
ン
リ
ス
ク
に
伴
う
未
曽
有
の
曝
露
状
態
に
対
し
て
、

被
災
地
で
行
わ
れ
た
不
適
切
な
環
境
庁
調
査
や
、
立
往
生
し

た
ま
ま
の
国
や
自
治
体
の
「
不
作
為
」
に
つ
い
て
、
再
検
証

を
怠
っ
て
き
た
私
た
ち
に
は
謙
虚
な
反
省
が
求
め
ら
れ
る
。

中
皮
腫
の
潜
伏
期
は
約
40
年
と
さ
れ
、
２
０
３
５
年
を
ピ
ー

ク
に
被
害
者
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
今
後
20
年
間
は

早
期
発
見
の
た
め
に
肺
ガ
ン
検
診
を
受
け
る
な
ど
の
積
極
的

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

２　

「
漠
然
と
し
た
」
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

　

そ
も
そ
も
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
漠
然
と
し
て
い
る
。
繊
維

が
髪
の
毛
の
１
／
５
０
０
０
と
細
く
、
刺
激
も
な
い
た
め
い

つ
吸
っ
た
か
も
気
づ
か
ず
、
発
病
ま
で
の
潜
伏
期
が
数
十
年

と
長
い
等
々
、
そ
の
分
想
像

力
が
求
め
ら
れ
る
。
福
島
原

発
の
事
故
後
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
流
布
し
た
「
想
定

外
」
は
、
想
像
力
の
欠
如
に

他
な
ら
ず
安
易
に
認
め
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
前
に
し
た
１
月
12
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
三
宮
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年—

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
市
民
や
研
究
者
ら
で
つ
く
る

「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
１
年
以
上
の
準
備
を
重
ね
、
「
第
１
部　

検
証—

阪

神
・
淡
路
大
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
「
第
２
部　

語
り
継
ぐ
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の
２
部
構
成
で
企
画
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
共
同
代
表
の
一
人
、
伊
藤
明
子
弁
護
士
が
「
今
後
、
20
年
、
30
年
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
考
え
ら
れ
る
機
会
に

し
た
い
」
と
語
り
、
開
幕
。
１
５
０
人
で
埋
ま
っ
た
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
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国
の
安
全
対
策
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
不
適

切
な
環
境
庁
の
調
査
結
果
が
判
明
し
た
時
点
で
、
再
検
証
を

す
べ
き
で
あ
っ
た
。

②
認
知
さ
れ
な
い
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
実
態

　

私
た
ち
が
知
り
た
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
ど
の
よ
う

な
規
模
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
か
と
い
う
情
報
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は
皆
無
に
等
し
い
。
被
害
者
の

実
態
調
査
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最

大
の
原
因
で
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
の
仕
方
に
も

問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
「
○
人
目
の
労
災
認
定
者
」
と

い
う
報
道
は
労
働
者
だ
け
を
切
り
取
っ
た
考
え
方
で
、
被
害

規
模
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
被
害
者
が
意
外

と
少
な
い
の
で
は
？
」
な
ど
の
誤
解
を
招
い
て
い
る
。
さ
ら

に
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
報
道
の
仕
方
は
復
旧
作
業
に
駆
り

出
さ
れ
た
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
作
業
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
住
民
な
ど
の
被
害
者
と
は
別
次
元
の
捉
え
方
で
あ

る
。
被
害
者
を
分
断
す
る
方
法
は
、
厚
労
省
や
環
境
省
間
で

も
認
め
ら
れ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
分
断
報
道
に
甘

ん
じ
る
の
で
は
な
く
、
常
に
被
害
者
の
全
体
像
に
注
目
し
た

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

全
国
か
ら
１
３
７
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結
し
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
称
さ
れ
た
。
被
害
者
の
全
体
像
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
人
た
ち
に
ア
ス
ベ
ス
ト

曝
露
リ
ス
ク
を
伝
え
て
注
意
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む
課
題

で
あ
る
。

３　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

「
震
災
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
震
災
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
を
医
療
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と

の
質
問
を
受
け
て
、
協
会
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
医
科
・
歯
科
・
薬
科
合
わ
せ
て
３
０
６
名
の
回
答
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
か
ら
紹
介
す
る
と
、
①
医
療
関
係
者
と
い
え
ど

も
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
ま
で
は
「
注
意
が
及
ん
で
い
な
か
っ

た
」
②
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
発
生
を
約
半
数
が
「
知
ら
な

い
」
③
し
か
し
、
大
半
の
回
答
者
が
「
今
後
被
害
者
の
増
加
」

を
予
想
。
結
果
と
し
て
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
情
報

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

４　

曝
露
リ
ス
ク
の
検
討

　

濃
度
測
定
値
が
あ
て
に
な
ら
な
い
条
件
下
で
リ
ス
ク
を
検

討
す
る
場
合
、
当
時
の
解
体
現
場
の
状
態
や
作
業
員
、
街

中
の
人
た
ち
の
様
子
を
捉
え
た
映
像
、
あ
る
い
は
被
災
地

か
ら
の
報
告
書
に
残
さ

れ
た
記
録
が
、
大
変
重
要

な
証
拠
と
な
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

報
道
番
組
、
２
０
０
９
年

１
月
16
日
放
映
の
「
関
西

熱
視
線
」　

特
集
「
終
わ

ら
な
い
あ
の
日

―
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
14

年

―
」
は
、
２
０
０
８

年
震
災
13
年
後
に
早
く
も

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
の
報
道
番
組
で
あ
り
、

緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
倒
壊
現
場
に
お
い
て
青
石
綿
が

散
乱
し
、
粉
塵
が
舞
う
中
を
マ
ス
ク
も
し
て
い
な
い
作
業
員

や
通
行
人
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
想
像
を
絶
す
る

劣
悪
な
ア
ス
ベ
ス
ト
環
境
か
ら
危
険
な
曝
露
リ
ス
ク
を
肌
で

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
以

下
は
、
項
目
別
に
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

①
飛
散
・
曝
露
に
関
す
る
状
況
証
拠
よ
り

　

倒
壊
し
た
建
物
に
は
発
ガ
ン
性
の
強
い
青
石
綿
や
茶
石
綿

が
高
濃
度
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
労
働
安
全
衛
生
法
や

吹
付
石
綿
除
去
方
法
が
既
に
存
在
し
て
い
た
が
、
重
機
に
よ

る
非
除
去
解
体
な
ど
飛
散
防
止
対
策
は
な
か
っ
た
。
マ
ス
ク

着
用
や
注
意
喚
起
は
な
く
曝
露
防
護
対
策
は
不
十
分
で
あ
っ

た
。

②
被
害
者
の
発
生
状
況
よ
り

　

被
害
者
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
報
道
の
仕
方
「
○
人
目
の
労
災
認
定
」
の
報
道
で
被
害

規
模
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
状
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況
の
中
で
、
「
石
綿
疾
病
17
名
が
阪
神
・
淡
路
経
験
」
の
神

戸
新
聞
調
査
報
道
（2024/1/13

）
に
は
意
義
が
あ
る
（
後
の

調
査
で
18
名
に
な
っ
た
こ
と
が
中
部
氏
よ
り
報
告
さ
れ
た
）
。
水

面
下
で
拡
大
し
つ
つ
あ
る
被
害
者
の
実
態
を
初
め
て
伝
え
る

報
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
ア
ス
ベ
ス
ト

を
扱
う
作
業
と
は
無
縁
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
名
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
以
前
に
も
１
か
月
間
被
災
地
勤
務
の

警
察
官
が
中
皮
腫
で
死
亡
し
、
公
務
災
害
が
認
定
さ
れ
た

（
２
０
１
８
年
）
こ
と
も
あ
っ
た
。
作
業
員
以
外
の
人
に
も

被
害
者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
被
災
地
全
体
が
危
険
な

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
曝
露
リ
ス
ク
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
証
拠
と
な
る
。

③
不
適
切
な
環
境
庁
調
査
の
影
響

　

青
石
綿
の
現
場
で
あ
っ
て
も
白
石
綿
濃
度
を
測
定
し
、
こ

れ
を
「
石
綿
濃
度
」
と
し
て
公
表
し
た
。
し
か
し
飛
散
の
一

部
し
か
測
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
測
定
値
に
基
づ
く
リ
ス

ク
は
誤
っ
て
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
飛

散
が
な
か
っ
た
」
と
か
「
健
康
へ
の
影
響
は
少
な
い
」
な
ど

で
あ
り
、
国
や
自
治
体
に
と
っ
て
は
都
合
の
良
い
結
論
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
検
証
も
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
が
、
こ
の
実
例
を
神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

環
境
庁
の
調
査
結
果
を
引
用
し
て
飛
散
防
止
対
策
に
効
果

が
あ
っ
た
と
述
べ
た
う
え
で
「
一
般
市
民
へ
の
震
災
に
よ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
の
影
響
は
基
本
的
に
小
さ
い
」
と
結
論
し
て
い

る
。
こ
の
掲
載
は
合
理
性
に
欠
け
誤
っ
た
内
容
で
あ
る
た
め
、

昨
年
来
修
正
を
求
め
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、
肝
心
な
と

こ
ろ
で
は
口
を
閉
ざ
す
た
め
一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
。
市

民
の
健
康
に
関
す
る
情
報
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
重
大
で
あ
り
、
早
急
に
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

被
災
地
に
お
け
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
リ
ス
ク
評

価
と
対
策
」

　

被
災
地
の
街
全
体
に
発
ガ
ン
性
の
強
い
石
綿
が
飛
散
し
長

期
間
持
続
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
作
業
員
の
他
に
も

災
害
派
遣
さ
れ
た
公
務
員
（
消
防
隊
員
、
警
察
官
、
自
衛
隊
員

な
ど
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
被
災
地
で
活
動
し
て
い
た
人

た
ち
や
、
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
「
ハ
イ
リ
ス
ク
」

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
早
期
発
見
の
た
め
に
積
極
的
な

「
肺
ガ
ン
検
診
」
の
受
診
が
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
な
た
は
震

災
で
、
発
ガ
ン
リ
ス
ク
の
高
い
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
受
け
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
30
年
が
経
過
し
て
発
病
を

逃
れ
た
と
安
心
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
周
囲
の
人
達
に
も
声

を
か
け
て
、
積
極
的
な
健
康
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

 

「
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ア
ス
ベ

ス
ト

―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
の
考
察
」

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部　

南
慎
二
郎
さ
ん

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
報
は
第

３
章
に
掲
載
す
る
た
め
、
発

表
内
容
を
省
略
す
る
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
考
え
る
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
の
現
状
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」

　

熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部　

中
地
重
晴
さ
ん

は
じ
め
に

　

今
日
、
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
、
１
９
９
５
年
当
時
、
社

会
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
へ
の
関
心
や
注
目
度
は
小
さ
か
っ
た

の
で
す
が
、
２
０
０
５
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
健
康
被
害
は
社
会
問
題
化
し
ま
し
た
。
阪
神
大
震
災

を
経
験
し
、
教
訓
と
す
べ
き
こ
と
は
、
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ

シ
ョ
ッ
ク
後
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
震
の
２
次
被
害
と
し
て
、

解
体
作
業
等
か
ら
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
対

策
を
と
る
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
の
被
災
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地
を
視
察
し
た
結
果
か
ら
、
解
体
現
場
と
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
住
民
に
知
ら
せ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

阪
神
大
震
災
と
能
登
半
島
地
震
の
規
模
に
つ
い
て

　

阪
神
大
震
災
の
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ｍ
７
・

３
で
し
た
。
一
方
、
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
の
規
模
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ｍ
７
・
６
で
、
阪
神
大
震
災
よ
り
、
数
倍

強
い
地
震
で
し
た
が
、
人
的
な
被
害
は
、
死
者
４
６
９
名
、

行
方
不
明
２
名
、
震
災
関
連
死
２
６
１
名
で
、
震
災
関
連
死

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

地
震
の
二
次
被
害
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
経
験

　

阪
神
大
震
災
発
災
後
、
当
初
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
は
誰
も

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
は
１
月
末
か
ら
環
境
調
査

を
実
施
し
、
心
配
さ
れ
て
い
た
揮
発
性
有
機
塩
素
化
合
物
は

検
出
さ
れ
ず
、
大
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
上
昇
を
確
認
し

ま
し
た
が
、
問
題
把
握
の
た
め
の
解
体
現
場
で
の
濃
度
測
定

等
は
実
施
さ
れ
ず
、
不
十
分
だ
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
神
戸
市
に
よ
る
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
解
体
工
事
の

把
握
は
不
十
分
で
し
た
。
１
９
９
６
年
３
月
末
で
89
件
を
把

握
し
、
適
正
実
施
が
70
件
、
市
へ
の
報
告
遅
延
等
手
続
き
に

瑕
疵
が
３
件
、
不
適
正
工
事
だ
が
工
事
終
了
後
に
市
が
発
見

し
た
の
が
８
件
、
不
適
正
工
事
で
工
事
中
止
勧
告
や
改
善
指

導
し
た
の
は
８
件
の
み
で
、
対
応
が
十
分
だ
っ
た
と
い
え
ま

せ
ん
。

阪
神
大
震
災
の
教
訓
の
実
質
化
状
況

　

阪
神
大
震
災
か
ら
１
年
後
、
私
は
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、

検
討
し
て
み
ま
し
た
。

　

「
①
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
調
査
し
、
記
録
を

保
存
す
る
」
は
、
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
に
、
兵

庫
県
や
神
戸
市
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
②
平
時
か
ら
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す
る
よ
う

心
が
け
る
」
は
、
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
、
公
的

施
設
で
は
、
除
去
工
事
な
ど
の
対
策
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
③
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
封
じ
込
め
や
囲
い
込

み
は
地
震
で
倒
壊
す
れ
ば
、
除
去
工
事
が
必
要
な
の
で
行
わ

な
い
」
は
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
④
地
震
で
倒
壊
す
れ
ば
、
解
体
作
業
時
に
飛
散
す

る
の
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
使
用
し
な
い
」
は
、

２
０
０
４
年
10
月
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
製
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
⑤
防
災
計
画
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
入
れ
る
」
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
全
国
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
⑥
被
災
住
民
の
登
録
―
健
康
管
理
手
帳
の
発
行
」
に
つ

い
て
は
、
ど
の
行
政
か
ら
も
一
顧
だ
に
さ
れ
ず
、
実
施
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

阪
神
大
震
災
の
健
康
被
害
は
こ
れ
か
ら

　

阪
神
大
震
災
の
復
旧
、
復
興
に
従
事
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

労
災
認
定
さ
れ
た
方
は
７
名
で
す
。
長
田
区
で
１
か
月
間
警

ら
活
動
を
し
た
警
察
官
が
１
名
公
務
災
害
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
救
済
法
申
請
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

17
人
が
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
と
答
え
て
お
り
、
悪
性
中

皮
腫
の
潜
伏
期
間
十
数
年
か
ら
50
年
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
で
す
。

能
登
半
島
地
震
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
つ
い
て

　

阪
神
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

の
経
験
、
教
訓
か
ら
、
環
境
省
は
当
初
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
対
策
に
関
す
る
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果

は
不
明
で
す
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
道
路
の
寸
断
に
よ
っ
て
、
被
災
地

に
行
け
ず
、
初
動
対
応
が
ま
ず
か
っ
た
こ
と
が
、
復
旧
、
復

興
工
事
の
遅
れ
の
一
因
で
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
が
未
だ
に
継
続
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

昨
年
末
の
現
地
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
石
川
県

と
奥
能
登
各
市
町
の
間
で
、
連
携
が
ど
こ
ま
で
円
滑
に
で
き
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て
い
る
か
は
不
明
で
す
。
昨
年
７
月
か
ら
解
体
工
事
の
加
速

化
の
た
め
に
、
週
１
回
、
工
程
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
石
川
県
の

職
員
は
現
地
に
い
か
ず
、
ど
こ
ま
で
状
況
を
把
握
し
て
い
る

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
県
の
怠
慢
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　

奥
能
登
地
域
で
は
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物

は
ご
く
わ
ず
か
で
、
穴
水
労
基
署
に
届
け
ら
れ
た
件
数
は
、

11
件
の
み
だ
そ
う
で
す
。

　

２
０
２
４
年
５
月
と
12
月
に
、
能
登
に
行
っ
た
調
査
結
果

を
お
話
し
し
ま
す
。
５
月
に
行
っ
た
時
の
印
象
は
、
元
旦
か

ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
解
体
作

業
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

い
た
輪
島
市
の
朝
市
通
り
は
、
手
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

吹
き
付
け
の
あ
る
建
物
が
数
棟
あ
り
、
き
ち
ん
と
調
査
し
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
飛
散
防
止
の
養
生
す
べ
き
だ
と
県

や
市
の
担
当
者
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
解
体
、
撤
去
工

事
が
行
わ
れ
、
３
棟
で
は
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
を
実
施
し
、
年
末
に
は
、
更
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
飛
散
対

策
が
必
要
か
つ
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
の
調
査
で
は
、
仮
置
き
場
に
は
、
が
れ
き
に
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
建
材
の
混
入
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
多
く

は
み
な
し
で
、
分
別
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
で
は
、
廃
棄
物
仮
置
き
場
で
の
分
別
は
で
き
て
い
ま

し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
入

れ
ら
れ
て
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
解
体
現
場
で
ど
の
よ

う
に
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
詰
め
て
い
る
の
か
、
建
材
を
粉

砕
し
て
い
な
い
か
、
湿
潤
状
態
で
作
業
し
て
い
る
の
か
、
飛

散
対
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
は
解
体
現
場
を
視
察
し
て
お
ら

ず
、
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

解
体
工
事
の
多
く
は
木
造
家
屋
で
す
が
、
火
災
保
険
各
社

が
造
っ
て
い
る
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
三
者
契
約
の
工
事

の
実
施
に
関
与
し
、
行
政
は
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

熊
本
地
震
の
場
合
は
、
熊
本
市
、
熊
本
県
は
三
者
契
約
し
た

解
体
工
事
は
、
必
ず
、
１
回
職
員
が
現
場
立
ち
合
い
を
行
い
、

不
適
正
な
工
事
に
つ
い
て
は
、
指
導
し
ま
し
た
。
後
に
、
熊

本
方
式
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
で
は
、
そ
の
経
験
が

引
き
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
夏
以
降
、
解
体
工
事
の
加
速
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
の
資
料
に
よ
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
に
差
が
あ

り
、
輪
島
市
が
遅
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
水
害
被
害
が
復
旧
・
復
興
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
見
て
き
ま
し
た
。
輪
島
市
町

野
町
で
は
、
水
害
被
害
の
復
旧
作
業
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
加

速
す
べ
き
で
あ
る
。

【
第
２
部
】

「
終
わ
り
な
き
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害—

阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
教
訓
」

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
・
滋
賀
大
学
元
学
長

　
　

宮
本
憲
一
さ
ん

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
単
な

る
地
震
で
は
な
く
、
戦
後
初
の
大
都
市
圏
の
災
害
で
あ
り
、

日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
終
焉
を
象
徴
し
た
。
ま
さ
に
日
本

の
戦
後
の
転
換
点
を
示
す
と
こ
ろ
で
発
生
し
、
大
き
な
教
訓

を
残
し
た
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
重
化
学
工
業
化
と
大
都
市

化
の
重
要
な
素
材
で
あ
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る

汚
染
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
か
ら
30
年
た
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
対
策
は
進
ん
で
い
な
い
。 

複
合
型
ス
ト
ッ
ク
災
害 

　

石
綿
禍
に
つ
い
て
私
は
「
複
合
型
ス
ト
ッ
ク
（
蓄
積
）
災

害
」
と
名
付
け
た
。
（
吸
引
し
て
す
ぐ
に
被
害
の
出
る
）
大
気

汚
染
と
は
違
い
、
石
綿
禍
は
暴
露
し
て
長
い
年
月
を
経
て
蓄

積
さ
れ
、
中
皮
腫
や
石
綿
肺
な
ど
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が

あ
る
。
特
に
石
綿
肺
が
ん
は
他
の
肺
が
ん
と
紛
れ
、
原
因
が

な
か
な
か
石
綿
と
特
定
で
き

に
く
い
。
そ
の
被
害
の
特
徴

は
労
災
、
公
害
、
商
品
害
な

ど
複
合
し
て
い
る
。
経
済
過

程
の
全
局
面
で
被
害
が
生
ず

る
。
複
合
的
で
ス
ト
ッ
ク
さ
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れ
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
た
め
、
被
害
に
か
か
わ
る
市
民
教

育
が
不
十
分
と
な
り
、
自
覚
さ
れ
に
く
い
。
こ
れ
が
公
害
対

策
が
進
ま
な
い
原
因
だ
。 

　

こ
う
し
た
社
会
的
災
害
に
は
学
際
的
研
究
が
必
要
だ
。
日

本
で
は
公
衆
衛
生
の
研
究
は
戦
前
か
ら
大
阪
・
泉
南
の
石
綿

紡
織
産
業
の
労
災
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、
他
の
分
野
の

研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
実
際
、
被
害
が
出
て
い
て
も

建
築
基
準
法
で
は
石
綿
の
使
用
を
認
め
、
大
学
の
建
築
学
の

講
義
で
は
建
材
に
石
綿
を
使
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
奨
励
さ

れ
て
い
た
。
学
際
的
研
究
が
必
要
な
の
に
遅
れ
て
い
た
。 

戦
後
石
綿
問
題
小
史

―
私
の
経
験
か
ら 

　

私
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
公
害
の
研
究
を
始
め
た
。

戦
後
の
社
会
科
学
者
と
し
て
は
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。
経

済
学
者
の
都
留
重
人
教
授
と
と
も
に
日
本
の
最
初
の
学
際
的

組
織
で
あ
る
公
害
研
究
委
員
会
（
日
本
環
境
会
議
）
を
結
成

し
、
64
年
に
『
恐
る
べ
き
公
害
』
（
庄
司
光
共
著
、
岩
波
新
書
）

を
出
版
し
た
が
、
し
か
し
石
綿
災
害
に
つ
い
て
は
80
年
代
ま

で
関
心
が
な
か
っ
た
。
77
年
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
し

た
際
、
知
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
医
学
部
マ
ウ
ン
ト

サ
イ
ナ
イ
の
鈴
木
康
之
亮
教
授
か
ら
「
石
綿
の
労
災
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら

調
査
し
た
ら
ど
う
か
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
当
時
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
は
財
政
危
機
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
戦
後
の
大

都
市
の
衰
退
の
象
徴
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
研
究
の
た
め
に
渡

米
し
た
の
で
あ
っ
て
、
石
綿
災
害
は
労
災
問
題
で
あ
っ
て
公

害
問
題
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
考
え
、
調
査
し
な
か
っ

た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
92
年
、
再
び

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
研
究
に
入
っ
た
時
に
、
世
界
最
大
の
石

綿
企
業
マ
ン
ヴ
ィ
ル
が
石
綿
災
害
裁
判
で
倒
産
の
危
機
に

陥
っ
て
い
た
。
そ
の
救
済
の
た
め
に
破
産
法
が
改
正
さ
れ
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
ト
ッ
プ
記
事
を
見
た
。

石
綿
裁
判
６
万
件
、
原
告
60
万
人
、
83
業
種
６
千
社
の
賠
償

金
５
４
０
億
ド
ル
と
い
う
記
事
を
見
て
仰
天
し
た
。
こ
れ
は

ま
さ
に
社
会
的
災
害
と
し
て
は
史
上
最
大
と
感
じ
た
。 

　

当
時
、
街
を
歩
く
と
街
の
目
抜
き
通
り
で
ビ
ル
を
ビ
ニ
ー

ル
で
覆
い
、
潜
水
作
業
員
の
よ
う
に
防
御
し
た
作
業
員
が
解

体
工
事
を
し
て
い
る
現
場
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど

石
綿
対
策
は
大
変
な
こ
と
な
の
だ
と
実
感
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市
立

大
学
医
学
部
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
環
境
科
学
研
究
所
長
セ
リ

コ
フ
教
授
は
私
の
た
め
に
半
日
か
け
て
講
義
し
、
沢
山
の
有

益
な
資
料
を
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
４
０
～
80
年
、

石
綿
使
用
工
場
労
働
者
は
２
７
５
０
万
人
に
上
り
、
う
ち

７
０
０
万
人
死
亡
、
生
存
者
で
が
ん
（
中
皮
腫
を
含
む
）
の

過
剰
死
亡
者
毎
年
８
５
０
０
～
１
万
９
千
人
に
上
る
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
推
計
す
る
と
教
授
は
日
本
で
も
石
綿
で
毎
年
数
千

人
の
死
亡
者
が
出
て
い
る
の
で
な
い
か
、
帰
国
し
た
ら
な
ぜ

日
本
は
調
査
や
対
策
が
進
ま
な
い
の
か
、
調
べ
て
活
動
し
て

ほ
し
い
と
い
わ
れ
た
。 

　

私
は
帰
国
し
て
「
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
は
償
い
う
る
か
」

（
『
公
害
研
究
』
１
９
８
５
年
夏
号
）
と
い
う
論
文
を
書
い
た
。

セ
リ
コ
フ
教
授
の
警
告
を
紹
介
し
、
日
本
の
石
綿
対
策
を
促

し
た
。
し
か
し
こ
の
論
文
に
す
ぐ
応
じ
て
く
れ
た
の
は
大

阪
・
泉
南
の
梶
本
政
治
医
師
の
み
で
反
響
は
少
な
か
っ
た
。

い
ま
振
り
返
る
と
１
９
８
０
年
代
は
石
綿
問
題
の
重
要
な
転

換
点
だ
っ
た
。
世
界
の
石
綿
消
費
量
を
み
る
と
欧
米
で
は
使

用
が
激
減
し
て
い
る
と
き
に
日
本
は
世
界
最
大
の
使
用
を
続

け
、
ま
さ
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
大
国
」
だ
っ
た
。
国
際
的
圧
力

も
あ
り
、
当
時
の
環
境
庁
は
大
気
汚
染
防
止
法
を
改
正
し
、

主
要
工
場
周
辺
の
汚
染
状
況
を
調
べ
た
が
、
安
全
と
宣
言
し

た
。
こ
の
時
期
、
保
育
所
で
の
吹
き
付
け
石
綿
や
、
米
航
空

母
艦
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
修
理
で
石
綿
が
横
須
賀
市
な
ど
に
放

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
い

つ
の
間
に
か
報
道
も
な
く
な
り
、
石
綿
禁
止
の
政
策
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。 

　

２
０
０
５
年
６
月
、
尼
崎
市
の
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
内
外

で
深
刻
な
被
害
が
発
覚
し
た
。
こ
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
っ
て
石
綿
禍
が
労
災
だ
け
で
な
く
周
辺
住
民
に
被
害
を
及

ぼ
す
「
公
害
」
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
１
０
０

年
に
わ
た
る
深
刻
な
石
綿
禍
が
明
ら
か
と
な
り
、
政
府
は
使

用
を
全
面
禁
止
と
し
、
06
年
２
月
、
石
綿
健
康
被
害
救
済
法

に
よ
っ
て
「
隙
間
な
く
救
済
」
す
る
と
宣
言
し
た
。
し
か
し

中
皮
腫
患
者
の
認
定
は
60
～
70
％
で
約
30
％
以
上
が
救
済
さ

れ
な
い
ま
ま
死
亡
し
て
い
る
。
石
綿
肺
が
ん
の
救
済
率
推
計

は
22
％
で
あ
る
。 

　

こ
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
、
私
は
20
年
前
に
被
害
を
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分
か
っ
て
い
て
石
綿
災
害
を
告
発
す
る
運
動
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
の
に
具
体
的
な
研
究
や
活
動
を
せ
ず
、
政
策

転
換
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

一
生
の
不
覚
だ
と
思
っ
た
。
す
ぐ
に
ク
ボ
タ
本
社
や
支
援
団

体
を
訪
ね
、
今
後
の
対
策
の
説
明
を
聞
き
、
資
料
を
集
め
た
。

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
こ
れ
か
ら 

　

環
境
省
は
２
０
０
５
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
災

害
時
に
お
け
る
石
綿
飛
散
防
止
に
係
る
取
り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
２
０
０
７
年
に
策
定
し
た
。
ま
た
11
年
の
東
日
本
大
震

災
の
後
、
大
気
汚
染
防
止
法
を
改
正
し
た
。
規
制
対
象
の
拡

大
（
成
形
板
を
含
む
す
べ
て
の
石
綿
含
有
建
材
に
）
、
事
前
調

査
結
果
の
報
告
義
務
付
け
な
ど
と
と
も
に
、
国
や
地
方
公
共

団
体
は
建
築
物
の
所
有
者
な
ど
が
石
綿
含
有
建
材
の
使
用
の

有
無
の
把
握
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
１
１
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
災
害
応
急
対
策

と
し
て
、
「
国
（
環
境
省
）
、
地
方
公
共
団
体
又
は
事
業
者

は
、
有
害
物
質
の
漏
え
い
及
び
石
綿
の
飛
散
を
防
止
す
る
た

め
、
施
設
の
点
検
、
応
急
措
置
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
対
策
を
行
う
」
と
あ
る
。 

　

し
か
し
、
国
土
交
通
省
と
文
部
科
学
省
の
防
災
業
務
計
画

に
は
「
石
綿
」
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
現
状
の
防
災
基
本
計

画
に
お
け
る
「
石
綿
」
は
あ
く
ま
で
事
後
的
な
災
害
復
旧
・

復
興
対
策
の
み
で
あ
り
、
災
害
予
防
の
中
に
は
位
置
付
け
ら

れ
て
い
な
い
（
石
綿
問
題
総
合
対
策
研
究
会
編
『
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
の
新
た
な
展
開
』
、
日
本
評
論
社
、
２
０
２
４
年
）
。
石
綿

廃
棄
物
の
処
理
は
溶
融
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
は
10
％
に
満

た
ず
、
埋
め
立
て
ら
れ
る
の
で
、
土
壌
汚
染
の
可
能
性
が
あ

る
。
２
０
２
４
年
１
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
で
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
廃
棄
物
処
理
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石

綿
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
都
道

府
県
や
市
町
村
の
災
害
対
策
に
石
綿
対
策
を
明
示
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　

石
綿
は
建
材
を
主
体
に
３
千
種
の
商
品
に
使
わ
れ
、
約

５
０
０
万
ト
ン
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
今
世

紀
の
終
わ
り
ま
で
被
害
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
石
綿
行
政
や
裁
判
は
画
期
的
に
前
進
し
た
が
、
芸

能
関
係
の
現
場
な
ど
ま
だ
ま
だ
無
法
地
帯
と
い
え
る
よ
う
な

状
況
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
１
９
８
０
年
代
に
疫
学
調
査

が
行
わ
れ
て
お
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
も

事
業
所
周
辺
で
の
疫
学
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
少
な

い
。
立
命
館
大
学
の
兵
庫
県
尼
崎
市
調
査
で
も
被
害
の
疫
学

調
査
は
困
難
が
多
く
、
中
断
し
た
。
地
方
公
共
団
体
は
災
害

対
策
を
総
点
検
し
、
対
症
療
法
に
な
る
が
、
石
綿
建
材
が
含

ま
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
建
築
物
な
ど
の
配
置
図
を
災
害

対
策
と
し
て
つ
く
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
市
町
村
は
石
綿
対
策

マ
ス
ク
を
用
意
し
、
災
害
復
旧
の
従
事
者
に
配
布
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
何
よ
り
石
綿
の
総
合
対
策
の
調
査
研
究
を
前
進
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
の
教
訓
で
あ
る
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
が
れ
き
処
理
と
労
働
者
」

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科　

原
口　

剛
さ
ん

　

「
30
年
の
壁
」
と
い
う
表

現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

災
害
の
記
憶
の
継
承
は
30
年

前
後
を
境
に
困
難
を
増
す
と

い
わ
れ
る
。
だ
が
「
静
か
な

る
爆
弾
」
と
い
わ
れ
る
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
経

た
現
在
こ
そ
震
災
に
起
因
す
る
被
害
が
本
格
的
に
現
わ
れ
は

じ
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
風
化
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
筆
者
は
、
神
戸
大
学

の
学
生
ら
と
と
も
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
が
れ
き
処

理
に
携
わ
っ
た
労
働
者
の
経
験
を
聞
き
取
る
べ
く
調
査
を
重

ね
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
設
定
し
た
問
い
は
、
次
の
ふ
た
つ

で
あ
る
。
第
一
に
、
二
千
万
ト
ン
も
の
が
れ
き
が
最
終
的

に
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
っ
た
の
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か
。
第
二
に
、
そ
の
流
通
経
路
の
な
か
で
、
が
れ
き
処
理
に

携
わ
っ
た
労
働
者
が
い
か
な
る
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
。

そ
れ
ら
の
経
験
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
労
働
現
場
の
周

辺
地
域
で
住
民
が
被
っ
た
経
験
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

図
１
は
、
震
災
が
れ
き
の
流
通
過
程
の
概
要
を
図
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
最
初
期
に
は
都
心
部
に
震
災
が
れ
き
の
１
次

仮
置
き
場
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
淡
河
・
布
施
畑
な
ど
に
大
規

模
な
仮
置
き
場
が
設
置
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
で

は
交
通
渋
滞
な
ど
の
困
難
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
内
陸
部
と
は

別
に
仮
置
き
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
空

間
と
し
て
見
出
さ
れ
た
の
が
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
広
大
な
人
工
島
の
う
ち
南
半
分
の
第
二
期
部
分
は
、
土

地
こ
そ
造
成
さ
れ
た
も
の
の
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
仮
置
き
場
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
巨

大
な
焼
却
施
設
「
キ
ル
ン
炉
」
が
建
設
さ
れ
、
分
別
・
焼
却

の
作
業
も
行
わ
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
が
れ
き
処
理
労
働

に
携
わ
っ
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
主
た
る
担
い
手
の

ひ
と
つ
は
、
港
湾
労
働
者
の
人
び
と
だ
っ
た
。
全
港
湾
弁
天

浜
支
部
の
戸
崎
正
巳
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
港
湾
機
能
が
打
撃
を

う
け
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
港
湾
労
働
者
は
、
自
分
た
ち

の
声
と
力
を
守
り
、
ま
た
神
戸
港
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
、

が
れ
き
処
理
の
労
働
を
引
き
受
け
た
の
だ
と
い
う
。
上
述
し

た
よ
う
に
大
型
の
焼
却
炉
が
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
戸
崎
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
「
ポ
ー
ア
イ
で
が
れ
き
を
燃
や
す
た
め
に
は
、

一
緒
く
た
に
市
街
地
か
ら
運
ば
れ
ま
す
か
ら
、
分
別
作
業
を

し
た
」
の
だ
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ら
大
量
の
が
れ

き
は
「
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
流
れ
て
き
て
、
そ
こ
で
燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
分
け
る
と
い
う
手
作
業
も
あ
り
ま

し
た
」
。
そ
う
し
た
「
手
作
業
」
を
経
て
、
は
じ
め
て
焼
却

施
設
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

な
に
よ
り
、
が
れ
き
処
理
作
業
は
つ
ね
に
粉
じ
ん
の
舞
う

環
境
で
の
労
働
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
労
働
者
が
休
息
を
と

る
事
務
所
は
キ
ル
ン
炉
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場

所
に
あ
っ
た
。
「
も
ち
ろ
ん
〔
事
務
所
の
〕
戸
は
閉
ま
っ
て

る
け
ど
も
、
昼
に
食
堂
に
行
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
た
ら

〔
ホ
コ
リ
で
〕
真
っ
白
」
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
と
も
に

労
働
に
携
わ
っ
て
い
た
草
田
重
昭
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
マ
ス
ク

を
つ
け
て
労
働
し
て
い
た
も
の
の
、
仕
事
終
わ
り
に
「
鼻
の

中
を
掃
除
し
た
ら
も
う
真
っ
黒
に
な
っ
て
」
い
る
ほ
ど
の
ホ

コ
リ
だ
っ
た
。
戸
崎
さ
ん
や
草
田
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
に

ア
ス
ベ
ス
ト
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
を
対
象
と
す
る
「
石

綿
健
康
手
帳
」
を
よ
う
や
く
取
得
し
た
が
、
い
ま
な
お
身
体

に
不
安
を
抱
え
続
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
労
働
者
の
語
り
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
全
体
が

ホ
コ
リ
に
覆
わ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
生
々
し
く
伝
え

て
い
る
。
重
要
な
こ
と
に
、
が
れ
き
の
山
が
詰
ま
れ
キ
ル
ン

炉
が
建
設
さ
れ
た
労
働
現
場
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
被
災
者
の

た
め
の
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
が
れ
き
処
理
の
労

働
者
た
ち
が
経
験
し
た
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
た
環
境
は
、
程
度

の
ち
が
い
こ
そ
あ
れ
、
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
た
高
齢
者
を

含
む
住
民
を
も
取
り
囲
ん
で
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
、
神
戸
市
内
か
ら
離
れ
た
場
所
を
取

り
上
げ
て
み
た
い
。
大
阪
市
南
部
に
「
釜
ヶ
崎
」
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
あ
る
。
釜
ヶ
崎
は
日
本
最
大
の
日
雇
い
労
働
市
場

と
し
て
知
ら
れ
、
震
災
時
に
は
多
数
の
労
働
者
が
復
興
作
業

図１　阪神・淡路大震災により発生した震災がれきの流通の概要
出典：時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」（（C）谷謙二）, 土田孝ほか「阪神・
淡路大震災におけるガレキの処理・活用に関する調査と考察」『港湾技研資料』第 899 号、1998．
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に
携
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

１
９
９
５
年
３
月
22
日
に
全
港
湾
建
設
支
部
西
成
分
会
が

配
布
し
た
ビ
ラ
（
資
料
１
）
に
は
「
〔
震
災
の
〕
解
体
・
復

旧
現
場
の
安
全
衛
生
と
作
業
環
境
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
」

こ
と
や
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
粉
・
土
ぼ
こ
り
・
ア
ス
ベ
ス
ト

か
ら
肺
と
気
管
を
護
る
「
防
じ
ん
マ
ス
ク
」
が
現
場
労
働
者

の
手
に
確
実
に
渡
る
よ
う
実
効
あ
る
対
策
」
を
求
め
る
訴
え

が
記
さ
れ
て
い
る
。
釜
ヶ
崎
の
労
働
者
は
、
重
層
的
下
請
け

構
造
の
最
末
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
流
動
性
が
き
わ
め

て
高
く
、
震
災
時
に
抱
え
た
リ
ス
ク
や
被
害
は
き
わ
め
て

見
え
に
く
い
。
筆
者
ら
は
、
復
興
作
業
に
携
わ
っ
た
労
働

者
に
出
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
残
さ
れ
た

ビ
ラ
か
ら
そ
の
実
態
を
か
ろ
う
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
震
災
が
れ
き
処
理
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
潜
在
的
な
拡
が
り
は
膨
大
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

被
害
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
発
信
す
る
こ
と
は
、
今

後
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

報
告—

語
り
継
ぐ
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト

　

会
場
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
患
者
も
参
加
し
て
お
り
、
中

皮
腫
で
闘
病
中
の
尾
上
一
郎
さ
ん
（
西
宮
市
）
が
発
言
。
尾

上
さ
ん
は
内
装
工
事
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
阪
神
・
淡
路
で

は
被
災
建
物
の
調
査
に
従
事
し
た
と
い
う
。
中
皮
腫
と
診

断
さ
れ
た
と
き
は
尾
上
さ
ん
自
身
も
家
族
も
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
奈
落
の
底
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
化
学
療
法
に
取
り
組
ん
だ
が
、
倦
怠
感
、
発
熱

…
が
続
き
、
治
療
の
甲
斐
も
な
く
、
腫
瘍
は
小
さ
く
な
ら
な

か
っ
た
。
新
薬
で
、
肺
の
腫
瘍
は
小
さ
く
な
っ
た
が
、
副
作

用
に
も
苦
し
め
ら
れ
た
生
活
を
語
っ
た
。

　

「
自
分
が
発
注
し
て
い
た
建
材
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
だ

と
知
っ
た
の
は
数
年
前
。
鉄
骨
の
吹
き
付
け
材
が
悪
い
と
い

う
こ
と
は
、
う
す
う
す
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
建
材
が
そ
ん

な
に
悪
い
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
聞

い
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
『
建
材
は
白
石
綿
な
の
で
問
題

な
い
で
す
』
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
人
を
死
に
お

い
や
る
建
材
だ
っ
た
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

震
災
時
に
つ
い
て
も
「
神
戸
市
は
ほ
こ
り
が
も
う
も
う
と

し
て
い
た
。
ほ
こ
り
の
中
を
作
業
員
が
が
れ
き
の
処
理
を
し

て
い
た
。
そ
の
横
を
普
通
の
通
勤
・
通
学
の
人
た
ち
が
い
た
」

と
振
り
返
り
、
「
地
震
や
災
害
の
と
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
問

題
と
な
る
。
過
去
の
こ
と
で
は
な
く
、
進
行
中
の
こ
と
。
私

や
家
族
の
苦
し
み
は
他
の
人
に
し
て
ほ
し
く
な
い
、
対
策
を

徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
て
い
た
。

　

神
戸
大
学
の
原
口
剛
さ
ん
と
と
も
に
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に

取
り
組
ん
だ
、
神
戸
大
学
の
学
生
、
白
石
英
里
香
さ
ん
、
末

廣
晃
さ
ん
も
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。

　

白
石
さ
ん
は
「
阪
神
・
淡
路
よ
り
も
後
に
生
ま
れ
た
。
患

者
さ
ん
ら
の
話
を
聞
く
中
で
意
識
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
私

た
ち
に
こ
の
問
題
を
継
承
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
主
体
的

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
代
だ
と
感
じ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
を
得
て
、
大
学
の
内
外
に
活
動
を
広
げ
た

い
。
」
と
語
り
、
末
廣
さ
ん
も
「
過
去
の
問
題
で
は
な
く
、

ア
ス
ベ
ス
ト
は
今
も
建
物
の
中
に
眠
っ
て
い
る
。
今
の
経
済

発
展
の
裏
側
に
あ
る
、
こ
の
問
題
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。
き
ょ
う
の
話
を
聞
い
て
危
機

感
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
永
倉
冬
史
さ
ん

（
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
）
が
声
明
案
「
災
害

被
災
地
の
飛
散
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
抑
止
す
る

た
め
に
」
を
読
み
上
げ
、
大
き
な
拍
手
で
会
場
の
賛
同
を
得
た
。

資料１　震災時に釜ヶ崎において配られたビラ
（出典：全日本労働組合関西地方建設支部西成分会『ボチボ
チでもたゆみなく：全港湾西成分会日刊紙「大阪城」10,000
号記念資料集』, 2001.）
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〈　

声　

明　

〉

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

災
害
被
災
地
の
飛
散
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
抑
制

す
る
た
め
に

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
間

も
な
く
30
年
を
迎
え
る
。
６
４
３
４
人
が
犠
牲
と
な
り
、
行

方
不
明
者
は
３
人
、
負
傷
者
は
４
万
４
０
０
０
人
余
に
上
る
。

神
戸
・
阪
神
間
で
は
多
く
の
ビ
ル
が
倒
壊
し
、
全
半
壊
家
屋

は
約
25
万
棟
に
達
し
た
。
被
災
地
は
活
気
あ
る
姿
を
取
り
戻

し
た
も
の
の
、
震
災
時
の
記
憶
は
古
び
る
こ
と
な
く
、
多
く

の
市
民
の
心
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
被
災
建
物
の
倒
壊
や
解
体
に
伴

う
発
が
ん
性
物
質
・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
が
注
目
さ
れ
た
、

わ
が
国
初
の
災
害
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
被
災
地
は
、
市
街
地
全
域
が
復
旧
作
業
に
よ
る
粉

じ
ん
で
覆
わ
れ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
材
を
取
り
除
か

な
い
ま
ま
大
量
の
建
物
が
解
体
さ
れ
、
高
い
濃
度
の
粉
じ
ん

が
大
気
中
に
飛
び
散
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
建
材
に
含
ま
れ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
は
吸
引
か
ら
約
10
数
年
～
50
年
の
潜
伏
期
間
を

経
て
、
悪
性
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

る
。

　

す
で
に
、
複
数
の
労
働
者
が
震
災
時
の
が
れ
き
処
理
で
悪

性
中
皮
腫
を
発
症
し
、
労
働
災
害
や
公
務
災
害
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
は
、
被
災
地
に
お
い
て

間
接
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露
す
る
作
業
に
従
事
し
た
労
働

者
が
肺
ガ
ン
を
発
症
し
、
労
働
災
害
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

被
災
地
の
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
濃
度
は
、
石
綿

の
う
ち
で
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
の
み
の
濃
度
が
公
表
さ
れ
、
よ
り

発
が
ん
性
の
高
い
石
綿
（
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
、
ア
モ
サ
イ
ト
な

ど
）
は
除
外
さ
れ
た
。
震
災
被
災
地
の
中
心
部
で
は
、
ク
ロ

シ
ド
ラ
イ
ト
、
ア
モ
サ
イ
ト
な
ど
の
石
綿
の
吹
付
け
材
が
大

量
に
粉
じ
ん
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
に
よ

る
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
濃
度
に
関
す
る
安
全
宣
言

に
は
疑
問
が
残
る
。

　

一
方
、
１
９
９
５
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば

れ
る
。
１
年
間
で
延
べ
１
３
７
万
も
の
善
意
の
人
々
が
全
国

か
ら
被
災
地
に
駆
け
付
け
、
緊
急
医
療
や
炊
き
出
し
、
が
れ

き
撤
去
の
手
伝
い
、
救
援
物
資
の
仕
分
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
活
躍
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
の
危
険
性
を
訴
え
、

防
じ
ん
マ
ス
ク
を
市
街
地
や
小
学
校
な
ど
で
配
布
し
た
の
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎
え
、
当
時
被
災
地
に

い
た
人
た
ち
の
中
で
健
康
被
害
が
本
格
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
対
象
は
労
働
者
に
限
ら
な
い
。
吸
引
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

量
と
発
症
は
比
例
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
少
量
で
も
発
症
リ

ス
ク
は
生
じ
る
。
重
要
な
の
は
、
発
症
を
早
期
に
見
つ
け
、

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
も
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
等
の
震
災
、
台
風
・
豪
雨
に
よ
る
水
害
被
害
が
各
地
で
相

次
ぎ
、
昨
年
元
日
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
た
。
輪
島
市

で
は
大
規
模
火
災
が
発
生
、
さ
ら
に
９
月
、
豪
雨
災
害
に
も

見
舞
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
に
も
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
が
使
わ
れ
て
い
た
。
被
災
地
の
が
れ
き
の
仮
置
き

場
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
集
積
が
行
わ
れ
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
の
公
費
解
体
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
が
十
分
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
マ
ス

ク
未
着
用
の
作
業
員
が
み
う
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
技
術
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
活
動
が
被
災
地
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
性
は
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　

す
で
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
製
造
や
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
が
、

国
内
に
輸
入
さ
れ
た
約
１
０
０
０
万
ト
ン
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は

今
な
お
、
多
く
の
建
造
物
に
残
さ
れ
て
い
る
。
大
震
災
の
教

訓
は
そ
の
後
の
対
策
に
生
か
さ
れ
た
も
の
の
、
平
時
の
備
え

や
解
体
工
事
の
規
制
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
過
去
の
問
題
で
は
な
い
。
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
る
建
物
の
解
体
工
事
に
お
い
て
適
切
な
対
策
を
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怠
る
と
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
周
辺
の
住
民
が
ア
ス
ベ
ス
ト

粉
じ
ん
ば
く
露
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

本
日
は
、
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
た
多
く
の
労
働
者
や
市

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
公
務
員
な
ど
の
み
な
さ
ん
と
情
報
を

共
有
す
る
た
め
、
集
会
を
開
催
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾

患
の
早
期
発
見
と
治
療
の
重
要
性
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大
災

害
へ
の
備
え
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
に
取
り
組
む
大
切
さ
を
広
く
呼
び
か
け
る
場
と
し
た

い
。

　

さ
ら
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
健
康
被
害
や
、
来
る
べ
き
大
震
災
等
に
備
え
、
私
た

ち
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
国
及
び
自
治
体
に
提
起
す
る
。

　
　

記

■
国
は
災
害
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
危
険
性
、
対
策
の
必

要
性
を
周
知
し
、
国
民
自
ら
の
命
・
健
康
を
守
る
「
市
民

力
」
の
向
上
を
図
る

■
国
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
」

を
考
慮
し
た
労
災
・
公
務
災
害
認
定
に
取
り
組
む

■
国
は
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
に
「
災
害
時
の
ば
く
露
」

を
位
置
付
け
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救
済
・
補
償
制
度

の
拡
充
を
行
う

■
国
は
平
時
の
備
え
と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
の
安
全
な
除

去
の
促
進
に
取
り
組
む

■
国
は
建
物
解
体
時
に
お
け
る
労
働
者
・
周
辺
ば
く
露
の
防

止
の
た
め
の
公
的
措
置
の
徹
底
に
取
り
組
む

■
国
は
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
に
伴
う
中
間
・
最
終
処
分
処
理
段

階
で
の
労
働
者
・
周
辺
ば
く
露
の
防
止
の
た
め
の
公
的
措

置
の
徹
底
に
取
り
組
む

■
国
は
災
害
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
と
健
康
被
害
に
つ
い
て

の
研
究
促
進
に
取
り
組
む

■
国
及
び
自
治
体
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
解
体
作
業

等
の
復
興
事
業
に
携
わ
っ
た
労
働
者
・
公
務
員
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

す
る

■
国
及
び
自
治
体
は
行
政
等
の
防
災
計
画
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
」
を
明
記
し
、
巨
大
地
震
に
備
え
、
避
難
所
・
防
災

資
機
材
倉
庫
で
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
備
蓄
を
行
う

■
国
及
び
自
治
体
は
平
時
の
備
え
と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
の
調
査
・
公
表
に
取
り
組
む

■
兵
庫
県
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
被
災
地
に
居
住
歴

が
あ
り
、
悪
性
中
皮
種
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
を
発

症
し
た
人
の
追
跡
調
査
を
実
施
す
る

以
上

２
０
２
５
年
１
月
12
日

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
者
一
同
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（
中
部
剛
・
加
藤
正
文
『
忍
び
寄
る
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪
神
・

淡
路
と
東
日
本
』
か
も
が
わ
出
版
、
２
０
１
４
年
、
１
０
９
頁
）
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
「
過
ぎ
去
っ
た
経
験
」
と
み
な
す
風

潮
が
強
ま
る
現
在
、
こ
の
課
題
の
重
要
性
は
い
よ
い
よ
重
い

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
大
阪
・
釜
ヶ
崎
な
ど
の
場
所

を
対
象
と
し
て
、
が
れ
き
処
理
や
震
災
復
興
に
携
わ
っ
た
労

働
者
・
生
活
者
の
経
験
を
聞
き
取
り
つ
つ
、
震
災
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
経
験
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
調
査
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
は
第
１
章
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
学
生

が
な
に
を
学
び
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
内
面
が
い
か
に
変
化
し

て
い
っ
た
の
か
を
書
き
記
し
た
い
。

震
災
30
年
に
向
け
た
取
り
組
み

■
神
戸
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
震
災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
に
向
け
、
神
戸
大
学
で
は
「
震

災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
震
災
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
経
験
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
調

査
・
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
筆
者
が
痛
感
し
た
の
は
、
次

の
課
題
で
あ
る
。
参
加
し
た
学
生
の
大
部
分
は
２
０
０
０
年

代
生
ま
れ
の
世
代
で
あ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
直
接
に

経
験
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
み
ず
か
ら
は
経
験
し
て

い
な
い
過
去
を
、
「
現
在
の
問
題
」
と
し
て
想
像
す
る
回
路

を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
部
と

加
藤
は
、
石
綿
の
問
題
へ
の
理
解
を
広
げ
る
に
は
「
「
時
間

の
壁
」
を
飛
び
越
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
強
調
す
る

（
１
） 

調
査
・
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

調
査
・
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
を
軸
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
文
献
・
資
料
の
読
解

を
軸
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
を
組
み
合
わ
せ
た
が
、
こ
こ

で
は
前
者
を
取
り

上
げ
る
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
は
、
受
講
生
み

ず
か
ら
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ア
ー
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
践
す

る
ま
で
に
三
つ
の

準
備
段
階
（
Ⅰ
～

Ⅲ
）
を
組
み
立
て

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
お
け
る
具

体
的
内
容
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
段
階
は
、
レ
ク
チ
ャ
ー
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
受
講
生
の
な
か
に
は
、
す
で
に
震
災
や
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
学
生
も

い
れ
ば
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
を
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
学
生
も
い
る
。
こ
の
段
階
で
必
要
な
の
は
、
震
災

と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
た
ん
に
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
「
理
解
」
す
る
だ

け
で
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
語
り
継
ぐ
主
体
へ
と
学

生
が
育
つ
た
め
に
は
、
被
害
の
経
験
を
み
ず
か
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
よ
う
な
感
受
性
を
培
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
ず
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
組
み
込
み
、
「
歩
く
」
こ
と

を
つ
う
じ
て
被
害
の
起
き
た
土
地
を
身
体
的
に
経
験
す
る
こ

と
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

次
に
第
Ⅱ
段
階
と
し
て
、
受
講
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と

し
て
の
立
場
性
を
築
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
「
震

災
の
経
験
を
記
録
す
る
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
を
聞
き
取
り
、
語
り
継
ぐ
た
め
に
」
と
題
し
、
２
回

に
わ
た
る
公
開
講
座
を
企
画
し
た
。
第
１
回
は
「
被
害
の
経

公開講座（第２回）の光景
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験
に
向
き
合

う
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」

と
い
う
主
題

の
も
と
、
加

藤
正
文
氏
（
神

戸
新
聞
）
と

西
山
和
宏
氏

（
ひ
ょ
う
ご
労

働
安
全
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
に
よ

る
講
演
・
レ

ク
チ
ャ
ー
を

開
催
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
へ
の
取
材
や

支
援
の
経
験
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
に
触
れ
る
こ
と
で
、
受

講
生
に
「
被
害
の
経
験
に
耳
を
傾
け
、
記
録
す
る
こ
と
」
の

意
義
や
難
し
さ
を
考
え
る
機
会
で
あ
っ
た
。

　

つ
づ
く
第
２
回
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
経
験
を
聞
く
」

と
い
う
主
題
の
も
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
を
経
験
し
た
四

名
の
当
事
者
を
お
招
き
し
、
ご
自
身
の
経
験
を
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
座
談
会
に
お
い
て
は
、
学
生
み
ず
か
ら
が
当

事
者
と
対
面
し
な
が
ら
被
害
の
経
験
を
聞
き
取
っ
た
。
さ
ら

に
、
当
事
者
の
声
を
新
聞
記
事
の
形
式
に
ま
と
め
る
課
題
を

与
え
、
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
手
に
よ
っ
て
他
者
へ
と
経

験
を
伝
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て

は
、
加
藤
正
文
氏
（
神
戸
新
聞
）
・
中
部
剛
氏
（
元
・
神
戸
新

聞
）
・
片
山
佐
和
子
氏
（
河
北
新
報
）
か
ら
添
削
・
コ
メ
ン

ト
い
た
だ
き
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
「
伝
え
る
力
」
を
培
っ
た
。
こ
れ
ら
の
準
備
段
階
を
経

て
、
夏
季
休
暇
期
間
に
入
っ
た
八
月
以
降
に
、
震
災
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
に
か
か
わ
り
を
も
つ
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
に
着
手
し
、
２
０
２
５
年
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
」
の
場
に
お

い
て
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
報
告
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
は
定
期
的
に
学
生

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
感
想
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
以
下
で

は
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、

学
生
の
内
面
と
そ
の
変
化
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な

か
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
を
挙
げ
て
い
こ
う
。

（
２
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
学
生
の
声

①
「
知
る
」
と
い
う
経
験

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
生
の
大

部
分
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
は
い
な
い
世
代
で

あ
る
。
か
れ
ら
の
世
代
に
と
っ
て
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

と
い
う
経
験
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
期
に
あ
た
る
Ⅰ
の
段
階
で
は
、
以
下
の
よ

う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
〔
そ
の
具
体
的
な
実
態
を
〕
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

く
ら
い
で
、
地
震
の
と
き
に
発
生
し
て
い
た
事
態
だ
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
と
い
う
問
題
は
、
〔
認
識
が
〕
ひ

ろ
が
っ
て
い
な
い
し
、
知
っ
て
い
る
人
々
が
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
今
年
の
四
月
か
ら
、
初
め
て
「
ア
ス
ベ
ス

ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
」

　

こ
れ
ら
の
声
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
経
験
が
必
ず
し
も

世
代
を
こ
え
て
語
り
継
が
れ
て
い
な
い
現
状
や
、
そ
の
経
験

を
語
り
継
ぐ
た
め
に
は
意
識
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
名
前
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
く
ら
い
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
重
く
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
か
れ
ら
は
必
ず
し
も
「
ア
ス
ベ
ス

ト
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
つ
う
じ
初
め
て
「
知
っ
て
い
る
の
に
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
」
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を

た
ん
に
「
知
識
」
と
し
て
吸
収
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自

身
が
問
わ
れ
る
よ
う
な
問
題
と
し
て
感
受
す
る
こ
と
が
い
か

に
重
要
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
熊
本
出
身
で
「
13
歳
の
と
き
に
熊
本
地
震
を
体

験
」
し
た
と
い
う
学
生
は
、
「
当
時
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性

や
防
塵
マ
ス
ク
、
手
袋
の
必
要
性
を
教
え
ら
れ
ず
、
普
通
に

過
ご
し
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、
「
神
戸
だ
け
で
な
く
、

東
北
や
熊
本
、
能
登
な
ど
災
害
の
あ
っ
た
地
域
で
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
か
気
に
な
り
ま

戸崎正巳さん（全港湾神戸弁天浜支部）へのインタ
ビュー
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す
」
と
書
き
記
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
神
戸
だ
け
で
な
く
、

他
都
市
や
他
地
域
で
も
問
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
。
「
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
」
を
語
り
継

ぐ
試
み
に
は
、
「
時
間
の
壁
」
を
超
え
る
だ
け
で
な
く
、
空

間
的
な
拡
が
り
を
も
つ
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
だ
。　

②
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

　

以
上
の
よ
う
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
文
献
・
資
料
の
読
解
な
ど
複
数
の
実
践
を
組
み
合
わ
せ

た
が
、
な
か
で
も
重
要
な
契
機
は
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

当
事
者
の
声
に
接
す
る
経
験
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
感
想

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

「
肉
声
で
体
験
談
を
う
か
が
え
た
こ
と
に
よ
り
、
声
の

ト
ー
ン
と
い
う
「
言
外
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
う
け
と
る
こ

と
が
で
き
、
病
気
の
影
響
で
苦
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
お

話
し
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
」

「
生
き
た
感
情
に
多
く
触
れ
て
、
非
常
に
迫
っ
て
く
る
も

の
が
あ
り
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と

の
意
識
を
持
っ
た
一
方
で
、
私
は
本
当
の
意
味
で
こ
の

方
々
の
心
に
寄
り
添
い
き
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う

気
持
ち
も
同
時
に
抱
い
た
。
」

「
様
々
な
不
安
や
い
ら
だ
ち
等
ま
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

精
神
的
負
担
は
い
か
ば
か
り
か
と
思
っ
た
。
何
と
か
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
自
問
自
答
し
た
い
。
」

　

多
分
に
躊
躇
を
含
ん
だ
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
当
事
者
の

生
身
の
声
に
接
す
る
こ
と
が
、
学
生
に
と
っ
て
重
大
な
経
験

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
目
を
引
く
の

は
「
私
は
本
当
の
意
味
で
こ
の
方
々
の
心
に
寄
り
添
い
き
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
」
、
「
自
問
自
答
し
た
い
」
な
ど
の
言

葉
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
学
生
が
自
分
自
身
へ
と
問
い
を
発
す

る
姿
勢
が
芽
吹
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
学
生
に

と
っ
て
当
事
者
の
声
に
接
す
る
こ
と
は
、
情
動
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
よ
う
な
契
機
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
経
験
の
な
か
で

こ
そ
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
問
い
を
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
態

度
が
生
み
だ
さ
れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
経
験
を
語
り
継
ぐ
う
え
で
は
、

現
存
す
る
建
物
や
景
観
の
保
存
を
頼
り
に
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
世
代
を
超
え
て
被
害
の
経
験

を
伝
え
る
に
は
、
当
事
者
の
語
り
を
重
視
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
り
と
写
真
な
ど
の
資
料
を

い
か
に
組
み
合
わ
せ
、
い
か
に
「
伝
え
る
力
」
を
引
き
出
せ

る
か
が
問
わ
れ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
答
え
は
あ
ら
か
じ
め
用

意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
生
み
ず
か
ら
が
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
つ
か
み
と
る
し
か
な
い
。

■
防
災
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
防
災
の
日
」
の
２
０
２
４
年
９
月
１
日
、
神
戸
市
・
中
央

区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30

年　

被
災
地
か
ら
問
う
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
」
を
開
催
し
た
。

　

２
０
２
４
年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
８

月
８
日
に
は
宮
崎
県
南
部
で
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
、
気

象
庁
が
初
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）
」
を
発
表
す
る
な
ど
、
こ
の
８
カ
月
間
だ
け
で
も
地
震

が
群
発
し
て
い
る
。
ま
た
８
月
28
日
に
上
陸
し
た
台
風
10
号

は
記
録
的
な
大
雨
や
洪
水
を
引
き
起
こ
し
、
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
倒
壊
し
た

建
物
か
ら
危
険
な
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
司
会
の
原
口
剛
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

教
授
）
は
、
「
来
年
１
月
に
30
年
を
迎
え
る
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
得
た
教
訓
を
、
今
後
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
か
す

べ
き
か
、
様
々
な
視
点
で
論
じ
合
い
た
い
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
意
義
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
部
は
、
３
人
が
基
調
報
告
を
行
っ

た
。
最
初
に
基
調
報
告
を
し
た
熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学

部
の
中
地
重
晴
教
授
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
か
ら

現
地
入
り
し
、
解
体
・
撤
去
現
場
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や

電
話
に
よ
る
市
民
相
談
、
行
政
へ
の
申
入
行
動
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
経
験
と
そ
の
教
訓
に
つ
い
て
話
し
た
。
「
震
災
で
倒

壊
し
た
ビ
ル
の
総
数
は
１
２
２
４
棟
、
う
ち
吹
付
ア
ス
ベ
ス

ト
が
あ
っ
た
建
物
は
１
０
０
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

と
な
っ
て
は
不
明
だ
。
当
時
は
政
府
や
自
治
体
の
誰
も
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
マ
ス
コ
ミ
や
市
民
、
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
危
機
感
を
持
っ
て
調
査
の
必
要
性
を
訴
え
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

神
戸
市
が
環
境
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
解
体
・
撤
去
工
事

が
一
段
落
し
た
後
の
95
年
５
月
か
ら
８
月
で
あ
り
、
「
測
定

時
期
が
遅
く
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
」
と
厳
し
く
指
摘
。
震

災
か
ら
１
年
後
、
中
地
教
授
は
、
調
査
や
記
録
の
保
存
の
必

要
性
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
の
使
用
中
止
等
に
つ
い
て
提
言
を

行
っ
た
が
、
「
当
時
は
労
働
安
全
衛
生
法
で
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
量
５
％
未
満
は
対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
、
行
政
は
問
題
に

す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
04
年
に
建
材
へ
の
使
用
禁
止
が
決

定
し
、
05
年
の
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
初
め
て
公
共
施
設
の

調
査
が
始
ま
り
、
11
年
の
東
日
本
大
震
災
で
よ
う
や
く
防

災
計
画
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
」
と
語
り
、

「
倒
壊
建
物
の
解
体
規
制
や
被
災
住
民
へ
の
健
康
管
理
手
帳

の
交
付
な
ど
の
提
言
は
、
未
だ
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
」
と

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

次
に
報
告
し
た
の
が
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
顧

問
の
村
井
雅
清
氏
。
「
１
・
１
の
教
訓
、
つ
ま
り
能
登
地
震

の
実
態
か
ら
、
今
一
度
１
・
17
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
振
り

返
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
問
い
か
け
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
発
生
の
２
日
後
に
結
成
さ
れ
た
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
連
絡
組
織
が
萌
芽
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
恊
働
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
も
国
内
外
を
問
わ
ず
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
す
ぐ
さ
ま
現
地
入
り
し
、
救
援
活
動
に
従
事
し
て
き

た
。
能
登
地
震
で
も
、
１
月
２
日
に
は
先
遣
隊
が
現
地
に
駆

け
つ
け
、
数
次
に
わ
た
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
る
。

村
井
氏
は
石
川
県
が
道
路
事
情
な
ど
の
問
題
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
控
え
て
ほ
し
い
」
と
発
信
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
果

た
し
て
行
か
な
い
こ
と
が
支
援
に
な
る
の
か
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
交
通
が
不
便
な
状
態
で
も
全
国
か
ら
若
者
が

駆
け
つ
け
た
。
そ
し
て
今
も
『
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
』

だ
け
で
も
２
０
０
名
の
若
者
が
登
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何

か
し
た
い
と
い
う
若
者
た
ち
の
想
い
の
表
れ
で
あ
り
、
貴
重

な
財
産
だ
。
ま
た
レ
ス
キ
ュ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
温
か
い

食
事
を
提
供
し
た
り
、
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
行
う
な
ど
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
る
人
た

ち
も
い
る
。
彼
ら
を
行
政
の
支
配
下
に
置
い
て
熱
意
を
殺
す

防災の日に合わせて開催したシンポジウム

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
公
費
解
体
が
４
％
と
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
中

で
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
重
機
運
転
の
資
格
を
与
え
て
撤

去
作
業
に
従
事
さ
せ
、
ガ
レ
キ
の
分
別
作
業
も
さ
せ
て
い
る
。

安
上
が
り
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
と
業
者
任
せ
の
無
責
任
な

行
政
の
体
質
が
露
わ
に
な
っ
た
」
と
怒
り
を
込
め
て
話
し
た
。

そ
し
て
「
こ
れ
は

阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
て
き

た
私
た
ち
が
、
災

害
対
応
や
街
づ
く

り
を
後
世
に
教
訓

を
伝
え
き
れ
て
い

な
い
問
題
も
大
き

い
」
と
自
省
を
込

め
た
。

　

最
後
に
報
告
し

た
中
皮
種
・
じ
ん

肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
永
倉
冬
史
氏
は
、

水
害
の
発
生
現
場
に
お
い
て
「
津
波
や
浸
水
で
倒
壊
し
た
建

物
は
湿
気
が
あ
る
が
、
乾
燥
す
る
と
解
体
・
撤
去
時
に
ア
ス

ベ
ス
ト
粉
じ
ん
が
発
生
す
る
。
ガ
レ
キ
置
場
で
の
対
策
が
重

要
に
な
る
」
と
説
明
。
19
年
10
月
、
台
風
15
号
の
影
響
で
長

野
県
・
千
曲
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し

た
が
、
熊
本
地
震
（
16
年
）
の
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

経
験
し
た
長
野
市
長
沼
地
区
の
住
民
の
呼
び
か
け
で
災
害
廃

棄
物
の
分
別
回
収
を
お
こ
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
の

活
動
は
、
そ
の
後
の
行
政
主
体
の
撤
去
作
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
「
市
会
議
員
や
市
民
団
体
な
ど
が
、
被
災
市
民
や

作
業
従
事
者
へ
の
注
意
喚
起
、
マ
ス
ク
配
布
、
気
中
濃
度
測

定
な
ど
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
好
事
例
と
な
っ
た
」
と

話
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
で
岡
山
大
学
研
究
員

の
松
田
毅
氏
が
登
壇
。
「
は
っ
き
り
言
え
ば
、
津
波
な
ど
の

差
し
迫
る
危
険
を
伝
え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト

は
後
回
し
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
『
誰
が
誰
に
伝
え
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る
か
』
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
者
に
様
々
な

方
法
で
伝
え
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と

強
調
し
た
。
事
前

対
策
と
し
て
「
学

校
な
ど
で
ア
ス
ベ

ス
ト
・
リ
ス
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
教
育
に

組
み
込
み
、
大
学

生
な
ど
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
す
る
な
ど
訴
求
力
あ
る
手
法
の
開
発
を
諮
る
必
要
性

が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
松
田
氏
は
、
学
生
と
協
力
し
て
出
版

し
た
漫
画
「
石
の
綿

―
終
わ
ら
な
い
ア
ス
ベ
ス
ト

―
」

な
ど
の
活
用
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
型
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
」
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
村
井
氏

が
「
（
ア
ス
ベ
ス
ト
が
）
怖
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
控
え

よ
う
と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
、
防
災
教
育
が
大

切
だ
。
能
登
で
は
事
前
通
達
が
出
さ
れ
、
家
財
の
整
理
な
ど

で
も
マ
ス
ク
着
用
が
定
着
し
て
き
た
」
と
発
言
。
永
倉
氏
も

「
全
て
の
作
業
を
す
べ
か
ら
く
や
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行
う
活
動
の
分
類
は
可
能
で
は
な
い
か
」

と
し
、
こ
れ
ま
で
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
き

た
研
修
会
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
行
政
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
上
手

に
利
用
す
る
方
法
も
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
や
、
リ
ス

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
等
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
相
川

康
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
研
究
所
専
務
理
事
）
は
、
新
聞
記
者
と

し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
取
材
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
経

験
を
振
り
返
り
、
「
倒
壊
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
む
き
出
し
の
建

物
の
横
で
、
生
き
て
い
く
た
め
に
商
売
を
し
て
い
る
人
に
対

し
、
ど
う
や
っ
て
リ
ス
ク
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
今
も
ず
っ

と
悩
ん
で
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

リスク・コミュニケーションについて語った神戸大学名誉
教授の松田毅氏
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津
波
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
地
震
と
津

波
は
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
大
量

の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
。 

　

死
者
は
１
万
５
９
０
０
人
、
行
方
不
明
者
は
２
５
２
０

人
、
避
難
生
活
に
よ
る
持
病
悪
化
な
ど
の
震
災
関
連
死
者

東
日
本
大
震
災

　

災
害
多
発
列
島
の
石
綿
懸
念

■
概
要

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源

に
、
国
内
の
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
・

０
の
超
巨
大
地
震
が
起
き
た
。
太
平
洋
沿
岸
の
広
い
範
囲
で

は
３
８
０
２
人
に
上
る
（
２
０
２
４
年
３
月
時
点
、
警
察
庁
・

復
興
庁
調
べ
）
。
住
家
被
害
は
全
壊
約
13
万
棟
、
半
壊
約

26
万
５
０
０
０
棟
、
一
部
損
壊
約
74
万
３
０
０
０
棟
だ
っ
た

（
12
年
９
月
時
点
、
国
土
交
通
省
調
べ
）
。 

■
呼
吸
器
疾
患
の
多
発 

　

津
波
は
多
く
の
建
造
物
を
破
壊
し
、
自
治
体
の
処
理
能
力

を
上
回
る
大
量
の
廃
棄
物
が
出
た
。
多
く
の
が
れ
き
が
分
別

処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
、
各
地
の
仮
置
き
場
に
放
置
さ
れ
る
状

況
が
長
く
続
き
、
住
民
は
悪
臭
や
粉
じ
ん
な
ど
に
悩
ん
だ
。

最
大
被
災
地
の
宮
城
県
石
巻
市
で
は
、
市
内
処
理
分
だ
け
で
、

平
時
の
約
78
年
分
に
あ
た
る
約
４
２
８
万
ト
ン
も
の
災
害
廃

棄
物
が
出
た
。 

　

津
波
が
運
ん
だ
ヘ
ド
ロ
に
よ
る
大
気
汚
染
も
深
刻
だ
っ
た
。

肺
炎
や
ぜ
ん
息
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
悪

化
と
い
っ
た
呼
吸
器
疾
患
の
患
者
が
増
え
た
。 

　

石
巻
地
方
の
災
害
拠
点
病
院
、
石
巻
赤
十
字
病
院
の
矢
内

勝
・
元
院
長
補
佐
に
よ
る
と
、
震
災
か
ら
２
カ
月
間
で
呼
吸

器
内
科
に
緊
急
入
院
し
た
患
者
は
、
前
年
同
期
の
３
倍
の

３
１
６
人
。
こ
の
う
ち
、
肺
炎
患
者
は
２
１
５
人
と
約
４
倍

に
膨
ら
ん
だ
。
高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
の
ほ
か
、
家
の
片
づ

け
で
粉
じ
ん
を
吸
い
、
肺
炎
を
発
症
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。 

　

避
難
生
活
が
長
引
く
中
、
被
災
者
は
活
動
性
の
低
下
や
栄

養
障
害
、
感
染
症
流
行
な
ど
で
心
身
が
疲
弊
し
た
。
学
校
体

育
館
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
避
難
所
は
「
土
足
禁
止
」
が
徹
底

さ
れ
ず
、
「
床
に
雑
魚
寝
」
が
多
か
っ
た
。
粉
じ
ん
を
吸
い

込
み
や
す
い
環
境
は
、
体
調
悪
化
の
一
因
と
な
っ
た
。 

　

避
難
所
の
劣
悪
な
衛
生
環
境
は
、
16
年
の
熊
本
地
震
や
24

年
の
能
登
半
島
地
震
で
も
指
摘
さ
れ
た
。
「
避
難
所
・
避
難

生
活
学
会
」
は
、
清
潔
な
ト
イ
レ
（
Ｔ
）
、
温
か
い
食
事
を

提
供
す
る
キ
ッ
チ
ン
（
Ｋ
）
、
雑
魚
寝
を
防
ぐ
ベ
ッ
ド
（
Ｂ
）

を
発
災
48
時
間
以
内
に
整
え
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」
を
提
唱
し
、

土
足
禁
止
も
呼
び
か
け
る
。 

　

石
綿
被
害
の
防
止
と
と
も
に
、
災
害
関
連
死
防
止
の
観
点

か
ら
も
、
災
害
時
の
粉
じ
ん
対
策
拡
充
が
急
が
れ
る
。 

　

今
年
２
０
２
５
年
１
月
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
な
っ
た
。
日
本
は
気
候
危
機
も
あ
っ
て
災
害
多
発

列
島
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
問
題
は
災
害
時
に
課
題
が
よ
り
切
実
に
浮
か
び
上
が
る
。

本
章
で
は
11
年
の
東
日
本
大
震
災
、
16
年
の
熊
本
地
震
、
18
年
の
西
日
本
豪
雨
、
19
年
の
台
風
19
号
豪
雨
、
24
年

の
能
登
半
島
地
震
の
状
況
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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■
被
災
自
治
体
の
課
題 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
国
は

07
年
に
石
綿
の
災
害
時
飛
散
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
自
治
体
向

け
に
策
定
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
作
成
や
石
綿
が

露
出
し
た
被
災
建
物
の
応
急
措
置
法
も
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

東
日
本
大
震
災
で
は
対
策
の
実
効
性
が
問
わ
れ
た
。 

　

国
や
都
道
府
県
と
連
携
す
る
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
は
日
常
的
に
石
綿
関
連
業
務
に
関
わ
る
職
員
が
い
な
い

上
、
大
規
模
災
害
で
は
職
員
も
被
災
者
と
な
り
、
心
身
の
負

担
が
増
す
。 

　

石
巻
市
の
担
当
者
は
「
震
災
直
後
は
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
道
路
を
通
す
作
業
が
最
優
先
。
（
震
災
３
カ
月
後
に
）
公

費
解
体
が
始
ま
り
、
石
綿
に
目
が
向
い
た
」
と
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
る（

１
）。

岩
手
県
大
槌
町
で
は
被
災
し
た
旧
役
場
庁
舎

の
解
体
工
事
を
巡
り
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
上
の
手
続
き
や

石
綿
調
査
の
不
備
が
相
次
い
で
発
覚
し
、
工
期
が
延
長
さ
れ

た（
２
）。

　

一
方
、
石
巻
市
は
「
東
京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の

助
言
を
受
け
、
石
綿
関
連
の
作
業
従
事
者
向
け
に
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
く
特
別
教
育
の
講
習
を
市
主
催
で
実
施
し

た
。
解
体
工
事
の
経
験
が
少
な
い
業
者
へ
の
対
応
を
踏
ま
え

た
措
置
で
、
同
セ
ン
タ
ー
が
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
外

山
尚
紀
さ
ん
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
た（

３
）。

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
好
例
と
言
え
よ
う
。 

　

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
石
綿
が
露
出
し
た
建
築
物
を
見
分

け
る
調
査
な
ど
で
「
専
門
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
て
い
る
。「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
協
会
」

（
Ａ
Ｓ
Ａ
）
な
ど
専
門
家
団
体
と
災
害
時
協
定
を
結
ぶ
自
治

体
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
対
策
が
不
十
分
な
自
治
体
は
少
な

く
な
い
。
災
害
時
の
混
乱
に
対
応
す
る
に
は
、
現
地
の
要
請

を
待
た
ず
に
専
門
家
や
応
援
職
員
を
派
遣
す
る
「
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
」
な
ど
の
検
討
も
必
要
だ
ろ
う
。 

■
ず
さ
ん
な
解
体
工
事 

　

環
境
省
と
厚
生
労
働
省
は
東
日
本
大
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
合
同
会
議
を
11
年
５
月
に
つ
く
り
、
飛
散
防
止
対
策
な
ど

を
協
議
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
大
気
中
の
石
綿
濃
度
測
定
が
定
期
的
に
実

施
さ
れ
た
。
大
半
の
地
点
は
低
濃
度
だ
っ
た
が
、
11
～
13
年

度
の
測
定
結
果
の
う
ち
、
石
綿
除
去
工
事
現
場
80
カ
所
を
抽

出
し
た
調
査
で
は
13
カ
所
で
石
綿
の
漏
洩
が
あ
っ
た
。
石
巻

労
基
署
が
12
年
７
月
に
公
表
し
た
解
体
業
者
の
自
主
点
検
結

果
で
は
「
石
綿
の
事
前
調
査
を
適
正
に
し
た
」
と
答
え
た
業

者
は
59
％
に
と
ど
ま
っ
た
。 

　

宮
城
県
仙
台
市
で
は
11
年
11
月
、
震
災
で
休
業
し
た
ホ
テ

ル
の
解
体
工
事
で
石
綿
の
漏
洩
事
故
が
起
き
、
敷
地
境
界
で

大
気
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
最
大
３
６
０
本
の
石
綿
（
ア
モ
サ

イ
ト
）
繊
維
が
検
出
さ
れ
た
。
解
体
業
者
は
18
日
間
に
わ
た

り
、
石
綿
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
鉄
骨
に
沿
っ
て
各
階
の
床
に

穴
を
開
け
、
バ
ス
タ
ブ
や
内
装
材
を
落
と
す
な
ど
し
て
い
た
。

近
く
に
あ
る
保
育
園
は
万
が
一
に
備
え
、
当
時
の
園
児
の
記

録
を
保
管
し
て
い
る（

４
）。

■
専
門
家
や
市
民
の
取
り
組
み 

　

被
災
地
で
は
専
門
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
、
粉
じ
ん
や
石
綿

の
飛
散
状
況
や
住
民
や
復
旧
作
業
従
事
者
へ
の
健
康
影
響
、

マ
ス
ク
な
ど
呼
吸
用
保
護
具
の
適
正
使
用
、
津
波
に
よ
る
土

壌
へ
の
環
境
影
響
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
調
査
研
究

や
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。 

　

具
体
的
な
内
容
は
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
「
震
災
関
連
石

綿
・
粉
じ
ん
等
対
策
委
員
会
」
（
広
瀬
俊
雄
委
員
長
）
の
報

告
書
『
東
日
本
大
震
災
に
み
る
石
綿
・
粉
じ
ん
な
ど
に
よ
る

影
響
と
対
策
・
課
題
』
（
13
年
５
月
発
行
）
や
東
京
労
働
安

全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
『
東
日
本
大
震
災
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
・
活
動　

報
告
書
』
（
14
年
３
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

　

市
民
や
研
究
者
、
医
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
つ
く
る
「
ア
ス

ベ
ス
ト
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

11
年
４
月
か
ら
沿
岸
被
災
地
を
巡
り
、
倒
壊
建
物
の
鉄
骨
の

石
綿
吹
き
付
け
材
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
様
子
な
ど
を
記
録
。

自
治
体
へ
の
情
報
提
供
や
石
綿
飛
散
の
可
能
性
が
高
い
場
所

の
点
検
、
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。
現
在
も
補
修

や
解
体
な
ど
被
災
建
物
の
変
化
を
時
系
列
で
記
録
す
る
活
動

を
継
続
し
て
い
る
。 

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
懸
念
す
る
の
が
、
被
災
し
た

水
産
加
工
場
や
倉
庫
の
補
修
に
伴
う
問
題
だ
。
「
中
皮
腫
・



第 2 章 災害列島の石綿懸念

51 50

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
事
務
局
長
の
永
倉
冬
史

さ
ん
に
よ
る
と
、
石
綿
を
含
む
波
形
ス
レ
ー
ト
板
を
使
っ
た

古
い
部
分
と
石
綿
を
含
ま
な
い
建
材
を
使
っ
た
補
修
部
分
が

混
在
す
る
建
物
が
あ
り
、
今
後
解
体
な
ど
を
す
る
場
合
、
石

綿
使
用
に
気
づ
か
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。 

■
被
害
者
救
済
の
地
域
課
題 

　

石
綿
の
被
害
者
救
済
を
巡
っ
て
は
、
被
害
の
潜
在
化
な
ど

東
北
特
有
の
課
題
が
あ
る
。 

　

「
全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
」
に
よ
る
と
、

中
皮
腫
の
死
亡
者
数
（
１
９
９
５
～
２
０
２
３
年
）
に
対
す
る

補
償
・
救
済
件
数
（
03
～
23
年
度
）
の
割
合
は
、
全
国
平
均

76
・
６
％
に
対
し
、
東
北
６
県
は
、
宮
城
の
79
・
７
％
を
除
く
、

５
県
が
平
均
を
下
回
る
。
岩
手
は
56
・
４
％
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
45
位
、
福
島
は
60
・
８
％
で
42
位
だ
っ
た
。 

　

「
中
皮
腫
・
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
・
患
者
と
家
族
の
会
」
の

東
北
支
部
に
よ
る
と
、
本
来
は
補
償
が
手
厚
い
労
災
保
険
の

対
象
な
の
に
、
周
知
不
足
な
ど
か
ら
救
済
制
度
を
使
う
当
事

者
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
が
れ
き

５
弱
が
13
回
、
震
度
４
が
１
２
３
回
、
震
度
１
以
上
の
地
震

が
計
４
５
９
６
回
発
生
し
ま
し
た
。 

　

本
震
の
規
模
Ｍ
７
・
３
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同
じ
大

き
さ
で
す
が
、
阿
蘇
大
橋
の
崩
落
な
ど
の
衝
撃
的
な
被
害
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
都
市
と
違
い
、
農
村
地
域
、
比
較
的
人

口
密
度
の
低
い
地
域
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
人
的
被
害
は
、

死
者
50
名
に
加
え
て
、
震
災
関
連
死
が
２
２
３
名
と
、
阪
神

大
震
災
と
比
べ
れ
ば
、
幸
い
に
も
少
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ

し
、
熊
本
地
震
の
場
合
、
震
災
関
連
死
が
直
接
死
を
大
幅
に

上
回
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

　

建
物
被
害
は
、
熊
本
県
内
21
万
１
５
６
７
棟
で
、
内
訳
は

住
宅
全
壊
８
万
６
５
７
棟
、
半
壊
３
万
４
４
９
１
棟
、
一
部

損
壊
15
万
７
５
６
３
棟
な
ど
で
す
。
地
震
の
発
生
時
間
が
夜

間
と
深
夜
だ
っ
た
の
で
、
火
災
は
15
件
と
少
な
か
っ
た
で
す
。

熊
本
地
震
の
経
験 

■
熊
本
地
震
の
概
要 

　

熊
本
地
震
で
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
を
経

験
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
４
月
14
日
21
時
26
分
に
発
生
し

た
地
震
は
Ｍ
６
・
５
で
、
震
源
近
く
の
益
城
町
で
震
度
７
を

観
測
し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
４
月
16
日
１
時
25
分
に
発
生

し
た
余
震
は
Ｍ
７
・
３
と
よ
り
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
震

で
、
益
城
町
や
西
原
村
で
震
度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。 

　

後
に
、
後
の
地
震
の
方
が
大
き
い
と
い
う
事
象
は
経
験
し

た
こ
と
が
な
く
、
４
月
14
日
の
地
震
を
前
震
、
４
月
16
日
の

地
震
を
本
震
と
呼
び
直
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
余
震
が
続
き
、
２
０
１
９
年

４
月
10
日
ま
で
の
約
３
年
間
で
、
震
度
７
が
２
回
、
震
度
６

強
が
２
回
、
震
度
６
弱
が
３
回
、
震
度
５
強
が
５
回
、
震
度

処
理
や
解
体
工
事
な
ど
の
健
康
被
害
が
今
後
出
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
救
済
に
関
す
る
地
域
格
差
を
解
消
し
、
発
症
の

早
期
発
見
や
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
環
境
の
整
備
が
急
務

だ
。

（
１
）
『
河
北
新
報
』
（
朝
刊
、
以
下
同
じ
）
２
０
１
５
年
３
月

11
日

（
２
）
18
年
６
月
23
日

（
３
）
15
年
３
月
12
日

（
４
）
同
15
日
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ま
た
、
大
分
県
で
も
、
８
４
０
１
棟
の
建
物
被
害
（
住
宅
全

壊
10
棟
、
半
壊
２
２
２
棟
等
）
が
あ
り
、
建
物
被
害
は
山
口
県

と
九
州
６
県
広
範
囲
に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　

本
震
直
後
か
ら
余
震
が
続
い
た
た
め
、
避
難
所
へ
の
最
大

避
難
者
は
18
万
３
８
８
２
名
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
最

大
避
難
者
約
31
万
人
と
比
較
す
る
と
、
人
口
当
た
り
の
避
難

者
数
が
多
い
の
が
特
徴
で
し
た
。
車
中
泊
、
軒
先
避
難
（
納

屋
や
農
機
具
倉
庫
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
）
と
い
う
新
し
い

避
難
形
態
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
車
中
泊
が
続
き
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
症
候
群
を
発
症
す
る
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
し
た
。

■
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て 

　

環
境
省
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で
、

壊
れ
た
建
物
の
解
体
工
事
で
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛

散
が
続
い
た
と
い
う
苦
い
経
験
か
ら
、
早
い
段
階
（
発
生
翌

日
）
に
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
の
解
体
に
関

す
る
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
指
示
を
出
し
ま
し
た
。 

　

さ
ら
に
、
被
災
後
、
４
月
末
に
は
、
熊
本
県
、
熊
本
市
は
、

業
界
２
団
体
（
石
綿
診
断
協
会
、
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
協
会
）

に
協
力
を
依
頼
し
、
壊
れ
た
建
物
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

の
被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
19
棟
を
特
定
し
、
飛

散
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど
の
飛

散
防
止
対
策
を
実
施
し
、
緊
急
措
置
が
必
要
な
建
物
に
つ
い

て
は
、
除
去
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
１
）
。 

　

こ
の
点
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ

て
、
早
期
に
飛
散
防
止
対
策
が
実
施
さ
れ
た
点
は
評
価
で
き

る
と
思
い
ま
す
。 

■
熊
本
方
式
の
立
案
と
実
施 

　

熊
本
地
震
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、
熊
本
方

式
と
呼
ば
れ
る
解
体
工
事
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
飛

散
防
止
対
策
が
発
案
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

災
害
で
の
対
応
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　

２
０
０
１
年
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
の
施
行
を
契

機
に
、
極
力
、
災
害
廃
棄
物
は
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
津
波
被
害
地
域
の
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
で
も
、
災

害
廃
棄
物
の
分
別
を
徹
底
し
、
極
力
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
分
別
が
徹
底
さ
れ

ず
、
仮
置
き
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。 

　

熊
本
地
震
で
も
、
２
０
１
６
年
末
ま
で
に
、
熊
本
県
、
熊

本
市
が
大
規
模
な
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
を
３
か
所
建
設

し
、
受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
の
分
別
処
理
を
実
施
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
85
％
を
目
標
に
、
２
０
１
８
年
３
月
末
ま
で
に
、

処
理
・
処
分
を
行
い
ま
し
た
。 

　

そ
の
際
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
解
体
現
場
か
ら
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
仮
置
き
場
に
搬
入
す
る
こ
と
が
徹

底
さ
れ
ま
し
た
。
建
材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
み
な
し
で
行
わ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
な
い
建
材

も
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
入
れ
ら
れ
、
処
理
さ
れ
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
の
リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
し
た
の
は
確
実
で
す
。 

　

ま
た
、
熊
本
地
震
で
も
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、

多
く
の
解
体
工
事
は
三
者
契
約
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本

県
、
熊
本
市
は
三
者
契
約
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
家
屋
の
解

写真 1
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体
工
事
の
届
出
を
受
付
ま
す
。
解
体
工
事
の
実
施
日
に
、
必

ず
１
回
は
、
担
当
者
が
巡
回
視
察
し
、
解
体
工
事
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
波
型
ス
レ
ー
ト
な
ど

の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
解
体
に
関
し
て
は
、
極
力
手
ば

ら
し
で
行
い
、
飛
散
防
止
の
た
め
の
散
水
の
徹
底
な
ど
を
指

導
、
確
認
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
も
、
熊
本
市
の
担

当
者
の
巡
回
に
同
行
し
て
、
確
か
め
ま
し
た
（
写
真
２
、
３
、

４
）
。

　

同
様
に
、
労
働
基
準
監
督
署
も
現
場
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
聞
記
事
（
熊
本
日
日
）
に
、
解
体
現
場

の
労
基
署
等
の
立
ち
入
り
調
査
で
、
８
４
０
件
中
５
２
０
件

で
不
十
分
な
工
事
現
場
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
十
分
だ
と
指
摘
し
た
内
容
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
に
関
す

る
事
前
調
査
の
未
実
施
、
解
体
工
事
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

事
前
調
査
結
果
の
不
表
示
、
石
綿
作
業
主
任
者
の
不
在
な
ど

で
す
。 

　

行
政
担
当
者
が
巡
回
視
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
体
現

場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
が
行
わ
れ
た
と
い
う
点
で
、

熊
本
方
式
は
成
果
を
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

た
だ
し
、
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
に
搬
入
す
る
際
、
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
搬
入
す

る
こ
と
が
受
け
入
れ
基
準
の
た
め
、
解
体
現
場
で
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
に
入
れ
る
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
を
破
砕
す

る
場
合
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
飛
散
防
止
対
策
が
十
分
だ
っ

た
か
は
不
明
で
、
今
後
の
課
題
で
す
。 

熊
本
学
園
大
学
で
の
新
た
な
経
験 

　

筆
者
が
勤
務
す
る
熊
本
学
園
大
学
で
は
、
熊
本
地
震
で
、

２
つ
の
校
舎
の
損
壊
が
ひ
ど
く
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
、
文
部
科
学
省

の
指
示
で
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
校
舎
の
除
去
工

事
が
実
施
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熊
本
地
震
で
壊
れ
た

校
舎
の
解
体
工
事
に
際
し
て
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確

認
さ
れ
、
改
め
て
、
除
去
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
の
解
体
工
事
の
注
意
例
と
し
て
、
教
訓
化
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。 

事
前
調
査
と
除
去
工
事
に
至
る
経
緯 

　

熊
本
地
震
の
翌
２
０
１
７
年
５
月
、
解
体
工
事
に
先
立
ち
、

法
令
や
熊
本
市
の
条
例
等
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
石
綿
使

用
の
事
前
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
設
計
図
書
と
目
視
に
よ

る
調
査
で
、
石
綿
含
有
建
材
と
し
て
、
床
に
Ｐ
タ
イ
ル
、
天

井
に
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
の
使
用
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
段
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
の
可
能
性
は
少
な
い
と
、
解
体

工
事
の
看
板
に
、
そ
の
内
容
が
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　

５
月
18
日
か
ら
解
体
作
業
を
開
始
、
内
装
材
の
撤
去
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
最
中
の
７
月
半
ば
に
、
１
階
の
教
室
の

天
井
板
を
外
し
た
と
こ
ろ
、
天
井
裏
に
吹
き
付
け
材
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。
関
係
者
が
見
た
ら
、
一
目
で
ク

ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
と
わ
か
る
も
の
で
し
た
。
解
体
業
者
は
、
解

体
作
業
を
中
断
せ
ず
、
試
料
を
分
析
検
査
に
回
し
、
ク
ロ
シ

ド
ラ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
時
点
か
ら
、
筆
者
は
学
長
か
ら
の
依
頼
で
、
専
門
家

と
し
て
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
が
円
滑
に
進
む

よ
う
に
、
施
主
と
し
て
熊
本
学
園
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割

写真２、３、４
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に
つ
い
て
、
助
言
し
ま
し
た
。 

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
関
係

機
関
へ
の
届
出
義
務
や
、
環
境
省
に
よ
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
情
報
を
大
学
事
務
局
に

伝
え
、
説
明
会
の
開
催
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

　

大
学
と
し
て
、
行
政
に
除
去
工
事
の
申
請
を
進
め
る
一
方

で
、
周
辺
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
８

月
８
日
の
午
後
に
大
学
関
係
者
向
け
、
夕
方
に
は
住
民
向
け

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
発
見
の
原
因 

　

問
題
の
校
舎
は
短
大
の
校
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
、
１
９
６
５

年
に
竣
工
。
当
初
は
吹
き
抜
け
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
を
、
１
９
７
１

年
に
１
階
の
天
井
を
増
設
し
、
２
階
を
図
書
室
、
１
階
を
事

務
室
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
大
幅
な
改
築
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
際
、
天
井
に
耐
火
被
覆
材
と
し
て
、
ク
ロ
シ
ド

ラ
イ
ト
の
吹
き
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

５
月
の
設
計
図
書
と
目
視
に
よ
る
調
査
の
際
に
は
、
竣
工

時
の
設
計
図
書
し
か
調
査
せ
ず
、
改
築
時
の
設
計
図
書
を
確

認
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
現
場
の
目
視
検
査
で
は
、
天
井

に
点
検
口
が
な
か
っ
た
た
め
、
天
井
裏
の
目
視
調
査
を
行
わ

ず
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
見
落
と
す
と
い
う
過

失
を
重
ね
ま
し
た
。 

　

国
交
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
け
ば
、
天
井
板
を
一
部
外
し

て
、
吹
き
付
け
材
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
作
業
を
中
止
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

天
井
板
が
す
べ
て
外
さ
れ
て
お
り
、
不
適
切
な
対
応
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

　

住
民
向
け
説
明
会
で
は
、
５
月
の
時
点
で
、
吹
き
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
を
見
落
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
応
が
ま
ず

か
っ
た
こ
と
を
素
直
に
釈
明
し
、
除
去
工
事
で
は
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
防
止
に
心
が
け
る
こ
と
を
説
明
し
、
住
民
の
方
に

納
得
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
か
ら
は
２
０
０
５

年
の
除
去
工
事
で
は
、
説
明
会
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
を

質
問
さ
れ
、
当
時
は
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
な
く
、
説
明
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
と
い
う
苦

し
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。 

写真５

除
去
工
事
と
今
回
の
教
訓 

　

そ
の
後
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
工
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
筆
者
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
確
認
の
た
め
に
、

解
体
業
者
の
同
意
の
う
え
で
、
養
生
の
完
成
後
、
除
去
作
業

開
始
前
と
除
去
工
事
終
了
後
に
、
特
別
に
現
場
に
入
り
、
作

業
の
進
捗
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

今
回
の
除
去
工
事
で
は
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
見
落

と
し
を
き
ち
ん
と
釈
明
し
、
説
明
会
の
開
催
で
周
辺
住
民
と

の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
誠
実
に
対
応

し
た
こ
と
で
、
問
題
な
く
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
ま

す
。
解
体
工
事
の
事
前
調
査
時
に
、
改
築
工
事
の
設
計
図
書

と
目
視
調
査
で
の
見
落
と
し
は
教
訓
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
後
、
熊
本
学
園
大
学
の
事
例
を
参
考
に
、
熊
本
県
も

所
有
す
る
建
物
の
再
調
査
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 
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３　

「
勝
手
仮
置
き
場
」
の
分
別
、
が
れ
き
仮
置
き
場
の

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題 

が
れ
き
の
集
積
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
発
生
。

公
費
解
体
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
。 

な
ど
へ
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
、
震
災
そ
し
て
津
波
が
発
生
し
、

発
災
か
ら
８
週
間
後
、
陸
前
高
田
の
市
街
地
で
は
倒
壊
し
た

建
物
の
大
量
の
が
れ
き
は
、
乾
燥
し
、
が
れ
き
の
集
積
、
撤

去
工
事
が
一
斉
に
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
重
機
が
が
れ
き

を
つ
か
み
、
反
転
し
集
積
さ
れ
て
い
た
が
、
重
機
の
周
辺
は

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
そ
の
粉
じ
ん
は
町
中
を
漂
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
光
景
が
各
所
で
見
ら
れ
、
作
業
者
は
マ
ス
ク
を

し
て
い
な
か
っ
た
。 

台
風
、
水
害
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト

　

震
災
や
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
建
築
物
の
倒
壊
、
破

壊
が
起
こ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
が
被
災
地
に
飛
散
す
る
。

震
災
で
直
接
建
物
が
倒
壊
し
た
場
合
、
建
物
に
使
用
さ
れ
て

い
た
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
露
出
し
、
粉
じ
ん
が
発

生
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
も
ア
ス
ベ
ス

ト
粉
じ
ん
飛
散
は
お
こ
る
。 

　

私
た
ち
が
今
ま
で
災
害
被
災
地
を
見
て
き
た
経
験
か
ら
、 

１　

津
波
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題　

 

震
災
発
生
後
、
津
波
被
災
地
で
、
が
れ
き
撤
去
の
際

に
が
れ
き
が
乾
燥
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
が
発
生

す
る
。 

２　

台
風
・
水
害
等
災
害
被
災
地
で
、
が
れ
き
撤
去
の
際

に
、
が
れ
き
が
乾
燥
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
が
発

生
す
る
。 

　

２
０
１
９
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
豪
雨
で
、
長

野
市
内
の
千
曲
川
が
氾
濫
し
、
長
沼
地
区
で
は
洪
水
が
発
生

し
た
。
長
沼
地
区
に
は
洪
水
が
発
生
し
た
近
隣
に
玅

み
ょ
う

笑し
ょ
う

寺じ

と
い
う
寺
が
あ
り
、
境
内
に
は
過
去
の
洪
水
の
水
位
を
記
し

た
塔
が
立
っ
て
い
た
。
水
害
を
繰
り
返
し
た
地
域
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
千
曲
川
の
氾
濫
に
よ
り
広
域
が
浸
水
し
た
。
リ
ン

ゴ
畑
な
ど
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
こ
の
地
区
に
あ
っ
た
赤

沼
公
園
が
、
水
が
引
く
と
、
が
れ
き
の
集
積
場
と
な
っ
た
。

水
害
発
生
の
直
後
は
、
長
野
市
な
ど
の
行
政
が
十
分
に
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
使
え
な
く
な
っ
た
家
財
道
具
類
が
、

各
戸
勝
手
に
公
園
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の

な
か
、
一
市
民
が
、
自
ら
被
災
者
で
あ
っ
た
が
、
赤
沼
公
園

で
持
ち
込
ま
れ
た
廃
棄
物
を
公
園
内
を
が
れ
き
ご
と
に
区
分

し
、
自
主
的
に
分
別
を
行
っ
た
。
私
た
ち
は
、
地
元
の
長
野

県
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
赤

沼
公
園
、
水
没
し
た
長
野
市
の
長
沼
支
所
、
壁
が
剥
が
れ
落

ち
た
体
育
館
な
ど
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
が
れ
き
集
積
場
の

一
つ
「
ア
ク
ア
パ
ル
千
曲
」
で
、
災
害
が
れ
き
の
分
別
の
よ

う
す
を
視
察
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
ス
レ
ー
ト
類
は
、

き
れ
い
に
分
別
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。

担
当
の
責
任
者
に
話
を
聞
く
と
、
熊
本
地
震
の
際
の
が
れ
き

集
積
場
の
分
別
集
積
も
経
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
災
害
被
災

地
の
経
験
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。 

　

２
０
２
２
年
９
月
３
日
、
復
旧
し
た
被
災
地
、
長
沼
支
所

の
裏
に
あ
る
体
育
館
で
水
害
被
災
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
の
報
告
集
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
赤
沼
公
園
で
、

直
後
の
が
れ
き
分
別
を
行
っ
た
市
民
、
長
野
県
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
セ
ン
タ
ー
、
長
野
市
役
所
の
当
時
の
担
当
職
員
な
ど
か

ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。 

　

長
野
市
の
洪
水
被
害
被
災
地
で
は
、
市
民
に
よ
る
分
別
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

災
害
発
生
直
後
か
ら
、
「
長
野
県
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
セ
ン

タ
ー
」
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
、
市
議
会

議
員
等
と
意
見
調
整
し
な
が
ら
市
へ
の
要
請
を
行
い
、
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
市
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
早

い
時
点
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
へ
の
注
意
喚
起
、

防
じ
ん
マ
ス
ク
の
配
布
、
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
濃
度
の
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測
定
を
行
い
、
公
費
解
体
業
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
積
極

的
に
実
施
、
公
開
し
た
。 

　

洪
水
被
災
地
を
、
も
う
１
か
所
報
告
を
し
た
い
。
２
０
１
８

年
７
月
６
日
～
７
日
に
か
け
て
「
西
日
本
豪
雨
」
が
発
生
し
、

倉
敷
市
真
備
町
地
区
が
、
広
範
囲
に
水
没
し
た
。
高
梁
川
と

小
田
川
と
の
合
流
地
点
で
小
田
川
が
逆
流
し
、
氾
濫
し
た
。

真
備
町
の
洪
水
浸
水
域
を
見
る
と
、
市
街
地
ま
で
広
範
囲
に

浸
水
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
総
社
市
の
高
梁
川
堤
防

に
は
ア
ル
ミ
工
場
が
あ
っ
た
。 

　

２
０
１
８
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
真
備
町
の
浸
水
被
害
状
況

は
、
浸
水
域
１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
最
大
浸
水
高
５
メ
ー

ト
ル
以
上
、
全
壊
家
屋
４
６
４
６
棟
、
半
壊
家
屋
８
４
６
棟
、

一
部
損
壊
３
６
９
棟
、
公
共
施
設
・
大
規
模
施
設
の
床
上
浸

水
１
１
８
１
棟
、
公
共
施
設
・
大
規
模
施
設
の
床
下
浸
水
18

棟
、
死
者
73
人
（
内
、
災
害
関
連
死
21
人
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

規
模
は
、
長
野
市
長
沼
地
区
の
被
害
を
上
回
る
。
私
た
ち
は
、

被
災
地
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
、
３
回
行
っ
て
い
る
。
第
１
回
、

２
０
１
８
年
８
月
２
日
か
ら
４
日
、
第
２
回
、
同
年
８
月
16

日
か
ら
17
日
、
第
３
回
、
同
年
９
月
６
日
か
ら
７
日
で
あ

る
。 

　

第
１
回
調
査
で
は
、
水
没
し
、
使
え
な
く
な
っ
た
家
ゴ
ミ

が
、
道
路
上
に
う
ず
た
か
く
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

分
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
ゴ
ミ
が
混
在
し
て

い
た
。
こ
こ
で
は
、
長
野
市
長
沼
地
区
で
あ
っ
た
よ
う
な
市 

民
に
よ
る
が
れ
き
の
大
ま
か
な
分
別
や
、
１
か
所
へ
の
集
積

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
行
政
に
よ
る
早
く
か
ら
の
対

策
は
、
が
れ
き
の
処
理
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
ち
ま
ち

に
集
積
さ
れ
た
が
れ
き
を
見
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
も
散

乱
し
て
い
た
。 

　

私
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
、
防
じ

ん
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
、
お
話
を
聞
い
た
。
市
街
地
を
見
て
ま

わ
る
と
、
解
体
現
場
で
鉄
骨
に
吹
付
け
材
を
見
つ
け
、
市
役

所
に
連
絡
し
た
。
そ
の
後
、
適
切
に
処
理
さ
れ
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
を
し
て
お
り
、
適
切
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
メ
ン
バ
ー
の
外
山
さ
ん
が
訴
え
た
。 

　

真
備
町
の
隣
の
総
社
市
、
氾
濫
し
た
高
梁
川
の
堤
防
に
、

ア
ル
ミ
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
の
工
場
が
浸
水
し
、
ア
ル
ミ
の

溶
融
炉
が
水
蒸
気
爆
発
を
起
こ
し
た
。
工
場
の
屋
根
や
炉
の

上
部
な
ど
が
、
爆
発
で
百
メ
ー
ト
ル
以
上
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
、

離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
建
物
を
破
壊
し
て
い
た
。
工
場
の
周
辺

に
は
屋
根
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
波
形
ス
レ
ー
ト

板
が
、
粉
々
に
な
っ
て
散
乱
し
て
い
た
。 

　

倉
敷
市
は
、
２
０
１
８
年
８
月
、
ア
ス
ベ
ス
ト
大
気
濃
度

調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
地
点
は
、
川
辺
小
学
校
、
ま
き
び

の
里
保
育
園
、
真
備
支
所
、
箭
田
小
学
校
で
の
測
定
で
、
そ

れ
ぞ
れ
総
繊
維
数
が
一
本
／
リ
ッ
ト
ル
を
下
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
通
常
の
一
般
大
気
環
境
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
し
た
。 

　

調
査
チ
ー
ム
は
今
回
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま

と
め
た
。 

１
、
第
３
回
調
査
も
含
め
て
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
。 

２
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
検
証 

仮
置
き
場
で
の
分
別
収
集
の
状
況 

吹
付
け
材
の
棟
数
、
被
害
状
況
、
大
気
濃
度
測
定
な

ど
。 

市
へ
連
絡
し
た
鉄
骨
吹
付
け
材
の
検
証
の
件 

３
、
倒
壊
家
屋
の
解
体
作
業
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

４
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
教
育
、
ば
く

露
防
止
対
策 

５
、
倉
敷
水
害
に
関
す
る
検
証
記
録
を
収
集
、
検
討
す

る
。 

例
：
環
境
省
と
倉
敷
市
で
ま
と
め
た
報
告
書 

冊
子
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
倉
敷
市
の
災
害

廃
棄
物
処
理
の
記
録
」 

６
、
倉
敷
市
、
岡
山
県
な
ど
に
対
し
て
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
う
。 

７
、
長
野
水
害
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
比
較
し
検

討
す
る
。 

８
、
そ
の
他 

　

自
治
体
の
職
員
に
よ
る
不
適
正
事
例
を
紹
介
す
る
。
あ
る

自
治
体
（
千
葉
県
内
）
で
は
、
２
０
１
９
年
台
風
15
号
の
際
に
、

が
れ
き
仮
置
き
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
ス
レ
ー
ト
類
を
、
そ
の

場
で
自
治
体
の
職
員
が
、
玄
翁
で
細
か
く
割
っ
て
袋
詰
め
す
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る
指
導
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
ス
レ
ー
ト
類
は
割
ら
れ
、

粉
じ
ん
を
ま
き
散
ら
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
対
策
が
全
く

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
実
態
が
ま
だ
あ
る
。 

地
震
及
び
水
害
被
災
地
調
査
に
基
づ
く
ま
と
め 

・
災
害
発
生
時
前
（
平
時
）
の
自
治
体
に
よ
る
建
物
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
計
画
的
な
撤
去
事
業

の
推
進
。 

・
平
時
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
情

報
の
周
知
。 

・
平
時
に
、
災
害
発
生
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
対
策
の
準

備
と
、
復
旧
作
業
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
、
作
業
者
向

け
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
備
蓄
。 

・
災
害
発
生
後
、
復
旧
作
業
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
、
事

業
者
向
け
の
情
報
の
提
供
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
（
Ｎ
95
タ
イ

プ
）
等
の
配
布
。 

・
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
防
止
対
策
を
平

時
に
計
画
し
て
お
く
。 

等
が
重
要
で
あ
る
。 

　

ま
た
、
災
害
前
・
災
害
時
・
災
害
後
の
石
綿
対
策
の
要
点

と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
求
め
ら
れ
る
。 

１
、
通
常
使
用
時
の
建
物
調
査 

・
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
整
備 

・
建
物
所
有
者
へ
の
周
知
と
協
力 

２
、
災
害
発
生
後
の
建
物
調
査 

・
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
に
も
と
づ
く
調
査 

・
避
難
所
、
支
援
拠
点
の
安
全
確
認 

３
、
災
害
廃
棄
物
の
取
り
扱
い 

・
収
集
、
集
積
、
分
別
の
工
夫 

４
、
被
災
建
築
物
の
解
体 

・
発
注
者
と
し
て
の
行
政
の
責
任
、
支
援
と
監
視 

　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

　

子
供
た
ち
、
次
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
た
め
に
、

自
然
災
害
に
備
え
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト

粉
じ
ん
対
策
に
も
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

つ
い
て
調
査
す
る
と
共
に
、
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ア
ス
ベ
ス
ト
用
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
届
け
る
活
動

を
開
始
し
た
。 

　

第
１
回
は
、
５
月
６
日
～
８
日
に
実
施
し
、
七
尾
市
、
穴

水
町
、
輪
島
市
を
視
察
し
、
石
川
県
庁
で
は
災
害
廃
棄
物
を

担
当
す
る
職
員
と
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
も
情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。 

　

第
２
回
は
、
８
月
16
日
～
18
日
に
実
施
し
た
。
石
川
県
庁

と
輪
島
市
の
公
費
解
体
の
担
当
者
と
懇
談
を
行
な
い
、
輪
島

市
、
七
尾
市
、
穴
水
町
、
能
登
町
、
珠
洲
市
の
ガ
レ
キ
仮
置

き
場
を
中
心
に
視
察
を
行
な
っ
た
。 

　

そ
の
後
、
能
登
半
島
は
９
月
21
日
に
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

震
災
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
は
、
水
害
に
よ

り
更
な
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。 

能
登
半
島
地
震 

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
半
島
で
最
大
震
度

７
の
揺
れ
を
観
測
す
る
大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
も
地

震
は
相
次
ぎ
震
度
１
以
上
を
観
測
す
る
地
震
は
１
か
月
で

１
５
０
０
回
を
超
え
た
。
石
川
県
の
住
宅
被
害
は
、
全
壊

６
４
４
５
棟
、
半
壊
２
万
３
２
２
５
棟
、
一
部
損
壊
12
万
29

棟
と
な
っ
て
い
る
（
２
０
２
４
年
12
月
24
日
、
災
害
対
策
本
部

発
表
）
。
専
門
家
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し

た
地
震
に
匹
敵
す
る
」
と
し
、
輪
島
市
な
ど
で
は
大
規
模
な

火
災
も
発
生
し
被
害
は
拡
大
し
た
。 

■
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
調
査 

　

「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
能
登
半
島
地
震
で
発
生
す
る
膨
大
な
量
の
災
害
廃

棄
物
の
仮
置
き
場
や
処
分
場
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
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第
３
回
目
と
な
る
調
査
は
、
水
害
廃
棄
物
仮
置
き
場
の
調

査
も
含
め
、
12
月
14
日
～
16
日
に
実
施
し
た
。
志
賀
町
・
能

登
町
・
輪
島
市
を
周
り
、
災
害
ガ
レ
キ
仮
置
き
場
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
の
取
扱
い
状
況
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
輪

島
市
と
石
川
県
の
担
当
者
と
懇
談
し
、
穴
水
労
働
基
準
監
督

署
と
も
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。 

　

ま
た
、
３
回
の
調
査
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
４
０
０
０
枚
の
マ
ス
ク
を
届
け
、
正
し

い
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
の
冊
子
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
マ

ン
ガ
で
読
む
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
も
届
け
た
。 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

　

被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対

す
る
情
報
提
供
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
危
険
性
へ
の
認
識
も

低
い
状
態
で
あ
る
。
近
年
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
各

地
で
発
生
し
て
お
り
、
家
屋
の
床
材
・
壁
材
、
外
壁
材
を
剥

が
し
撤
去
す
る
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
な
う
機
会
が
増

え
て
い
る
。 

　

石
川
県
は
、
「
住
民
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
へ　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
」
と
記
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
ら
に
尋
ね
て
も
、
そ
の
存
在
を
知
る
人
は

少
な
か
っ
た
。 

　

ま
た
、
重
機
を
扱
い
建
物
の
解
体
作
業
を
お
こ
な
う
「
技

術
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
災
害
復
旧
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に

お
い
て
も
重
機
を
扱
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
見
か
け
た
が
、

粉
じ
ん
が
舞
う
な
か
で
も
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
。 

■
公
費
解
体
の
本
格
化
は
こ
れ
か
ら 

　

石
川
県
に
よ
る
と
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
建
物
の
解
体

見
込
は
３
万
２
４
１
０
棟
で
、
２
０
２
４
年
12
月
末
時
点
で

解
体
が
完
了
し
た
の
は
１
万
４
１
５
２
棟
（
43
・
７
％
）
で

あ
る
。 

　

震
災
ガ
レ
キ
の
仮
置
き
場
を
調
査
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
有
す
る
と
思
わ
れ
る
建
材
は
、
「
壁
材
・
ス
レ
ー
ト
」

と
し
て
分
別
し
て
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
の
中
を
覗
く
と
、
細
か
く
割
れ
た
建
材
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
災
害
で
割
れ
た
建
材
を
集
め
た
の
か
、
解
体
現
場

の
作
業
で
割
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
災
害
ゴ
ミ
の
分
別

は
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
解
体
現
場
に
お
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト

の
危
険
性
が
ど
れ
だ
け
周
知
さ
れ
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。 

　

熊
本
地
震
の
際
は
、
公
費
解
体
に
お
い
て
熊
本
県
・
熊
本

市
の
担
当
者
が
現
場
に
立
入
り
調
査
を
行
な
い
、
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
対
策
の
確
認
が
行
な
わ
れ
た
。
労
働
基
準
監
督
署
に

よ
る
解
体
現
場
へ
の
立
入
り
調
査
も
８
４
０
箇
所
で
行
な
わ

れ
た
。 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
災
以
降
、
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
を
経
験
し
、
被
災
地
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は

進
化
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
が
、
今
回
の
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
を
調
査
し
、
過
去
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
経

験
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
、
む
し
ろ
後
退
し
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。 

　

石
川
県
は
、
公
費
解
体
の
完
了
目
標
を
２
０
２
５
年
10
月

と
設
定
し
て
い
る
。
降
雪
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
公

費
解
体
が
本
格
化
す
る
の
は
こ
の
春
か
ら
で
あ
る
。
解
体
工

事
に
お
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
か
ら
の
飛
散
が
な
い
よ

う
に
行
政
の
立
入
り
調
査
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
情
報
を
様
々
な
形
で
被

災
地
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
。 
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１　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要 

　

２
０
２
５
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、
被
災
地
に
か
け
つ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
方
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
は
「
災
害
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
と
被
災
地
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

題
で
、
「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
（
２
０
２
４
年
度
地
球
環
境
基
金
助
成
事
業
）
の
調
査
活

動
と
し
て
行
っ
た
。 

２
０
２
４
年
７
月
１
日
よ
り
12
月
末

ま
で
の
期
間
で
調
査
票
を
発
信
・
回
答
受
付
を
行
い
、
回
答

数
は
１
０
５
だ
っ
た
。 

　

主
な
質
問
内
容
は
現
在
の
年
齢
、
性
別
と
い
っ
た
基
本
属

性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
履
歴
の
み
と
区
別
す
る
た
め
の
質

災
害
ア
ス
ベ
ス
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
詳
細
と
検
討 

問
で
労
働
者
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
労
働
の
従
事
歴
の

有
無
、
過
去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
の
災
害
、
活
動
時

の
が
れ
き
処
理
作
業
の
有
無
、
が
れ
き
の
仮
置
き
場
や
解
体

工
事
現
場
近
く
で
の
活
動
経
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
参
加
時

の
ア
ス
ベ
ス
ト
危
険
性
認
識
、
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
注
意
喚
起
、
活
動
時
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
支
給
、
参
加

時
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
持
参
、
活
動
時
の
被
災
地
空
気
（
粉
じ

ん
の
状
況
）
に
つ
い
て
の
印
象
、
健
康
不
安
や
呼
吸
器
系
の

病
気
の
有
無
に
つ
い
て
と
し
た
。 

２　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て 

　

回
答
者
属
性
の
結
果
は
表
１
の
通
り
で
あ
り
、
年
齢
で
は

50
代
と
60
代
が
多
い
、
性
別
で
は
男
性
の
比
率
が
高
い
傾
向

に
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
以
外
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
取

扱
や
建
設
解
体
作
業
の
従
事
歴
を
持
つ
人
は
約
８
％
と
少
な

く
、
回
答
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ス
ベ
ス
ト
と
直
接
的
な
接
点

を
持
た
な
い
人
と
捉
え
う
る
。
過
去
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

経
験
で
は
、
や
は
り
30
年
近
く
前
の
事
で
あ
る
の
で
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
の
経
験
者
は
３
割
程
度
と
限
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
他
の
主
要
な
災
害
で
あ
る
東
日
本
大
震
災
、
直

近
の
能
登
半
島
地
震
で
の
経
験
者
と
平
均
的
に
分
布
し
て
お

り
、
時
代
別
・
事
例
別
で
の
比
較
検
証
が
可
能
な
集
計
結
果

と
な
っ
た
。 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
主
な
質
問
の
単
純
集
計
を
ま
と
め
た

も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

の
建
材
を
含
む
が
れ
き
処
理
作
業
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問

（
設
問
４
）
で
は
、
「
扱
い
あ
り
」
が
約
30
％
だ
っ
た
。 

　

が
れ
き
の
仮
置
き
場
や
解
体
工
事
現
場
の
近
く
で
の
活
動

経
験
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
（
設
問
５
）
で
は
、
「
活
動

あ
り
」
が
41
％
だ
っ
た
。
自
身
が
建
材
を
取
り
扱
わ
な
く
て

も
周
辺
ば
く
露
の
形
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

る
可
能
性
が
そ
れ
だ
け
高
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

　

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
時
の
ア
ス
ベ
ス

ト
危
険
性
に
つ
い
て
の
質
問
（
設
問
６
）
で
は
、
「
よ
く
知
っ

て
い
た
」
が
約
26
％
、
「
少
し
知
っ
て
い
た
」
が
約
31
％
と
、

両
者
を
合
わ
せ
る
と
約
６
割
が
認
識
を
有
し
て
い
た
と
な
る

が
、
災
害
時
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
観
点
か
ら
は
認
識
あ
り
が

設問 1-1　現在の年齢 設問 2　アスベスト取扱や
建設解体作業従事歴

20 代以下 9 8.6% 1 なし 95 90.5%
30 代 9 8.6% 2 あり 8 7.6%
40 代 20 19.0% 未回答 2 1.9%
50 代 29 27.6% 設問 3　過去の災害ボラン

ティア経験（複数回答）60 代 24 22.9%
70 代 9 8.6% 阪神淡路 36 34.3%
80 代以上 3 2.9% 東日本 45 42.9%
未回答 2 1.9% 能登半島 41 39.0%
設問 1-2　性別 その他 36 34.3%
男性 68 64.8%
女性 34 32.4%
未回答 3 2.9% 未回答 16 15.2%

表 1　回答者属性の集計結果（n=105）
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１
０
０
％
で
あ
る
の
が
当
然
と
な
る
べ
き
事
項
で
あ
ろ
う
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
前
段
階
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
認

識
が
十
分
で
な
い
な
ら
ば
、
現
地
に
お
い
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト

に
関
す
る
注
意
喚
起
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て

の
現
地
活
動
時
の
注
意
喚
起
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
（
設

問
７
）
で
は
「
い
つ
も
あ
っ
た
」
が
約
５
％
、
「
時
々
あ
っ

た
」
が
約
９
％
と
少
な
く
、
被
災
地
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
拠
点
に
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
注
意
喚
起
が
ほ
と
ん
ど

扱
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

と
連
動
す
る
質
問
の
、
活
動
参
加
時
に
防
じ
ん
マ
ス
ク
（
ア

ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
Ｎ
95
区
分
等
の
検
定

品
）
の
支
給
の
有
無
（
設
問
８
）
に
つ
い
て
も
「
い
つ
も
支

給
さ
れ
た
」
約
５
％
、
「
時
々
、
支
給
さ
れ
た
」
約
７
％
と

明
確
に
支
給
さ
れ
た
と
い
う
回
答
者
は
ご
く
少
数
と
な
っ
て

い
る
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
自
発
的
な
対
策
行
動
と
し
て
、

持
参
す
る
装
備
と
し
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
用
意
し
た
か
の
質

問
（
設
問
９
）
で
は
、
「
常
に
持
参
」
19
％
、
「
ア
ス
ベ
ス

ト
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
持
参
」
約
10
％
と
、
一
般
的
に
防

じ
ん
マ
ス
ク
が
被
災
地
に
赴
く
際
の
基
本
的
装
備
・
必
需
品

と
な
っ
て
い
な
い
現
状
が
捉
え
ら
れ
る
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
の
被
災
地
の
空
気
（
粉
じ
ん
・
ほ

こ
り
）
の
印
象
（
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
最
も
該
当
す

る
も
の
を
選
択
）
の
質
問
（
設
問
10
）
で
は
、
「
常
に
粉
じ
ん
」

約
８
％
、
「
時
々
、
粉
じ
ん
が
ひ
ど
い
と
感
じ
た
」
約
18
％
、

「
時
々
、
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
39
％
、

「
気
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
」
約
23
％
で
あ
っ
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
粉
じ
ん
自
体
は
非
常
に
微
細
で
目
に
見
え
な
い
レ
ベ
ル

で
あ
る
の
で
知
覚
し
な
く
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
し
て
い
る

可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
被
災
地
の
場
合
は
被

災
建
築
物
か
ら
建
材
自
体
が
が
れ
き
化
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
が

混
入
す
る
可
能
性
が
高
く
、
が
れ
き
の
取
扱
作
業
や
被
災
建

築
物
の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
粉
じ
ん
が
発
生

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
粉
じ
ん
を
明
確
に
感
じ
る
状

況
で
あ
れ
ば
そ
の
粉
じ
ん
量
に
比
例
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

も
発
生
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
粉
じ
ん

を
明
確
に
感
じ
た
回
答
で
あ
る
前
２
つ
の
選
択
肢
を
合
わ
せ

て
お
お
よ
そ
四
分
の
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
近
い
確
率
で
被
災

設問 4　これまでのボランティア活動
でのがれき処理作業（有効回答 95）

設問 5　がれき仮置き場や解体工事近
くでボランティア活動（有効回答 98）

扱いあり 32 30.5% 活動あり 43 41.0%

扱いなし 45 42.9% 活動なし 46 43.8%

わからない 18 17.1% わからない 9 8.6%

未回答 10 9.5% 未回答 7 6.7%

設問 6　初めてのボランティア時のア
スベスト危険性認識（有効回答 98）

設問 7　活動参加時の現場でのアスベ
スト注意喚起（有効回答 93）

よく知っていた 27 25.7% いつもあった 5 4.8%

少し知っていた 32 30.5% 時々あった 9 8.6%

あまり知らなかった 17 16.2% ほとんどなかった 29 27.6%

全く知らなかった 22 21.0% ない、記憶にない 50 47.6%

未回答 7 6.7% 未回答 12 11.4%

設問 8　ボランティア活動参加時に防
じんマスク支給（有効回答 92）

設問 9　ボランティア活動参加時の装
備に防じんマスク持参（有効回答 91）

いつも支給された 5 4.8% 常に持参 20 19.0%

時々 7 6.7% 知ってからは持参 10 9.5%

ほとんどなかった 17 16.2% 持参したことなし 61 58.1%

ない、記憶にない 63 60.0%

未回答 13 12.4% 未回答 14 13.3%

設問 10　ボランティア活動時の空気
の印象（有効回答 92）

設問 11　健康不安の有無（有効回答
100）

常に粉じん 8 7.6% 強く不安 8 7.6%

時々粉じん 19 18.1% 少し不安 38 36.2%

時々ほこりっぽい 41 39.0% ほとんどない 40 38.1%

気になったことなし 24 22.9% 全くない 14 13.3%

未回答 13 12.4% 未回答 5 4.8%

表 2　主な設問の単純集計結果（n=105）
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地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
て
粉
じ
ん
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
過
去
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
地
の
住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
同
様
の
質

問
（
本
冊
子
第
８
章
参
照
）
で
は
前
２
つ
の
選
択
者
は
約
６
割

に
上
り
、
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
作
業
内
容
の
傾
向

（
避
難
所
等
で
の
屋
内
作
業
が
中
心
の
場
合
な
ど
）
や
被
災
地
で

の
滞
在
期
間
が
住
民
に
比
べ
て
短
い
こ
と
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
最
近
の
も
の
ま
で
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
時
代
を
経
る
ご
と
の
防
じ
ん
対
策
の
改
善
や
推
進
（
一
般

的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
解
体
工
事
時
に
防
じ
ん
対

策
で
散
水
す
る
こ
と
が
指
導
さ
れ
る
）
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
に
関
連
し
て
の
将
来
的
な
健
康
不

安
に
つ
い
て
の
質
問
（
設
問
11
）
で
は
、
「
強
く
不
安
」
約

８
％
、
「
少
し
不
安
」
約
36
％
、
「
ほ
と
ん
ど
不
安
は
感
じ

な
い
」
約
38
％
、
「
全
く
不
安
を
感
じ
な
い
」
約
13
％
だ
っ

た
。
過
去
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
「
強
く
不
安
」
11
％
、
「
少
し
不
安
」
約
41
％
と
比
べ

る
と
や
や
低
下
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
近
い
結
果
だ
っ
た
。
設
問

10

の
空
気
の
印
象
の
回
答
と
の
ク
ロ
ス
集
計
で
「
常
に
粉

じ
ん
」
と
「
時
々
、
粉
じ
ん
が
ひ
ど
い
と
感
じ
た
」
を
選
択

し
た
回
答
者
25
名
中
で
は
「
強
く
不
安
」
12
％
、
「
少
し
不

安
」
60
％
と
不
安
が
高
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。 

　

呼
吸
器
系
の
病
気
や
不
調
に
つ
い
て
の
質
問
（
設
問
12
）

で
「
あ
り
」
の
回
答
者
は
18
名
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
と
の
関
連

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
回
答
と
し
て
、
胸
膜
炎
と
肥
厚
（
胸

膜
肥
厚
か
）
と
記
入
さ
れ
た
１
件
（
70
代
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
の
経
験
の
み
、
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
作
業
の
従
事
歴
な
し
）
、

胸
痛
等
で
検
査
に
て
胸
膜
に
粒
状
影
と
記
入
が
１
件
（
40
代
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
の
み
で
が
れ
き
撤
去
作
業
、
ア
ス

ベ
ス
ト
取
扱
従
事
歴
な
し
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
は
喘
息

等
で
直
接
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
病

名
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

３　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
災
害
別
の
比
較
・
考
察 

（
１
）
活
動
参
加
災
害
別
で
の
集
団
整
理
と
比
較 

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

降
の
現
在
に
至
る
ま
で
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
さ
れ
た
方
を
広
範
に
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
、
活
動
参
加

災
害
別
や
時
代
別
の
比
較
検
証
の
可
能
性
が
生
じ
た
。
た
だ

し
、
現
時
点
で
の
集
計
で
は
特
定
の
災
害
の
み
に
参
加
さ
れ

た
方
を
抽
出
し
た
場
合
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
こ
と
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
自
発
的
に
参
加
さ
れ
る
方
の
傾
向
と

し
て
複
数
の
災
害
被
災
地
で
の
経
験
を
持
つ
方
が
多
い
こ
と

か
ら
重
複
を
避
け
る
の
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に

区
分
を
行
っ
た
。 

　

第
一
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
保
有
者
（
36
名
）

で
あ
り
、
当
該
災
害
の
実
情
を
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
第
二
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
を
持
た
な

い
人
（
53
名
）
で
あ
り
、
参
加
災
害
の
記
述
か
ら
も
阪
神
・

淡
路
以
降
で
概
ね
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
（
日
本
に

お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
大
き
な
社
会
問
題
化
で
世
間
一
般

に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
広
く
知
ら
し
め
た
）
以
降
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
関
係
の
災
害
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
状
況
を
反
映
す

る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
第
三
に
、
２
０
２
４
年
能
登

半
島
地
震
で
の
経
験
保
有
者
（
41
名
）
で
、
こ
れ
は
現
役
の

図 1   はじめてのボランティアのアスベス
トの危険性

図 2   活動参加時の装備に防じんマスク
持参
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
直
近
で
の
経
験
を
持
つ
人
と
し
て
現
在
の

実
情
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。 

（
２
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題 

　

阪
神
・
淡
路
経
験
者
（
36
名
）
の
結
果
は
、
回
答
者
全
員

と
比
較
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
や
粉
じ
ん
飛
散
の
多
さ
が
確
認
さ
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
自
身
の
初
期
状
態
と
し
て
、
初
め
て
の
活
動
参
加
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
危
険
性
認
識
（
設
問
６
）
で
は
全
体
「
よ
く
知
っ

て
い
た
」
約
26
％
に
対
し
て
、
阪
神
・
淡
路
経
験
者
は
約
８
％

と
大
幅
に
低
く
な
り
、
逆
に
「
全
く
知
ら
な
か
っ
た
」
は
全

体
21
％
に
対
し
て
約
44
％
と
倍
以
上
だ
っ
た
（
図
１
）
。 

　

活
動
参
加
時
の
装
備
に
防
じ
ん
マ
ス
ク
持
参
（
設
問
９
）

に
お
い
て
も
、
「
常
に
持
参
」
は
全
体
19
％
、
阪
神
・
淡
路

非
経
験
や
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
経
験
者
で
約
３
割

だ
っ
た
の
に
対
し
阪
神
・
淡
路
経
験
者
は
約
８
％
だ
っ
た

（
図
２
）
。 

　

こ
れ
に
対
応
す
べ
き
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
注
意
喚
起

（
設
問
７
）
に
お
い
て
、
「
あ
り
」
側
の
選
択
肢
で
あ
る
「
い

つ
も
あ
っ
た
」
・
「
時
々
あ
っ
た
」
の
回
答
結
果
は
全
体
約

５
％
・
約
９
％
に
対
し
て
阪
神
・
淡
路
経
験
者
０
％
・
約
６
％

と
、
一
層
低
い
結
果
だ
っ
た
（
図
３
）
。 

　

こ
れ
と
同
様
に
、
活
動
参
加
時
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
支
給

（
設
問
９
）
に
お
い
て
「
あ
り
」
側
の
選
択
肢
で
あ
る
「
い

つ
も
支
給
さ
れ
た
」
・
「
時
々
、
支
給
さ
れ
た
」
の
回
答
結

果
は
全
体
約
５
％
・
約
７
％
に
対
し
て
阪
神
・
淡
路
経
験
者

０
％
・
０
％
と
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
（
図
４
）
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
応
し
た
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
置
か
れ
た
作
業
環
境
と
し
て
は
、
が
れ

き
仮
置
き
場
や
解
体
工
事
近
く
で
の
活
動
経
験
の
有
無
（
設

問
５
）
で
、
「
活
動
あ
り
」
を
選
択
し
た
の
は
全
体
41
％
に

対
し
て
阪
神
・
淡
路
経
験
者
約
64
％
だ
っ
た
（
図
５
）
。
こ

れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
そ
の
後
の
災
害
に
比
べ
て
被

災
地
が
建
物
の
密
集
し
た
都
市
地
域
に
集
中
し
て
い
た
こ

と
や
、
短
期
間
に
被
災
建
築
物
の
解
体
除
却
工
事
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
過
去
に
行
っ
た
住
民
対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
自
宅
周
辺
で
解
体
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
と

す
る
回
答
が
７
割
以
上

だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
時
の
被
災
地
の
空

気
（
粉
じ
ん
・
ほ
こ
り
）

の
印
象
（
設
問
10
）
で
「
常

に
粉
じ
ん
」
選
択
は
全
体

約
８
％
に
対
し
て
阪
神
・

淡
路
経
験
者
は
約
19
％
と

特
徴
的
に
高
か
っ
た
（
図

６
）
。 

　

こ
れ
と
連
関
す
る
と
思

わ
れ
る
、
経
験
を
有
す
る

こ
と
に
よ
る
将
来
の
健
康

不
安
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、「
強
く
不
安
」・「
少

図 3   活動参加時の現場でのアスベスト
注意喚起

図 5　がれき仮置き場や解体工事近くで
の活動が「あり」

図 4　活動参加時の防じんアスク支給

図 6　ボランティア活動参加時の空気
の印象
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し
不
安
」

の
選
択
者
は

全
体
７
・

６
％
・
36
・

２
％
に
対
し

て
阪
神
・
淡

路
経
験
者
は

８
・
３
％
・

52
・
８
％
で
、

特
に
「
少
し

不
安
」
の
割

合
が
高
い
形

で
不
安
を
抱

く
比
率
が
多

数
で
あ
っ
た

（
図
７
）
。 

　

呼
吸
器
系

の
病
気
や
不

調
に
つ
い
て

の
質
問
（
設
問
12
）
で
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
係
す
る
可
能
性
の

あ
る
回
答
２
件
が
阪
神
・
淡
路
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の

み
だ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
健
康
被
害
の
発
生
や
そ
れ
へ

の
不
安
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
に
お
い
て

こ
そ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
で
の
生
活
・
活
動
経
験

者
を
対
象
と
し
た
、
公
的
・
大
規
模
な
疫
学
調
査
お
よ
び
健

康
診
断
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
調
査

や
診
断
に
お
い
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
分
類
も
明
確

に
対
象
と
す
べ
き
こ
と
が
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
示

唆
さ
れ
る
。 

（
３
）
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

の
停
滞
や
後
退 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
ア
ス
ベ
ス

ト
関
連
の
対
策
の
改
善
は
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
む
し
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
危
険
性
認
識
や
被
災
地
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
実
行
に

つ
い
て
ま
だ
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

　

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
時
の
危
険
性
認
識
に
つ
い

図 7　将来の健康不安 図 8

て
（
図
１
）
で
、
「
よ
く
知
っ
て
い
た
」
の
回
答
は
阪
神
・

淡
路
経
験
者
が
約
８
％
に
対
し
て
非
経
験
者
が
約
36
％
と
大

き
く
改
善
だ
が
、
そ
れ
で
も
過
半
数
で
は
な
い
。
現
役
・
直

近
の
経
験
者
で
あ
る
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
経
験
者
に

お
い
て
は
約
32
％
と
若
干
の
低
下
が
見
ら
れ
る
。 

　

現
地
で
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
（
図
３
）
も
、
阪
神
・
淡

路
非
経
験
者
で
「
い
つ
も
あ
っ
た
」
・
「
時
々
あ
っ
た
」
を

合
わ
せ
て
も
約
19
％
、
２
０
２
４
年
能
登
半
島
経
験
者
で
は

約
17
％
で
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
た
。 

　

そ
し
て
、
最
も
問
題
と
捉
え
ら
れ
る
の
は
こ
れ
ま
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
が
れ
き
処
理
作
業
の
有
無
（
設
問

４
）
の
結
果
で
あ
り
、
活
動
参
加
災
害
別
で
整
理
し
た
も
の

が
図
８
で
あ
る
。
近
年
に
至
る
ほ
ど
に
、
作
業
で
が
れ
き
を

取
り
扱
う
比
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
能
登
半
島

地
震
経
験
者
で
は
半
数
強
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
が
れ
き

処
理
は
専
門
的
な
土
木
・
建
設
解
体
業
者
が
業
務
と
し
て
扱

う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
も
高
く
、
ア

ス
ベ
ス
ト
取
扱
作
業
と
ほ
ぼ
同
じ
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
従
事
す
べ
き
作
業
で
は
な

い
。 

　

被
災
地
に
お
い
て
が
れ
き
処
理
や
公
費
解
体
工
事
に
つ
い

て
、
発
災
時
を
想
定
し
た
事
前
対
策
や
行
政
対
応
の
不
足
お

よ
び
行
政
や
土
木
解
体
等
業
者
の
人
手
不
足
な
ど
の
理
由
に

よ
り
復
旧
・
復
興
政
策
が
遅
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
代
理
的
に
取
り
扱
っ
て
し
ま
う
余
地
が
生
じ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
の
作
業
は
労
働
業
務
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
や
労
災
補
償
の
対
象
か
ら
も
外

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
発
災
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
復

旧
・
復
興
作
業
を
推
進
す
る
の
に
適
う
公
共
政
策
の
推
進
や
、

そ
の
作
業
に
必
要
な
労
働
力
確
保
の
た
め
の
人
件
費
拠
出
を

含
む
財
政
措
置
に
よ
っ
て
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
そ
の

立
場
の
ま
ま
で
が
れ
き
を
取
り
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を

生
み
出
さ
な
い
こ
と
が
根
本
的
対
策
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。 

（
４
）
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
求
め
ら
れ
る
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
の
課
題 

　

現
状
の
社
会
状
態
で
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
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災
地
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
こ
と
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
推
進
も
強

く
求
め
ら
れ
る
。
直
接
的
な
防
じ
ん
対
策
の
政
策
的
対
応
と

し
て
は
、
第
一
に
、
各
地
域
の
防
災
備
蓄
や
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
拠
点
へ
の
支
援
物
資
と
し
て
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
や
注

意
喚
起
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
供
給
が
必
要
で
あ
る
。
第
二

に
、
そ
の
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
調
査
・
発
症
時
の
救
済
の

た
め
、
発
災
後
の
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
従

事
者
に
つ
い
て
の
記
録
（
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
・
日
付
・

場
所
・
活
動
内
容
等
）
を
公
的
・
一
元
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
長
期
的
に
保
存
す
る
制
度
も
求
め
ら
れ
る
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
さ
れ
る
方
の
自
発
的
対
策
と
し
て

は
、
基
本
的
装
備
と
し
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
用
意
す
る
こ
と
、

建
材
や
倒
壊
建
築
物
の
取
扱
は
し
な
い
こ
と
、
を
徹
底
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
被
災
建
築
物
や
建
材
を
含

む
災
害
廃
棄
物
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
・
飛
散
リ
ス
ク
が
高

い
と
い
っ
た
情
報
認
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　

情
報
認
識
の
普
及
を
推
進
す
る
に
は
平
常
時
か
ら
の
ア
ス

ベ
ス
ト
災
害
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
が
、
具
体
的
取
組
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
自

治
体
や
研
究
者
・
専
門
家
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
関
与
す
る
そ
の
活

動
の
取
組
に
お
い
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
焦
点
を
当

て
る
必
要
性
が
提
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

※
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
考
察
に
つ
い
て
、
11
月
１
日
時

点
の
集
計
結
果
で
先
行
的
に
論
文
に
ま
と
め
て
い
る
。
結
果
の

評
価
や
考
察
に
違
い
は
な
い
が
、
集
計
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
実
数
や
比
率
の
値
は
異
な
る
。 

　

南
慎
二
郎
「
阪
神
大
震
災
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
『
環
境
と
公
害
』
54

（
３
）
、
２
０
２
５
年
、
８
～
13
頁
。 
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ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
繊
維
状
の
鉱
物
の
総
称
だ
。
鉱

物
で
あ
り
な
が
ら
保
温
性
が
あ
り
、
織
物
に
な
る
。
そ
し
て
、

腐
ら
ず
、
燃
え
ず
、
熱
に
強
い
。
そ
の
特
性
か
ら
幅
広
く
産

業
利
用
さ
れ
て
き
た
。
紡
織
性
、
抗
張
力
、
耐
摩
擦
性
、
耐

熱
性
、
断
熱
・
防
音
性
、
絶
縁
性
、
耐
腐
食
性
、
親
和
性
に

優
れ
、
そ
し
て
何
よ
り
、
安
い
。
「
奇
跡
の
素
材
」
と
過
大

に
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
実
際
は
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
や
グ

ラ
ス
ウ
ー
ル
と
い
っ
た
代
替
品
よ
り
安
く
、
性
能
が
優
れ
て

い
る
た
め
に
、
命
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
量
に
使
用
さ
れ
て
き
た
素
材
だ
。

　

国
内
に
も
鉱
山
は
開
発
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
で

港
か
ら
大
量
に
入
り
、
工
場
で
大
量
に
使
わ
れ
、
製
品
と
し

て
あ
ち
こ
ち
で
使
わ
れ
た
。
建
材
や
ブ
レ
ー
キ
材
、
水
道
管
、

石
綿
糸
、
布
、
パ
ッ
キ
ン
、
ひ
も
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
ト
、

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
何
か

ブ
レ
ー
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
ス
レ
ー
ト
、
煙
突
な
ど
実
に
３
千

種
類
に
使
わ
れ
て
き
た
。
日
本
の
総
消
費
量
は
１
千
万
ト
ン

に
上
る
。

　

一
口
に
ア
ス
ベ
ス
ト
と
言
っ
て
も
、
蛇
紋
石
族
と
角
閃
石

族
の
６
種
類
の
鉱
物
が
該
当
す
る
。
そ
の
概
要
を
提
示
し
て

お
こ
う
（
図
１
）
。

　

蛇
紋
石
族
は
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
が
代
表
格
だ
。

日
本
で
は
と
り
わ
け
た
く
さ
ん
輸
入
さ
れ
て
き
た
。
角
閃
石

は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
、
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）
、

ア
ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト
（
直
閃
石
）
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
（
透
閃
石
）

な
ど
が
有
名
だ
。
こ
の
う
ち
も
っ
と
も
中
皮
腫
を
引
き
起
こ

す
力
が
強
い
の
は
、
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
、
次
い
で
ア
モ
サ
イ

ト
で
あ
る
。

　

石
綿
の
も
つ
産
業
的
な
機
能
は
優
れ
て
い
る
。
神こ

う

山や
ま

宣

彦
・
東
洋
大
教
授
の
解
説
が
分
か
り
や
す
い
。

①　

木
綿
や
羊
毛
と
み
ま
が
う
ほ
ど
に
し
な
や
か
で
糸
や

布
に
織
れ
る
（
紡
織
性
）

②　

引
っ
張
り
に
強
い
（
抗
張
力
）

③　

摩
擦
・
摩
耗
に
強
い
（
耐
摩
耗
性
）

④　

燃
え
な
い
で
高
熱
に
耐
え
る
（
耐
熱
性
）

⑤　

熱
や
音
を
遮
断
す
る
（
断
熱
・
防
音
性
）

⑥　

薬
品
に
強
い
（
耐
薬
品
性
）

⑦　

電
気
を
通
し
に
く
い
（
絶
縁
性
）

⑧　

細
菌
・
湿
気
に
強
い
（
耐
腐
食
性
）

⑨　

比
表
面
積
が
大
き
く
、
他
の
物
質
と
の
密
着
性
に
優

れ
て
い
る
（
親
和
性
）

⑩　

安
価
で
あ
る
（
経
済
性
）

　

「
石
綿
は
、
き
わ
め
て
細
い
繊
維
状
の
鉱
物
で
、
束
に

な
っ
て
い
る
繊
維
を
ほ
ぐ
す
と
木
綿
や
羊
毛
と
同
じ
よ
う
に

糸
や
布
に
織
れ
ま
す
。
ほ
ぐ
し
た
細
い
繊
維
を
丸
め
れ
ば
、

そ
の
名
の
『
綿
の
よ
う
な
石
』
」
が
示
す
よ
う
な
し
な
や
か

で
ふ
わ
ふ
わ
し
た
、
布
団
の
綿
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
引
っ
張
り
に
対
し
て

は
ピ
ア
ノ
線
よ
り
も
強
く
、

熱
に
も
強
く
か
な
り
の
高

温
で
も
燃
え
た
り
変
化
し

た
り
し
な
い
な
ど
の
す
ぐ

れ
た
性
質
を
も
っ
て
い
ま

す
」
（
神
山
宣
彦
「
ア
ス
ベ

ス
ト
と
は
何
か
」
『
ア
ス
ベ

ス
ト
汚
染
と
健
康
被
害
』
日

本
評
論
社
、
２
０
０
９
）

　

人
類
と
の
つ
き
あ
い
の

歴
史
は
長
く
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
や
竹
取
物
語
に
も
登

場
す
る
。
し
か
し
、
産
業

利
用
は
１
８
０
０
年
代
以

降
、
と
く
に
そ
の
後
半
に

カ
ナ
ダ
や
ロ
シ
ア
、
南
ア

フ
リ
カ
で
大
き
な
鉱
床
が

発
見
さ
れ
て
か
ら
本
格
化

図１　石綿の種類と発がん性 （画像提供：国立科学博物館）
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し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
地
質
研

究
所
（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
）
の

ま
と
め
た
「
世
界
の

ア
ス
ベ
ス
ト
供
給
・
消

費
の
動
向
１
９
０
０
―

２
０
０
０
」
に
よ
る
と
、

１
９
０
０
年
代
を
通
じ

た
世
界
の
推
定
ア
ス
ベ

ス
ト
生
産
量
の
総
量
は

１
億
７
４
０
０
万
ト
ン
。

旧
ソ
連
６
７
１
０
万
ト
ン
、
カ
ナ
ダ
６
０
５
０
万
ト
ン
の
上

位
２
カ
国
で
全
体
の
73
％
を
占
め
、
以
下
、
南
ア
９
９
２
万

ト
ン
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
８
６
９
万
ト
ン
、
中
国
７
７
０
万
ト
ン
、

ブ
ラ
ジ
ル
４
５
４
万
ト
ン
、
イ
タ
リ
ア
３
８
６
万
ト
ン
、
ア

メ
リ
カ
３
２
８
万
ト
ン
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
１
８
０
万
ト
ン
、

ギ
リ
シ
ャ
88
万
ト
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
75
万
ト
ン
と
続
く
。

　

生
産
の
推
移
は
１
９
０
０
年
の
３
万
ト
ン
か
ら
徐
々
に
増

加
し
、
70
年
代
中
ご
ろ
に
約
５
０
０
万
ト
ン
で
ピ
ー
ク
に
達

し
た
後
、
減
少
に
転
じ
、
２
０
０
０
年
に
は
２
０
０
万
ト
ン

程
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
ど
の
国
が
ど
れ
だ
け
使
っ
て
き
た
か
と
い
う
の
は

興
味
深
い
。
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
１
９
２
０

年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
の
総
消
費
量
は
約
１
億
８
千
万
ト

ン
に
上
る
。
そ
の
動
向
を
み
る
と
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
規

制
が
始
ま
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
先
頭
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
の
消
費
量
が
減
少
し
、
つ
い
で
１
９
９
０
年
代
に
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
減
少
が
み
ら
れ
、
最
も
遅
れ

て
２
０
０
０
年
代
に
日
本
が
減
少
を
始
め
る
。
し
か
し
、
発

展
途
上
国
、
特
に
中
国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
90

年
代
以
降
、
消
費
量
が
急
増
し
て
い
る
。
社
会
主
義
か
ら
資

本
主
義
国
へ
移
行
し
た
国
の
中
で
は
、
ロ
シ
ア
が
80
年
代
か

ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
、
１
９
８
０
年
１
４
７
万
ト
ン

だ
っ
た
の
が
、
１
９
９
０
年
に
は
２
１
５
万
ト
ン
に
膨
れ
あ

が
り
、現
在
も
な
お
40
万
ト
ン
台
の
大
量
消
費
を
続
け
て
い
る
。

■
健
康
障
害

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
の
繊
維
は
、
直
径
が
白
石
綿
で
０
・

０
２
～
０
・
０
４
㍈
、
青
石
綿
な
ど
角
閃
石
類
で
０
・
１
～

０
・
２
㍈
と
、
髪
の
毛
の
約
５
千
分
の
１
の
細
さ
だ
。
飛
散

す
る
と
、
空
気
中
に
浮
遊
し
、
人
体
に
吸
入
さ
れ
て
肺
の
奥

に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
細
胞
に
付
着
し
や
す
い
。
通
常
は
、

体
内
の
防
御
機
能
に
よ
っ
て
外
に
排
出
さ
れ
る
が
、
一
部
が

組
織
に
突
き
刺
さ
り
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
。
関
連
疾
患
と

し
て
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
（
胸
膜
、
腹
膜
、
心
膜
）
、

胸
膜
疾
患
（
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
、
胸
膜
炎
、
び
慢
性
胸
膜
肥
厚
、
円

形
無
期
肺
）
が
あ
る
。

　

吸
入
し
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
10
数
年
か
ら
40
年
と
い
う

長
い
期
間
が
あ
り
、
あ
る
程
度
進
行
す
る
ま
で
無
症
状
と
い

う
の
が
特
徴
だ
。
「
静
か
な
時
限
爆
弾
」
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ラ
ー
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。
す
ぐ
に
発
症
す
れ
ば
、

発
生
源
を
特
定
し
や
す
い
が
、
10
数
年
か
ら
40
年
と
い
う
長

い
時
間
の
壁
が
、
因
果
関
係
の
特
定
を
妨
げ
、
患
者
の
掘
り

起
こ
し
や
被
害
の
防
止
な
ど
を
難
し
く
す
る
。

　

石
綿
肺
は
、
石
綿
粉
じ
ん
を
吸
引
し
た
労
働
者
に
起
こ
る

「
じ
ん
肺
（
肺
線
維
症
）
」
の
一
種
で
潜
伏
期
間
は
15
年
～

20
年
程
度
。
徐
々
に
病
気
は
進
行
し
、
最
終
的
に
は
肺
線
維

症
の
進
行
に
よ
っ
て
次
第
に
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、
呼
吸
不

全
で
死
亡
す
る
場
合
も
あ
る
。
石
綿
肺
が
ん
は
石
綿
の
ば
く

露
量
が
多
い
ほ
ど
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
喫
煙
す
れ
ば

リ
ス
ク
は
ぐ
ん
と
は
ね
あ
が
る
。
潜
伏
期
間
は
20
年
～
40
年

ほ
ど
。
中
皮
腫
は
、
肺
を
取
り
囲
む
胸
膜
や
、
肝
臓
、
胃
な

ど
の
臓
器
を
取
り
囲
む
腹
膜
な
ど
の
中
皮
細
胞
に
生
ず
る
腫

瘍
だ
。
日
本
で
は
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
石
綿
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
石
綿
の
種
類
の
う
ち
、
中
皮
腫
の
発
が
ん
性

は
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
を
１
と
す
る
と
、
ク
ロ
シ
ド

ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
が
５
０
０
、
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）
が

１
０
０
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
中
皮
腫
は
発
症
後
、
進
行
が

早
く
、
発
症
か
ら
の
生
存
期
間
は
１
～
２
年
程
度
で
あ
り
、

５
年
後
の
生
存
率
は
10
％
未
満
と
さ
れ
る
。
非
常
に
厳
し
い

病
気
だ
。

■
政
治
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
の
使
用
と
被
害
は
表
裏
一
体
だ
。

宮
本
憲
一
・
大
阪
市
立
大
名
誉
教
授
（
環
境
経
済
学
）
は
「
現

代
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
」
と
題
し
た
注

アスベストの繊維（環境再生保全機構資料）
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目
す
べ
き
分
析
を
し
て
い
る
（
「
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
対
策
を
検

討
す
る
」
『
別
冊
政
策
科
学
・
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
特
集
号
』
立
命

館
大
学
政
策
科
学
会
、
２
０
０
８
年
）
。

　

「
急
激
な
重
化
学
工
業
化
と
大
都
市
化
を
進
め
る
に
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
不
可
欠
な
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
工
業
化
と
都
市
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
お
ち
た
時
に
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
停
止
は
可
能
に
な
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
の
経
済
構
造
を
創
造
す
る
高
度
成
長
期
に
ア
ス

ベ
ス
ト
の
使
用
停
止
を
し
た
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

　

古
代
以
来
、
「
奇
跡
の
素
材
」
「
魔
法
の
素
材
」
な
ど
と

呼
ば
れ
、
重
用
さ
れ
て
い
た
の
は
確
か
だ
が
、
今
日
の
よ
う

に
大
量
消
費
に
動
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
的
大
量
消
費
生
活

様
式
と
大
都
市
化
が
背
景
に
あ
る
。
そ
こ
に
軍
備
拡
張
が
拍

車
を
か
け
た
。
ま
ず
自
動
車
の
発
達
、
鉄
筋
・
鉄
骨
の
高
層

建
築
物
の
増
加
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
当
然
、
石
綿
の
使
用

は
増
え
る
。
発
電
所
、
製
鉄
所
、
鉄
道
な
ど
の
基
盤
が
整
え

ば
、
当
然
、
耐
火
や
耐
熱
、
絶
縁
な
ど
の
機
能
が
求
め
ら
れ

る
。
軍
艦
や
潜
水
艦
、
航
空
機
、
戦
車
と
い
っ
た
軍
事
力
の

強
化
に
も
石
綿
は
欠
か
せ
な
い
。

　

「
大
量
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
の
生
産
・
生
活
様
式
と
集
積

利
益
を
も
と
め
た
都
市
化
の
空
間
構
造
と
い
う
現
代
社
会
の

シ
ス
テ
ム
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
量
消
費
を
生
ん
だ
と
い
っ
て

よ
い
。
と
く
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
時
に
必
要
度
が

高
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
旦
創
造
す
れ
ば
代
替
品
へ
移

行
可
能
な
の
で
あ
る
」
「
発
展
途
上
国
が
先
進
国
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
深
刻
さ
を
知
り
な
が
ら
、
な
お
ア
ス
ベ
ス
ト
の

大
量
消
費
を
続
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
現
代
社
会
シ
ス
テ
ム

の
創
生
期
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」

　

宮
本
教
授
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
問
題
は
、
現
代
の
政
治

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
性
格
に
関
係
し
て
い
る
」
と

結
論
づ
け
る
。

　

こ
れ
は
前
出
の
神
山
教
授
も
懸
念
し
て
い
る
。
「
日
本
の

大
量
消
費
は
、
欧
米
の
石
綿
の
大
量
消
費
に
遅
れ
る
こ
と
25

年
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
進
み
ま
し
た
。
そ
の
日

本
か
ら
ま
た
20
年
遅
れ
て
、
い
ま
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
が
石
綿

の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
労

働
衛
生
研
究
に
よ
っ
て
石
綿
の
有
害
情
報
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
の
に
、
今
後
、
欧
米
や
日
本
と
同
じ
よ
う
に
20
年
ぐ

ら
い
大
量
消
費
を
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ロ
シ
ア
は
以
前

か
ら
大
量
消
費
を
続
け
、
今
後
も
続
け
る
で
し
ょ
う
」
（
前

掲
書
『
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
と
健
康
被
害
』
）

　

１
９
７
０
年
代
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
発
が
ん
性
を
指
摘

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
は
、
い
っ
た
ん
中
断
し
た

も
の
の
今
も
石
綿
鉱
山
の
採
掘
を
続
け
よ
う
と
模
索
し
て
い

る
と
聞
く
。
そ
し
て
「
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
は
管
理

使
用
す
れ
ば
安
全
」
と
い
う
Ｐ
Ｒ
は
ま
さ
に
、
経
済
発
展
の

さ
な
か
に
あ
る
途
上
国
向
け
の
「
信
用
保
証
」
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
失
わ
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
命

や
健
康
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

■
姿
を
現
す
石
綿
都
市

　

中
皮
腫
は
石
綿
に
起
因
す
る
病
気
だ
。
そ
の
発
症
状
況
を

み
る
と
、
地
域
的
な
偏
り
が
み
て
と
れ
る
。
当
然
な
が
ら
、

そ
こ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
過
去
に
石
綿
を
大
量
に

取
り
扱
っ
た
事
実
に
行
き
当
た
る
。

　

全
体
像
を
端
的
に
示
す
図
（
図
２
）
が
あ
る
。
中
皮
腫
で

亡
く
な
る
リ
ス
ク
を
地
理
学
の
視
点
で
解
析
し
た
も
の
だ
。

中
谷
友
樹
・
立
命
館
大
教
授
（
地
理
学
）
が
ま
と
め
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
当
然
、
人
口
の
多
い

都
市
に
中
皮
腫
で
亡
く
な
っ
た
人
が
多
い
が
、
全
国
で
平
均

的
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
死
の
分
布
に
一
定

の
「
偏
り
」
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
谷
教
授
の
地
図

は
、
各
市
町
村
の
中

皮
腫
の
死
亡
率
に
つ

い
て
、
全
国
平
均
を

「
１
・
０
」
と
し
て

比
較
し
た
も
の
だ
。

そ
の
際
、
人
口
に
応

じ
て
補
正
を
加
え
た
。

盛
り
上
が
っ
て
表
示

さ
れ
た
地
域
ほ
ど
リ

ス
ク
が
高
い
。

　

目
立
つ
の
は
、
富

良
野
、
函
館
、
横
須

図２
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賀
、
舞
鶴
、
岐
阜
羽
島
、
尼
崎
、
大
阪
・
泉
南
、
神
戸
、
相

生
、
玉
野
、
呉
、
尾
道
・
三
原
、
下
松
、
佐
賀
・
鳥
栖
な
ど
だ
。

　

ど
ん
な
特
徴
が
読
み
取
れ
る
か
。
ま
ず
、
造
船
、
紡
織
、

水
道
管
、
建
材
、
セ
メ
ン
ト
、
車
両
、
鉄
鋼
、
機
械
な
ど
の

工
場
が
あ
っ
た
▽
軍
港
と
し
て
栄
え
た
▽
石
綿
を
採
掘
し
た

鉱
山
が
あ
っ
た
▽
大
震
災
で
大
量
の
建
物
が
倒
壊
し
た

―
。

そ
ん
な
町
に
被
害
が
多
い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

こ
う
し
た
町
を
「
石
綿
都
市
」
と
呼
ぼ
う
。
そ
の
輪
郭
が

私
た
ち
の
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
こ
の
10
年
ほ
ど
の
こ
と

だ
。
そ
れ
以
前
に
も
、
石
綿
患
者
が
多
い
な
ど
と
一
部
で
指

摘
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
姿
は
は
っ
き
り
と
見
え
な
か
っ

た
。
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
５
年
６

月
末
の
い
わ
ゆ
る
「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
だ
。

　

兵
庫
県
尼
崎
市
の
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
の
元
従
業
員
の
み

な
ら
ず
、
周
辺
住
民
に
す
さ
ま
じ
い
被
害
が
出
て
い
る
事
態

が
発
覚
し
た
。
そ
れ
ま
で
「
労
働
災
害
」
と
さ
れ
て
い
た
石

綿
禍
が
、
紛
れ
も
な
い
「
公
害
」
だ
と
い
う
事
実
が
こ
こ
で

は
っ
き
り
し
た
。
い
ま
や
工
場
内
外
で
死
者
が
４
０
０
人
を

超
え
る
事
態
だ
。
世
界
的
に
み
て
も
、
エ
タ
ニ
ッ
ト
社
の
工

場
が
従
業
員
や
市
民
に
す
さ
ま
じ
い
被
害
を
引
き
起
こ
し
た

イ
タ
リ
ア
北
部
カ
ザ
ー
レ
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
ー
ト
や
、
石
綿
を

含
有
す
る
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
汚
染
の
ア
メ
リ
カ
・
モ
ン
タ

ナ
州
リ
ビ
ー
市
な
ど
と
並
ぶ
汚
染
地
域
と
い
え
る
。

　

こ
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
が
列
島
を
揺
る
が
し
、
水
面
下
に

隠
れ
て
い
た
被
害
が
あ
ち
こ
ち
で
顕
在
化
し
た
。
石
綿
紡
織

産
業
で
栄
え
た
大
阪
・
泉
南
で
は
、
１
０
０
年
以
上
埋
も
れ

て
い
た
被
害
が
表
面
化
し
、
国
の
責
任
を
問
う
訴
訟
が
提
起

さ
れ
た
。
奈
良
県
の
王
寺
市
や
斑
鳩
町
、
岐
阜
県
羽
島
市
、

佐
賀
県
鳥
栖
市
…
…
。
か
つ
て
あ
っ
た
工
場
周
辺
で
被
害
が

表
面
化
し
て
い
る
。
首
都
圏
の
建
設
労
働
者
は
国
を
相
手
に

し
た
集
団
訴
訟
で
規
制
の
遅
れ
を
指
弾
し
て
い
る
。
神
戸
市

や
阪
神
間
、
明
石
市
な
ど
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る

建
物
倒
壊
や
瓦
礫
処
理
な
ど
で
飛
び
散
っ
た
石
綿
禍
が
被
害

を
出
し
て
い
る
。

■
環
境
省
の
デ
ー
タ

　

労
災
と
公
害
は
連
続
し
て
い
る
。
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
が
私

た
ち
に
示
す
、
揺
る
が
ぬ
事
実
だ
。
ま
ず
国
の
規
制
が
不
十

分
だ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
工
場
の
飛
散
防
止
対
策
も
徹
底
し
て

い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
元
従
業
員
の
証
言
な
ど
か
ら
明
ら
か

だ
。
こ
う
し
た
周
辺
ば
く
露
＝
公
害
の
存
在
を
決
定
づ
け
た

の
が
、
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
環
境
省
は
、
工
場
で
は
な
く
、
一
般

環
境
で
の
健
康
被
害
の
可
能
性
を
重
視
し
、
２
０
０
６
年
度

か
ら
大
阪
府
泉
南
地
域
、
兵
庫
県
尼
崎
市
、
佐
賀
県
鳥
栖
市

で
石
綿
取
り
扱
い
施
設
の
周
辺
住
民
に
対
し
て
、
問
診
、
胸

部
Ｘ
線
検
査
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
翌

２
０
０
７
年
度
か
ら
は
横
浜
市
鶴
見
区
、
岐
阜
県
羽
島
市
が

加
わ
り
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
は
北
九
州
市
が
加
わ
っ
た
。

合
計
６
地
区
（
２
０
１
４
年
度
か
ら
大
阪
市
も
加
わ
る
）
と
な
る
。

　

２
０
０
９
年
度
ま
で
に
延
べ
３
６
４
８
人
が
受
診
し
、
４

分
の
１
の
９
０
５
人
に
石
綿
を
吸
っ
た
証
拠
と
さ
れ
る
「
胸

膜
プ
ラ
ー
ク
」
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
中
に
は
石
綿
を
取
り

扱
う
仕
事
を
し
た
人
も
い
る
。
そ
の
人
の
衣
服
か
ら
石
綿
を

吸
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
う
し
た
人
を
の
ぞ
い
た
純
粋
な
一

般
環
境
に
よ
る
ば
く
露
の
可
能
性
を
調
べ
る
と
、
受
診
し
た

１
６
６
９
人
の
17
％
、
２
７
８
人
に
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
が
見
つ

か
っ
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
ど
う
み
る
か
。
受
診
し
た
人
は
自
治
体
の

広
報
な
ど
を
見
て
自
ら
保
健
所
な
ど
に
来
た
人
で
あ
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
住
民
全
員
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
一
握

り
の
層
に
と
ど
ま
る
。

　

例
え
ば
、
尼
崎
市
で
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
８
４
４

人
が
受
診
し
、
２
０
６
人
に
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
の
所
見
が
あ
っ

た
。
石
綿
を
扱
う
職
歴
や
施
設
へ
の
立
ち
入
り
が
な
か
っ
た

４
１
７
人
の
中
で
は
、
19
％
の
81
人
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。

尼
崎
で
は
、
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
が
毒
性
の
強
い
青
石
綿
を

使
っ
た
時
期
は
１
９
５
７
～
75
年
だ
。
こ
の
こ
ろ
の
工
場
周

辺
の
住
民
は
17
万
人
に
上
る
と
い
う
。
本
来
な
ら
ば
こ
の
層

を
追
跡
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
だ
が
、
調
査
で
き
た
数
で

は
、
ほ
ん
の
抜
き
取
り
調
査
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
だ
。

　

６
地
区
の
状
況
は
ど
こ
も
同
様
の
こ
と
だ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
調
査
結
果
で
浮
か
び
上
が
っ
た
「
17
％
」
の
人
々
は
、

石
綿
工
場
の
周
辺
に
住
ん
だ
と
い
う
自
覚
が
あ
る
人
の
デ
ー

タ
だ
。
あ
く
ま
で
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
水
面
下
に
膨
大
な

被
害
者
の
層
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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■
異
常
事
態
の
中
で

　

死
者
６
４
３
４
人
、
家
屋
全
壊
約
10
万
棟
、
半
壊
約
14
万

棟
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
現
場
は
異
常
な
事
態
だ
っ
た
。

　

「
最
悪
の
労
働
環
境
だ
っ
た
」
。
解
体
や
瓦
礫
処
理
に
携

わ
っ
た
労
働
者
た
ち
の
証
言
だ
。
神
戸
市
兵
庫
区
で
工
務
店

を
経
営
す
る
男
性
（
81
）
は
振
り
返
っ
た
。

　

「
マ
ス
ク
ど
こ
ろ
か
、
タ
オ
ル
も
ま
か
ず
に
仕
事
し
た
。

石
綿
が
危
な
い
な
ん
て
考
え
る
余
裕
は
な
か
っ
た
」
「
防
護

シ
ー
ト
を
張
ら
ず
に
解
体
し
た
。
飛
散
を
防
ぐ
た
め
に
水
を

ま
こ
う
に
も
、
水
道
管
が
壊
れ
て
水
は
出
な
か
っ
た
」

　

発
生
約
１
カ
月
後
か
ら
一
斉
解
体
が
始
ま
っ
た
。
無
数
の

業
者
が
被
災
地
に
集
ま
り
、
神
戸
だ
け
で
も
１
０
０
件
、
兵

庫
県
内
で
２
０
０
～
３
０
０
件
の
解
体
が
同
時
に
進
行
し
た

と
い
う
。
実
際
、
目
が
痛
く
、
の
ど
の
奥
が
い
つ
も
い
が

ら
っ
ぽ
か
っ
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
計
画
研
究
所
（
大

阪
市
）
代
表
で
立
命
館
大
特
任
教
授
の
高
田
昇
さ
ん
（
69
）

は
当
時
、
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
被
災
地
に
入
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
再
建
な
ど
で
手
腕
を
発
揮
し
た
。
被
災
地
の
状
況

に
精
通
す
る
人
物
だ
。

　

高
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
全
壊
、
半
壊
の
判
定
自

体
、
綿
密
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
「
建
物
が
そ
の
ま
ま
維
持
で
き
る
の
か
、

解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
根
拠
さ
え
薄
弱
で
、

ま
し
て
や
石
綿
の
問
題
に
つ
い
て
は
専
門
家
も
地
域
の
人
も

関
心
が
及
ば
な
か
っ
た
」
。
一
部
で
解
体
作
業
が
始
ま
っ
た

が
、
当
時
は
覆
い
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
水
を
ま
く
こ
と
も

当
時
の
行
政
の
対
応

徹
底
」
を
指
示

２
・
６　
　

環
境
庁
が
、
被
災
地
で
調
査
開
始

２
・
22　
　

神
戸
市
が
建
設
業
者
に
対
策
の
徹
底
を
指
示

２
・
23　
　
８
省
庁
か
ら
な
る
連
絡
会
議
が
建
物
の
解
体

　
　
　
　
　

・
撤
去
に
か
か
わ
る
飛
散
防
止
対
策
を
指
示

４
月　
　
　

県
が
民
間
倒
壊
建
築
物
の
解
体
工
事
に
か
ん

す
る
指
針
を
策
定

５
月　
　
　

神
戸
市
が
家
屋
解
体
・
撤
去
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
対
策
指
導
指
針
を
策
定

　

環
境
庁
（
当
時
）
が
兵
庫
県
、
神
戸
市
に
「
飛
散
防
止
徹

底
」
を
指
示
し
た
の
は
発
生
２
週
間
後
の
１
月
31
日
。
測
定

が
始
ま
っ
た
の
は
２
月
６
日
。
県
が
解
体
撤
去
工
事
に
関
す

る
指
針
を
ま
と
め
た
の
は
４
月
25
日
、
神
戸
市
は
５
月
１
日

だ
。
粉
じ
ん
が
た
ち
こ
め
て
い
た
当
初
の
大
気
の
状
況
か
ら

い
っ
て
完
全
な
手
遅
れ
で
あ
る
。

■
飛
散
調
査

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
ど
の
く
ら
い
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

な
か
っ
た
。
課
題
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
、
技
術
の
問
題
。
被

災
建
物
の
石
綿
除
去
技
術
は
も
と
よ
り
、
石
綿
の
有
無
を
確

認
す
る
方
法
さ
え
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
コ
ス

ト
の
問
題
も
あ
る
。
除
去
を
伴
う
解
体
は
、
通
常
の
解
体
よ

り
約
２
倍
の
費
用
が
か
か
る
。
も
う
一
つ
は
、
時
間
と
の
競

争
だ
。
公
費
解
体
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
早
く
元
に
戻
り
た

い
と
い
う
住
民
の
思
い
が
解
体
工
事
を
急
が
せ
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
大
量
の
解
体
が
進
ん
だ
。
行
政
か
ら
指
針
が
出

た
こ
ろ
に
は
５
、
６
割
の
解
体
が
終
わ
っ
て
い
た
」

　

住
民
へ
の
情
報
開
示
、
飛
散
対
策
が
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
、

混
乱
の
中
、
大
量
解
体
が
進
ん
だ
。
一
体
、
ど
れ
だ
け
の
粉

じ
ん
が
街
中
を
舞
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
、
が
れ
き
の
街
を

回
り
な
が
ら
、
の
ど
が
い
つ
も
い
が
ら
っ
ぽ
く
、
目
が
痛

か
っ
た
記
憶
が
残
る
。

■
無
策

行
政
の
対
応
を
時
系
列
で
整
理
し
て
み
よ
う
。

１
・
17　
　

震
災
発
生

１
・
31　
　

環
境
庁
が
兵
庫
県
、
神
戸
市
に
「
飛
散
防
止
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散
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
気
汚
染
、
環
境
汚
染
が
あ
る
レ
ベ

ル
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
行
政
が
と
り
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を

見
て
み
た
い
。

　

神
戸
市
は
１
９
９
５
年
２
月
に
解
体
に
か
か
わ
る
業
者
約

１
４
０
０
社
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
徹
底
を
通
知
し
、
５
月

に
「
震
災
に
伴
う
家
屋
解
体
・
撤
去
工
事
に
お
け
る
ア
ス
ベ

ス
ト
粉
じ
ん
対
策
指
導
指
針
」
を
策
定
し
、
飛
散
防
止
措
置

を
取
っ
た
。

　

市
は
環
境
庁
と
連
携
し
、
２
～
10
月
に
一
般
環
境
の
ア
ス

ベ
ス
ト
濃
度
を
測
定
し
た
（
表
）
。
大
気
汚
染
防
止
法
に
「
特

定
粉
じ
ん
（
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
）
発
生
施
設
に
係
る
隣
地
と

の
敷
地
境
界
に
お
け
る
規
制
基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
は
「
大
気
１
㍑
に
つ
き
10
本
以
内
」
が
基
準
値

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
工
場
な
ど
と
の
敷
地
で
は
な
い

一
般
大
気
に
は
環
境
基
準
が
な
い
た
め
、
し
ば
し
ば
「
１
㍑

中
10
本
以
内
」
が
目
安
に
さ
れ
る
。

　

第
１
次
調
査
（
１
９
９
５
年
２
月
６
日
～
同
12
日
）
の
結
果
、

神
戸
市
・
中
央
区
役
所
で
４
・
９
本
、
２
次
調
査
（
同
年
３

月
９
日
～
同
16
日
）
の
西
宮
市
・
六
湛
寺
局
で
６
本
と
い
う

比
較
的
高
い
数

値
が
出
て
い
る

も
の
の
、
い
ず

れ
も
10
本
以
内

に
収
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
一

般
環
境
で
は
な

く
、
吹
き
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
な

ど
を
使
用
し
た

建
築
物
解
体
現

場
周
辺
の
調
査

で
は
最
大
値
で

19
・
９
本
（
神

戸
市
長
田
区
の
ビ

ル
解
体
）
と
い

う
高
い
数
値
が

出
て
い
た
。

　

兵
庫
県
環
境

表　震災後の神戸市の一般環境調査　　　　　　　　　　　（本数／リットル）
平成７
年２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

東灘区役所 1.2 1.2 1.1 0.6 0.3 0.7 0.5 0.5 0.3
灘保健所 1.4 2 1.4 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6 0.3
中央区役所 4.9 2.1 2 0.9 1.1 0.9 0.8 0.7 0.7
環境保健研究所 0.6 1.2 1.2 0.6 1.7 0.6 0.7 0.7 0.6
兵庫区役所 1.7 0.6 0.9 1.2 1.2 0.7 0.5 0.6 0.5
長田区役所 1.5 0.8 1.5 0.8 1.6 0.3 0.3 0.7 0.5
須磨区役所 0.2 0.7 0.7 1 1.1 0.8 0.5 0.6 0.5
★大気汚染防止法では特定粉じん発生施設に係る隣地との敷地境界における規制基準は
１リットルにつき 10 本

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
が
96
年
３
月
に
と
り
ま
と
め
た
環
境
庁

委
託
業
務
結
果
報
告
書
に
は
ど
の
地
点
で
調
べ
た
か
な
ど
調

査
内
容
が
細
か
く
記
し
て
あ
り
、
19
・
９
本
が
確
認
さ
れ
た

神
戸
市
長
田
区
の
測
定
地
点
に
つ
い
て
は
「
重
機
４
台
に
よ

る
解
体
作
業
及
び
が
れ
き
の
積
み
上
げ
作
業
中
、
作
業
側
近

で
測
定
。
ま
た
、
周
辺
の
解
体
作
業
多
数
あ
り
、
粉
じ
ん
多

し
」
と
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
状
況
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
解
体
ビ
ル
の
名
称
を
上
げ
、
周
辺
で
毒
性
の
強
い

ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
、
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ビ
ル
は
神

戸
の
中
心
地
、
三
宮
に
あ
り
、
当
時
、
そ
の
周
辺
を
多
く
の

人
が
行
き
交
っ
て
い
た
。

　

こ
の
報
告
書
に
は
気
に
な
る
記
述
も
あ
っ
た
。
神
戸
市
灘

区
の
中
学
校
で
の
測
定
の
項
目
だ
。
２
カ
所
測
定
し
て
お
り
、

４
・
５
本
と
１
・
４
本
と
あ
っ
た
。
10
本
以
内
と
は
い
え
、

一
般
的
な
大
気
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
高
い
数
値
だ
。
報
告

書
に
は
「
試
料
採
取
場
所
の
状
況
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
こ
ん
な
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

「
シ
ー
ト
に
よ
る
囲
い
込
み
内
で
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
。

散
水
は
な
く
、
潤
滑
剤
の
散
布
の
み
で
行
っ
て
い
た
。
は
ぎ

と
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が
床
に
堆
積
し
て
い
た
。
校
舎
北
側

で
補
修
工
事
、
校
庭
で
は
体
育
の
授
業
が
あ
っ
た
」

　

調
査
員
が
わ
ざ
わ
ざ
体
育
の
授
業
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。
中
学
生
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
を
懸
念
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
環
境
庁
は
95
年
12
月
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

伴
う
大
気
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
結
果
」
を
公
表

し
た
。

　

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
一
般
環
境
濃
度
は
、
２
月
、
３
月
時
に

お
い
て
は
、
一
部
の
地
域
で
高
い
地
点
が
み
ら
れ
た
が
、
４

月
以
降
に
お
い
て
は
、
改
善
の
傾
向
に
向
か
い
、
現
在
は
安

定
し
た
数
値
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
現
場
周
辺
の
環

境
調
査
（
敷
地
境
界
濃
度
）
は
、
３
月
～
６
月
に
お
い
て
は
、

高
い
地
点
が
み
ら
れ
た
が
、
７
月
以
降
に
お
い
て
は
、
改
善

に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
対
策
の
浸

透
が
う
か
が
え
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
解
体
撤
去
に
伴
う
飛
散
防
止
策
に
つ
い
て
、
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「
対
策
の
徹
底
に
手
間
ど
り
、
時
間
を
要
し
た
た
め
、
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
事
前
除
去
の
十
分
な
る
対
策
が
講
じ
ら

れ
ず
に
解
体
・
撤
去
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
震
災
直
後
の
非
常
時
の
た
め
、
解
体
事
業
者
へ
の
周

知
が
必
ず
し
も
徹
底
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
法
制
度
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
解
体
事
業
者
に
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
意
識
が
十
分
で
な
く
、
今
般

の
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
に
当
た
り
解
体
事
業
者
の
理
解
・

協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
」
と
反
省
点
も
述
べ
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
30
年
が
経
っ
た
。

こ
の
当
時
の
反
省
点
が
生
か
さ
れ
、
教
訓
と
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
日
本
中
の
建
物
の
中
に
残
っ
て

い
る
。

■
神
戸
市
の
反
省

　

「
震
災
に
伴
う
各
種
の
環
境
問
題
の
中
で
、
最
も
社
会
問

題
化
し
た
の
は
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
あ
る
。
当
時
の
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
は
、
非
常
時
に
お
け
る
環
境
対
策
の
典
型
的
な
例

で
あ
る
」
。
元
神
戸
市
環
境
保
全
部
長
の
山
本
進
さ
ん
が
論

文
で
こ
う
指
摘
し
て
い
る
。
（
山
本
進
「
阪
神
大
震
災
と
環
境

保
全
」
『
雑
誌
都
市
政
策
』
、
１
９
９
８
年
）
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
解
体
撤

去
時
に
飛
散
す
る
懸
念
で
あ
る
。
一
度
に
多
数
の
建
物
の
解

体
が
必
要
と
な
り
、
法
的
規
制
の
な
い
中
で
の
対
策
と
な
っ

た
。
当
時
、
無
数
の
解
体
業
者
が
集
ま
っ
て
き
て
い
た
。「
そ

の
す
べ
て
に
対
策
を
周
知
徹
底
す
る
の
は
不
可
能
と
考
え
ら

れ
た
。
従
っ
て
、
是
非
と
も
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
を
確

認
し
、
所
有
者
及
び
請
負
業
者
に
警
告
を
発
す
る
必
要
が

あ
っ
た
」

　

３
月
に
神
戸
市
内
す
べ
て
の
半
壊
・
全
壊
（
１
２
２
４
棟
）

の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
40
棟
に
ほ
ぼ
確
実
に
石
綿

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
使
用
可
能
性
の
大
き

い
の
は
１
０
４
棟
、
可
能
性
が
「
中
」
は
３
３
５
棟
な
ど

だ
っ
た
。

　

公
費
解
体
が
終
了
し
た
１
９
９
６
年
３
月
末
ま
で
に
89
棟

の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
ビ
ル
の
解
体
工
事
を
確
認
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
の
評
価
と
し
て
は
70
棟
が
適
正
実
施
、
報
告
遅

れ
な
ど
手
続
き
に
瑕
疵
が
３
棟
、
不
適
正
工
事
・
工
事
中
止

勧
告
・
改
善
指
導
が
８
棟
、
不
適
正
工
事
・
工
事
終
了
後
に

市
が
発
見
し
た
の
が
８
棟

―
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
本
さ
ん
は
次
の
問
題
点
を
挙
げ
る
。

①
公
費
負
担
の
決
定
後
は
一
部
の
悪
徳
業
者
に
よ
る
手
抜

き
工
事
が
横
行
し
、
そ
の
指
導
も
ま
た
困
難
で
あ
っ
た
。

②
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
解
体
業
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に

対
す
る
認
識
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
大
手
建

設
業
者
の
現
場
に
つ
い
て
も
工
事
の
中
止
や
改
善
を
指

導
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。

③
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
建
築

物
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
３

回
に
わ
た
り
実
態
を
調
べ
た
が
、
解
体
工
事
が
着
々
と

進
む
中
で
、
十
分
に
時
点
時
点
の
実
態
を
把
握
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
時
に
十
分
な
調
査
を

行
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

山
本
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
石
綿
対
策
に
は
平
時
の

十
分
な
調
査
が
不
可
欠
だ
が
、
震
災
発
生
時
、
被
災
地
の
事

業
所
や
住
宅
の
ど
こ
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
石
綿
が
蓄
積
し
て
い

た
か
、
倒
壊
す
れ
ば
ど
れ
ぐ
ら
い
飛
散
す
る
か
、
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
現
場
作
業
者
が
ど
れ
ほ
ど
ば
く
露
す
る
か
。

行
政
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

大
都
市
で
は
高
度
成
長
期
以
降
、
郊
外
型
の
開
発
に
力
が

注
が
れ
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
中
心
部
の
再
開

発
は
遅
れ
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
力
を
入
れ
た
神

戸
で
は
、
と
り
わ
け
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
問
題
は
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
石
綿
を
含
む
老
朽
建
築
物
が
数
多

く
取
り
残
さ
れ
て
お
り
、
災
害
対
策
と
し
て
も
石
綿
に
十
分

注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
震
災
時
の
兵
庫
県
地
域
防

災
計
画
に
は
環
境
保
全
の
記
述
は
な
く
、
10
年
後
の
復
興
10

年
委
員
会
の
「
総
括
検
証
・
提
言
報
告
」
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト

の
文
字
は
１
カ
所
も
な
い
。

　

「
こ
れ
は
単
な
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
欠
陥
で
は
な
く
、

日
本
の
都
市
政
策
、
災
害
対
策
、
復
興
政
策
の
欠
陥
と
関
連

し
て
い
る
」
（
宮
本
、
森
永
、
石
原
編
『
終
わ
り
な
き
ア
ス
ベ
ス

ト
災
害
』
岩
波
書
店
、
２
０
１
１
）
。
こ
の
指
摘
が
重
く
の
し

か
か
る
。
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■
デ
ー
タ
依
存

　

「
原
因
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
と
は
、
な
か
な
か
な
り

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
明
ら
か
に
震
災
が
原
因
と
な
る

デ
ー
タ
は
な
か
っ
た
」
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
瓦
礫

処
理
作
業
を
行
っ
た
明
石
市
環
境
部
の
男
性
職
員
（
48
）
＝

２
０
１
３
年
死
去
＝
が
腹
膜
中
皮
腫
を
発
症
し
た
の
を
受
け

て
、
２
０
１
２
年
７
月
９
日
、
当
時
の
井
戸
敏
三
知
事
は
定

例
会
見
で
述
べ
た
。

　

知
事
は
08
年
に
も
同
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。
震
災
時

の
解
体
作
業
に
従
事
し
、
中
皮
腫
に
な
っ
た
30
代
男
性
（
当

時
、
故
人
）
を
姫
路
労
働
基
準
監
督
署
が
労
災
認
定
し
た
と

き
だ
。

　

「
一
部
の
新
聞
で
震
災
時
の
解
体
工
事
が
原
因
で
あ
る
と

報
道
さ
れ
た
が
、
事
実
誤
認
の
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
今
回
の
労
災
認
定
は
、
震
災
の
解
体
作
業
と
中
皮
腫
発

症
と
の
直
接
の
因
果
関
係
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
承
知

し
て
い
る
」

　

中
皮
腫
は
石
綿
が
原
因
で
起
き
る
。
二
つ
の
発
言
を
総
合

す
る
と
、
知
事
は
、
発
症
と
大
震
災
と
の
関
連
は
薄
い
と
い

う
理
解
だ
。
そ
の
主
な
根
拠
と
す
る
の
が
、
震
災
発
生
直
後
、

環
境
庁
が
ビ
ル
解
体
現
場
周
辺
な
ど
約
80
カ
所
の
地
点
で
定

点
観
測
し
た
結
果
だ
。
空
気
１
㍑
中
の
石
綿
繊
維
量
は
多
い

と
き
で
平
均
３
～
５
・
４
本
と
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
基
準

（
10
本
）
を
下
回
っ
て
い
た
。
「
直
ち
に
健
康
影
響
が
問
題

に
な
る
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
。

　

当
時
の
環
境
庁
の
調
査
に
つ
い
て
疑
問
の
声
は
今
も
根
強

い
。
元
兵
庫
県
立
公
害
研
究
所
の
小
坂
浩
さ
ん
は
、
測
定
の

問
題
点
を
挙
げ
る
。
当
時
、
基
準
に
し
て
い
た
の
が
白
石
綿

（
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
）
で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
上
の
繊
維
状
粒
子
の

う
ち
白
石
綿
と
同
程
度
の
屈
折
率
を
も
つ
粒
子
を
石
綿
と
判

定
。
つ
ま
り
、
「
青
石
綿
や
茶
石
綿
は
判
定
さ
れ
な
か
っ

た
」
。
さ
ら
に
、
使
用
し
た
の
が
位
相
差
顕
微
鏡
で
、
精
度

の
高
い
電
子
顕
微
鏡
が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
「
ご
く
微
細
な

石
綿
繊
維
を
き
ち
ん
と
把
握
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

官
民
で
測
定
結
果
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
上
に
、
測
定

結
果
そ
の
も
の
が
揺
ら
い
で
い
る
の
だ
。
デ
ー
タ
に
と
ら
わ

れ
て
し
ま
う
と
本
質
を
見
誤
る
の
で
は
な
い
か
。
阪
神
・
淡

路
の
被
災
地
で
発
症
が
本
格
化
す
る
と
予
測
し
、
健
診
態
勢

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
現
存
の
建
築
物
か
ら
石
綿
の
除
去

工
事
を
進
め
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
マ
ス
ク
装

着
や
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

―
。
こ
れ
が
行
政
の
責

務
だ
。

　

し
か
し
、
知
事
の
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
自
治
体
の
対
応

は
鈍
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
起
き
る

１
年
前
の
10
年
５
～
８
月
に
掛
け
て
立
命
館
大
は
全
国
の
自

治
体
に
地
域
防
災
計
画
に
震
災
時
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
盛
り

込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。
結
果
、
72
・
５
％
が

「
現
在
、
盛
り
込
ん
で
お
ら
ず
、
特
に
盛
り
込
む
予
定
は
な

い
」
と
回
答
。
そ
の
う
ち
、
環
境
省
が
07
年
に
策
定
し
た
災

害
時
の
石
綿
飛
散
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
、
「
認
識

し
て
い
な
い
」
「
確
認
し
て
い
な
い
」
と
し
た
の
は
５
割
超
。

　

こ
れ
が
日
本
の
石
綿
対
策
の
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
に
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
の
だ
。

　

こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
で
も
み
ら
れ
た
現
象
だ
。
当
時
、
神

戸
大
医
学
部
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
30
の
医
療
機
関
を
対
象
に

調
査
を
実
施
、
リ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は

呼
吸
器
疾
患
の
原
因
と
し
て
、
避
難
所
の
環
境
や
倒
壊
家
屋

の
ほ
こ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
を
挙
げ
、
こ
う
記
し
た
。「
大

規
模
災
害
時
に
は
二
次
的
要
因
に
基
づ
く
呼
吸
器
疾
患
を
新

た
に
生
ず
る
可
能
性
を
常
に
秘
め
て
い
る
。
今
後
の
災
害
に

備
え
、
医
療
的
に
も
政
策
的
に
も
十
分
検
討
さ
れ
た
対
策
を

練
る
必
要
が
あ
る
」

■
開
く
窓

　

大
震
災
の
発
生
で
ど
れ
だ
け
の
石
綿
が
飛
散
し
た
の
か
、

完
全
な
把
握
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

ま
ず
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
で
い
た
建
物
の
倒
壊
し
た
地
区

を
中
心
に
、
当
時
の
住
民
や
解
体
・
撤
去
に
か
か
わ
っ
た
労

働
者
ら
を
登
録
し
、
健
康
診
断
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
土
木
工
事
に
他
府
県
か
ら
多
く
の
労
働
者
が
神
戸
・
阪

神
間
に
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
じ
だ
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
ば
く
露
し
た
と
い
う
リ
ス
ク
を
本
人
に
周
知

さ
せ
、
健
康
診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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も
う
一
つ
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
の
住
む
街
に
い
っ
た
い

ど
れ
ぐ
ら
い
の
石
綿
が
蓄
積
し
て
い
る
の
か
。
神
戸
市
は
固

定
資
産
税
台
帳
に
よ
っ
て
建
物
の
建
築
年
次
を
調
べ
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

こ
れ
は
公
表
し
て
い
な
い
が
、
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
い
る

の
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
マ
ッ
プ
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

　

「
大
震
災
の
発
生
時
、
ふ
だ
ん
は
見
え
な
い
社
会
の
課
題

を
示
す
窓
が
開
く
。
そ
の
窓
は
ご
く
短
い
期
間
に
閉
じ
て

し
ま
う
」
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の

１
９
９
４
年
１
月
17
日
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
で
起
き
た
大
震
災
の
報
告
書
に
は
こ

ん
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
窓
が
開
い
て
い
る
う
ち
に
、
根
本

的
な
対
策
が
と
れ
る
か
。
神
戸
で
生
か
せ
な
か
っ
た
阪
神
・

淡
路
の
教
訓
を
、
今
後
の
災
害
・
被
災
地
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
石
綿
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち

の
社
会
の
未
来
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

■
が
れ
き
に
埋
ま
っ
た
被
災
地

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
木
造
家
屋
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な

り
、
堅
牢
に
見
え
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
高
層
ビ
ル
が
折
れ

て
無
残
な
姿
を
見
せ
た
。
鉄
道
や
港
湾
施
設
も
崩
壊
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
高
ら
か
に
う
た
い
上
げ
て
い
た
神
戸

が
一
瞬
の
う
ち
に
が
れ
き
の
山
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

全
壊
家
屋
は
約
10
万
棟
、
半
壊
約
14
万
棟
、
一
部
損
壊
約

39
万
棟
（
２
０
０
６
年
消
防
庁
確
定
）
と
、
膨
大
な
数
の
家
屋

が
被
害
を
受
け
た
。
巨
大
地
震
は
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
な

ど
あ
ら
ゆ
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
し
、
膨
大
な
ご
み
、
災

害
廃
棄
物
に
し
て
し
ま
っ
た
。
被
災
地
を
覆
い
尽
く
し
た
廃

棄
物
が
道
路
や
鉄
道
を
寸
断
。
人
と
モ
ノ
の
流
通
が
せ
き
止

め
ら
れ
、
都
市
機
能
が
ま
ひ
し
た
。

　

復
興
に
は
早
期
の
廃
棄
物
処
理
が
欠
か
せ
な
い
。
本
来
、

建
物
の
解
体
・
撤
去
は
所
有
者
の
責
任
だ
が
、
国
は
個
人
住

宅
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
、
事
業
所
等
（
中
小
事
業
者
に
限
る
）

の
解
体
処
理
に
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と
を
決
定
。

ま
た
、
自
衛
隊
が
市
町
の
行
う
が
れ
き
処
理
に
協
力
す
る
こ

と
も
決
ま
っ
た
。

　

震
災
か
ら
10
日
余
り
た
っ
た
１
９
９
５
年
１
月
28
日
、
公

費
に
よ
る
処
理
方
針
が
決
ま
り
、
そ
の
受
け
付
け
は
、
30
日

に
早
く
も
１
万
件
に
達
し
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復

興
誌
は
「
２
月
９
日
に
は
処
理
受
付
は
５
万
件
に
達
し
被
害

戸
数
の
多
い
阪
神
・
神
戸
地
区
に
お
い
て
は
さ
ら
に
増
加
し

続
け
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

災
害
廃
棄
物
の
量
は
、
１
月
26
日
時
点
で
住
居
・
建
築
物

系
お
よ
び
公
共
施
設
系
を
合
わ
せ
約
１
１
０
０
万
ト
ン
と
推

震
災
廃
棄
物
処
理
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計
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
解
体
家
屋
数
の
増
加
に
伴
い
、

２
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回
災
害
廃
棄
物
処
理
推
進

協
議
会
」
（
国
、
兵
庫
県
、
被
災
市
町
、
鉄
道
会
社
な
ど
で
構
成
）

で
は
推
計
を
１
８
５
０
万
ト
ン
と
修
正
。
さ
ら
に
６
月
末
に

は
２
０
０
０
万
ト
ン
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
公
費
解
体
が
影

響
し
た
た
め
か
、
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、
当
初
の
推
計
を
わ

ず
か
半
年
で
倍
増
し
て
し
ま
っ
た
。

　

兵
庫
県
の
１
９
９
３
年
度
の
ご
み
の
総
発
生
量
は

２
３
６
万
ト
ン
。
十
数
秒
間
の
阪
神
・
淡
路
の
揺
れ
が
、
兵

庫
県
の
約
９
年
分
の
ご
み
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

解
体
・
撤
去
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。
重
機
が
ビ
ル

を
壊
し
、
廃
棄
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
鈴
な
り
に
な
っ
て

処
分
場
な
ど
に
向
か
う
。
被
災
地
は
粉
じ
ん
が
舞
い
、
街
全

体
が
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
小
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
被
災
地
を
歩
く
人
た
ち
に
マ
ス
ク
姿
が
目

立
っ
た
。
だ
が
、
風
邪
で
着
用
す
る
よ
う
な
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク

は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
ほ
と
ん
ど
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

鉄
骨
に
耐
火
材
と
し
て
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が

む
き
出
し
に
。
そ
の
そ
ば
で
労
働
者
が
解
体
工
事
に
携
わ
っ

て
い
た
。
マ
ス
ク
は
せ
ず
、
飛
散
防
止
の
散
水
さ
え
し
て
い

な
か
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が
危
険
だ
と
い
う
認
識
が
極
め
て

薄
か
っ
た
の
だ
。

■
災
害
廃
棄
物
、
２
千
万
ト
ン

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
後
、
が
れ
き
な
ど
の
災

害
廃
棄
物
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
過

程
と
現
場
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　

兵
庫
県
内
の
全
廃
棄
物
量
は
２
千
万
ト
ン
（
住
居
・
建
築

物
系
１
４
５
０
万
ト
ン
、
道
路
鉄
道
等
４
８
０
万
ト
ン
、
公
団
・

崩 れ 落 ち た 被 災 ビ ル ＝ 1995 年 5 月、
神戸市中央区（神戸新聞社提供）

公
社
・
公
営
住
宅
等
70
万
ト
ン
）
。
こ
れ
は
当
時
の
兵
庫
県
の

約
９
年
分
の
ご
み
量
。
す
べ
て
の
処
理
事
業
を
終
え
る
ま
で

に
２
年
余
り
か
か
っ
た
と
い
う
。
県
内
だ
け
で
は
処
理
し
き

れ
ず
、
西
は
福
岡
県
、
東
は
神
奈
川
、
埼
玉
県
ま
で
搬
送
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
や
船
舶
も
使
っ
た
。
災

害
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
50
・
１
％
だ
っ
た
。

　

被
災
自
治
体
は
、
膨
大
な
災
害
廃
棄
物
を
市
街
地
か
ら
速

や
か
に
撤
去
す
る
こ
と
が
、
震
災
復
興
を
迅
速
に
進
め
る
上

で
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
た
が
、
仮
置
き
場
、
積
み
出
し
基

地
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
。

　

神
戸
市
内
で
は
既
存
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
炉
）

だ
け
で
は
、
処
理
能
力
が
追
い
付
か
な
い
た
め
、
仮
設
焼
却

炉
を
設
置
。
ま
ず
は
、
簡
易
焼
却
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、

処
理
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
各
仮
置
き
場
で
は
災
害

廃
棄
物
が
た
ま
る
一
方
だ
っ
た
。

　

布
施
畑
、
淡
河
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
２
期
と
い
っ
た
大

規
模
な
仮
置
き
場
に
、
簡
易
焼
却
炉
を
設
置
し
、
次
に
設
置

に
時
間
が
か
か
る
大
型
連
続
炉
を
置
い
て
い
っ
た
。

　

神
戸
空
港
の
北
側
に
あ
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
２
期
の
状

況
を
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
１
９
９
８
年
10
月
の
「
都
市
政

策
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
」

（
大
下
昌
宏
・
神
戸
市
産
業
廃
棄
物
指
導
課
長
）
か
ら
引
用
す
る
。

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
２
期
南
西
端
の
一
部
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
市
開
発
局
か
ら
借
り
受
け
、
臨
海
部
の
仮
置
き

場
を
設
置
し
た
。
震
災
直
後
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

至
る
神
戸
大
橋
が
通
行
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
の
仮
置
き
場
に
各
積
み
出
し
基
地
か
ら
海
上
搬
送
し
た
。

粉じんが舞う解体作業現場＝ 1995 年 2
月、神戸市兵庫区（神戸新聞社提供）
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最
初
の
段
階
で
は
大
型
連
続
炉
が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
災
害
廃
棄
物
が
た
ま
る
一
方
で
、
一
時
は
山
の
よ

う
に
堆
積
し
た
。

　

こ
の
廃
棄
物
の
山
か
ら
重
機
で
、
金
属
、
長
大
木
材
等

粗
大
可
燃
物
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
等
粗
大
不
燃
物
、
そ
の

他
に
分
類
し
た
。
金
属
は
集
積
の
う
え
売
却
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
は
３
０
０
ミ
リ
以
下
に
破
砕
し
、
埋
め
立
て
用

材
と
し
て
再
利
用
し
、
木
材
は
破
砕
機
に
か
け
て
破
砕
し
、

中
小
混
合
物
と
混
ぜ
て
キ
ル
ン
炉
に
投
入
し
た
。

■
作
業
者
に
石
綿
健
康
管
理
手
帳
発
行

　

こ
れ
ま
で
に
記
述
し
た
災
害
廃
棄
物
処
理
の
作
業
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
の
重
大
な
一
断
面
で
あ
る
。
当
時
、
作
業
に

か
か
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
は
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
発
症
懸
念

を
抱
い
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
１
～
３
月
、
こ
の
作
業
に
か
か
わ
っ
た
男
性

４
人
が
、
無
料
で
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
る
「
石
綿
健
康
管

理
手
帳
」
を
取
得
し
た
。
４
人
は
40
～
70
代
の
元
港
湾
労
働

者
だ
。
震
災
当
時
、
神
戸
港
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
仕

事
を
失
っ
た
港
湾
労
働
者
が
多
数
い
た
た
め
、
緊
急
雇
用
対

策
と
し
て
港
湾
労
働
者
ら
が
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
か
か

わ
っ
て
い
た
。

　

石
綿
健
康
管
理
手
帳
は
ア
ス
ベ
ス
ト
業
務
に
従
事
し
た
離

職
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
交
付
は
次
の
よ
う
な
要
件
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

①
両
肺
野
に
石
綿
に
よ
る
不
整
形
陰
影
が
あ
り
、
ま
た
は

石
綿
に
よ
る
胸
膜
肥
厚
が
あ
る
こ
と

②
次
の
作
業
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
た
人

●
石
綿
の
製
造
作
業

●
石
綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材

等
の
張
り
付
け
、
補
修
も
し
く
は
除
去
の
作
業

●
石
綿
の
吹
き
付
け
の
作
業
ま
た
は
石
綿
が
吹
き
付

け
ら
れ
た
建
築
物
、
工
作
物
等
の
解
体
、
破
砕
等

の
作
業

③
②
の
作
業
以
外
の
石
綿
を
取
り
扱
う
事
業
に
10
年
以
上

従
事
し
て
い
た
方

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
災
害
廃
棄
物
処
理
に
当
た
っ
て
い

た
労
働
者
ら
は
こ
の
交
付
要
件
に
該
当
し
た
。
実
際
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
手
帳
を
交
付
し
た
兵
庫
労
働
局
は
、
こ
の
職
場
が
「
石

綿
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築
物
、
工
作
物
等
の
解
体
、
破
砕

等
の
作
業
」
で
あ
る
と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
発
症
懸
念

が
あ
る
業
務
だ
と
判
断
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

兵
庫
県
内
で
交
付
さ
れ
た
石
綿
健
康
管
理
手
帳
は
２
０
１
２

年
末
現
在
で
３
２
２
３
件
。
兵
庫
労
働
局
は
「
震
災
が
れ
き

に
携
わ
っ
て
手
帳
を
取
得
し
た
人
が
何
人
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
。
そ
う
い
う
デ
ー
タ
の
取
り
方
は
し
て
い
な
い
」
と
い

い
、
具
体
的
な
数
字
は
分
か
ら
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ

う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
６
人
の
手
帳
取
得
を
把

石
綿
健
康
管
理
手
帳　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
務
に
従
事
し
た
離

職
者
を
対
象
に
厚
生
労
働
省
が
発
行
す
る
。
交
付
さ
れ
る
と
、

半
年
に
１
回
、
無
料
で
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
石
綿
疾
患
は
長
い
潜
伏
期
間
を
経
て
発

症
す
る
た
め
、
石
綿
業
務
に
従
事
し
た
人
は
退
職
後
、
こ
の
手

帳
を
利
用
し
て
健
康
管
理
を
図
る
。

ポートアイランドの焼却炉（全港湾提供）
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握
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン

タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、

全
港
湾
神
戸

弁
天
浜
支
部

書
記
長
の
戸

崎
正
巳
さ

ん
も
震
災
後

の
廃
棄
物
処

理
に
携
わ
り
、

手
帳
を
取
得

し
た
一
人
だ
。

「
が
れ
き
を

振
る
い
に
か
け
た
り
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
運
ん
だ
り
し
、

常
に
ほ
こ
り
が
舞
っ
て
い
た
。
現
場
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す

る
認
識
は
低
く
、
防
じ
ん
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と

話
す
。
ま
た
、
「
大
量
の
廃
材
を
早
く
処
理
す
る
た
め
、
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
重
機
を
使
っ
て
破
砕
・
粉
砕
し
、
手

作
業
で
分
別
。
多
く
が
建
築
廃
材
で
、
粉
じ
ん
は
50
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
離
れ
た
現
場
事
務
所
の
食
堂
の
机
の
上
が
真
っ
白
に

な
る
ほ
ど
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

戸
崎
さ
ん
は
、
過
去
に
が
れ
き
処
理
に
携
わ
っ
た
元
港
湾

労
働
者
ら
に
健
康
管
理
手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
を
勧
め
て
お

り
、
「
健
康
管
理
手
帳
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
は
早
期
発
見
が
重
要
。
疾
患
発
見

に
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

民
家
の
が
れ
き
処
理
な
ど
、
復
旧
作
業
に
携
わ
り
、
中
皮

腫
を
発
症
し
て
亡
く
な
っ
た
人
が
い
る
。
作
業
期
間
は
わ
ず

か
２
カ
月
だ
っ
た
。
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
関
連
業
務
に
「
１
年
以
上
従
事
し
て
い
た
人
」
を
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、
戸
崎
さ
ん
ら
全
港
湾
神
戸
弁
天
浜
支

部
な
ど
は
兵
庫
労
働
局
に
対
し
、
交
付
要
件
の
緩
和
を
申
し

入
れ
て
い
る
。

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
同
じ
よ
う
な
作
業
は
他
の
仮
置
き
場
で
も
行
わ
れ
て

い
た
。

焼却を待つがれきの山＝ 1996 年 2 月、神戸ポートアイラン
ド 2 期（神戸新聞社提供）

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
か
ら
初
動
対
応

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
当
時
は

ま
だ
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
続
い
て
お
り
、
現
在
に
比
べ
る

と
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
予
防
対
策
に
関
す
る
法
整
備
も
不
十

分
な
状
況
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
半
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
建

材
に
使
用
さ
れ
る
形
で
、
大
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
・
普

及
さ
れ
た
以
降
（
こ
の
時
点
で
日
本
で
の
総
輸
入
量
と
さ
れ
る
約

１
０
０
０
万
ト
ン
の
９
割
程
度
の
累
積
）
に
お
い
て
、
建
築
物

密
集
地
域
を
含
ん
で
の
大
規
模
災
害
は
初
め
て
の
出
来
事
で

あ
り
、
災
害
時
を
想
定
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
準
備
も

な
い
状
態
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
手
探
り
・
応
急
の
形
で
対

策
を
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
態
と
い
え
る
。

　

そ
も
そ
も
震
災
発
生
直
後
は
、
緊
急
性
の
高
い
対
応
で
あ

る
人
命
救
助
や
火
災
・
延
焼
等
の
被
害
拡
大
の
防
止
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
の
一
定
の
目
処

が
つ
い
て
か
ら
全
般
的
な
対
応
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
神
戸
市
環
境
局
環
境
保
全
部
長
の
記
述（

１
）に

よ
る

と
、
震
災
直
後
は
被
災
者
救
援
を
優
先
す
る
意
識
に
よ
っ
て

環
境
局
職
員
も
物
資
輸
送
や
避
難
所
支
援
な
ど
の
現
地
対
応

に
従
事
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
が
、
１
月
24
日
に
は
ア
ス
ベ

ス
ト
を
含
ん
で
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
大
気
の
監

視
局
の
点
検
や
工
場
の
被
害
状
況
や
環
境
汚
染
の
概
況
調
査

を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
１
月
末
ま
で
の
概
況
の
と
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
、
主
要
工
場
等
へ
の
施
設
点
検
要
請
お
よ
び

法
令
遵
守
の
通
達
が
行
わ
れ
た
が
、
工
場
の
施
設
被
害
で
は

水
質
系
よ
り
も
大
気
系
の
方
が
多
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に

工
場
に
起
因
す
る
環
境
汚
染
は
震
災
規
模
に
比
し
て
「
意
外

兵
庫
県
、
神
戸
市
は
ど
う
動
い
た
の
か
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に
小
さ
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
災
害
廃
棄
物

処
理
や
倒
壊
建
築
物
の
解
体
工
事
の
進
行
に
よ
る
粉
じ
ん
・

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
や
野
焼
き
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た

と
さ
れ
、
環
境
局
で
の
対
策
は
一
般
大
気
環
境
で
の
問
題
に

シ
フ
ト
し
て
い
く（

２
）。

兵
庫
県
お
よ
び
神
戸
市
は
環
境
庁
（
当

時
）
と
も
連
携
し
つ
つ
、
機
器
の
点
検
、
停
電
終
了
を
受
け

て
２
月
６
日
か
ら
県
下
の
被
災
地
域
50
地
点
で
正
式
な
大
気

測
定
が
開
始
さ
れ
た（

３
）。

こ
の
震
災
対
応
と
し
て
の
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
は
同
年
10
月
ま
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
焦
点
を
当
て
て
の
環
境
問
題
の
政
策
対
応

と
し
て
は
、
や
は
り
倒
壊
建
築
物
の
解
体
工
事
に
お
け
る
防

じ
ん
対
策
の
徹
底
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
１
月
31
日
の
時
点

の
報
道
で
、
兵
庫
労
働
基
準
局
（
当
時
）
が
当
面
の
措
置
と

し
て
、
作
業
員
の
マ
ス
ク
着
用
や
現
場
の
飛
散
防
止
シ
ー
ト

使
用
を
呼
び
か
け
る
と
い
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
た
様
子
で

あ
る（

４
）。

環
境
行
政
の
側
か
ら
も
、
神
戸
市
環
境
局
が
震
災
の

事
態
を
鑑
み
て
の
「
解
体
工
事
等
の
建
設
作
業
に
お
け
る
環

境
保
全
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
（
要
請
）
」
を
２
月
22
日
付

（
神
環
環
第
１
０
４
８
号
）
で
発
信
し
た
。
そ
の
内
容
は
粉
じ

ん
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
騒
音
・
振
動
対
策
の
３
項
目

で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
た
場
合
は
、
基
本
の
粉
じ
ん

対
策
を
遵
守
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
上
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
有
無
の
確
認
と
有
り
の
場
合
の
適
切
な
対
応
を
求
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
防
じ
ん
対
策
と
し
て
は
以
下
の
３
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
周
辺
へ
の
粉
じ
ん
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
、
シ
ー
ト
等

に
よ
る
養
生
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

・
粉
じ
ん
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
十
分
に
散
水
し
な

が
ら
、
作
業
す
る
こ
と
。

・
粉
じ
ん
の
発
生
の
少
な
い
工
法
及
び
建
設
機
械
を
採
用

す
る
こ
と
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て
は
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に

限
定
し
て
の
も
の
（
こ
の
時
点
で
は
労
働
衛
生
対
策
で
も
解
体

時
の
規
制
対
象
は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
み
で
あ
り
、
自
治
体

の
み
の
問
題
で
は
な
く
日
本
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
遅
れ
そ
の
も

の
に
起
因
す
る
）
だ
が
、
使
用
状
況
の
確
認
調
査
と
市
へ
の

報
告
、
各
法
令
の
遵
守
を
呼
び
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
急
ぎ
の
注
意
喚
起
の
通
達
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
全
て
の
内
容
を
含
め
て
Ａ
４
用
紙
１
枚
の
簡
単
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
翌
日
の
２
月
23
日
に
は
、
環
境
庁
が

中
心
と
な
っ
て
の
石
綿
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
よ
り
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
建
築
物
の
解
体
・
撤
去
に
係
る
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
の
通
知
が
発
信
さ
れ
、

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
に
関
す
る
対
応
の
徹
底

と
労
働
者
の
ば
く
露
防
止
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
実

施
等
に
つ
い
て
の
要
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
１
９
９
５
年
２
月
上
旬
に
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
、
２
月
下
旬
に
は
解
体
工
事
を
対
象
と
し
て

の
対
策
要
請
が
開
始
し
た
こ
と
に
な
る
。

■
震
災
の
復
旧
・
復
興
期
間
の
対
応

（
１
）
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
の
調
査

　

震
災
後
か
ら
１
カ
月
程
度
で
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
対
策

の
周
知
に
つ
い
て
の
応
急
の
対
応
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
被
災
状
況
の
中
で
急
ぎ
復
旧
・
復
興
が
求
め
ら
れ
る
状

況
下
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま
解
体
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
、
実
際
に
対
策
実
施
に
至

る
ま
で
の
１
月

末
頃
に
解
体
工

事
周
辺
で
の
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散

事
故
が
起
こ
っ

て
い
た
こ
と
が

マ
ス
コ
ミ
報
道

を
通
じ
て
明
ら

か
に
な
っ
て
い

た
。
解
体
工
事

へ
の
対
応
で
全

国
か
ら
無
数
の

業
者
が
集
ま
っ

て
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
当

時
の
神
戸
市
環

境
局
の
担
当
者

も
「
そ
れ
ら
全

て
に
対
策
を
周

区分 該当数 比率
吹付アスベスト確認 25 棟 2.04％
吹付施工された 1975 年以前建築（ほぼ確実にアスベスト使
用）

15 棟 1.23％

1975 年以前の鉄骨造ビル（アスベスト使用の可能性：大） 104 棟 8.50％
1975 年以前の鉄骨造以外（アスベスト使用の可能性：中） 335 棟 27.37％
それ以外（アスベスト使用の可能性：小～無） 745 棟 60.87％

表 1　神戸市による全ての全壊・半壊ビル 1,224 棟のアスベスト使用調査
　　（1995 年 3 月実施）

出所：山本進「阪神大震災と環境保全―震災時の環境対策の概要とアスベスト対策」（『都
市政策』93 号、神戸都市問題研究所、1998 年、94 ページ）掲載の表を元に作成。
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知
徹
底
す
る
の
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
」
と
述
懐
し
て
お

り
、
行
政
側
で
能
動
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
を
調
査

し
、
該
当
建
築
物
の
所
有
者
と
請
負
業
者
へ
警
告
を
発
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た（

５
）。

　

そ
こ
で
１
９
９
５
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
神
戸
市
に
よ
る

全
壊
・
半
壊
ビ
ル
１
２
２
４
棟
の
調
査
で
は
、
確
実
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
確
認
で
き
た
も
の
が
25
棟
、
吹
付
施
工
さ
れ
た

１
９
７
５
年
以
前
建
築
（
ほ
ぼ
確
実
に
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が
15
棟
、

さ
ら
に
吹
付
の
有
無
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
ア
ス
ベ
ス
ト

の
使
用
の
可
能
性
が
高
い
１
９
７
５
年
以
前
の
鉄
骨
造
の
ビ

ル
が
１
０
４
棟
と
、
少
な
く
と
も
倒
壊
ビ
ル
の
１
割
以
上
で

高
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
発
生
お
よ
び
発
生
リ
ス
ク
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

６
）。

（
２
）
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
指
導
指
針
の
策
定

　

神
戸
市
環
境
局
は
１
９
９
５
年
２
月
22
日
に
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
に
つ
い
て
の
応
急
の
要
請
を
だ
し
て
い
た
が
、
５
月
１

日
に
は
改
め
て
正
式
に
「
震
災
に
伴
う
家
屋
解
体
・
撤
去
工

事
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
対
策
指
導
指
針
」
を
策
定

し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
対
策
の
周
知
徹
底
の
推
進
と
し
て
、

市
内
で
の
工
事
実
績
を
持
つ
業
者
ら
に
発
信
し
て
い
る
。
こ

れ
は
工
事
に
伴
う
周
辺
環
境
汚
染
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
当
時
の
法
規
制
お
よ
び
関
連
し
て
作
成
さ

れ
て
い
た
技
術
指
針
等
に
則
り
、
対
策
基
準
、
所
有
者
の
責

務
、
施
工
者
の
責
務
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
月
22
日
の
要
請
に
比
べ
て
、
所
有
者
・
施
工
者
の
責
任

お
よ
び
ど
の
よ
う
な
対
策
や
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
か
が
具

体
化
・
強
調
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
示
し
た

通
り
未
経
験
の
手
探
り
の
中
で
対
策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
た
め
に
仕
方
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
発

生
後
す
ぐ
か
ら
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
お
い
て
、
３
カ
月
以
上
が
経
過
し
て
か
ら
の
正
式

な
指
針
発
信
は
や
は
り
遅
れ
た
対
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
調
査
に
よ
る
実
態
把

握
と
正
式
な
対
策
指
導
指
針
の
策
定
・
発
信
に
よ
っ
て
、
当

時
に
と
ら
れ
う
る
行
政
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
整
備
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
後
は
実
際
に
解
体
工
事
に
お
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題

と
な
る
。

（
３
）
神
戸
市
環
境
局
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
評
価
と

教
訓

　

１
９
９
６
年
３
月
末
に
公
費
解
体
が
終
了
し
た
時
点
で
、

神
戸
市
が
確
認
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
の
解
体
工
事

が
89
棟
あ
り
、
そ
の
多
く
の
70
棟
は
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
適

正
に
実
施
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
残
り
は
何

か
し
ら
の
問
題
や
対
策
の
不
備
が
あ
っ
た
も
の
と
な
る
。
特

に
不
適
正
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
作
業
途
中
で
の
発

見
・
改
善
指
導
８
棟
、
終
了
後
発
見
８
棟
と
、
お
よ
そ
２
割

で
環
境
汚
染
が
伴
う
よ
う
な
対
策
の
不
備
が
あ
っ
た
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
環
境
局
の
担
当
者
は
、
一
般
環
境
の
濃

度
測
定
で
大
気
汚
染
防
止
法
の
敷
地
境
界
基
準
10
本
／
㍑
を

超
え
た
地
点
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
対
策
指
導
が
一
定
の
功

を
奏
し
た
と
し
つ
つ
、
発
見
し
た
不
適
正
工
事
が
あ
る
上
、

市
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
不
適
正
工
事
の
存
在
も
否
定
で
き

ず
、
工
事
現
場
周
辺
の
高
濃
度
汚
染
の
可
能
性
が
あ
る
、
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
と
き
の
経
験
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
問

題
点
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
の
費
用
が
高
額
で
あ
る
た
め
に
指
導
徹
底
が
困
難
な
点

で
あ
る
。
公
費
費
用
が
確
定
す
る
前
で
は
指
導
に
従
わ
す
こ

と
が
難
し
く
、
公
費
解
体
決
定
後
も
悪
徳
業
者
に
よ
る
手
抜

工
事
が
横
行
し
た
。
第
二
に
大
小
問
わ
ず
解
体
業
者
の
ア
ス

ベ
ス
ト
に
対
す
る
認
識
不
足
で
あ
る
。
第
三
に
平
時
か
ら
事

前
に
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
の
重

要
性
で
あ
る
。
第
四
に
公
費
解
体
で
三
者
契
約
等
も
認
め
た

結
果
と
し
て
、
市
が
関
与
し
な
い
形
で
業
者
選
定
が
可
能
と

な
っ
て
、
に
わ
か
業
者
・
悪
徳
業
者
が
横
行
す
る
こ
と
で
行

政
指
導
が
困
難
と
な
っ
た
と
い
う
弊
害
で
あ
る（

７
）。

■
被
災
経
験
を
教
訓
と
し
た
自
治
体
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
た
上
で
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
課
題
と
し
て
、

解
体
処
理
時
の
対
策
の
徹
底
、
既
存
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
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の
推
進
、
平
時
よ
り
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
の
確
認
が
考
え

ら
れ
る
。

　

神
戸
市
環
境
局
の
担
当
者
の
述
懐
に
お
い
て
、
や
は
り
解

体
業
者
の
質
に
起
因
す
る
対
策
徹
底
の
困
難
さ
が
特
に
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
震
災
時
の
解
体
工
事
で
あ
れ

ば
、
公
費
解
体
に
よ
る
対
応
に
集
約
さ
せ
て
業
者
選
定
で
基

準
を
設
け
る
こ
と
で
一
定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
な
ど
の
対

応
は
想
定
し
う
る
。
し
か
し
、
日
本
で
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
や

そ
れ
を
含
む
建
築
解
体
を
行
う
業
者
に
と
っ
て
不
可
欠
と
な

る
資
格
や
免
許
の
制
度
が
未
整
備
な
状
況
で
、
ど
う
し
て
も

不
適
格
な
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
業
者
や
解
体
業
者
で
も
存
在
し

う
る
た
め
、
地
方
自
治
体
が
と
り
う
る
対
策
に
は
限
界
が
あ

る
の
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
る
が
、
兵
庫

県
は
自
治
体
条
例
で
大
気
汚
染
防
止
法
を
補
完
す
る
形
で
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
先
進
事
例
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
は
震
災
の
経
験
を
活
か
す
形
で
、
１
９
９
５
年

中
に
「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
条
例
」
の
策
定
が
始

ま
り
１
９
９
６
年
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
が
継
続
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
具
体
的
な
対
策
指

導
や
、
建
物
の
解
体
・
改
修
工
事
時
に
は
本
条
例
に
則
し
て

の
届
出
も
求
め
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
例
に

基
づ
い
て
工
事
が
行
わ
れ
る
現
場
へ
の
立
ち
入
り
調
査
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
立
命
館
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
２
０
１
４
年
３
月
３
日
に
担
当
課
（
兵
庫
県
農
政
環
境
部
環

境
管
理
局
水
大
気
課
）
へ
訪
問
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
１
９
９
７
年
か
ら
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
現
状
で
は
可
能
な
限
り
全
件
実
施
を
目
標
と
し
て
い
る

様
子
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
よ
り
規
制
強
化
さ
れ
、
大
気
汚

染
防
止
法
で
は
届
出
の
必
要
の
な
い
非
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
の
床
面
積
80
平
方
ｍ
以
上
の
建
物
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
な
し
と
さ
れ
る
床
面
積
１
０
０
０
平
方
ｍ
以
上
の
建
物

の
解
体
工
事
に
つ
い
て
も
届
出
が
必
要
と
な
り
、
調
査
・
対

策
指
導
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

既
存
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
政
府

の
政
策
と
し
て
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
飛
散
性
の

高
い
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
公
有
建
築
物
で
除

去
・
封
じ
込
め
等
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
概
ね

１
０
０
０
平
方
ｍ
以
上
の
民
間
建
築
物
に
つ
い
て
も
国
土
交

通
省
の
通
知
（
２
０
０
５
年
７
月
14
日
「
民
間
建
築
物
に
お
け
る

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
な
ど
）

に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体
に
よ
り
改
修
等
の
対
策
指
導
が
為

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
概
ね
１
０
０
０
平
方
ｍ
以
下
の
民

間
建
築
物
は
指
導
対
象
か
ら
抜
け
て
い
る
。
個
別
の
建
築
物

で
解
体
・
改
修
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無

の
調
査
、
お
よ
び
存
在
し
て
い
た
場
合
の
除
去
等
の
対
応
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
手
つ
か
ず
の
状
態

で
あ
る
と
い
え
る
。
非
飛
散
性
と
さ
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

（
ボ
ー
ド
類
）
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
改
修
・
解
体
時
に
適

切
な
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
続
け
て
い
る
状
態
で
も
あ
る
。

　

平
時
よ
り
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
の
確
認
に
つ
い
て
は
当

時
の
環
境
局
の
担
当
者
も
述
べ
て
い
た
様
に
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
当
事
自
治
体
で
あ
っ
た
神
戸
市
を
は
じ
め
と
し
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
等
で
地
域
内
の
建
築
物
で
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
の
可
能
性
の
高
い
建
築
物
の
調
査
を
行
い
、
地
図
に
プ

ロ
ッ
ト
す
る
形
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。
立

命
館
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２
０
０
９
年
12
月

24
日
に
神
戸
市
環
境
局
へ
訪
問
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

際
に
得
た
情
報
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
作
成
さ
れ
た

マ
ッ
プ
自
体
は
個
人
情
報
保
護
の
理
由
か
ら
公
表
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
を
示
す
サ
ン
プ
ル
資
料
を

見
る
と
、
注
意
の
必
要
な
建
築
物
に
つ
い
て
、
建
築
年
代

（
１
９
７
５
年
以
前
、
１
９
７
６
～
１
９
８
０
年
、
１
９
８
１
～

１
９
８
９
年
）
、
構
造
（
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
、
延
床
面
積
（
５
０
０
平
方
ｍ
未
満
、

５
０
０
～
９
９
９
平
方
ｍ
、
１
０
０
０
平
方
ｍ
以
上
）
に
よ
っ
て

色
分
け
・
網
が
け
が
さ
れ
、
用
途
ご
と
（
住
居
や
各
種
事
務
所
、

商
業
施
設
等
）
に
番
号
コ
ー
ド
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
囲
い
込
み
や
封
じ
込
み
の
処
理
が
行

わ
れ
た
建
物
（
囲
い
込
み
や
封
じ
込
め
処
理
の
場
合
は
倒
壊
等

で
飛
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
）
に
も
印
が
付
さ
れ
て
い
る
、
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る（

８
）。

こ
こ
ま
で
の
情
報
を
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ

た
マ
ッ
プ
が
準
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
震
災
時
に
優
先
的
に
対

策
を
と
る
べ
き
対
象
建
築
物
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
の
内
容
を
盛
り
込
ま
な
く
と
も
、
特
に
、
飛
散
性
の
高
い

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
疑
わ
れ
る
建
築
物
の
用
件
と
し
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て
、
１
９
７
５
年
以
前
の
鉄
骨
造
の
建
築
物
が
該
当
す
る
の

で
、
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
建
築
物
を
把
握
す
る
だ
け
で

も
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
対
策
が

行
わ
れ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
の
自
治
体
に
限
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
、
神
戸
市
に
お
け
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
当
初

か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
概
況
を

ま
と
め
る
と
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
震
災
当
時
の
対
応
と
し

て
ど
う
し
て
も
対
策
が
不
備
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
含

め
て
、
今
後
の
大
震
災
等
の
有
事
に
備
え
て
の
対
策
の
整
備

に
つ
い
て
教
訓
や
示
唆
は
多
々
あ
る
。
現
状
で
も
課
題
は
多

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
実
際
に
兵
庫
県
、
神
戸
市
で
そ

の
後
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
政
策
対
応
に
つ
い
て
も
先
進
事

例
と
し
て
参
照
の
意
義
は
高
い
も
の
と
い
え
る
。

（
１
）
山
本
進
「
阪
神
大
震
災
と
環
境
保
全
―
震
災
時
の
環
境

対
策
の
概
要
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
」
『
都
市
政
策
』
93
号
、

神
戸
都
市
問
題
研
究
所
、
１
９
９
８
年
、
83
～
96
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
同
上
、
86
～
87
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
同
上
、
88
ペ
ー
ジ
。
『
朝
日
新
聞
』
（
朝
刊
）
１
９
９
５

年
１
月
31
日
。
『
朝
日
新
聞
』
（
夕
刊
）
１
９
９
５
年
２

月
６
日
。

（
４
）
建
築
物
の
解
体
工
事
に
関
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
労
働
衛
生

対
策
と
し
て
は
す
で
に
通
達
発
信
や
法
規
制
の
対
応
が
さ

れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
則
っ
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

報
道
の
参
照
は
『
朝
日
新
聞
』
（
朝
刊
）
１
９
９
５
年
１

月
31
日
。

（
５
）
山
本
進
、
前
掲
書
、
93
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
同
上
、
93
～
94
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
同
上
、
94
～
95
ペ
ー
ジ
。

（
８
）
こ
の
際
の
訪
問
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
同
行
者
に
よ
り

次
の
文
献
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
森
裕
之
「
震
災
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
の
潜
む
危
険
」
塩
﨑
賢
明
他
編
『
大
震
災
15

年
と
復
興
の
備
え
』
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
２
０
１
０
年
、

52
～
55
ペ
ー
ジ
。
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倒
壊
建
築
物
の
解
体
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
中
、

労
働
省
（
当
時
）
は
１
月
26
日
付
で
「
兵
庫
県
南
部
地
震
に

対
応
し
た
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
つ
い
て
」
、

１
月
30
日
付
で
「
兵
庫
県
南
部
地
震
に
対
応
し
た
災
害
復
旧

工
事
に
お
け
る
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
に
つ
い
て
」
等
を

指
示
し
た
。
だ
が
、
建
築
物
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
り
建
材
に

含
有
し
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
確
実
に
大
気
中
に
飛
散
し

て
い
た
。 

　

石
綿
対
策
全
国
連
絡
会
議
は
、
１
月
31
日
に
労
働
省
に
対

し
て
、
下
記
の
緊
急
要
請
を
行
っ
た
。 

①　

倒
壊
建
築
物
処
理
及
び
被
害
建
築
物
の
解
体
作
業
に

当
た
っ
て
、
事
前
に
当
該
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使

用
状
況
を
調
査
し
、
記
録
す
る
こ
と
。 

②　

倒
壊
建
築
物
処
理
及
び
被
害
建
築
物
の
解
体
作
業
に

マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
た
っ
て
、
作
業
者
の
ば
く
露
防
止
の
た
め
呼
吸
用
保

護
具
を
使
用
さ
せ
、
作
業
者
の
作
業
従
事
を
記
録
す
る

こ
と
。 

③　

作
業
に
あ
た
り
、
周
辺
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
の

飛
散
防
止
に
務
め
る
こ
と
。 

④　

解
体
等
に
よ
る
廃
棄
物
の
移
送
及
び
処
理
に
あ
た
っ

て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
に
務
め
る
こ

と
。 

⑤　

そ
の
他
有
害
物
の
飛
散
・
ば
く
露
防
止
を
図
り
、
安

全
衛
生
対
策
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。 

■
行
政
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

　

労
働
省
で
は
前
述
の
通
達
等
に
加
え
、
災
害
復
旧
工
事
の

活
発
化
に
伴
う
大
量
の
粉
じ
ん
飛
散
に
対
し
て
、
①
中
央
労

働
災
害
防
止
協
会
に
お
い
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
１
万
個
を
関
係

事
業
場
に
無
償
配
布
、
②
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
に
お

い
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
、
保
護
具
、
安
全
帯
等
を
関
係
事
業
場

に
無
償
配
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
兵
庫
労
基
局
及
び
監
督

署
等
が
全
面
協
力
）
。 

　

環
境
庁
（
当
時
）
も
、
２
月
６
日
か
ら
環
境
測
定
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
20
万
個
を
地
域
住
民
に
無

償
配
布
す
る
こ
と
と
し
た
。
厚
生
省
も
、
関
係
都
道
府
県
政

令
市
に
対
し
て
、
有
害
物
資
を
含
む
廃
棄
物
が
混
在
し
て
い

た
り
、
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
廃
掃
法
に
従
っ
て

適
切
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
業
界
、
市
町
村
等

へ
の
指
導
を
求
め
た
。 

　

兵
庫
県
も
２
月
２
日
、
環
境
庁
と
協
議
の
う
え
、
解
体
工

事
を
発
注
す
る
神
戸
市
な
ど
10
市
８
村
に
対
し
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
を
施
す
こ
と
を
発
注
の
条
件
と
す
る
よ
う
指
導
し

た
。
兵
庫
県
土
木
部
は
建
設
業
者
団
体
に
対
し
、
散
水
・
シ
ー

ト
、
解
体
前
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
な
ど
を
求
め
た
。 

■
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
作
業
現
場 

　

行
政
か
ら
の
通
達
等
は
次
々
と
発
せ
ら
れ
た
が
、
作
業
現

場
で
は
粉
じ
ん
飛
散
防
止
の
た
め
に
ま
く
べ
き
水
の
使
用
に

も
不
自
由
す
る
地
域
が
あ
り
、
作
業
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
な
い
作
業
現
場
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
様
子
を
、

全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
の
資
料
か
ら
紹
介

す
る
。 

　

私
（
古
谷
）
は
、
２
月
５
日
に
環
境
監
視
研
究
所
（
大

阪
）
の
中
地
氏
と
と
も
に
神
戸
市
内
（
中
央
区
・
灘
区
・

東
灘
区
周
辺
）
を
、
６
日
に
は
西
宮
市
内
を
み
て
ま
わ
る

機
会
を
得
た
が
、
解
体
・
復
旧
工
事
に
伴
う
粉
じ
ん
の
飛

散
は
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
。
ま
た
、
私
た
ち
が
み
て

ま
わ
っ
た
工
事
現
場
で
は
、
１
箇
所
で
大
手
警
備
会
社
の

警
備
員
が
使
い
捨
て
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

ほ
か
は
、
全
て
の
工
事
関
係
者
が
マ
ス
ク
も
し
て
い
な

か
っ
た
（
労
働
省
が
無
償
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
防
じ
ん
マ
ス

ク
も
、
こ
ま
め
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
必
要
な
現
場
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で
手
渡
し
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
と
思
わ
れ
る
）
。
な
お
、

鉄
骨
に
ア
ス
ベ
ス
ト
様
の
も
の
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た

３
箇
所
の
ビ
ル
で
吹
き
付
け
材
を
採
集
し
、
後
日
分
析
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
１
箇
所
の
も
の
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

確
認
さ
れ
た
。
中
地
氏
や
ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
依
田
、
温
品
氏
ら
が
２
月
18
日
以
降
に
も
解
体
現
場

で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
及
び
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
無
償

配
布
、
兵
庫
労
働
局
等
へ
の
申
し
入
れ
等
を
行
う
計
画
も

あ
る
。 

　

も
う
も
う
た
る
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
中
で
マ
ス
ク
も
着

け
ず
に
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
あ
る
ビ
ル
解
体
工
事
現
場

で
、
安
全
衛
生
推
進
員
の
腕
章
を
着
け
た
作
業
者
に
「
鉄

骨
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
ア
ス
ベ
ス
ト
か
」
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
の
一
言
で
、
ア
ス
ベ

ス
ト
等
の
有
無
を
確
認
し
て
い
る
形
跡
も
な
か
っ
た
。
マ

ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
も
、
神
戸
市
の
布
施
畑
環
境
セ
ン
タ
ー

（
処
分
場
）
に
ガ
レ
キ
と
一
緒
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
た
り
と
い
う
実
態
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

　

被
災
に
よ
る
困
難
は
前
提
と
し
な
が
ら
、
具
体
的
状
況

に
応
じ
た
実
効
あ
る
対
策
と
作
業
者
へ
の
防
じ
ん
マ
ス
ク

の
適
切
な
着
用
（
使
い
捨
て
マ
ス
ク
も
使
用
期
間
を
超
え
て

着
用
し
て
い
た
の
で
は
し
ょ
う
が
な
い
）
の
徹
底
が
急
務
で

あ
る
。
ま
た
、
住
民
に
対
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
の

周
知
対
策
、
危
険
個
所
の
表
示
・
立
入
禁
止
等
の
情
報
を

確
実
に
提
供
し
、
ま
た
安
易
な
「
安
全
宣
言
」
な
ど
は
決

し
て
行
わ
ず
に
長
期
的
な
環
境
の
監
視
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
む
し
ろ
、
復
興
計
画
の
中
で
、
こ
の
機
会
に

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
な
い
建
材
の
使
用
促
進
が
打
ち
出

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

「
安
全
セ
ン
タ
ー
情
報
」
（
１
９
９
５
年
３
月
号
） 

■
１
㍑
中
１
６
０
本
、
２
５
０
本
の
ア
ス
ベ
ス
ト 

　

環
境
監
視
研
究
所
（
大
阪
）
の
中
地
重
晴
氏
は
、
２
月
18

日
に
、
神
戸
市
東
灘
区
の
国
道
２
号
線
交
差
点
付
近
の
Ｋ
マ

ン
シ
ョ
ン
解
体
現
場
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
状
況
を
測
定
し

た
。
こ
の
現
場
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
東

京
）
の
依
田
彦
三
郎
氏
が
発
見
し
、
２
月
８
日
付
の
東
京
新

聞
朝
刊
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
所
で
あ
る
。 

　

国
道
に
面
し
た
５
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
が
崩
壊
し
、
が
れ

き
の
中
か
ら
突
き
出
し
た
鉄
骨
に
む
き
出
し
の
状
態
で
大
量

の
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た

（
Ｘ
線
解
析
に
よ
っ
て
確
認
）
。
が
れ
き
の
上
に
も
鉄
骨
か
ら

落
下
し
た
破
片
が
多
数
散
乱
し
、
そ
の
そ
ば
を
学
生
や
主
婦

ら
が
通
る
が
、
飛
散
防
止
の
措
置
ど
こ
ろ
か
危
険
と
の
警
告

す
ら
な
か
っ
た
。 

　

２
月
17
日
か
ら
解
体
工
事
が
実
施
さ
れ
た
が
、
散
水
も
せ

ず
に
、
鉄
骨
を
ち
ぎ
り
、
青
石
綿
を
振
り
落
と
し
て
か
ら
、

が
れ
き
を
シ
ャ
ベ
ル
で
す
く
う
と
い
う
実
態
。
当
然
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
む
粉
じ
ん
が
多
量
に
飛
散
す
る
が
、
下
請
作
業

員
に
は
防
じ
ん

マ
ス
ク
も
支
給

さ
れ
ず
、
歩
行

者
や
自
転
車
が

何
も
知
ら
さ
れ

ず
に
そ
ば
を
通

行
し
た
り
、
作

業
を
見
学
し
て

い
る
者
も
い
た
。
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
の
混
じ
っ
た
が
れ
き
を
、

覆
い
も
せ
ず
に
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
送
し
て
い
た
。 

　

こ
の
解
体
工
事
の
真
っ
最
中
に
、
敷
地
境
界
か
ら
１
～

２
ｍ
離
れ
た
地
点
で
の
大
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
測
定

が
行
わ
れ
た
。
２
地
点
で
、
１
㍑
中
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
本
、

２
５
０
本
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
が
測
定
さ
れ
た
。
屋
外
作
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
相
当
の
高
濃
度
で
あ
る
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
環
境
監
視
研
究
所
で

は
、
こ
の
現
場
を
含
め
た
ず
さ
ん
な
が
れ
き
撤
去
、
ビ
ル
解

体
等
の
工
事
現
場
数
カ
所
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
、
２
月

20
日
に
、
兵
庫
労
働
基
準
局
及
び
神
戸
東
・
神
戸
西
労
働
基

準
監
督
署
に
対
し
て
、
①
飛
散
防
止
対
策
、
防
じ
ん
マ
ス
ク

の
着
用
等
の
指
導
の
徹
底
、
②
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

③
関
係
省
庁
、
自
治
体
と
協
議
し
て
特
に
解
体
現
場
周
辺
の

歩
行
者
・
自
動
車
な
ど
の
通
行
規
制
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
配

布
、
廃
棄
物
処
分
・
処
理
の
過
程
で
の
飛
散
防
止
対
策
に
万

全
を
期
す
こ
と
、
を
申
し
入
れ
た
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
現
場
の
解
体
・
撤
去
工
事
は
改
善

さ
れ
な
い
ま
ま
「
強
行
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
解
体
工
事
終

1995 年 2 月 22 日付　毎日新聞
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了
後
も
隣
の
神
戸
信
用
金
庫
東
灘
支
店
の
植
え
込
み
な
ど
に

青
石
綿
の
塊
が
散
乱
し
て
い
た
。
神
戸
市
の
大
気
係
に
通
報

し
た
と
こ
ろ
、
約
２
週
間
後
に
よ
う
や
く
神
戸
市
が
除
去
作

業
を
行
っ
た
。 

　

３
月
９
日
に
現
地
を
訪
れ
た
際
に
は
、
す
で
に
整
地
も
す

ん
で
い
た
が
、
か
た
わ
ら
の
残
土
に
は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
残
骸
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
、
被
災
地
で
は
よ
う
や

く
、
現
場
を
防
音
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
り
、
散
水
し
な
が
ら
の

工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
の
除
去
に
関
し
て
は
、
ズ
サ
ン
な
処
理
が
ま
だ
ま
だ
み

う
け
ら
れ
た
。 

■
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足 

　

１
月
17
日
以
降
、
ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
温

品
さ
ん
・
依
田
さ
ん
が
神
戸
に
来
ら
れ
実
態
調
査
が
行
わ
れ

て
き
た
。
ま
た
被
災
地
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
、
各
地
域
に
入
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
問
合
せ
が
増
え
、
３
月
中
頃
よ
り
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
始
ま
っ
た
。

６
回
の
会
合
を
重
ね
る
中
で
、
各
回
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
住
民
・
避
難
者
な
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
た
。 

　

１
年
と
も
２
年
と
も
言
わ
れ
る
倒
壊
家
屋
・
ビ
ル
の
解
体

撤
去
作
業
に
よ
っ
て
飛
散
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
。
３
月
25
日
の
会
合
で
、
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
で
継
続
し
て
対
策
を
考
え
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

発
足
を
確
認
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ふ
ま
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

今
後
の
活
動
は
以
下
の
よ
う
に
方
針
化
さ
れ
た
。 

①　

ビ
ル
の
解
体
な
ど
発
生
源
対
策
の
強
化
、
危
険
性
の

住
民
へ
の
周
知
、
マ
ス
ク
の
配
布
な
ど
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
を
強
化
す
る
よ
う
、
行
政
に
要
請
文
を
送
る
。 

②　

神
戸
市
の
担
当
者
と
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
を
持
つ
。 

③　

倒
壊
し
た
ビ
ル
の
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
発
見
方

法
講
習
会
。
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
見
つ
け
方
を
現

地
に
学
び
、
各
地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

分
た
ち
で
「
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
分
布
地
図
」
を
作

成
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

④　

市
民
向
け
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。 

　
　

５
月
27
日
午
後
１
時
半
か
ら
元
町
の
兵
庫
県
私
学
会

館
で
行
う
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
、
被
災
地
で
の
飛

散
状
況
、
マ
ス
ク
の
入
手
方
法
な
ど
今
ま
で
の
取
り
組

み
報
告
を
行
う
。 

⑤　

マ
ス
ク
の
入
手
方
法
、
必
要
性
の
情
宣
。 

　

環
境
省
や
神
戸
市
の
指
示
で
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
各

メ
ー
カ
ー
が
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
キ
ヨ
ス
ク
、
薬

局
な
ど
で
マ
ス
ク
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
防
塵
マ
ス
ク
販
売
所

の
リ
ス
ト
を
作
る
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
や
マ
ス
ク
の
重
要
性
や
マ
ス

ク
の
重
要
性
を
記
し
た
ビ
ラ
と
一
緒
に
マ
ス
ク
を
小
中

学
生
や
先
生
に
配
布
す
る
よ
う
な
活
動
も
行
う
。 

■
ア
ス
ベ
ス
ト
を
見
つ
け
る
講
習
会 

　

「
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
３
月
末
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
と
そ
の
健
康
被
害
を
心

配
す
る
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
家
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
、
解
体
・
改
修
工
事
の
監
視
活
動
、
啓
蒙
活
動
な
ど
を
開

始
し
た
。
４
月
13
日
に
は
、
神
戸
市
に
要
望
書
を
提
出
し
、

き
ち
ん
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
話
し
合

い
を
行
っ
た
。 

　

当
初
は
、
国
・
自
治
体
が
支
払
う
解
体
撤
去
費
用
に
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や

く
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
費
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
神
戸
市
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
事
前

撤
去
し
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
い
た
ビ
ル
解
体
工
事
を
２
件
見

つ
け
中
止
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な

い
。 

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
を
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
見

つ
け
方
講
習
会
を
開
い
た
。
40
名
近
い
参
加
者
と
と
も
に
三

宮
の
繁
華
街
を
歩
い
た
際
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
軒
先
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
発
見
し
た
。
神
戸
で
も
有
数
な
商
店

街
で
、
買
い
物
客
が
あ
ふ
れ
て
い
る
そ
の
頭
の
上
に
、
吹
き
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付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
露
出
し
て
い
る
光
景
に
ぞ
っ
と
し
た
。

神
戸
市
に
対
策
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
岩
綿

で
あ
る
が
、
き
ち
ん
と
撤
去
す
る
よ
う
商
店
街
を
指
導
す
る

と
い
う
回
答
を
得
た
。 

　

そ
の
後
の
メ
ン
バ
ー
の
調
査
で
、
青
石
綿
が
吹
き
付
け
て

あ
る
ビ
ル
の
工
事
を
２
件
確
認
し
て
い
る
。
１
件
は
作
業
中

に
青
石
綿
の
吹
き
付
け
が
露
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

解
体
工
事
が
続
行
さ
れ
て
い
た
。
解
体
を
請
け
負
っ
た
ゼ
ネ

コ
ン
の
現
場
責
任
者
・
神
戸
市
と
話
し
合
い
、
き
ち
ん
と
し

た
撤
去
工
事
を
約
束
さ
せ
た
。 

　

も
う
１
件
は
鉄
骨
や
天
井
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
青
石
綿
の

塊
が
、
改
修
工
事
に
伴
っ
て
床
に
落
下
し
、
散
ら
ば
っ
て
い

た
。
従
業
員
の
多
く
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
工
事

業
者
に
対
し
、
最
低
限
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
シ
ー
ト
で
養
生
し
負
圧
状
態
で
作
業
す
る
よ
う
申
し

入
れ
た
。 

　

わ
ず
か
30
分
足
ら
ず
繁
華
街
を
歩
い
た
だ
け
で
こ
う
い
う

危
険
な
解
体
・
改
修
工
事
に
出
く
わ
す
の
が
神
戸
の
現
状
で

あ
っ
た
。
す
で
に
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
は
か
な
り
高

く
な
っ
て
お
り
、
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
防
じ
ん
マ
ス
ク

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。 

　

そ
こ
で
、
「
阪
神
大
震
災
マ
ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
始
さ
れ
、
３
月
に
銀
行
口
座
が
開
設
さ
れ
た
。
募
金
を

集
め
、
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
解
体
作
業
者
な
ど
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
を
最
低
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
防
じ
ん
マ
ス
ク

を
配
布
す
る
活
動
の
開
始
で
あ
る
。
募
金
と
マ
ス
ク
の
現
物

提
供
に
よ
り
、
５
月
ま
で
に
約
６
万
枚
の
マ
ス
ク
が
配
布
さ

れ
た
が
、
被
災
地
の
小
中
学
生
に
一
人
１
枚
ず
つ
配
布
す
る

だ
け
で
も
、
さ
ら
に
約
20
万
枚
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

■
ア
ス
ベ
ス
ト
次
々
露
出 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
し
た
「
Ａ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
」
（
１
９
９
５
年
５
月
22
日
号
）
に
は
、
違
法
解
体
が
横

行
し
て
い
る
作
業
現
場
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
下

紹
介
す
る
。 

　

神
戸
市
東
灘
区
の
Ｋ
マ
ン
シ
ョ
ン
が
地
震
で
倒
壊
し
、
５

階
建
て
の
鉄
骨
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た
青
石
綿
が
む
き
出

し
に
な
っ
た
。
２
月
中
旬
か
ら
解
体
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

す
ぐ
横
を
通
行
人
が
通
っ
て
い
る
の
に
シ
ー
ト
囲
い
散
水
も

せ
ず
、
約
10
名
の
下
請
け
作
業
員
は
マ
ス
ク
も
し
て
い
な

か
っ
た
。 

　

「
石
綿
が
つ
い
て
い
る
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
屋
が
鉄
骨
を
引
き

取
っ
て
く
れ
な
い
」
の
で
、
解
体
現
場
で
青
石
綿
を
振
り
落

と
す
。
落
ち
た
青
石
綿
の
塊
を
作
業
員
が
マ
ス
ク
も
し
な
い

で
ホ
ウ
キ
で
掃
い
て
い
た
。
ま
さ
に
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な

光
景
だ
っ
た
。 

　

作
業
員
に
防
塵
マ
ス
ク
を
配
る
と
、
い
そ
い
で
着
用
し
て

い
た
。
解
体
現
場
の
す
ぐ
近
く
、
通
行
人
が
通
っ
て
い
る
場

所
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
は
１
６
０
本
／
㍑
、
２
５
０
本
／
㍑

と
い
う
も
の
す
ご
い
濃
度
だ
っ
た
。 

　

神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
部
市
場
（
東
灘
区
深
江
町
）
の

市
場
棟
の
梁
は
、
青
石
綿
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
地
震

で
壊
れ
た
梁
を
補
強
す
る
時
に
は
が
し
た
青
石
綿
の
塊
が
床

に
散
乱
し
て
い
た
。 

　

解
体
す
る
部
分
の
青
石
綿
は
事
前
に
除
去
さ
れ
た
が
、
工

事
中
に
青
石
綿
が
外
部
に
飛
散
し
て
い
た
。
東
部
市
場
解
体

工
事
の
元
請
け
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
だ
っ
た
。 

　

４
月
下
旬
の
段
階
で
は
、
ビ
ル
を
解
体
す
る
前
に
天
井
裏

な
ど
を
調
べ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
別
の
ゼ
ネ
コ

ン
が
解
体
し
て
い
た
商
業
ビ
ル
で
は
、
解
体
途
中
で
青
石
綿

が
む
き
出
し
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
綿
を
事
前
除

去
し
な
い
ま
ま
、
散
水
も
せ
ず
、
多
く
の
作
業
員
が
マ
ス
ク

も
し
な
い
状
態
で
、
解
体
作
業
を
続
行
し
て
い
た
。
現
場
責

任
者
、
労
基
署
、
神
戸
市
の
大
気
係
に
連
絡
し
て
、
工
事
を

中
止
さ
せ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
し
て
か
ら
解
体
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。 

1995 年 5 月 11 日付　神戸新聞
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元
町
駅
前
の
商
業
ビ
ル
の
鉄
骨
、
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
（
天

井
の
鉄
板
）
に
も
青
石
綿
が
吹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
解
体

業
者
が
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
た
が
、
床
に
青
石
綿
の
塊
が

散
乱
し
、
従
業
員
の
多
く
は
マ
ス
ク
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
と
一
緒
に
青
石
綿
の
塊
が
車
に
積
み
込

ま
れ
、
目
抜
き
通
り
の
歩
道
に
青
石
綿
の
塊
が
落
ち
て
い

た
。 

　

被
災
地
の
ビ
ル
解
体
に
際
し
て
行
政
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ピ
ー
タ
イ
ル
、
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト

建
材
が
使
わ
れ
て
い
る
ビ
ル
を
そ
の
ま
ま
重
機
で
解
体
す
れ

ば
、
大
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す
る
。 

　

実
際
、
東
灘
区
の
御
影
第
一
住
宅
の
解
体
工
事
現
場
で

２
・
５
本
／
㍑
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
は
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な
く
、
床
に
ピ
ー
タ

イ
ル
が
使
わ
れ
て
い
た
。 

　

兵
庫
県
が
４
月
に
作
成
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

お
け
る
民
間
倒
壊
建
物
の
解
体
撤
去
に
関
す
る
指
針
」
は
、

「
吹
付
け
石
綿
以
外
の
飛
散
の
恐
れ
の
あ
る
石
綿
を
除
去
・

処
分
す
る
必
要
の
あ
る
建
築
物
の
解
体
・
撤
去
工
事
は
、
必

要
に
応
じ
て
、
（
先
行
除
去
を
規
定
す
る
）
本
章
の
規
定
を
準

用
す
る
」
「
解
体
材
の
分
別
処
分
の
た
め
、
駆
体
の
解
体
・

撤
去
に
先
立
っ
て
、
設
備
機
器
、
内
装
材
等
の
撤
去
を
行

う
」
と
し
て
い
る
。 

■
神
戸
市
へ
の
要
望
書 

　

４
月
13
日
、
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
神
戸
市
に
対
し
て
以
下
の
「
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
防
止
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

 

　

今
回
の
兵
庫
県
南
部
大
地
震
に
よ
っ
て
、
17
万
棟
以
上

の
家
屋
が
全
半
壊
し
、
鉄
筋
の
ビ
ル
で
も
数
千
棟
以
上
が

崩
壊
し
ま
た
使
用
不
能
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
各
地
で
そ
の
解
体
作
業
が
進
行
中
で
す
。
解
体
作
業

に
伴
っ
て
、
相
当
量
の
粉
塵
や
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て

お
り
、
労
働
者
や
住
民
の
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
り
、
心
配
し
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
ビ
ル
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
対
策
を

考
え
る
た
め
に
連
携
し
て
行
動
し
て
い
る
市
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
私
た
ち
は
今
回
の
解
体
作
業
が
通
常
の
解

体
作
業
と
異
な
り
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

　

一
つ
に
は
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
た
め
、
余
震
で
隣

の
建
物
に
倒
れ
か
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
解
体
作
業

の
緊
急
性
が
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
傾
い
た
り
、

道
路
に
は
み
出
し
た
り
し
た
た
め
に
、
「
粉
塵
の
飛
散
防

止
や
遮
音
の
た
め
の
シ
ー
ト
を
立
て
た
り
、
作
業
者
の
安

全
の
た
め
に
足
場
を
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
が

れ
き
の
山
の
中
に
ユ
ン
ボ
や
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機
が
直

接
の
ぼ
り
、
危
険
な
状
態
で
解
体
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

　

次
に
通
常
の
解
体
作
業
な
ら
、
中
に
あ
る
家
財
や
事
務

機
器
、
書
類
な
ど
を
持
ち
出
し
た
後
で
、
解
体
作
業
に
入

り
ま
す
。
今
回
は
予
期
せ
ぬ
大
地
震
で
倒
壊
し
た
た
め
、

貴
重
品
や
書
類
、
家
財
な
ど
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

埋
も
れ
た
状
態
の
ま
ま
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
意
図
的

に
水
を
か
け
ず
に
、
貴
重
品
を
探
し
な
が
ら
作
業
す
る
場

合
も
多
い
よ
う
で
す
。
水
を
か
け
ず
に
作
業
を
す
る
た
め

に
、
粉
塵
の
飛
散
が
助
長
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。 

　

ま
た
、
時
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
雑
居
ビ
ル
で
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
一
日
中
作
業
現
場
の
す
ぐ
そ
ば

で
解
体
作
業
を
見
守
っ
て
い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

家
財
や
貴
重
品
が
で
て
く
れ
ば
、
自
分
や
肉
親
の
も
の
か

ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
防
塵
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
粉
塵
の
害

に
つ
い
て
知
識
も
な
い
ま
ま
、
作
業
者
と
同
じ
程
度
に
被

ば
く
し
て
し
ま
う
人
た
ち
が
多
い
の
に
心
を
痛
め
て
い
ま

す
。 

　

こ
の
度
、
環
境
庁
か
ら
第
２
回
環
境
調
査
の
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
平
均
値
で
も
前
回
の
１
・
０
本
／
㍑
か

ら
１
・
２
本
／
㍑
と
上
昇
し
、
最
高
値
は
６
・
０
本
／
㍑

と
前
回
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る

排
出
基
準
と
比
較
し
て
、
県
は
「
た
だ
ち
に
問
題
に
は
な

ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
住
宅
、
商
業
地
区

で
の
平
均
濃
度
０
・
15
本
／
㍑
と
比
較
し
て
、
平
均
値
で

は
約
８
倍
、
最
高
濃
度
度
は
約
40
倍
の
高
濃
度
に
な
っ
て
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い
ま
す
。 

ま
た
、
重
要
な
こ
と
は
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る
排
出
基

準
の
10
本
／
㍑
は
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
工
場
の
敷
地
境
界
濃

度
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
般
居
住
地
の
環
境
濃
度
に
当
て
は

め
る
こ
と
は
危
険
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
ば
く
露
後
十
数
年
の
年
月
を
経
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
肺
、
肺
癌
、
悪
性
中
皮
腫
を
発
症
さ
せ
る
原

因
と
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
医
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
値
が
い
く
ら
以
下
だ
っ
た
ら
安
全
と
い

う
濃
度
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
旦
発
症
す
れ
ば
、

予
後
不
良
で
悲
惨
な
経
過
を
た
ど
り
死
に
い
た
り
ま
す
。

私
た
ち
市
民
は
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
と
り
わ
け
、
将

来
あ
る
子
供
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
手
を
尽
く
す
の
は
当

然
の
権
利
で
あ
り
、
行
政
も
そ
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

も
ち
ろ
ん
、
震
災
後
の
復
興
は
確
か
に
大
切
で
す
。
し

か
し
、
復
興
の
名
の
も
と
に
不
法
な
解
体
工
事
が
ま
か
り

通
り
、
将
来
被
災
地
の
住
民
が
健
康
を
損
な
う
よ
う
な
事

態
に
な
れ
ば
、
な
ん
の
た
め
の
復
興
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
起
因
す
る
癌
は
予
防
す
れ
ば
発
症
を
防

げ
る
数
少
な
い
癌
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
明
日
か
ら
と
言
わ

ず
今
日
か
ら
、
も
っ
と
徹
底
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止

対
策
を
講
じ
る
よ
う
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
致
し
ま

す
。 

〈
行
政
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
〉 

①　

解
体
予
定
の
ビ
ル
の
お
よ
そ
の
数
、
そ
の
う
ち　

ど

れ
く
ら
い
の
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る

の
か
、
環
境
庁
と
兵
庫
県
は
吹
き
付
け
の
あ
る
も
の
は

約
３
％
と
発
表
し
て
い
る
が
そ
の
根
拠
は
な
に
か
。
ど

う
言
う
調
査
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

　

ま
た
、
東
京
都
の
民
間
の
建
物
調
査
で
は
約
50
％
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
た
例
と
比
較
す

る
と
非
常
に
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
あ
る
の
か
。 

②　

環
境
庁
の
調
査
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
を
平
均
値
で

評
価
し
て
い
る
が
、
３
本
か
ら
６
本
／
㍑
と
高
濃
度
の

地
域
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
地
域
は
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。
調
査
地
点
名
と
濃
度
と
を
公
表
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。 

〈
発
生
源
対
策
〉 

①　

神
戸
市
が
実
施
し
た
倒
壊
し
た
ビ
ル
の
吹
き
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
使
用
の
有
無
の
調
査
結
果
を
早
急
に
公
表

す
る
こ
と
。
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た
建

物
名
は
公
表
し
、
入
口
に
表
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

る
こ
と
。 

②　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
の
解
体
に
際
し

て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
を
行
っ
て
か
ら
、
解
体

作
業
に
と
り
か
か
る
よ
う
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
。
必

要
に
応
じ
て
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
て
、
作
業
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
。 

③　

ビ
ル
解
体
費
の
公
費
支
出
に
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
用
、

除
去
費
用
を
盛
り
込
む
こ
と
。 

④　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
建
物
の
解
体
工
事
で
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
建
材
と
し

て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
極
力
粉
塵
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
解
体
広
報
に
つ
い
て
の
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
。 

⑤　

建
材
や
吹
き
付
け
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
を
確
認
す
る

た
め
に
、
市
民
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｘ
線
解

析
な
ど
の
調
査
の
た
め
の
窓
口
を
設
け
、
無
料
で
受
け

入
れ
る
こ
と
。 

⑥　

定
期
的
に
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
を
測
定
し
、

市
民
に
対
し
て
公
表
す
る
こ
と
。
測
定
回
数
と
測
定
地

点
を
増
や
す
こ
と
。
特
に
六
甲
山
麓
付
近
で
の
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
。 

⑦　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
、
解
体
作
業
で
排
出
さ
れ
た
ア

ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
は
廃
棄
物
処
理
法
で
規
定
す
る
特
別

管
理
廃
棄
物
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
化
す
る
な
ど

の
処
理
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
処
分
す
る
こ
と
。 

⑧　

解
体
作
業
で
排
出
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
、
が
れ
き
な

ど
の
野
焼
き
は
即
時
中
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
災
害
廃

棄
物
の
中
間
処
理
、
最
終
処
分
の
過
程
で
環
境
汚
染
を

引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

　
　

灘
浜
中
間
処
理
場
付
近
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
状
況

を
調
査
す
る
こ
と
。 
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〈
住
民
へ
の
健
康
調
査
〉 

①　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
及
び
防
塵
マ
ス
ク
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
市
民
が
理
解
で
き
る
よ
う
広
報
す
る
こ

と
。 

②　

学
校
及
び
生
徒
の
通
学
路
周
辺
で
の
解
体
作
業
に

つ
い
て
は
、
特
に
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
を
徹
底
す
る

こ
と
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

防
塵
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
生
徒
に
指
導
す
る
こ

と
。 

　

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
公
私
立
学
校
長
に
ア
ス
ベ
ス

ト
の
危
険
性
、
防
塵
マ
ス
ク
の
必
要
性
を
周
知
徹
底
さ

せ
る
こ
と
。 

③　

特
に
学
校
及
び
そ
の
周
辺
の
ビ
ル
解
体
作
業
に
つ

い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

学
校
の
休
校
時
に
解
体
工
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
が
不
十
分

と
父
兄
が
判
断
し
た
場
合
、
児
童
生
徒
の
欠
席
に
は
配

慮
す
る
こ
と
。 

④　

市
民
が
容
易
に
防
塵
マ
ス
ク
を
入
手
で
き
る
よ
う
、

製
造
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
小
売
店
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

防
塵
マ
ス
ク
を
販
売
し
て
い
る
小
売
店
を
紹
介
す
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

⑤　

希
望
す
る
避
難
者
に
は
、
保
健
所
や
避
難
所
で
防
塵

マ
ス
ク
を
配
布
す
る
こ
と
。 

⑥　

復
興
に
際
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
を
使
用
し
な
い
よ

う
に
、
建
設
業
者
や
市
民
に
指
導
す
る
こ
と
。 

■
要
望
に
対
す
る
神
戸
市
の
説
明 

　

４
月
13
日
、
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
環
境
局
指
導
課
大
気
係
と
の
話
し
合
い
が
も
た

れ
た
。
神
戸
市
か
ら
説
明
の
あ
っ
た
内
容
を
項
目
ご
と
に
簡

単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

〈
撤
去
工
事
の
現
状
〉 

神
戸
市
が
職
員
を
派
遣
し
て
１
２
０
０
か
ら
１
３
０
０
の

建
物
を
外
か
ら
見
て
調
査
し
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を

確
認
し
た
建
物
が
約
３
％
あ
る
。
東
京
都
の
調
査
な
ど
か

ら
み
て
も
っ
と
あ
る
は
ず
だ
が
、
調
べ
る
方
法
が
な
い
。

解
体
工
事
を
請
け
負
っ
た
ゼ
ネ
コ
ン
工
事
の
状
況
な
ど
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
10
カ
所
程
度

で
除
去
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
個
人
、
中
小
企
業
な

ど
の
建
物
を
解
体
す
る
時
は
所
有
者
、
解
体
業
者
、
神
戸

市
の
三
者
で
契
約
す
る
の
で
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
費
も
公
費

助
成
に
入
っ
て
い
る
。 

〈
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
〉 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
が
平
均
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
事
は

認
め
る
。
今
後
は
神
戸
市
と
し
て
も
継
続
し
て
（
数
年
程

度
）
、
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
測
定
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。
ど
の
様
に
や
る
の
か
、
現
在
検
討
中
。
神

戸
市
と
し
て
は
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
対
策
に
つ
い
て
指

針
を
ま
と
め
る
よ
う
に
作
業
中
で
あ
る
。
近
々
（
５
月
末

か
？
）
公
表
の
予
定
で
あ
る
。 

〈
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
処
理
〉 

　

解
体
、
撤
去
作
業
で
出
た
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
固
化
し
た
物
だ
け
、
布
施
畑
処
分
場
で
受
け
入

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
ダ
メ
で
あ
る
。 

〈
マ
ス
ク
の
必
要
性
に
つ
い
て
〉 

　

市
民
が
電
話
し
て
こ
ら
れ
た
ら
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
が
、
市
の
広
報
な
ど
で
全
体
的
に
広
報

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
震
災
対
策
で
載
せ
る
べ
き

内
容
は
多
す
ぎ
る
。
小
中
学
生
に
関
す
る
要
望
は
教
育
委

員
会
に
伝
え
る
。
防
塵
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
救
援
物
資
と

し
て
一
部
の
保
健
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。
市
と
し
て

そ
れ
以
上
や
る
か
ど
う
か
は
、
判
断
し
て
い
な
い
。 

〈
市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
〉 

　

学
校
、
港
湾
倉
庫
な
ど
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有

無
に
つ
い
て
は
担
当
が
住
宅
局
営
繕
課
な
の
で
、
そ
ち
ら

の
担
当
者
に
調
べ
さ
せ
、
公
表
で
き
る
か
検
討
す
る
。 

　

こ
の
時
点
で
、
環
境
省
が
２
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た
被

災
地
域
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
は
全
国
平
均
と
比
べ
て
平
均
値
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で
10
倍
、
最
高
値
で
40
倍
の
高
濃
度
に
な
っ
て
い
た
。
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た
建
物
約
40
棟
か
ら
発
生
し

た
だ
け
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
神
戸
市
が
把
握
し
て
い

な
い
吹
き
つ
け
や
建
材
か
ら
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
っ

て
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
神
戸
市
の
認

識
に
甘
さ
は
な
か
っ
た
の
か
。 

■
健
康
を
損
な
う
粉
じ
ん
ば
く
露 

　

１
９
９
５
年
11
月
24
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
は
、
「
壊
れ
た

建
物
を
解
体
す
る
作
業
者
の
一
部
は
、
健
康
を
損
な
う
ほ
ど

の
粉
じ
ん
の
中
で
働
い
て
い
る
」
と
報
じ
た
。
淀
川
勤
労
者

厚
生
協
会
社
会
医
学
研
究
所
の
中
田
実
所
長
が
、
第
35
回
近

畿
産
業
衛
生
学
会
（
11
月
11
日
開
催
）
で
「
阪
神
大
震
災
被

災
地
区
に
お
け
る
粉
塵
暴
露
」
と
題
し
た
発
表
を
紹
介
す
る

記
事
で
あ
っ
た
。 

　

「
中
田
所
長
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
５
月
か
ら
20
回
被

災
地
を
訪
れ
、
作
業
員
26
人
の
え
り
に
採
じ
ん
装
置
を
つ
け

て
作
業
時
間
中
の
粉
じ
ん
を
採
取
し
た
。
そ
の
結
果
、
調
査

対
象
の
27
％
が
許
容
基
準
を
上
回
る
粉
じ
ん
の
中
に
い
た
。

産
業
衛
生
学
会
が
総
粉
じ
ん
で
１
㎥
あ
た
り
８
㎎
と
勧
告
し

た
許
容
濃
度
を
上
回
る
量
の
粉
じ
ん
を
吸
っ
て
い
た
の
が
26

人
中
６
人
。
ま
た
、
許
容
濃
度
が
１
㎥
あ
た
り
２
㎎
以
下
と

な
っ
て
い
る
０
・
０
０
７
㎜
以
下
の
細
か
い
粉
じ
ん
で
は
、

２
人
が
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
作
業
中
に
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
の
は
26
人
中
２
人
だ
け
。
」
「
震
災

で
壊
れ
た
建
物
を
解
体
す
る
作
業
者
の
一
部
は
、
健
康
を
損

な
う
ほ
ど
の
粉
塵
の
中
で
働
い
て
い
る
」
と
い
う
記
事
で
あ

る
。 

　

作
業
員
の
え
り
元
で
測
定
し
た
粉
じ
ん
量
が
許
容
濃
度
を

超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
作
業
現
場
に
お

い
て
作
業
者
は
か
な
り
の
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
ば
く
露
し
て

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
マ
ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
２
月
段
階
か
ら
被

災
地
の
住
民
向
け
に
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
き
た
が
、
マ
リ
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
さ
ん
か
ら
「
特
に
子
ど
も
た
ち
の
健
康
が

心
配
」
と
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
大
量
配
布
の
提
起
が
あ
っ
た
。 

　

そ
こ
で
、
２
月
に
阪
神
大
震
災
マ
ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
足
さ
せ
、
マ
ス
ク
募
金
を
募
り
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
マ
ス
ク
配
布
を
開
始
し
た
。
募
金
は
約

７
３
０
万
円
が
集
ま
り
、
マ
ス
ク
も
４
万
４
０
０
０
枚
の
提

供
を
受
け
、
合
計
約
７
万
７
０
０
０
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し

た
。 

　

神
戸
市
中
央
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
マ
ス
ク
配
布
を
始
め
た
。
こ
う

し
た
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
な
か
で
住
民
の
関
心

も
高
ま
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
情
報
が

殺
到
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　

神
戸
市
立
灘
小
学
校
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
前

も
っ
て
知
ら
せ
て
お
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
職
員
室
の
ド
ア
を

開
け
た
と
た
ん
に
教
頭
先
生
（
女
性
）
の
熱
い
歓
迎
を
受
け

た
。
「
待
っ
て
た
ん
よ
、
う
れ
し
い
わ
ぁ
」
「
マ
ス
ク
が
足

り
な
い
ん
よ
、
う
れ
し
い
わ
ぁ
」
「
き
っ
と
来
て
く
れ
る
と

思
っ
て
た
ん
よ
、
う
れ
し
い
わ
ぁ
」
と
。 

　

マ
ス
ク
支
援
の
運
動
は
阪
神
地
域
で
は
す
で
に
マ
ス
コ
ミ

等
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
の
学
校
で
も
大

歓
迎
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
た
。 

　

マ
ス
ク
配
り
に
各
学
校
を
訪
問
し
た
際
、
マ
リ
・
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ヌ
さ
ん
が
マ
ス
ク
の
正
し
い
使
い
方
を
教
え
る
授
業

も
行
わ
れ
た
。 

　

神
戸
市
立
生
田
中
学
校
で
は
職
員
室
で
マ
ス
ク
を
贈
呈
し

た
後
、
居
合
わ
せ
た
先
生
方
に
マ
ス
ク
の
使
い
方
を
実
演
し
、

校
長
先
生
を
モ
デ
ル
に
し
て
全
校
生
徒
向
け
の
放
送
用
ビ
デ

オ
撮
り
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
「
学
校
に
設
置
し
て
あ
る
ビ

デ
オ
設
備
を
使
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
」
と
い
う
放
送
担

当
の
先
生
の
提
案
で
実
現
し
た
。
学
校
側
も
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
運
動
に
非
常
に
協
力
的
で
あ
っ
た
。
ぶ
っ
つ
け
本
番

で
、
マ
リ
さ
ん
に
よ
る
こ
ん
な
授
業
も
行
わ
れ
た
の
だ
っ

た
。 

　

神
戸
市
立
山
の
手
小
学
校
で
は
被
災
者
が
教
室
に
い
て
校

舎
が
使
え
ず
、
授
業
は
校
庭
に
建
て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
教

室
（
２
年
２
組
）
で
行
わ
れ
た
。
マ
リ
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
、

被
災
の
お
見
舞
い
と
、
い
ま
復
興
作
業
に
よ
っ
て
粉
塵
が

舞
っ
て
い
る
こ
と
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
わ
ず
ら
わ
し
い
が
外
出
の
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と
き
は
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
、
そ
の
マ
ス
ク
は
正
し
く
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、
丁
寧
に
語
り
か
け
た
。 

　

神
戸
市
立
楠
中
学
校
で
も
２
年
生
の
教
室
で
授
業
が
行
わ

れ
た
。
中
学
生
と
も
な
る
と
、
さ
す
が
に
現
実
を
直
視
し
て

い
る
の
か
、
マ
ス
ク
と
必
要
性
を
理
解
し
て
く
れ
た
。
テ
レ

ビ
取
材
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
は
に
か
み
な
が
ら
の

マ
ス
ク
講
習
会
で
あ
っ
た
。 

■
長
田
の
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
マ
ス
ク
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別
に
、
長
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
も
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
い
た
。
「
長

田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
」
で
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
職
員
ら
が
参
加
し
、
震
災
後
ま
も
な
い
う
ち
か
ら

新
聞
を
通
じ
、
全
国
に
マ
ス
ク
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
約

５
万
５
千
個
の
マ
ス
ク
を
集
め
、
住
民
に
配
る
な
ど
の
活
動

を
展
開
し
た
。 

　

岡
本
泰
典
さ
ん
（
当
時
18
才
）
も
そ
の
一
人
。
「
長
田
区

は
広
い
範
囲
で
焼
け
野
原
に
な
り
、
粉
じ
ん
が
酷
い
状
態
で

し
た
。
ぼ
く
も
活
動
の
な
か
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
知
っ

て
驚
き
、
と
に
か
く
危
険
性
を
訴
え
な
が
ら
配
り
ま
し
た
。

他
の
区
と
の
連
携
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
そ
の
活
動
内
容
を
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か
？
」
長
田
の
街
で

こ
の
見
出
し
ビ
ラ
を
マ
ス
ク
と
一
緒
に
配
り
ま
し
た
。
直

接
的
な
こ
の
言
葉
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
住
民
の
方
、
特

に
小
中
学
生
の
親
御
さ
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　

被
災
地
で
は
非
常
に
急
ピ
ッ
チ
な
解
体
作
業
の
た
め
、

膨
大
な
量
の
粉
じ
ん
が
街
中
に
蔓
延
し
、
歩
い
て
い
る
だ

け
で
の
ど
が
痛
く
な
る
程
で
し
た
。
気
管
支
系
に
持
病
の

あ
っ
た
ぜ
ん
そ
く
患
者
・
公
害
認
定
患
者
の
方
が
死
亡
し

た
と
い
っ
た
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
空

気
中
に
発
が
ん
物
質
で
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
高
濃
度
に
飛

散
し
て
い
る
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　

そ
ん
な
中
で
２
月
初

旬
、
長
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ル
ー
ム
に
、
こ
の
汚

れ
た
空
気
か
ら
少
し
で

も
住
民
の
方
々
の
体
を

守
ろ
う
、
守
る
手
助
け

を
し
よ
う
と
、
マ
ス
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足

し
ま
し
た
。
基
本
方
針

と
し
て
三
つ
の
大
き
な

柱
を
た
て
、
各
々
の
団

体
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
実
行
し
ま
し
た
。 

■
マ
ス
ク
の
必
要
性
と
効
果 

　

３
本
柱
一
つ
目
は
住
民
に
対
す
る
マ
ス
ク
啓
蒙
運
動
と
し

て
、
マ
ス
ク
の
必
要
性
・
緊
急
性
と
そ
の
効
果
を
訴
え
る
こ

と
で
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
習
慣
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
マ
ス
ク
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
集
ま
っ

た
も
の
を
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
注
意
を
促
し
た
ビ
ラ
と
抱
き
合

わ
せ
て
、
避
難
所
や
小
中
学
校
、
幼
稚
園
や
保
育
所
に
配
布

し
ま
し
た
。 

　

毎
回
各
所
の
生
徒
数
や
避
難
者
数
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が

マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
か
を
調
査
し
、
対
策
本
部
や
教
職
員

の
方
々
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
駅
前
や
商
店

街
で
の
街
頭
配
布
も
続
け
な
が
ら
、
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
現
状
と
危
険
性
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
努
め
ま

し
た
。
目
立
っ
て
粉
じ
ん
の
ひ
ど
い
解
体
現
場
が
見
つ
か
れ

ば
即
そ
の
地
域
に
向
か
い
、
周
辺
一
帯
に
い
る
住
民
や
近
く

を
通
る
人
に
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
配
布
し
た
マ
ス
ク
の
総
数
は
５
万
以
上
に
な
り
ま

す
。 

　

マ
ス
ク
に
よ
る
自
己
防
衛
は
長
期
に
及
ぶ
こ
と
で
す
し
、

住
民
自
身
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私

た
ち
は
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
行
き
届
く
範
囲
、
マ
ス
ク
の
数
量
に
は
限
り
が
あ
る

事
を
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
容
易
な
配
布
は
と
も
す
れ
ば
、

「
マ
ス
ク
を
つ
け
さ
え
す
れ
ば
安
全
だ
」
と
い
う
誤
っ
た
印

象
を
あ
た
え
か
ね
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
「
マ
ス
ク
を
つ

長田ボランティアルームが配布したチラシ
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け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
」
を
届
け
る
と
い
う
姿

勢
を
保
ち
ま
し
た
。 

■
身
を
守
る
情
報
と
知
識
の
提
供 

　

方
針
の
二
つ
目
は
、
事
実
や
デ
ー
タ
に
基
づ
く
正
確
な
情

報
と
身
を
守
る
た
め
の
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
被
災

地
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
知
識
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
何
度
か
報
道
さ

れ
ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
実
際
ど
ん
な
も
の
か
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
提

供
で
き
る
マ
ス
ク
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
基
本
的
に

は
マ
ス
ク
は
住
民
の
方
々
自
身
で
入
手
し
て
い
た
だ
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
も
情
報
提
供

は
重
要
な
課
題
で
し
た
。 

　

情
報
媒
体
と
し
て
、
震
災
後
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
発
行
し
て

い
た
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
継
続
的
な

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
特
集
を
組
ん
で
マ
ス
ク
の
着
用
を
訴

え
、
そ
れ
に
平
行
し
て
区
内
の
粉
塵
の
ひ
ど
い
箇
所
を
示
し

た
「
粉
塵
調
査
マ
ッ
プ
」
を
毎
週
掲
載
し
た
り
、
ど
ん
な
種

類
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
効
果
の

あ
る
マ
ス
ク
は
ど
ん
な
物
か
、
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
か
な
ど
、

実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
直
に
提
供
し
続
け
て
い
ま

す
。 

　

ま
た
避
難
所
や
小
中
学
校
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
詳
し
い
資

料
を
届
け
て
、
避
難
し
て
い
る
人
や
生
徒
さ
ん
に
で
き
る
だ

け
啓
蒙
し
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
「
保
健
所

だ
よ
り
」
で
マ
ス
ク
着
用
を
呼
び
か
け
た
り
、
窓
口
に
防
じ

ん
マ
ス
ク
を
置
く
な
ど
、
保
健
所
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

■
マ
ス
ク
を
入
手
で
き
る
環
境
作
り 

　

３
本
柱
の
最
後
は
、
住
民
が
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
簡
単
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
環
境
を
作
る
た
め
の
活
動
で
す
。 

　

防
じ
ん
マ
ス
ク
は
本
来
、
粉
じ
ん
作
業
な
ど
の
従
事
者
専

用
の
物
で
、
一
般
の
人
々
に
は
無
縁
で
し
た
。
取
り
扱
っ
て

い
る
店
も
非
常
に
少
な
く
、
す
ぐ
に
手
に
入
ら
な
い
状
態

だ
っ
た
の
で
、
長
田
の
街
に
も
っ
と
マ
ス
ク
が
行
き
渡
る
よ

う
に
、
保
健
所
と
連
名
で
マ
ス
ク
メ
ー
カ
ー
や
小
売
店
に
要

望
し
ま
し
た
。 

　

新
聞
社
な
ど
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
性
質
や
現
在
の
飛
散
状

況
な
ど
細
か
い
知
識
を
掲
載
す
る
よ
う
に
求
め
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
マ
ス
ク
の
必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
手

を
つ
く
し
ま
し
た
。 

　

以
上
が
長
田
区
で
の
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
で
す
。

私
た
ち
が
最
も
気
を
つ
け
た
こ
と
は
、
た
だ
マ
ス
ク
を
配
る

だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
マ
ス
ク
が
必
要
な
の
か

を
住
民
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
ア
ス
ベ
ス

ト
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
切
実
な
問
題
で
し
た
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
で
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
外
出
時
に
は
マ

ス
ク
着
用
を
義
務
づ
け
る
な
ど
し
て
身
を
守
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。 

　

私
た
ち
の
活
動
は
深
刻
な
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
一
時
し
の

ぎ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
度
は
住
民
の
方
々
が
一
人
一
人
、
自

分
自
身
の
た
め
に
防
衛
し
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

そ
し
て
も
う
こ
れ
以
上
汚
染
を
悪
化
さ
せ
ぬ
よ
う
に
、
解

体
現
場
の
監
督
強
化
や
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止

な
ど
の
発
生
源
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
し
ょ
う
。 

　

神
戸
の
空
気
が
一
刻
も
早
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

■
地
震
・
石
綿
・
マ
ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
私
た
ち
が
心
配
し
て
い
た
出
来

事
が
、
２
０
０
８
年
３
月
に
起
こ
っ
た
。
地
震
に
よ
る
倒
壊

建
造
物
の
解
体
・
撤
去
作
業
に
従
事
し
た
男
性
が
、
胸
膜
中

皮
腫
を
発
症
し
、
労
災
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
地
震
大
国
・
日
本
で
は
、
大
都
市
部
を
襲
い
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
新
た
な
地
震
発
生
が
警
戒
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
時
発
生
す
る
環
境
問
題
、
と
り
わ
け
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
は
十
分
か
と
、
こ
の
経
過
の
中
で
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
「
そ
の
時
で
は
遅
い
」
、
災
害
が
起
こ
る
前
に
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
建
造
物
の
把
握
、
そ
し
て
除
去
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。 

　

そ
こ
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
取
り
組
ま
れ
た
「
マ

ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
「
地
震
・
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石
綿
・
マ
ス
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
始
さ
れ
た
。
災

害
時
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
か
ら
身
を
守
る
予
防
教
育
が

重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
、
環
境
問
題
と
し

て
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
身
を
守
る
す

べ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
用
マ
ス
ク
の
備
蓄
を
広
く
呼
び
か
け

る
こ
と
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
知
識
を
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め

た
一
般
住
民
に
広
く
啓
発
し
て
い
く
活
動
で
、
そ
れ
が
結
果

的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
予
防
に
つ
な
が
る
。 

　

神
戸
で
は
、
毎
年
「
１
・
17
」
を
中
心
に
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
、
そ
し
て
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
被
災
地
に
ア

ス
ベ
ス
ト
用
マ
ス
ク
を
届
け
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

震
災
に
な
る
と
被
災
住
民
、
被
災
地
に
通
う
通
勤
、
通
学
者

だ
け
で
な
く
、
近
隣
府
県
は
勿
論
、
全
国
か
ら
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
従
事
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
中
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
「
日
常
」
と
「
善
意
」
が
10
年
後
、
20
年
後
の
二
次
被

害
に
あ
う
事
態
は
な
ん
と
し
て
で
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
開
始
さ
れ
た
マ
ス
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
精
神
を
多
く
の
団
体
が
引
き
継
ぎ
、
各

地
で
、
そ
し
て
被
災
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

長田区の粉じん調査マップ



134



第 6 章　中皮腫発症の現実

136137

　

つ
ま
り
、
井
戸
知
事
は
、
①
一
般
的
な
中
皮
腫
の
潜
伏
期

間
を
考
え
る
と
、
発
症
ま
で
の
期
間
が
短
す
ぎ
る
②
震
災
時

の
石
綿
が
中
皮
腫
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
証
拠
が
な
い
。

ど
の
時
点
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
が
原
因
な
の
か
わ
か
ら
な

い

―
と
い
っ
た
内
容
を
説
明
し
た
。 

　

同
日
、
兵
庫
県
疾
病
対
策
課
が
出
し
た
発
表
資
料
で
も
次

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

「
兵
庫
労
働
局
等
に
聴
取
し
た
結
果
も
踏
ま
え
、
以
下
の
通

り
発
表
し
ま
す
。
『
震
災
で
の
解
体
作
業
と
中
皮
腫
発
症
と

の
直
接
の
因
果
関
係
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
』
」
。
兵
庫

県
は
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
と
中
皮
腫
の
発
症
と
の
因
果
関
係
を

全
面
的
に
否
定
し

た
。 

　

県
が
震
災
に
よ

る
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
を
否
定
す
る

一
方
で
、
住
民
ら

に
は
不
安
感
が
広

が
っ
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
に
よ
る
被
害
者
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
労

働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
）
が
３
月
９
、
10
日
に
相

談
窓
口
を
設
け
る
と
、
１
０
０
件
以
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
そ
の
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
が
電
話
相
談
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
設
け
る
た
び
に
、
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

　

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
２
０
１
２
年
。
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
事
例
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

■
た
っ
た
２
カ
月
の
作
業 

　

震
災
直
後
か
ら
た
っ
た
２
カ
月
、
被
災
建
物
の
復
旧
作
業

に
携
わ
っ
た
宝
塚
市
の
男
性
、
Ｎ
さ
ん
＝
当
時
65
歳
＝
が
中

皮
腫
で
死
亡
し
、
２
０
１
２
年
８
月
に
西
宮
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
労
災
認
定
さ
れ
て
い
る
。 

　

同
年
８
月
24
日
、
芦
屋
市
内
で
Ｎ
さ
ん
の
妻
、
Ｔ
子
さ
ん

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
西

山
和
宏
事
務
局
長
ら
と
と
も
に
会
見
を
開
い
た
。
会
場
に
は

新
聞
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
10
社
以
上
の
記
者
が
集
ま
り
、
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。 

発
症
し
た
と
し
た
兵
庫
県
内
の
30
代
男
性
に
つ
い
て
、
姫
路

労
働
基
準
監
督
署
が
労
災
認
定
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

神
戸
新
聞
だ
け
で
な
く
、
全
国
紙
も
同
様
に
報
じ
た
。 

　

こ
れ
が
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
伝
え
る
初

の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
５
日
後
の
３
月
10
日
、

当
時
の
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
は
定
例
会
見
で
「
今
回
の
労

災
認
定
は
、
震
災
で
の
解
体
作
業
と
中
皮
腫
発
症
と
の
直
接

の
因
果
関
係
を
認
め
た
の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
」

と
発
言
。
さ
ら
に
「
中
皮
腫
の
発
症
は
、
か
な
り
長
期
間
の

後
で
な
い
と
発
症
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
労

災
の
認
定
基
準
は
石
綿
に
よ
る
ば
く
露
作
業
へ
の
従
事
期
間

が
１
年
以
上
で
中
皮
腫
を
発
症
し
て
い
る
と
労
災
認
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
い
つ
の
時
点
の
被
ば
く
が
原
因
な

の
か
は
問
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

労
働
者
に
相
次
ぐ
中
皮
腫
発
症

■
震
災
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
の
労
災
認
定 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
建
物
の
解
体
や
が
れ
き
処
理
に

携
わ
っ
た
労
働
者
が
中
皮
腫
と
い
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

が
ん
を
発
症
し
労
災
、
公
務
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
報
道

で
明
ら
か
に
な
っ
た
人
だ
け
で
８
人
（
２
０
２
５
年
３
月
現

在
）
。
発
病
の
原
因
が
大
震
災
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
明

確
な
答
え
は
出
て
い
な
い
が
、
か
な
り
疑
わ
し
い
事
案
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
人
た
ち
に
つ
い
て
記
録
し
て

お
き
た
い
。 

　

２
０
０
８
年
３
月
５
日
付
神
戸
新
聞
は
、
「
震
災
時
作
業

に
『
労
災
』
／
『
全
国
初
』
と
支
援
組
織
」
と
報
じ
た
。
被

災
地
で
解
体
作
業
を
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
、
中
皮
腫
を
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し
た
」
。 

　

狭
い
一
室
で
職
人
が
電
動
ノ
コ
ギ
リ
で
建
材
を
加
工
し
て

い
た
記
憶
も
あ
っ
た
。
Ｎ
さ
ん
が
吸
い
込
ん
だ
粉
じ
ん
が
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ら
、
職
人
ら
他
の
人
も
吸
い
込
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
。 

　

仕
事
を
終
え
、
自
宅
に
帰
っ
た
Ｎ
さ
ん
は
、
妻
の
Ｔ
子
さ

ん
に
「
家
が
崩
れ
、
す
っ
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど

と
倒
壊
家
屋
の
状
況
を
話
し
て
い
た
と
い
う
。
衣
料
品
の
仕

事
を
し
て
い
た
と
き
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
ネ
ク
タ
イ
。
だ
が
、

こ
の
２
カ
月
に
限
っ
て
は
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
野
球
帽
を
か

ぶ
っ
て
出
勤
し
、
帰
宅
す
る
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
帽
子
は
ほ
こ

り
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。
Ｔ
子
さ
ん
は
服
や
帽
子
を
摘
み

上
げ
、
「
汚
い
ね
」
と
Ｎ
さ
ん
に
語
り
か
け
た
。
は
た
く
と
、

ほ
こ
り
が
飛
び
散
っ
て
い
た
と
い
う
。
Ｔ
子
さ
ん
は
「
衣
料

品
の
仕
事
が
で
き
な
く
て
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
外
に
出
て
体

を
動
か
し
て
い
る
方
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
し
た
。
悩
ま

な
く
て
済
む
し
、
被
災
家
屋
の
片
づ
け
は
被
災
者
の
お
役
に

立
て
る
、
と
思
う
よ
う
な
人
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
振
り
返

る
。 

　

95
年
４
月
以
降
は
本
来
の
衣
料
品
の
仕
事
に
戻
っ
て
お
り
、

こ
の
約
２
カ
月
以
外
は
建
築
、
解
体
、
工
事
の
現
場
な
ど
の

仕
事
は
し
て
い
な
い
。 

　

体
に
異
変
を
感
じ
た
の
は
、
２
０
１
０
年
10
月
ご
ろ
。
し

ん
ど
か
っ
た
り
、
熱
っ
ぽ
か
っ
た
り
し
た
の
で
医
療
機
関
で

受
診
し
た
が
、
そ
の
後
も
良
く
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
同
年

12
月
に
総
合
病
院
に
赴
い
た
。
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
け
る

と
、
医
師
は
険
し
い
顔
で
「
仕
事
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
」

「
尼
崎
で
勤
め
て
い
ま
し
た
か
」
「
20
～
30
年
前
は
ど
こ
で

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
か
」
と
、
矢
継
ぎ
早
に
質
問

さ
れ
た
と
い
う
。 

　

Ｎ
さ
ん
が
不
思
議
に
思
い
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の

か
尋
ね
る
と
、
医
師
は
「
ど
こ
か
で
間
違
い
な
く
ア
ス
ベ
ス

ト
を
吸
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」
と
。
Ｎ
さ
ん
は
「
絶
対
に
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
」
と
否
定
し
た
。
こ
の
後
、
Ｎ
さ
ん
は
石

綿
疾
患
に
詳
し
い
大
学
病
院
を
紹
介
さ
れ
、
２
０
１
１
年
１

月
に
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
と
診
断
さ
れ
た
。 

　

「
ど
こ
か
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て

も
、
Ｎ
さ
ん
に
も
Ｔ
子
さ
ん
に
も
全
く
心
あ
た
り
が
な
か
っ

　

Ｎ
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
流
通
関
係
の
事
業
所
で
勤
務
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
１
９
７
４
年
か
ら
自
営
で
衣
料
品
販

売
を
始
め
た
。
個
人
セ
ー
ル
ス
や
展
示
会
が
主
な
業
務
だ
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
仕
事
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
ア
ス
ベ
ス

ト
工
場
付
近
で
暮
ら
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

　

宝
塚
市
に
住
ん
で
い
た
Ｎ
さ
ん
は
１
９
９
５
年
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
自
宅
が
半
壊
。
顧
客
は
神
戸
・
阪
神
間
が
中

心
だ
っ
た
た
め
、
衣
料
品
関
連
の
仕
事
が
な
く
な
り
、
同
年

２
月
か
ら
約
２
カ
月
、
知
人
の
紹
介
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

復
旧
作
業
に
携
わ
っ
た
。 

　

復
旧
作
業
と
い
っ
て
も
Ｎ
さ
ん
は
素
人
。
被
災
建
物
の
屋

根
瓦
や
廃
材
の
片
づ
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
の
補
修
や
改

修
工
事
現
場
で
出
た
廃
材
の
片
づ
け
や
清
掃
作
業
が
主
な
も

の
だ
っ
た
。 

　

作
業
場
所
に
つ
い
て
、
生
前
、
Ｎ
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い

る
。 

「
芦
屋
市
の
阪
急
電
車
の
北
側
に
あ
っ
た
一
戸
建
て
の
改
修

工
事
、
西
宮
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
造
工
事
、
神
戸
市
長
田

区
か
須
磨
区
で
の
被
災
住
宅
な
ど
の
片
づ
け
、
西
宮
市
の
国

道
１
７
１
号
付
近
で
の
被
災
住
宅
な
ど
の
片
づ
け
…
…
」
。

い
ず
れ
も
被
害
が
大
き
い
地
域
だ
。 

　

ま
た
Ｎ
さ
ん
は
関
係
者
に
こ
ん
な
こ
と
も
語
っ
て
い
た
。

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
修
工
事
現
場
に
つ
い
て
、
「
部
屋
内

に
す
ご
い
量
の
ほ
こ
り
と
粉
が
舞
う
状
況
だ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ほ
こ
り
や
粉
が
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
壁
や
天
井
を
は
が
し
て

解
体
し
、
新
し
く
作
り
直
す
と
い
う
工
事
で
し
た
。
ほ
こ
り

や
粉
が
舞
っ
て
前
が
見
え
な
い
時
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
粉
じ

ん
用
の
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
な
ど
は
せ
ず
に
作
業
を
し
て
い
ま

家屋の解体、処理が進む現場（神戸新聞
社提供）
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し
れ
な
い
。
会
見
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
意
識
し

な
が
ら
、
が
れ
き
処
理
、
復
旧
作
業
の
危
険
性
を
強
調
。
Ｔ

子
さ
ん
は
夫
を
失
っ
た
つ
ら
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
「
（
発
症

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
）
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う

思
い
で
い
っ
ぱ
い
」
と
訴
え
か
け
た
。 

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
の
２
０
１
３
年
８
月
、
宝
塚
市
内
で
も

う
一
度
、
Ｔ
子
さ
ん
と
会
っ
て
思
い
を
聞
い
た
。
こ
の
記
録

を
記
し
て
お
き
た
い
。

―
恰
幅
の
い
い
ご
主
人
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

「
若
い
と
き
は
陸
上
を
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
。
野

球
も
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
身
長
は
１
６
７
、
８
セ
ン
チ

く
ら
い
で
す
け
ど
、
肩
が
す
ご
い
筋
肉
で
し
た
。
ど
っ
し
り

し
た
感
じ
で
バ
タ
バ
タ
と
し
な
い
人
で
し
た
」 

―
十
数
年
た
っ
て
、
震
災
の
と
き
の
作
業
が
原
因
だ
と
い

う
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
ま
し
た
か
。 

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
な
ん
て
間
違
い
だ
と
思
っ
た
。
医
師
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と
言
わ
れ
て
も
、
主
人
も
『
絶
対
に
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
』
と
言
っ
て
ま
し
た
。
わ
ず
か
２
カ
月
の

作
業
。
本
当
に
う
そ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。
お
父
さ

ん
は
私
以
上
に
そ
う
思
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
こ
れ

か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
、
と

思
っ
て
い
た
こ
ろ
で
し
た
か
ら
」 

―
ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。 

「
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
次
に
買
う
車
も
自
分
で

考
え
て
い
て
、
入
院
先
の
病
院
で
も
テ
レ
ビ
を
見
て
、
『
こ

こ
に
行
こ
う
、
あ
そ
こ
に
行
こ
う
』
と
書
き
留
め
て
い
た
。

日
産
さ
ん
に
電
話
し
て
、
営
業
マ
ン
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

生前のＮさん

た
。 

　

Ｔ
子
さ
ん
は
当
時

を
こ
う
振
り
返
る
。 

　

「
何
度
も
何
度
も

ア
ス
ベ
ス
ト
と
言
わ

れ
る
と
、
認
め
た
く

な
い
け
ど
、
認
め
な

い
と
前
に
進
め
な
い

と
い
う
葛
藤
が
あ
っ

た
。
打
ち
消
し
た
い

け
ど
、
打
ち
消
せ
な

い
。
私
も
お
父
さ
ん

も
そ
う
だ
っ
た
。
工
場
周
辺
で
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
相

次
い
で
い
る
ク
ボ
タ
問
題
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
私
た
ち
に

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
を
認
め
な
い
と
、
前
に

進
め
な
い
。
治
療
す
る
う
え
で
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

居
住
歴
や
職
歴
を
振
り
返
り
、
何
度
も
記
憶
を
た
ど
っ
て
み

た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
で
い
る
と
し
た
ら
、
震
災
後

の
２
カ
月
し
か
、
あ
り
得
な
か
っ
た
。 

　

２
０
１
１
年
６
月
、
西
宮
労
働
基
準
監
督
署
に
労
災
の
休

業
補
償
や
療
養
補
償
を
請
求
。
Ｎ
さ
ん
は
そ
の
結
果
を
知
る

こ
と
な
く
、
同
年
10
月
６
日
に
容
体
が
急
変
し
て
亡
く
な
っ

た
。 

　

中
皮
腫
の
労
災
認
定
は
１
年
以
上
の
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
さ
ん
の
場

合
、
わ
ず
か
２
カ
月
。
異
例
の
認
定
と
言
え
た
。 

　

２
０
１
２
年
８
月
24
日
の
会
見
で
、
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
西
山
和
宏
事
務
局
長
は
「
震
災
の
復
旧
作

業
に
伴
っ
て
多
く
の
石
綿
が
飛
散
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
東
日
本
の
被
災
地
で
も
が
れ
き
処
理
が
行
わ
れ
て

い
る
。
作
業
員
は
専
用
の
マ
ス
ク
を
つ
け
る
な
ど
対
策
が
必

要
、
行
政
も
し
っ
か
り
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。 

　

Ｎ
さ
ん
の
妻
、
Ｔ
子
さ
ん
は
「
が
れ
き
の
中
の
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ん
て
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
悔
し
か
っ
た

と
思
う
」
と
涙
を
浮
か
べ
て
訴
え
た
。 

　

震
災
が
れ
き
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い
る
か
も

夫との闘病について話すＴ子さん＝ 2012 年 8 月、
芦屋市
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い
」 ■

が
れ
き
回
収 

　

２
０
１
２
年
７
月
６
日
、
明
石
市
は
「
環
境
部
職
員
が

『
中
皮
腫
』
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
現

時
点
で
は
、
原
因
は
不
明
で
す
が
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
の
ガ
レ
キ
処
理
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
可
能

性
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
発
表
。
市
は
震
災
前

の
１
９
９
４
～
97
年
度
に
大
久
保
清
掃
工
場
（
後
の
明
石
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
在
職
し
た
職
員
約
２
０
０
人
に
ア
ス

ベ
ス
ト
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。 

　

発
表
に
は
職
員
室
長
ら
３
人
が
並
び
、
「
（
職
員
の
）
通

常
業
務
は
家
庭
ご
み
の
収
集
で
、
そ
の
作
業
で
ア
ス
ベ
ス
ト

を
吸
い
込
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
」
と
す
る
一
方
で
、
「
震

災
が
れ
き
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
確

た
る
証
拠
は
な
い
」
な
ど
と
終
始
、
慎
重
に
発
言
。
翌
７
日

付
朝
刊
で
、
新
聞
各
紙
は
「
明
石
市
職
員
が
中
皮
腫
／
阪
神
・

淡
路
で
が
れ
き
処
理
従
事
」
な
ど
と
大
き
く
報
じ
た
。 

　

２
日
後
の
７
月
９
日
、
井
戸
敏
三
・
兵
庫
県
知
事
は
定
例

記
者
会
見
で
再
び
「
原
因
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
と
は
な

か
な
か
な
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
」
と
否
定
的
な
見
解
を

示
し
た
。
知
事
は
こ
の
と
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
発
症
に

つ
い
て
「
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
」
と
い
う
認
識
を
示
し
つ
つ
も
、
「
私
た
ち
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
が
れ
き
処
理
を
行
う
時
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

状
況
を
あ
わ
せ
て
測
定
し
な
が
ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に

環
境
基
準
を
超
え
て
い
た
よ
う
な
事
例
は
本
当
に
少
な
か
っ

た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

　

県
や
環
境
庁
（
当
時
）
が
震
災
、
一
般
大
気
の
濃
度
調
査

や
解
体
現
場
の
付
近
で
調
査
は
し
て
い
る
も
の
の
、
が
れ
き

処
理
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
と
い
う
実
態
は
な
か
っ
た

こ
と
は
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。 

　

環
境
庁
な
ど
の
一
般
大
気
の
調
査
は
「
大
気
１
㍑
当
た
り

石
綿
繊
維
10
本
」
と
い
う
基
準
を
超
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

熊
本
学
園
大
の
中
地
重
晴
教
授
の
調
査
で
は
、
解
体
現
場
付

近
で
「
大
気
１
㍑
当
た
り
１
６
０
本
、
２
５
０
本
」
と
い
う

基
準
を
大
幅
に
超
す
調
査
結
果
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

　

震
災
が
れ
き
と
中
皮
腫
発
症
の
因
果
関
係
を
否
定
的
に
述

も
ら
っ
て
病
院
で
も
見
て
い
た
。
亡
く
な
る
２
、
３
週
間
前

に
送
っ
て
き
て
、
病
院
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
」 

―
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。 

「
最
後
の
最
後
ま
で
、
こ
れ
（
中
皮
腫
）
で
自
分
が
死
ぬ
と

は
言
わ
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い
う
素
振
り
も
見
せ
な
か
っ
た
。

絶
対
に
治
す
と
言
っ
て
ま
し
た
か
ら
。
私
は
『
そ
う
ね
、
が

ん
ば
ろ
う
ね
』
と
言
っ
て
ま
し
た
」 

―
２
０
１
２
年
、
会
見
に
出
ま
し
た
ね
。 

「
本
当
は
嫌
だ
っ
た
で
す
。
話
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
安
全
セ
ン
タ
ー
に
『
２
カ
月
で
こ
ん
な
病
気

に
な
っ
て
、
お
父
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

苦
し
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
』
と
言
わ
れ
、
決
め
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
死
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
出
て
行
っ
た
。
お

父
さ
ん
の
思
い
を
届
け
た
い
と
思
っ
た
。
私
一
人
が
う
じ
う

じ
し
て
い
て
も
、
お
父
さ
ん
は
喜
ば
な
い
な
っ
て
、
そ
れ
で

出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」 

―
あ
の
場
（
会
見
）
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
？ 

「
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
東
北
の
方
々
の
こ
と
を

思
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
２
カ
月
足
ら
ず
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
若
い
人
た
ち
が
会
社
の
休
み
を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
お
気
持
ち
が
、
何
十
年
か
後

に
悔
い
が
残
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
と
同
じ
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
な
と
思
う
。
お
父

さ
ん
は
た
っ
た
２
カ
月
で
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
、
と
訴

え
た
か
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
病
気
は
医
療
現
場
で
さ

え
、
手
探
り
な
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
患
者
が
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
研
究
を
進
め
て
ほ
し

Ｎさんの帽子を前にして語る妻
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ス
レ
ー
ト
板
な
ど
建
築
廃
材
が
割
れ
て
ほ
こ
り
が
飛
散
し
た
。

ふ
だ
ん
の
パ
ッ
カ
ー
車
の
積
載
廃
棄
物
は
２
～
３
ト
ン
だ
が
、

こ
の
と
き
は
早
期
回
収
が
必
要
だ
っ
た
の
で
倍
の
５
～
６
ト

ン
を
詰
め
込
ん
で
い
た
と
い
う
。 

　

油
圧
式
の
荷
台
が
持
ち
上
が
ら
な
く
な
り
、
職
員
は
し
ば

し
ば
密
閉
さ
れ
た
パ
ッ
カ
ー
の
中
に
入
っ
て
、
ス
コ
ッ
プ
で

ガ
リ
ガ
リ
と
か
き
出
し
た
。 

　

中
に
充
満
す
る
ほ
こ
り
を
見
た
と
き
、
「
こ
れ
は
い
か

ん
」
と
思
い
、
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
、
マ
ス
ク
を
二
重
に
し
て

作
業
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
マ
ス
ク
は
す
ぐ
に

真
っ
黒
に
な
っ
た
。
が
れ
き
は
分
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
建
材

に
含
有
し
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
。 

　

震
災
か
ら
約
３
週
間
は
ほ
と
ん
ど
休
み
が
な
く
、
そ
の
後

は
１
日
４
～
６
回
、
が
れ
き
を
収
集
。
約
半
年
間
、
が
れ
き

を
埋
め
立
て
処
分
場
に
搬
入
す
る
作
業
が
続
い
た
。
神
戸
市

の
が
れ
き
も
一
部
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。 

　

処
分
場
の
様
子
を
職
員
は
こ
う
説
明
す
る
。
「
水
を
撒
い

て
い
た
が
、
粉
じ
ん
が
す
ご
か
っ
た
。
処
分
場
に
入
る
と
き

は
暖
房
を
切
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
外
気
を
取
り
込
ん

だ
と
き
に
、
車
内
に
粉
じ
ん
が
入
っ
て
く
る
か
ら
。
本
当
に

前
が
見
え
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
駐
車
場
に
置
い
て
い
た
車

は
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
。
大
勢
の
人
が
ア
ス
ベ
ス
ト
を

吸
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
ん
で
俺
一
人
が
こ
ん
な
病
気

に
な
る
の
か
…
…
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
」 

　

職
員
は
抗
が
ん
剤
治
療
を
続
け
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
中
、

地
図
を
指
さ
し
な
が
ら
丁
寧
に
話
し
て
く
れ
た
。 

　

明
石
市
は
２
０
１
２
年
８
月
17
日
、
公
務
災
害
の
認
定
を

大震災で、がれきを搬入した場所を示す明
石市職員

べ
た
知
事
の
発
言
に
、
労
働
組
合
が
強
く
反
発
。
自
治
労
兵

庫
県
本
部
や
自
治
労
明
石
市
職
員
労
働
組
合
は
、
発
言
の
撤

回
、
謝
罪
を
求
め
る
申
入
書
を
知
事
あ
て
に
提
出
し
た
。 

　

当
時
、
中
皮
腫
を
発
症
し
た
男
性
職
員
は
、
民
間
の
労
災

に
あ
た
る
公
務
災
害
を
申
請
す
る
予
定
だ
っ
た
。
労
災
は
労

働
基
準
監
督
署
が
調
べ
る
が
、
公
務
災
害
は
地
方
公
務
員
災

害
補
償
基
金
兵
庫
県
支
部
が
調
査
す
る
。
同
支
部
は
県
庁
内

に
あ
り
、
支
部
長
は
井
戸
知
事
。
組
合
は
「
見
識
を
欠
く
重

大
な
権
利
侵
害
の
発
言
と
言
え
る
。
被
災
者
（
明
石
市
職
員
）

が
公
務
災
害
認
定
を
申
請
す
る
前
の
憶
測
に
も
と
づ
く
知
事

発
言
は
、
申
請
す
る
権
利
へ
の
侵
害
行
為
に
あ
た
る
」
と
書

面
で
厳
し
く
指
摘
し
て
い
た
。 

　

こ
の
後
、
７
月
24
日
、
中
皮
腫
を
発
症
し
た
明
石
市
職
員

の
自
宅
を
訪
ね
た
。 

　

１
９
９
１
年
に
明
石
市
役
所
に
採
用
さ
れ
、
１
年
ほ
ど
く

み
取
り
作
業
を
し
た
後
、
一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
を
担
当
。

過
去
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
飲
食
店
、
電
気
関
係
の
仕
事

を
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。 

　

ま
た
、
神
戸
市
生
ま
れ
だ
が
、
小
学
校
か
ら
明
石
で
暮
ら

し
、
も
ち
ろ
ん
ア
ス
ベ
ス
ト
工
場
付
近
で
生
活
し
た
こ
と
も

な
い
。 

　

２
０
１
１
年
暮
れ
、
腹
に
し
こ
り
が
で
き
、
翌
12
年
１
月

に
病
院
へ
。
５
月
に
総
合
病
院
に
行
く
と
、
腹
膜
中
皮
腫
と

診
断
さ
れ
た
。
医
師
か
ら
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？　

吸
い
込
ま
な
い
限
り
ほ
と
ん
ど
な
ら
な

い
病
気
で
す
」
と
言
わ
れ
た
と
い
い
、
職
員
は
「
吸
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
震
災
が
れ
き
の
収
集
し
か
な
い
」
と

思
っ
た
。
そ
れ
だ
け
職
員
に
と
っ
て
が
れ
き
の
回
収
は
印
象

的
な
も
の
だ
っ
た
。 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か
ら
、
救
急
車
両
や
消
防
車
両

が
通
行
で
き
る
よ
う
、
道
路
上
の
障
害
物
を
撤
去
す
る
よ
う

上
司
か
ら
指
示
さ
れ
、
清
掃
車
で
収
集
に
回
っ
た
。
明
石
市

東
部
で
道
路
の
通
行
を
邪
魔
し
て
い
る
壁
材
や
ブ
ロ
ッ
ク
、

ス
レ
ー
ト
板
な
ど
を
パ
ッ
カ
ー
車
に
詰
め
込
ん
だ
。
が
れ
き

を
パ
ッ
カ
ー
車
に
詰
め
込
む
際
に
ほ
こ
り
が
舞
い
上
が
り
、

パ
ッ
カ
ー
車
の
回
転
板
が
廃
棄
物
を
押
し
つ
ぶ
す
と
き
に
も
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■
「
震
災
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
」 

　

「
私
が
中
皮
腫
に
な
っ
た
原
因
は
、
震
災
以
外
考
え
ら
れ

な
い
」
。
闘
病
中
、
芦
屋
市
の
Ｋ
さ
ん
は
そ
う
繰
り
返
し
て

い
た
。 

　

２
０
０
７
年
９
月
、
75
歳
の
と
き
、
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
の

診
断
を
受
け
、
医
師
か
ら
「
こ
の
ま
ま
で
は
２
年
の
命
」
と

診
断
さ
れ
た
。
Ｋ
さ
ん
は
元
高
校
球
児
。
兵
庫
県
立
芦
屋
高

校
時
代
、
３
度
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

だ
。
70
代
で
も
が
っ
ち
り
し
た
体
だ
っ
た
が
、
見
る
見
る
う

ち
に
体
が
弱
っ
た
。 

　

中
皮
腫
の
診
断
を
受
け
、
Ｋ
さ
ん
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
、

あ
の
震
災
の
光
景
だ
っ
た
。 

　

銀
行
、
飲
食
店
の
経
理
、
米
国
中
古
車
の
輸
入
販
売
会
社
、

建
築
関
連
会
社
な
ど
で
勤
務
。
建
築
会
社
で
は
営
業
マ
ン
が

主
な
仕
事
だ
っ
た
が
、
解
体
作
業
の
現
場
監
督
も
務
め
て
い

る
。
２
０
０
８
年
10
月
、
西
宮
労
働
基
準
監
督
署
に
労
災
の

休
業
補
償
給
付
を
請
求
し
、
認
定
さ
れ
た
。
労
基
署
は
石
綿

ば
く
露
期
間
を
建
築
会
社
に
勤
務
し
た
１
９
７
７
年
か
ら
98

年
ご
ろ
ま
で
の
約
21
年
６
カ
月
と
判
断
し
た
。
だ
が
、
Ｋ
さ

ん
の
印
象
に
は
、
震
災
後
の
解
体
作
業
で
粉
じ
ん
が
巻
き
上

が
っ
た
、
あ
の
光
景
ば
か
り
が
残
っ
て
い
る
。 

　

被
災
地
の
あ
ち
こ
ち
で
解
体
作
業
が
続
い
て
い
た
95
年
10

～
11
月
、
会
社
の
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
普
段
は
営

業
が
中
心
だ
が
、
解
体
現
場
の
監
督
を
務
め
た
。 

　

「
重
機
の
巨
大
な
ハ
サ
ミ
が
建
物
を
つ
か
む
と
、
左
右

に
ぶ
わ
っ
と
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
粉
じ
ん
が
広
が
る
ん
で
す
。

き
っ
と
、
あ
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
話

す
。
「
神
戸
は
ほ
こ
り
が
も
う
も
う
と
し
て
い
た
。
な
ん
で

被災ビルを重機で解体＝ 1995 年 4 月、
神戸市中央区（神戸新聞社提供）

求
め
て
請
求
し
た
と
発
表
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
の
10
月
15

日
、
Ｓ
さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
死
因
は
悪
性
腹
膜
中

皮
腫
。
ま
だ
、
49
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。 

　

そ
の
後
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
兵
庫
県
支
部
は
、

男
性
の
発
症
に
つ
い
て
、
公
務
災
害
を
認
め
ず
、「
不
支
給
」

と
決
定
し
た
。 

　

妻
は
２
０
１
４
年
５
月
21
日
、
明
石
市
内
で
会
見
を
開
き
、

不
支
給
決
定
を
不
服
と
し
、
審
査
請
求
を
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
明
石
市
職
員
労
働
組
合
に
よ
る
と
、
男
性
職
員

の
中
皮
腫
発
症
は
認
め
た
が
、
震
災
直
後
に
従
事
し
た
が
れ

き
の
回
収
や
埋
め
立
て
の
際
に
、
大
量
の
石
綿
が
含
ま
れ
た

粉
じ
ん
を
吸
引
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
、
基
金
支
部
が

判
断
し
た
と
い
う
。 

　

公
務
災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
遺
族
は
「
不
支
給
決
定

は
違
法
」
だ
と
主
張
し
、
神
戸
地
裁
に
提
訴
し
た
。
そ
の
判

断
は
地
裁
と
高
裁
で
割
れ
た
。
２
０
２
１
年
３
月
の
地
裁
判

決
は
「
（
職
員
が
）
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
石
綿
を
取

り
扱
う
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、

現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
医
学
的
知
見
に
よ
る
と
（
職
員

が
）,

腹
膜
中
皮
腫
を
発
症
し
た
原
因
が
、
石
綿
ば
く
露
以

外
に
あ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
平
成
７
年
１

月
～
平
成
８
年
３
月
に
業
務
に
従
事
し
た
際
に
石
綿
に
ば
く

露
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
腹
膜
中
皮
腫
を
発
症
し
た
と
す
る
の

が
自
然
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
べ
き
」
と
し
、
不
支
給

決
定
を
取
り
消
し
た
。 

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
２
年
３
月
の
大
阪
高
裁
は
「
平
成
７

年
１
月
か
ら
平
成
８
年
３
月
、
日
常
的
に
石
綿
粉
じ
ん
に
ば

く
露
し
得
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、

そ
の
作
業
環
境
に
お
け
る
石
綿
濃
度
や
石
綿
の
種
類
等
に
関

す
る
客
観
的
な
資
料
は
存
在
せ
ず
、
（
職
員
が
）
従
事
し
た

業
務
内
容
か
ら
し
て
も
、
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
、
又
は
倒

壊
し
た
建
物
の
解
体
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
下
で
職
務

に
従
事
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
件
処
分
場
に
立
ち

入
る
機
会
に
し
て
も
月
４
回
程
度
で
…
（
略
）
…
累
積
石
綿

ば
く
露
量
が
多
量
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
、
公
務

災
害
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
。
地
裁
、
高
裁
の
事
実
認
定
は

ほ
ぼ
同
様
な
が
ら
全
く
異
な
る
判
断
を
下
し
て
お
り
、
石
綿

労
災
（
公
務
災
害
）
の
認
定
の
難
し
さ
を
見
せ
つ
け
た
。 
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た
口
調
で
、
阪
神
・
淡
路
後
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。 

　

「
作
業
員
が
重
機
で
建
物
を
崩
す
た
び
に
も
の
す
ご
い
粉

じ
ん
が
舞
い
上
が
り
、
時
々
放
水
作
業
を
し
て
い
た
私
に
も

大
量
の
粉
じ
ん
が
容
赦
な
く
押
し
寄
せ
、
全
身
が
真
っ
白
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
た
ち
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
害
性
も

知
ら
さ
れ
ず
、
マ
ス
ク
も
支
給
さ
れ
ず
タ
オ
ル
を
時
折
当
て

る
だ
け
で
し
た
」 

　

ま
た
、
Ｋ
さ
ん
は
当
時
の
現
場
の
ム
ー
ド
を
こ
ん
な
ふ
う

に
振
り
返
っ
て
い
る
。 

　

「
震
災
直
後
の
復
旧
・
復
興
工
事
の
現
場
で
は
、
一
番
に

ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
作
業
の
安
全
性
な
ど
を
声

高
に
主
張
す
る
よ
う
な
こ
と
は
復
興
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
を
弱

め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
雰
囲
気
が
被
災
地
に
は
あ
り
ま
し

た
。
特
に
建
設
現
場
で
は
そ
の
空
気
が
鮮
明
に
あ
り
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
こ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

知
ら
さ
れ
て
お
れ
ば
、
初
め
か
ら
マ
ス
ク
を
付
け
る
な
ど
万

全
の
装
備
を
し
て
作
業
を
し
て
い
た
の
に
、
と
思
う
と
今
も

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
」 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
被
害
は
次
々
に
明
ら

か
に
な
る
。
震
災
直
後
、
神
戸
市
長
田
区
で
警
戒
活
動
を

し
て
い
た
元
警
察
官
の
男
性
が
中
皮
腫
で
死
亡
し
て
お
り
、

「
震
災
時
の
警
察
活
動
し
か
石
綿
を
吸
い
込
む
機
会
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
元
警
察
官
の
主
張
を
認
め
、
２
０
１
８
年

に
公
務
災
害
と
し
て
認
定
。
さ
ら
に
２
０
２
４
年
７
月
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
会
見
を
開

き
、
阪
神
・
淡
路
の
復
旧
作
業
に
携
わ
っ
た
男
性
が
中
皮
腫

を
発
症
し
、
神
戸
西
労
働
基
準
監
督
署
が
労
災
認
定
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
男
性
は
道
路
建
設
会
社
の
神
戸
営
業

所
長
と
し
て
震
災
直
後
か
ら
約
２
年
間
、
が
れ
き
の
撤
去
や

建
物
の
解
体
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
。
２
０
２
２
年
４
月
、

喉
の
違
和
感
が
あ
り
病
院
を
受
診
す
る
と
、
「
悪
性
胸
膜
中

皮
腫
」
と
診
断
さ
れ
た
。 

　

厚
生
労
働
省
も
震
災
の
影
響
を
示
唆
す
る
。
同
省
は
毎

年
、
石
綿
労
災
が
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
公
表
し
て
い
る
が
、

２
０
２
２
年
度
分
で
大
阪
・
淀
川
労
基
署
が
認
定
し
た
中
皮

腫
患
者
に
つ
い
て
特
記
事
項
と
し
て
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
復
興
関
連
作
業
に
よ
る
間
接
ば
く
露
。
通
常
業
務
で
の
取

自
分
が
…
…
。
中
皮
腫
に
な
っ
た
原
因
は
震
災
以
外
考
え
ら

れ
な
い
」 

　

手
続
き
の
中
で
、
Ｋ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
西
宮
労
基
署
で

話
し
て
い
る
。 

　

「
神
戸
市
な
ど
の
震
災
地
域
は
解
体
作
業
で
ほ
こ
り
だ
ら

け
の
中
を
営
業
で
歩
き
回
り
ま
し
た
。
県
庁
の
土
木
部
や
住

宅
供
給
公
社
、
六
甲
治
山
事
務
所
へ
は
何
度
も
足
を
運
び
、

名
刺
を
配
り
、
仕
事
を
取
り
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
悪
い
空
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
た
と
思
い
ま

す
。
震
災
後
に
は
解
体
の
仕
事
が
急
増
し
ま
し
た
。
特
に
記

憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
95
年
10
月
か
ら
11
月
の
間
、
西
宮

市
に
あ
っ
た
民
間
企
業
の
解
体
撤
去
工
事
で
す
。
ず
っ
と
現

場
に
付
き
、
監
督
業
務
を
行
い
ま
し
た
し
、
大
量
の
ほ
こ
り

が
出
る
の
で
解
体
作
業
の
す
ぐ
そ
ば
の
水
道
を
使
い
散
水
作

業
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
社
宅
に
は
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ス

ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
数
件
同
じ
よ
う
な
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
」

　

労
基
署
は
、
Ｋ
さ
ん
の
主
治
医
に
意
見
を
聞
い
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
医
師
の
回
答
が
注
目
さ
れ
る
。
関
係
書
類

に
は
こ
ん
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

労
基
署　

「
被
災
者
（
Ｋ
さ
ん
）
は
平
成
７
年
１
月
17
日

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
約
２
年
８
カ
月
の
間
、
現
場

の
監
督
に
あ
た
り
、
解
体
作
業
や
改
築
作
業
に
従
事
し
た

際
、
石
綿
の
ば
く
露
を
受
け
た
と
申
述
し
て
い
ま
す
が
、

今
次
中
皮
腫
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
症
状
経
過
、
検

査
結
果
等
よ
り
、
ご
教
示
お
願
い
し
ま
す
」 

主
治
医　

「
中
皮
腫
の
原
因
と
し
て
、
解
体
作
業
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
混
入
に
よ
る
こ
と
が
、
強
く
考
え
ら
れ
る
」 

労
基
署　

「
そ
の
他
参
考
と
な
る
意
見
・
事
項
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
教
示
願
い
ま
す
」 

主
治
医　

「
今
後
、
神
戸
中
心
に
悪
性
中
皮
腫
が
多
発
す

る
と
思
わ
れ
る
」 

　

２
０
１
３
年
１
月
、
神
戸
市
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災

と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
１
・
17
か
ら
３
・
11
へ
」
が
開
催
さ
れ
、

発
言
者
の
一
人
と
し
て
登
壇
し
た
Ｋ
さ
ん
は
と
つ
と
つ
と
し
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た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｎ
さ
ん
は
、
が
れ
き
処
理
の
臨
時
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
あ
り
、
厚
労
省
が
特
記
事
項
の
中
で
示
し
た
２

人
は
い
ず
れ
も
間
接
的
な
ば
く
露
だ
っ
た
。 

　

「
一
般
市
民
へ
の
影
響
は
小
さ
い
」
と
す
る
神
戸
市
の
説

明
は
あ
ま
り
に
も
情
報
不
足
で
あ
り
、
拙
速
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

り
扱
い
は
な
し
」
と
し
、
２
０
２
３
年
度
分
で
は
神
戸
東
労

基
署
が
認
定
し
た
肺
が
ん
患
者
に
つ
い
て
「
大
震
災
発
生
の

時
に
間
接
ば
く
露
を
受
け
た
可
能
性
あ
り
」
と
し
て
公
表
し

て
い
る
。
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
連
す
る
肺
が
ん
の
労
災
認

定
は
初
め
て
だ
っ
た
。 

　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
が
疑
わ
れ
る
労
災
・
公
務
災
害
の
認
定

は
、
報
道
等
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
人
だ
け
で
８
人
。
実

際
に
は
も
っ
と
多
く
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
労
災
・
公
務
災

害
の
対
象
と
な
ら
な
い
一
般
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
営

業
の
被
害
は
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
神
戸
市
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
次
の
よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
。 

　

「
…
解
体
現
場
で
基
準
値
を
超
え
る
状
況
は
、
ご
く
一
部

で
あ
り
、
期
間
も
限
定
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
一
般
市
民
へ
の
震
災
に
よ
る
ア
ス
べ
ス
ト

の
影
響
は
基
本
的
に
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。
」 

　

こ
れ
ま
で
報
告
し
て
き
た
人
た
ち
は
特
殊
な
仕
事
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
震
災
当
時
、
解
体
現
場
の
飛
散
防
止
策

は
十
分
で
は
な
く
、
公
務
災
害
と
し
て
認
定
さ
れ
た
警
察
官

は
被
災
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
解
体
作
業
で
従
事
し

重機でビルを解体＝ 1995 年 4 月、神戸・三宮（神戸新聞社提供）
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の
途
上
な
の
か
、
判
断
が
難
し
い
。 

　

２
０
２
３
年
の
デ
ー
タ
を
都
道
府
県
別
で
み
る
と
、
最
も

多
い
の
が
大
阪
府
の
１
６
９
人
。
こ
れ
に
東
京
都
（
１
３
６

人
）
、
神
奈
川
県
（
１
２
５
人
）
、
兵
庫
県
（
１
１
４
人
）
、

北
海
道
１
０
５
人
と
続
い
て
い
る
。
少
な
く
と
も
中
皮
腫
に

よ
る
死
亡
数
か
ら
見
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
収
束
方
向

で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
過
去
に
は
「
２
０
３
０
～
35
年
が

ピ
ー
ク
」
と
研
究
者
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

　

統
計
を
積
み
上
げ
て
み
る
と
、
１
９
９
５
年
以
降
、
全
国

で
３
万
人
以
上
が
中
皮
腫
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
肺
が
ん
な

ど
他
の
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
を
含
め
る
と
相
当
な
数
に
な
る
と

見
込
ま
れ
る
が
、
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
被
害
実
態
が

分
か
ら
な
い
こ
と
も
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
認
知
さ
れ
に
く
い

要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

全
国
の
中
皮
腫
発
症
状
況

■
増
え
続
け
る
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡 

　

代
表
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
一
つ
が
悪
性
中
皮
腫
で
あ

る
。
胸
膜
中
皮
腫
、
腹
膜
中
皮
腫
な
ど
が
あ
る
が
、
厚
生
労

働
省
は
「
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡
」
を
公
表
し
て
い
る
。
肺
が

ん
は
喫
煙
な
ど
他
の
要
因
で
も
発
症
す
る
が
、
中
皮
腫
は
ア

ス
ベ
ス
ト
が
主
要
な
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。 

　

人
口
動
態
統
計
は
ち
ょ
う
ど
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
っ

た
１
９
９
５
年
か
ら
デ
ー
タ
が
あ
る
。
同
年
の
中
皮
腫
に
よ

る
死
亡
者
は
全
国
で
５
０
０
人
。
こ
れ
が
年
々
上
昇
し
て
お

り
、
２
０
２
３
年
は
１
５
９
５
人
に
達
し
て
い
る
。
推
移
を

グ
ラ
フ
で
見
る
と
、
こ
の
30
年
を
見
る
と
急
上
昇
を
続
け
て

お
り
、
近
年
に
目
を
凝
ら
す
と
、
高
止
ま
り
な
の
か
、
上
昇

　

大
阪
、
兵
庫
に
中
皮
腫
が
多
い
の
は
、
建
設
関
係
の
ほ

か
、
石
綿
工
場
、
造
船
、
港
湾
、
鉄
鋼
な
ど
石
綿
を
使
用
し

た
工
場
が
多
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
他
府
県
の

死
亡
数
を
見
れ
ば
、
兵
庫
、
大
阪
の
突
出
ぶ
り
が
分
か
る
。

２
０
２
３
年
の
デ
ー
タ
で
は
大
阪
１
６
９
人
、
兵
庫
１
１
４

人
に
対
し
、
京
都
20
人
、
奈
良
29
人
、
和
歌
山
11
人
、
滋
賀

10
人
で
あ
り
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
山
形
、
福
井
の
５
人
。

こ
の
数
字
を
見
れ
ば
、
中
皮
腫
が
い
か
に
珍
し
い
病
気
で
あ

る
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

　

中
皮
腫
は
、
肺
が
ん
よ
り
も
低
い
ば
く
露
濃
度
で
も
発
症

す
る
と
さ
れ
、
職
業
上
の
ば
く
露
だ
け
で
な
く
、
家
庭
内
ば

く
露
や
環
境
ば
く
露
も
あ
る
。
例
を
上
げ
る
と
、
建
造
物
解

体
現
場
の
清
掃
員
や
造
船
所
に
勤
務
す
る
夫
の
作
業
衣
を
自

宅
で
洗
濯
し
た
妻
、
母
親
の
働
く
耐
火
レ
ン
ガ
工
場
で
遊
ん

で
い
た
人
の
発
症
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

　
「
石
綿
ば
く
露
と
石
綿
関
連
疾
患
」
（
森
永
謙
二
編
）
で
は
、

過
去
に
労
災
認
定
さ
れ
た
２
３
０
件
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て

い
る
。
胸
膜
中
皮
腫
の
場
合
、
ば
く
露
開
始
か
ら
発
症
ま
で

の
平
均
潜
伏
期
間
38
・
８
年
、
最
大
70
・
８
年
、
最
小
11
・

５
年
と
な
っ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。 

　

震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い
て
、
専
門
家
ら
は

「
潜
伏
期
間
を
考
え
る
と
、
発
症
時
期
に
至
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
小

中皮腫による死亡数の推移
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11
・
５
年
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
油
断
は
で
き
な
い
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
発
症
す
る
肺
が
ん
は
、
中
皮
腫
の

約
２
倍
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
肺
が
ん
は
他
の
要
因
で
も
発

症
す
る
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
由
来
の
肺
が
ん
患
者
が
国
内
に

ど
の
程
度
い
る
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

■
労
災
の
認
定
状
況
は 

　

業
務
上
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
で
病
気
に
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
り
し
た
場
合
、
因
果
関
係
を
証
明
で
き
れ
ば
、
労

働
災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
自
己
負
担
な
し
で
治
療
が
受

け
ら
れ
る
療
養（
補
償
）給
付
、休
業（
補
償
）
給
付
、遺
族（
補

償
）
給
付
、
特
別
遺
族
年
金
、
特
別
遺
族
一
時
金
が
あ
る
。 

　

次
に
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
で
ど
の
く
ら
い
労
災
認
定
さ
れ
て

い
る
の
か
見
て
み
た
い
。 

　

厚
労
省
が
２
０
２
４
年
６
月
に
公
表
し
た
２
０
２
３
年
度

の
支
給
決
定
件
数
（
速
報
値
）
は
、
肺
が
ん
＝
４
３
３
件
▽

中
皮
腫
＝
６
４
２
件
▽
良
性
石
綿
胸
水
＝
22
件
▽
び
ま
ん
性

胸
膜
肥
厚
＝
73
件
▽
石
綿
肺
＝
61
件

―
と
な
っ
て
い
る
。

単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
２
０
２
３
年
に
中
皮
腫
で
死

亡
し
た
の
は
１
５
９
５
人
に
対
し
、
中
皮
腫
の
労
災
認
定
件

数
は
６
４
２
件
に
す
ぎ
な
い
。
業
務
上
で
は
な
い
中
皮
腫
患

者
が
多
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
労
災
補
償
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
被
害
者
、
被
害
者
家
族
が
多
い
の
か
、
疑
問

が
残
る
。
支
給
決
定
件
数
は
２
０
０
７
年
度
以
降
、
ほ
ぼ
横

ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。 

　

２
０
２
３
年
度
の
都
道
府
県
別
の
支
給
決
定
状
況
を
多
い

順
に
見
る
と
、
東
京
都
＝
１
８
８
件
、
大
阪
府
＝
１
２
３
件
、

神
奈
川
県
＝
79
件
、
兵
庫
県
＝
71
件
、
北
海
道
＝
70
件
と
続

い
て
い
た
。
業
種
別
で
は
、
建
設
業
が
最
も
多
く
全
体
の

65
・
２
％
だ
っ
た
。
製
造
業
が
28
・
８
％
あ
り
、
建
設
業
と

合
わ
せ
る
と
、
９
割
を
超
え
て
い
た
。 

■
一
般
の
人
へ
の
救
済
措
置 

　

職
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
わ
れ
ず
、
ど
こ
で
吸
い
込
ん
だ

か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
で
苦
し
む
人
た
ち

が
い
る
。
尼
崎
市
の
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
周
辺
の
住
民
の
よ

う
に
、
労
災
が
適
用
さ
れ
な
い
人
た
ち
も
い
る
。
さ
ら
に
一

人
親
方
の
大
工
の
よ
う
に
、
個
人
事
業
主
で
あ
る
た
め
、
労

災
が
適
用
さ
れ
な
い
人
た
ち
も
い
る
。 

　

国
は
こ
う
し
た
人
た
ち
を
救
済
す
る
た
め
、
２
０
０
５
年

の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
石
綿
健
康
被
害
救
済
法

を
つ
く
っ
た
。 

　

療
養
中
の
人
に
は
医
療
費
、
療
養
手
当
（
約
10
万
円
）
な

ど
、
遺
族
に
は
約
２
８
０
万
円
の
特
別
弔
慰
金
、
約
20
万
円

の
特
別
葬
祭
料
が
支
払
わ
れ
る
。
対
象
疾
病
は
労
災
と
少
し

違
い
、
中
皮
腫
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
が
ん
、
著
し
い
呼

吸
機
能
障
害
を
伴
う
石
綿
肺
、 

著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を

伴
う
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
の
４
種
類
と
な
っ
て
い
る
。
労
災

と
救
済
法
で
は
、
被
害
者
や
そ
の
遺
族
に
支
払
わ
れ
る
額
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
、
被
害
者
支
援
団
体
な
ど
か
ら
再
三
、

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
を
取
り
扱
う
独
立
行
政
法
人
・

環
境
再
生
保
全
機
構
は
、
救
済
金
を
申
請
し
た
人
た
ち
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
統
計
を
「
石
綿
健
康
被

害
救
済
制
度
に
お
け
る
平
成
18
～
令
和
３
年
度
（
２
０
０
６

～
２
０
２
１
年
度
）
被
認
定
者
に
関
す
る
ば
く
露
状
況
調
査

報
告
書
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。 

　

16
年
に
わ
た
る
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
こ
こ
で
一
部
を

紹
介
し
た
い
。 

　

こ
の
間
、
救
済
制
度
で
認
定
さ
れ
た
人
は
１
万
６
９
８
２

人
（
中
皮
腫
１
万
４
２
４
８
人
、
肺
が
ん
２
４
２
２
人
、
石
綿
肺

85
人
、
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
２
２
７
人
）
。
医
療
費
・
未
申
請

弔
慰
金
調
査
対
象
者
１
万
４
５
１
人
の
う
ち
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
者
は
８
６
８
８
人
。
ど
こ
で
ば
く
露
し
た
か
を
、
「
職
業

ば
く
露
」「
家
庭
内
ば
く
露
」「
施
設
立
ち
入
り
等
ば
く
露
」

「
環
境
ば
く
露
・
不
明
」
の
４
つ
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
、「
職

業
ば
く
露
」
が
63
・
５
％
だ
っ
た
が
、
石
綿
ば
く
露
の
可
能

性
が
特
定
で
き
な
い
「
環
境
ば
く
露
・
不
明
」
が
32
・
２
％

（
２
８
０
０
人
）
も
い
た
。 

　

調
査
は
、
「
環
境
ば
く
露
・
不
明
」
の
２
８
０
０
人
に
つ

い
て
、
最
長
居
住
歴
を
調
査
し
て
お
り
、
都
道
府
県
別
で
最

も
多
か
っ
た
の
が
兵
庫
の
５
１
１
人
、
次
い
で
大
阪
３
６
６

人
、
東
京
２
９
７
人
だ
っ
た
。
市
区
町
村
別
で
最
も
多
か
っ

た
の
が
尼
崎
市
３
７
３
人
で
大
阪
市
１
５
７
人
だ
っ
た
。
尼

崎
の
突
出
ぶ
り
は
、
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
周
辺
で
相
次
い
だ

被
害
者
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
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■
18
人
が
阪
神
・
淡
路
に
関
与 

　

石
綿
被
害
者
の
う
ち
阪
神
・
淡
路
に
か
か
わ
る
作
業
を
し

た
人
は
２
年
間
の
調
査
で
18
人
（
男
性
15
人
、
女
性
３
人
）
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
２
０
２
２
年
度
の
回
答
者
だ
け
で
15

人
に
達
し
、
２
０
２
１
年
度
は
３
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
開
始
が
２
０
２
１
年
度
の
途
中
か
ら

だ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

２
０
２
２
年
度
分
の
う
ち
１
人
は
東
日
本
大
震
災
の
業
務

に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
答
え
て
い
る
。
最
長
居
住
地
域
は
兵

庫
県
内
だ
け
で
な
く
、
京
都
、
大
阪
、
神
奈
川
、
静
岡
な
ど

に
広
が
り
、
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
に
は
大
工
作
業
、
仮
設
住
宅

建
設
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
塗
装
、
電
気
工
事
、
水
道
管

敷
設
工
事
と
い
っ
た
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

被
災
時
の
産
業
分
類
に
は
「
建
設
業
」
と
書
か
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
労
災
法
上
の
労
働
者
と
し
て
扱
わ
れ
な

い
個
人
事
業
者
や
業
務
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
立
場

で
震
災
復
興
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
が
想
定
さ
れ
る
。 

　

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
「
が
れ
き
の
街
中
を
歩
い

た
」
「
被
災
し
た
自
宅
で
石
綿
建
材
を
片
付
け
」
「
水
を
運

ん
だ
」
「
震
災
１
年
後
、
芦
屋
で
家
屋
調
査
」
と
い
っ
た
記

述
が
あ
る
ほ
か
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
答
え
た
人
も
２
人

い
た
。
最
長
居
住
地
が
神
戸
市
垂
水
区
の
男
性
（
78
歳
）
は

「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
た
上
で
、
産
業
分
類
も
石
綿

と
か
か
わ
り
が
な
さ
そ
う
な
「
理
髪
業
」
と
し
て
お
り
、
震

災
ア
ス
ベ
ス
ト
と
の
関
連
性
が
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 ■

行
政
の
姿
勢
に
懸
念 

　

こ
の
18
人
の
回
答
で
は
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
と
一
般
市
民
の

健
康
被
害
リ
ス
ク
の
関
係
が
明
確
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
リ
ス
ク
の
疑
い
を
持
つ
に
は
十
分
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
２
０
２
３
年
度
以
降
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
出
る

の
か
、
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
環
境
再
生
保
全
機
構
は
詳
細

な
デ
ー
タ
を
開
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
と
一
般
市
民
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
、

神
戸
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
一
般
市
民
へ
の
震
災
に
よ

る
ア
ス
べ
ス
ト
の
影
響
は
基
本
的
に
小
さ
い
と
考
え
て
い

■
震
災
被
害
探
る
新
た
な
調
査 

　

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
は
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生

保
全
機
構
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
が
取
り
扱
っ
て
お
り
、
被

害
が
認
定
さ
れ
た
人
た
ち
を
対
象
に
２
０
２
１
年
度
か
ら
震

災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
震
災
に
関
し
、

次
の
作
業
を
し
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
。 

①
被
災
し
た
自
宅
で
石
綿
建
材
を
片
付
け
た 

②
震
災
復
旧
作
業
に
か
か
わ
っ
た 

③
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
だ 

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
２
０
２
５
年
４
月
現
在
、
公

表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
が
２
０
２
４
年
12
月
に
情
報
開
示

を
請
求
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
で
あ
る
。 

環
境
再
生
保
全
機
構
の
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
も
の

　

こ
れ
ま
で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い
て
労
災
を
中
心
に

見
て
き
た
。
労
災
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
た
ち
の
救
済
は
、

２
０
０
５
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
創
設
さ
れ

た
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
ク
ボ
タ

シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
、
石
綿
被
害
は
主
に
労
働
者
の
問
題
と
さ

れ
て
き
て
お
り
、
石
綿
工
場
周
辺
の
一
般
市
民
に
健
康
被
害

が
続
出
し
た
こ
と
は
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
の
震
源
地
で
あ
る
兵
庫
県
尼
崎
市
の
旧
神
崎

工
場
周
辺
で
は
い
ま
な
お
一
般
市
民
の
健
康
被
害
が
続
い
て

い
る
。
問
題
発
覚
当
時
、
政
府
は
「
隙
間
の
な
い
救
済
」
を

掲
げ
、
制
度
を
創
設
し
た
が
、
労
災
と
救
済
制
度
の
補
償
格

差
は
大
き
く
、
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
く
被
害
者
・
被
害
家
族

は
少
な
く
な
い
。 
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る
」
と
見
解
を
示
し
て
い
る
。
神
戸
市
は
震
災
後
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
飛
散
防
止
策
の
徹
底
を
し
た
こ
と
や
、
環
境
庁
の
一

般
大
気
測
定
の
デ
ー
タ
を
根
拠
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
が
、
飛
散
防
止
策
の
徹
底
が
な
さ
れ
た
の
は
震
災
か

ら
４
カ
月
後
の
５
月
で
あ
り
、
大
気
測
定
は
毒
性
の
強
い
青

石
綿
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
民
間
調
査
で
は
解
体

現
場
そ
ば
で
極
め
て
高
い
濃
度
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民

の
健
康
と
安
全
を
担
う
行
政
。
「
影
響
は
小
さ
い
」
と
判
断

す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
極
め
て
危
険
な
姿
勢
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

石
綿

健
康

被
害

救
済

制
度

で
認

定
さ

れ
た

人
の

う
ち

、
阪

神
・

淡
路

大
震

災
に

関
す

る
作

業
を

し
た

と
答

え
た

人
の

一
覧

性
別

年
齢

認
定

疾
病

最
長

居
住

地
震

災
に

関
す

る
回

答
フ

リ
ー

コ
メ

ン
ト

被
災

時
の

産
業

分
類

男
性

85
肺

が
ん

京
都

府
亀

岡
市

震
災

復
旧

作
業

大
工

作
業

建
設

業

男
性

64
胸

膜
中

皮
腫

兵
庫

県
尼

崎
市

震
災

復
旧

作
業

建
設

業

男
性

82
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
豊

中
市

震
災

復
旧

作
業

震
災

１
年

後
、

芦
屋

で
家

屋

調
査

サ
ー

ビ
ス

業
（

他
に

分
類

さ

れ
な

い
も

の
）

女
性

62
腹

膜
中

皮
腫

三
重

県
桑

名
市

震
災

復
旧

作
業

が
れ

き
の

街
中

を
歩

い
た

男
性

81
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
松

原
市

震
災

復
旧

作
業

建
設

業

男
性

81
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
守

口
市

震
災

復
旧

作
業

塗
装

建
設

業

男
性

87
胸

膜
中

皮
腫

兵
庫

県
神

戸
市

兵
庫

区
震

災
復

旧
作

業
仮

説
住

宅
建

設
建

設
業

女
性

79
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
大

阪
市

大
正

区

男
性

86
胸

膜
中

皮
腫

神
奈

川
県

川
崎

市
多

摩
区

震
災

復
旧

作
業

木
造

住
宅

耐
震

診
断

・
補

強

設
計

監
理

サ
ー

ビ
ス

業
（

他
に

分
類

さ

れ
な

い
も

の
）

女
性

80
胸

膜
中

皮
腫

回
答

な
し

被
災

し
た

自
宅

で
石

綿
建

材
を

片
付

け
、

震
災

復
旧

作
業

製
造

業

男
性

66
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
東

大
阪

市
震

災
復

旧
作

業
ス

ー
パ

ー
ダ

イ
エ

ー
建

設
業

男
性

76
胸

膜
中

皮
腫

兵
庫

県
加

古
川

市
震

災
復

旧
作

業
建

設
業

男
性

58
胸

膜
中

皮
腫

大
阪

府
東

大
阪

市
震

災
復

旧
作

業
電

気
工

事

男
性

※
72

胸
膜

中
皮

腫
大

阪
府

大
阪

市
阿

倍
野

区
被

災
し

た
自

宅
で

石
綿

建
材

を
片

付
け

、
震

災
復

旧
作

業
建

物
改

修
工

事
建

設
業

男
性

78
胸

膜
中

皮
腫

兵
庫

県
神

戸
市

垂
水

区
震

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
理

髪
業

サ
ー

ビ
ス

業
（

他
に

分
類

さ

れ
な

い
も

の
）

男
性

71
胸

膜
中

皮
腫

静
岡

県
富

士
宮

市
震

災
復

旧
作

業
水

道
管

敷
設

工
事

建
設

業

男
性

63
胸

膜
中

皮
腫

鹿
児

島
県

知
覧

町
震

災
復

旧
作

業
建

設
業

男
性

74
胸

膜
中

皮
腫

兵
庫

県
尼

崎
市

震
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

水
を

運
ん

だ
製

造
業

注
）

年
齢

は
申

請
時

年
齢

及
び

弔
慰

金
申

請
に

お
け

る
死

亡
時

年
齢

。
※

の
男

性
は

、
東

日
本

大
震

災
の

作
業

に
も

か
か

わ
っ

た
と

明
記

。
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■
含
有
建
材
に
対
す
る
意
識
低
く 

　

建
築
関
連
者
の
目
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
戸
市
兵

庫
区
で
工
務
店
を
営
む
Ｍ
さ
ん
。
父
親
の
代
か
ら
約
60
年
続

け
て
い
る
と
い
う
。
Ｍ
さ
ん
の
周
辺
は
幸
い
大
き
な
被
害
が

な
く
、
震
災
後
は
一
般
住
宅
の
修
繕
の
ほ
か
、
神
戸
市
兵
庫
、

長
田
、
須
磨
区
な
ど
で
解
体
作
業
に
か
か
わ
っ
た
。
一
般
住

宅
に
は
、
鉄
骨
の
ビ
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
は
な
か
っ
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は
多
く

あ
っ
た
と
い
う
。 

　

解
体
と
い
っ
て
も
全
壊
に
近
い
家
屋
も
多
く
、
平
常
時

な
ら
分
別
し
て
い
た
が
、
震
災
当
時
は
作
業
件
数
が
多
く
、

い
わ
ば
パ
ニ
ッ
ク
状
態
。
可
能
な
限
り
分
別
し
て
い
た
が
、

ご
っ
そ
り
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
と
い

う
。
作
業
現
場
は
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
、
Ｍ
さ
ん
は
「
あ
ま
り
危

険
性
を
考
え
る
余
裕
も
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
し
か
も

震
災
の
影
響
で
断
水
が
続
い
て
い
た
た
め
、
本
来
な
ら
散
水

し
な
が
ら
の
作
業
が
、
散
水
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

Ｍ
さ
ん
は
「
今
で
は
含
有
建
材
を
割
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て

い
る
が
、
震
災
当
時
は
そ
こ
ま
で
気
を
使
わ
な
か
っ
た
と
思

う
」
と
話
す
。 

　

木
造
一
戸
建
て
の
場
合
、
５
人
程
度
で
作
業
に
か
か
わ
り
、

２
～
４
ト
ン
車
が
10
台
分
く
ら
い
に
な
る
。
Ｍ
さ
ん
の
工
務

店
は
こ
う
し
た
災
害
廃
棄
物
を
神
戸
市
の
布
施
畑
処
分
場
に

持
ち
込
ん
で
い
た
。
布
施
畑
に
続
く
道
は
災
害
廃
棄
物
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
続
き
渋
滞
。
ピ
ー
ク
時
は
１
日
１
往
復
す

る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。 

労
働
者
の
声

Ｍ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

「
吹
き
付
け
の
危
険
性
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
建
材
に
注
意
し
始
め
た
の
は
２
０
０
５
年
の
ク
ボ

タ
シ
ョ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
。
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
に
石
綿
作

業
主
任
者
の
講
習
を
受
け
た
。
そ
れ
ま
で
は
含
有
建
材
の
こ

と
を
十
分
知
ら
な
か
っ
た
」 

　

さ
ら
に
Ｍ
さ
ん
は
「
今
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
が
、

ど
れ
だ
け
浸
透
し
て
い
る
の
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

古
い
職
人
さ
ん
ら
は
「
わ
し
ら
昔
か
ら
吸
っ
て
ん
ね
ん
。
大

丈
夫
や
」
と
言
っ
て
マ
ス
ク
を
付
け
た
が
ら
な
い
と
い
う
。 

　

神
戸
市
の
入
札
で
、
吹
き
付
け
が
使
わ
れ
た
建
物
の
解
体

に
も
か
か
わ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
他
の
業
者
が
除
去
し
た

後
に
作
業
し
た
。
き
れ
い
に
吹
き
付
け
を
除
去
し
た
後
だ
か

ら
大
丈
夫
な
の
に
、
そ
れ
で
も
気
に
な
っ
て
自
宅
に
戻
っ
た

後
は
何
度
も
う
が
い
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。 

　

公
共
工
事
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
も
適
正
に
行
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
が
、
民
間
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
特
に
震
災
直
後
の
ど

さ
く
さ
で
は
ず
さ
ん
な
工
事
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
際
、
当
時
の
神
戸
市
環
境
局
の
幹
部
は
「
ア
ス
ベ
ス

災害廃棄物を満載し、処分地の甲子園浜に向かうトラックの列＝ 1995 年 3 月、西宮市
（神戸新聞社提供）
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ト
対
策
は
手
間
と
費
用
が
か
か
る
。
常
習
的
に
手
抜
き
工
事

を
行
い
、
経
費
を
浮
か
し
て
い
る
業
者
の
存
在
も
否
定
で
き

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
た
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
は
大
き
な
金
銭
負
担
が
伴
う
。
「
解
体

費
用
が
２
倍
ま
で
い
か
な
い
け
ど
、
か
な
り
い
い
金
額
に
な

る
。
工
期
も
延
び
る
。
業
者
と
し
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
見
つ

か
る
と
厄
介
だ
ね
」
と
Ｍ
さ
ん
。
西
宮
市
の
調
査
で
は
、
解

体
に
要
し
た
総
費
用
の
う
ち
、
68
～
94
％
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
費
用
に
か
か
っ
た
と
い
う
調
査
報
告
も
あ
る
。 

　

Ｍ
さ
ん
に
、
震
災
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
と
思
う

か
ど
う
か
を
尋
ね
て
み
た
。 

　

「
工
務
店
で
働
い
て
い
る
か
ら
、
ど
こ
で
吸
っ
た
か
な
ん

て
わ
か
ら
な
い
。
子
ど
も
に
は
冗
談
で
『
（
私
は
）
ア
ス
ベ

ス
ト
で
死
ぬ
か
ら
』
な
ん
て
言
っ
て
る
。
震
災
の
と
き
？　

神
戸
で
仕
事
を
し
て
い
た
人
は
み
ん
な
吸
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
。
神
戸
市
民
だ
っ
て
み
ん
な
吸
っ
て
ま
す
よ
。
街
中

真
っ
白
で
し
た
も
ん
」 

■
作
業
員
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
使
用
は
２
割 

　

震
災
当
時
、
現
場
労
働
者
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
ど

の
程
度
理
解
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
予
防
措

置
を
取
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
１
３
年
１
月
12
日
に

神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
と
ア
ス
ベ

ス
ト

―
１
・
17
か
ら
３
・
11
へ
」
で
「
復
旧
作
業
に
お
け

る
労
働
実
態
」
が
報
告
さ
れ
た
。 

　

２
０
１
２
年
11
～
12
月
、
土
建
組
合
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

京
阪
神
在
住
の
建
設
労
働
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。
２
０
１
３
年

１
月
６
日
時
点
の
集
計
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
。 

　

震
災
の
復
旧
作
業
に
か
か
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
人
は

１
２
８
人
。
作
業
内
容
や
防
じ
ん
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対

す
る
危
険
認
識
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
て
い
る
。
一

部
の
質
問
と
回
答
を
示
す
。 

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
ご
存
じ
で
し
た
か
（
単
一

回
答
）

１
よ
く
知
っ
て
た
（
20
％
）

２
ま
あ
ま
あ
知
っ
て
い
た
（
30
％
）

３
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
よ
く
知
ら
な
か
っ
た

（
27
％
）

４
全
く
知
ら
な
か
っ
た
（
16
％
）

問　

作
業
中
に
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
見
た
り
触
っ
た

り
し
ま
し
た
か
（
単
一
回
答
）

　

１
触
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
44
％
）

　

２
見
た
こ
と
が
あ
る
が
扱
っ
て
い
な
い
（
30
％
）

　

３
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た

（
15
％
）

問　

現
場
で
の
粉
じ
ん
対
策
は
（
複
数
回
答
）

１
集
じ
ん
機
の
設
置
・
稼
働
（
２
％
）

２
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
配
布
・
使
用
（
18
％
）

３
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
や
タ
オ
ル
な
ど
簡
易
な
保
護
具
を

使
用
（
55
％
）

４
散
水
に
よ
る
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
（
17
％
）

５
作
業
監
督
者
か
ら
の
注
意
・
教
育
（
５
％
）

問　

作
業
現
場
の
環
境
や
周
囲
へ
の
対
応
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
（
単
一
回
答
）

１
住
民
が
多
か
っ
た
（
43
％
）

２
住
民
は
少
な
か
っ
た
（
41
％
）

３
周
囲
に
住
宅
は
な
し
（
５
％
）

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
か
ら
当
時
の
労
働
者
の
状

況
の
一
端
が
う
か
が
え
る
た
め
、
次
に
一
部
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。 

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
危

険
性
を
ほ
と
ん
ど
認
識
せ
ず
、
含
有
建
材
を
丸
ノ
コ
で
切
断

し
て
い
ま
し
た
」 

　

「
物
は
な
い
し
、
電
気
は
な
い
し
、
そ
ん
な
余
裕
は
な

か
っ
た
。
わ
か
っ
て
は
い
た
が
…
…
」 

　

「
そ
の
と
き
の
状
況
は
体
験
し
た
人
で
な
い
と
わ
か
っ
て

も
ら
え
な
い
。
安
全
対
策
を
完
全
に
し
て
作
業
と
い
う
状
況

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
」 
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
限
り
、
震
災
後
、
行
政
側

が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
や
労
働
者
の
ば
く
露
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
た
も
の
の
、
現
場
ま
で
十
分
に
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
労
働
者
の
危
険
性

の
認
識
も
半
数
程
度
の
よ
う
だ
。 

　

防
じ
ん
マ
ス
ク
の
着
用
は
、
約
２
割
に
す
ぎ
な
い
。
半
数

が
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
な
ど
を
口
元
に
ま
く
程
度
で
、
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
「
見
た
こ
と
が
あ
る
」
「
触
っ
た
こ
と
が

あ
る
」
は
７
割
を
超
え
て
い
る
。
防
じ
ん
対
策
が
不
十
分
な

ま
ま
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
さ
ら
さ
れ
る
労
働
者
の
姿

が
浮
か
ん
で
く
る
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
社
会
、
労
働
者
の
認
識
は
ク
ボ
タ

シ
ョ
ッ
ク
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、

石
綿
を
取
り
扱
う
業
者
で
す
ら
危
険
性
の
認
識
が
低
か
っ
た

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

　

震
災
後
、
災
害
廃
棄
物
が
大
量
に
生
じ
ア
ス
ベ
ス

ト
を
含
ん
だ
粉
じ
ん
が
被
災
地
に
舞
っ
て
い
た
こ
と
は
、

環
境
庁
（
当
時
）
の
デ
ー
タ
を
含
め
各
種
調
査
で
明
ら

か
で
あ
る
。
当
時
、
労
働
者
は
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
と
ど
う

向
き
合
っ
た
の
か
。
明
石
市
で
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に

携
わ
っ
た
男
性
と
、
建
設
業
界
で
働
き
被
災
建
物
の
状

況
を
確
認
し
た
西
宮
市
の
男
性
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

 

●
明
石
市　

清
掃　

吉
田
秀
夫

　

震
災
の
被
害
は
明
石
市
の
西
部
よ
り
東
部
地
域
の
方
が
大

き
く
、
上
司
か
ら
指
示
を
受
け
て
収
集
の
応
援
に
行
き
ま
し

た
。 

　

震
災
か
ら
数
週
間
は
、
道
路
上
に
震
災
瓦
礫
が
多
く
放
置

さ
れ
、
災
害
復
旧
車
両
が
通
行
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
「
道

路
に
放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
は
す
べ
て
取
っ
て
こ
い
」
と
の

指
示
を
受
け
ま
し
た
。
瓦
礫
を
パ
ッ
カ
ー
車
に
積
込
ん
だ
の

で
積
込
む
時
、
排
出
す
る
時
は
、
す
ご
い
埃
が
舞
っ
て
い
ま

し
た
。 

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
の
排
出
場
所
に
は
、
家
庭
ご
み
だ
け

で
は
な
く
、
事
業
系
の
ご
み
も
多
く
排
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の
以
外
は
、
収
集
を
行
わ
な

く
て
も
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
排
出
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全

て
収
集
を
行
う
よ
う
に
上
司
か
ら
指
示
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
時
に
は
、
工
務
店
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
建

築
廃
材
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
取
り
替
え
た
思
わ
れ
る
住
宅
屋

根
材
の
ス
レ
ー
ト
や
瓦
、
外
装
壁
材
や
内
装
壁
材
の
ボ
ー
ド
、

床
材
の
Ｐ
タ
イ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
床
シ
ー
ト
な
ど
が
大
量
に

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

建
材
な
ど
の
ご
み
を
眼
前
で
パ
ッ
カ
ー
車
に
プ
レ
ス
し

破
壊
し
な
が
ら
収
集
作
業
を
行
い
ま
す
。
大
型
の
建
材
・
家

電
な
ど
も
バ
キ
バ
キ
と
壊
し
な
が
ら
、
パ
ッ
カ
ー
車
に
積
み

込
ん
で
い
き
ま
す
。
粉
塵
が
巻
き
上
が
る
状
況
の
中
、
投
入

口
へ
次
々
と
投
入
し
て
い
き
ま
す
。 

　

４
ト
ン
車
が
一
杯
に
な
る
ま
で
破
壊
し
な
が
ら
、
粉
塵
を

浴
び
な
が
ら
作
業
を
続
け
ま
し
た
。
震
災
の
影
響
で
粗
大
ご

み
の
量
が
非
常
に
多
く
１
日
３
回
の
収
集
で
も
取
り
切
れ

な
い
日
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
震
災
直
後
か
ら
約
１
か
月
は
、
全
て
の
ご
み
を
埋

立
処
分
場
へ
搬
入
し
ま
し
た
。
埋
立
処
分
場
内
は
、
震
災
瓦

礫
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
重
な
り
、
す
ご
い
量
の
埃
が

舞
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

　

我
々
の
仕
事
は
朝
着
た
作
業
服
を
一
日
の
仕
事
が
終
わ
る

ま
で
着
用
し
、
汚
れ
た
ま
ま
の
服
で
車
に
乗
る
た
め
車
内
も

埃
っ
ぽ
く
、
そ
の
車
内
で
移
動
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
作

業
時
は
、
市
販
の
簡
易
な
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
応
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　

特
に
震
災
瓦
礫
を
処
理
し
て
い
た
期
間
は
、
大
久
保
清
掃

工
場
敷
地
内
が
大
き
な
解
体
現
場
み
た
い
な
状
態
で
埃
が
す

ご
く
飛
散
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
通

勤
で
朝
駐
車
場
に
止
め
た
マ
イ
カ
ー
が
、
帰
る
と
き
に
は

真
っ
白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

私
だ
け
で
な
く
、
同
僚
ら
も
、
震
災
瓦
礫
の
収
集
に
お
い

て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
埃
を
吸
っ
た
こ
と
に
間
違
い
有
り
ま
せ

ん
。 
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●
西
宮
市　

尾
上
一
郎

　

西
宮
市
に
住
ん
で
い
る
尾
上
一
郎
と
申
し
ま
す
。 

　

私
は
２
０
１
７
年
７
月
、
62
歳
の
時
に
、
会
社
の
健
康
診

断
で
右
肺
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
再
検
査
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
に
医
師
か
ら
、
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
内
視
鏡
検
査
で
腫
瘍
が
肝
臓
に
ま
で
浸

潤
し
て
お
り
、
何
も
し
な
け
れ
ば
余
命
６
ヶ
月
と
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
中
皮
腫
は
肉
腫
型
な
の
で
、
医
師
か
ら
は

「
手
術
も
出
来
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、
奈
落
の
底
に
突
き
落

と
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

　

私
は
、
ビ
ル
や
店
舗
な
ど
大
型
建
物
の
内
装
工
事
の
施
工

管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
建
材
の
発
注
作
業
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
が
発
注
し
て
い
る
内
装

材
に
、
人
を
死
に
追
い
や
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

現
場
で
は
吹
付
け
材
が
身
体
に
悪
い
と
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
内
装
材
も
危
険
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
、
建

材
メ
ー
カ
ー
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ま
な
い
内
装
材
を
販
売

し
始
め
た
頃
、
建
材
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
内
装
材
の
ア
ス

ベ
ス
ト
は
大
丈
夫
な
の
か
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
「
吹
付
け
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
青
石
綿
は
危
険
だ

が
、
内
装
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は
白
石
綿
だ
か
ら
身
体
に
悪
く

な
い
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
以
降
も
、

安
心
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
内
装
材
を
使
用
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
虚
偽
の
説
明
を
し
て
ま
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
を
売
り
続
け
た
メ
ー
カ
ー
に
強
い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

 　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
直
後
、
私
は
自
分
が
担

当
し
た
建
物
や
作
業
途
上
の
現
場
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る

た
め
に
、
神
戸
に
入
り
ま
し
た
。
２
月
の
初
め
か
ら
３
月
ま

で
に
は
、
毎
日
詰
め
て
入
り
、
１
日
に
一
現
場
毎
を
点
検
し

ま
し
た
。
そ
の
後
も
半
年
間
は
神
戸
に
入
り
建
物
の
被
災
状

況
の
点
検
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　

神
戸
市
内
を
回
っ
て
い
る
と
、
三
宮
周
辺
で
は
建
物
が

ひ
っ
く
り
か
え
り
倒
壊
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ホ
コ
リ
が
も
う
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
か
ら
神
戸
へ
向
か
う
道
中
で
も
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ホ
コ
リ
が
舞
っ
て
い
た
こ
と
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
マ
ス
ク
を
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
外
の
作
業
員
の
方
も
マ
ス
ク
を
付
け
て
い
る
人
は
少
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　

地
震
や
災
害
が
起
き
る
と
、
建
物
の
中
に
隠
れ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
が
空
気
中
に
飛
散
し
ま
す
。
ま
た
、
古
い
建
物
の

解
体
工
事
や
改
修
工
事
に
お
い
て
も
、
シ
ッ
カ
リ
と
対
策
を

取
ら
な
い
と
、
建
材
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
周
辺
に
飛
散
し
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
過
去
の
話
で
は
な
く
、
今
も
進
行

し
て
い
る
問
題
で
す
。 

　

私
の
身
体
の
調
子
が
元
に
戻
る
こ
と
も
、
病
気
が
治
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
苦
し
み
や
、
私
の
家
族
の
想
い
を

他
の
人
た
ち
に
経
験
し
て
欲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

災
害
の
時
、
解
体
・
改
修
工
事
の
時
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

周
辺
に
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
作
業
員
の
方
が
ア
ス
ベ
ス
ト

に
ば
く
露
し
な
い
よ
う
に
、
対
策
を
徹
底
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
も
シ
ッ
カ
リ
監
視
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
を
推
奨
し
て
き
た
の
は
国
で

す
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
不
安
を
抱
え
る
方
、
全

員
に
健
康
診
断
を
実
施
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
語
り
継
い
で
い

た
だ
き
た
い
私
の
思
い
で
す
。
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１
．
震
災
の
教
訓
は
ま
も
ら
れ
て
い
る
か 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
戦
後
最
初
の
近
代
的
大
都
市
圏
で

お
こ
っ
た
地
震
災
害
で
あ
る
。
神
戸
市
政
は
こ
れ
ま
で
都
市

経
営
の
模
範
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
戦
後
の
都
市
政
策

を
象
徴
す
る
地
域
で
起
こ
っ
た
災
害
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
被

害
の
社
会
的
物
理
的
特
徴
、
応
急
の
救
援
対
策
、
復
興
対
策

に
つ
い
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
際
的
な
注
目
を
浴
び
た
。

ま
さ
に
こ
の
震
災
は
今
後
の
災
害
対
策
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

都
市
・
国
土
政
策
、
産
業
政
策
、
環
境
政
策
に
大
き
な
教
訓

を
与
え
た
。
こ
の
た
め
こ
の
震
災
に
つ
い
て
は
国
内
の
み
な

ら
ず
国
際
的
に
も
調
査
と
研
究
が
行
わ
れ
た
。
お
び
た
だ
し

い
著
作
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
公
的
機
関
の
み
な
ら
ず
、
民

間
の
研
究
団
体
も
い
ま
な
お
震
災
後
の
社
会
問
題
を
追
及
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
災
害
の
教
訓
を
今
後
に
生
か
す
た
め

に
造
ら
れ
た｢

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー｣

は
、
地
震
研
究

の
メ
ッ
カ
の
様
に
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
資
料
館
で
あ
る
。
こ

れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
調
査
や
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
述
べ
る
よ
う
な
震
災
時
に
飛
散
し
た

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
民
間
の

兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
「
復
興
災
害
」
と
い

う
定
義
で
、
震
災
後
の
復
興
過
程
で
の
住
民
生
活
の
困
難
を

告
発
し
て
い
る
。
二
次
災
害
と
い
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
は
、

単
な
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
欠
陥
で
は
な
く
、
神
戸
の
都
市

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授　

　
宮
本
　
憲
一

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
発
す
る
警
告 

経
営
政
策
、
災
害
対
策
と
復
興
政
策
の
欠
陥
と
関
連
し
て
起

こ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
に
入
る
前
に
、
そ
の
背
景
に
な
っ
た
神
戸
市
の
都
市
経

営
政
策
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
の
特
徴
と
復
興
政
策

の
問
題
点
を
述
べ
た
い
。 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
死
者
６
４
３
４
人
、
負
傷
約

４
万
４
０
０
０
人
、
家
屋
全
壊
約
10
万
棟
、
半
壊
約
15
万
棟
、

約
46
万
世
帯
が
被
害
に
あ
っ
た
。
経
済
的
被
害
総
額
は
約

10
兆
円
に
の
ぼ
る
。 

　

被
害
者
は
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
よ
り
も
中
心
部
の
中
産

階
級
以
下
の
社
会
階
層
に
多
く
、
高
齢
者
が
44
％
に
達
す

る
な
ど
災
害
弱
者
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
生
物
的
弱
者
、

社
会
的
弱
者
が
大
部
分
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
被

害
が
深
刻
で
、
自
力
救
済

が
困
難
で
復
旧
に
長
期
間

か
か
っ
た
。
こ
の
戦
後
最
大
の
災
害
は
自
然
災
害
の
多
い
リ

ス
ク
社
会
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
。
そ
れ
は

災
害
防
止
な
ど
の
安
全
対
策
だ
け
で
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
環
境
を
破
壊
し
た
無
原
則
な
大
都
市
圏
拡
大
＝
郊
外
開
発

で
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
安
全
を
無
視
し
、
経
済
成
長
重
視
で

福
祉
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
都
市
政
策
の
転
換
を
迫
る
も
の

で
あ
る
。 

　

そ
し
て
何
よ
り
も
重
大
な
問
題
は
再
開
発
を
怠
っ
た
中
心

部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
大
量
に
含
む
老
朽
建
築
物
や
道
路
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
壊
滅
的
な
被
害

が
出
た
。
被
害
者
は
郊
外
部
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
よ
り
も
中
心

部
の
中
産
階
級
以
下
の
社
会
層
に
集
中
し
た
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
＝
中
心
部
の
開
発
を
怠
り
、
郊
外
開

発
に
専
念
し
た
都
市
政
策
の
失
敗
の
表
れ
で
あ
る
。
最
近
こ

れ
ま
で
の
郊
外
開
発
型
の
都
市
政
策
が
批
判
さ
れ
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
へ
政
策
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
で
も
あ
る
。 



第７章　識者の提言

172173

　

震
災
復
興
事
業
は
16
兆
３
０
０
０
億
円
に
お
よ
び
、
道

路
・
空
港
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ
、
人
口
や
住
宅
戸

数
な
ど
は
震
災
前
に
戻
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
は
復
旧
が
終

わ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
神
戸
市
は
果
た
し
て
震
災
の
教

訓
を
守
っ
て
、
市
民
の
生
活
重
視
の
都
市
政
策
に
転
換
で
き

た
で
あ
ろ
う
か
。
復
興
事
業
の
失
敗
か
ら
生
ま
れ
た
社
会
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
業
費
が
、

被
害
額
よ
り
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
神
戸
市
は
創
造
的
復
興
と
い
っ
て
、
災
害
復
旧
を
超
え

て
開
発
に
力
を
入
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
成
功
と
は
言
い
難

い
。
こ
の
政
策
で
造
ら
れ
た
神
戸
空
港
の
乗
客
の
予
測
不
足

に
よ
る
赤
字
、
埋
立
地
の
売
却
困
難
、
新
長
田
地
区
の
大
規

模
開
発
の
行
き
詰
ま
り
な
ど
の
一
方
で
、
震
災
難
民
の
生
活

困
難
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
の
復
興
災
害
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
心
配
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
と

り
あ
げ
る
二
次
災
害
と
い
え
る
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
で

あ
る
。
予
測
よ
り
も
早
く
２
０
０
８
年
３
月
、
解
体
・
撤
去

処
理
に
当
た
っ
て
い
た
男
性
が
中
皮
腫
で
労
災
認
定
さ
れ
た
。

震
災
時
の
予
防
が
お
く
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
暴
露
さ
れ
た
住

民
、
救
援
活
動
に
当
た
っ
た
公
務
労
働
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

な
か
ん
ず
く
解
体
・
撤
去
事
業
に
従
事
し
た
建
築
労
働
者
の

中
か
ら
震
災
関
連
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
出
る
可
能
性
が
高

い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
は
ま
だ
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
こ
れ
は
今
後
の
各
地
の
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に

重
大
な
教
訓
を
残
し
た
。 

２
．
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

　

震
災
時
の
兵
庫
県
防
災
計
画
に
は
環
境
保
全
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
か
っ
た
。
ま
た
復
興
10
年
委
員
会
の
「
復
興
10
年

総
括
検
証
・
提
言
報
告
」
（
２
０
０
５
年
１
月
）
に
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
文
字
は
一
字
も
な
い
。
震
災
当
時
す
で
に
ア
ス
ベ

ス
ト
の
健
康
被
害
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
が
、
２
０
０
５

年
６
月
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
、
国
も
自
治
体
も
そ
の

危
険
を
十
分
に
認
識
し
て
対
策
を
採
っ
て
い
な
か
っ
た
。
震

災
発
生
直
後
、
こ
の
地
域
の
事
業
所
や
住
宅
の
ど
こ
に
ど
れ

ぐ
ら
い
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
れ
が
崩

壊
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
飛
散
し
た
か
、
住
民
や
支
援
者
が
ど
の

ぐ
ら
い
暴
露
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
行
政
は
全
く
把
握
し
て

い
な
か
っ
た
。
震
災
対
策
は
人
命
救
助
、
避
難
所
の
住
民
救

援
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
集
中
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

な
ど
環
境
対
策
に
は
関
心
が
と
ぼ
し
か
っ
た
。
環
境
庁
が
注

意
を
喚
起
し
た
の
は
１
月
31
日
で
あ
り
、
測
定
が
始
ま
っ
た

の
は
２
月
６
日
か
ら
で
10
月
27
日
ま
で
９
次
に
わ
た
り
17
地

点
で
追
跡
調
査
を
し
、
さ
ら
に
住
民
の
訴
え
を
受
け
て
３
月

９
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
７
次
に
わ
た
り
建
築
物
解
体
現
場

周
辺
調
査
を
し
て
い
る
。
震
災
直
後
の
ば
い
じ
ん
が
立
ち
込

め
て
い
た
大
気
の
状
況
の
深
刻
さ
か
ら
言
っ
て
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
手
遅
れ
で
あ
ろ
う
。 

　

兵
庫
労
働
局
は
震
災
直
後
の
解
体
事
業
に
つ
い
て
外
傷
防

止
な
ど
の
安
全
と
労
働
条
件
を
監
督
・
指
導
し
た
が
、
粉
塵

な
ど
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
２
月
に

入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
石
綿
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
が
飛

散
防
止
対
策
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
徹
底
を
通
知
し
た
の
は

２
月
23
日
で
あ
る
。
兵
庫
県
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け

る
民
間
倒
壊
建
築
物
の
解
体
撤
去
工
事
に
関
す
る
指
針
」
は

４
月
25
日
、
神
戸
市
「
震
災
に
伴
う
家
屋
解
体
・
撤
去
工
事

に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
対
策
指
導
指
針
」
は
５
月
１
日

に
出
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
建
築
物
の
追
跡
点
検
調
査
は
全

壊
・
半
壊
に
つ
い
て
３
月
か
ら
３
回
行
い
１
７
０
０
棟
か
ら

１
１
０
棟
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
可
能
性
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
情
報
の
周
知
や
具
体
的
対
策
の
遅
れ
か
ら

「
事
前
除
去
の
十
分
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
に
解
体
・
撤
去

が
行
な
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
」
と
環
境
庁
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
報
告
し
て
い
る
。
兵
庫
労
働
局
は
２
月
20
日
ご
ろ
か

ら
簡
易
防
塵
マ
ス
ク
を
２
万
枚
配
り
、
業
者
や
所
有
者
に
警

告
を
し
た
と
い
う
が
、
実
際
に
解
体
・
撤
去
を
し
た
業
者
の

話
で
は
、
マ
ス
ク
な
ど
つ
け
て
い
ず
、
タ
オ
ル
を
口
に
巻
い

て
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
。
私
は
当
時
阪
神
地
区

の
震
災
の
現
場
を
歩
い
て
、
調
査
を
し
て
い
た
が
、
倒
壊
し

た
建
物
な
ど
か
ら
も
う
も
う
た
る
煤
塵
が
立
ち
こ
め
る
中

を
住
民
は
マ
ス
ク
を
つ
け
ず
に
働
い
て
お
り
、
80
年
代
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
み
た
よ
う
な
解
体
に
当
た
っ
て
建
物
を
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
っ
て
、
作
業
者
が
潜
水
服
の
よ
う
な
厳
重
な
装

備
を
し
て
水
を
か
け
て
作
業
す
る
よ
う
な
解
体
現
場
は
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 
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環
境
庁
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
大
気
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
」
（
１
９
９
５

年
12
月
22
日
）
の
中
で
、
先
の
観
測
の
結
果
を
評
価
し
て
い
る
。

一
般
環
境
に
つ
い
て
は
２
月
、
３
月
時
に
お
い
て
は
、
一
部

の
地
域
で
高
い
地
点
が
見
ら
れ
た
が
、
４
月
以
降
は
安
定
し

て
お
り
、
「
わ
が
国
の
都
市
地
域
の
環
境
濃
度
と
同
程
度
の

も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
工
場
・
事
業
場
か
ら

の
有
害
物
質
の
漏
出
な
ど
に
よ
る
二
次
汚
染
は
い
ま
の
と
こ

ろ
小
規
模
で
適
切
な
処
理
が
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し

先
の
よ
う
に
解
体
・
撤
去
に
つ
い
て
は
「
解
体
事
業
者
へ
の

周
知
が
必
ず
し
も
徹
底
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
法
制
度
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
」
、
解
体
業
者
の
意
識
が

十
分
な
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
の
べ
、
今
後
の
課

題
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
般
環
境
の
被
害
の
恐
れ
は

な
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
専
門
家
か
ら
異
議
が
出

て
い
る
よ
う
に
、
吹
き
つ
け
の
あ
る
建
造
物
の
解
体
現
場
と

周
辺
の
測
定
が
適
切
に
行
な
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た

一
部
の
基
準
を
上
回
る
長
田
地
区
や
西
宮
市
役
所
周
辺
の
地

域
に
つ
い
て
、
住
民
に
警
告
を
し
、
対
策
を
し
た
と
い
う
記

録
は
な
い
。
解
体
・
撤
去
の
労
働
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
厳
重
に
安
全
の
保
証
を
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
当
時
者
か
ら
は
あ
の
未
曾
有
の
混
乱
の
中
で
、
ア

ス
ベ
ス
ト
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
迅
速
な
判
断
は
不
可
能
で

あ
っ
た
と
い
う
が
、
事
前
の
対
策
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。 

　

こ
の
震
災
救
援
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
３
０
万

人
と
い
わ
れ
る
。
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
こ
の
空
前
の
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
的
な

救
援
活
動
の
成
果
が
、
今
後
の
災
害
対
策
の
み
な
ら
ず
、
町

づ
く
り
に
い
か
に
重
要
か
を
認
識
さ
せ
た
。
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
救
援
活
動
や
、
直
接
解
体
作
業
に

従
事
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ご
く
一
部
の
次
に
述
べ
る
市

民
運
動
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
除
い
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険

は
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
こ
の
人
た
ち
の
当

時
の
活
動
、
特
に
危
険
地
域
で
の
活
動
、
解
体
や
、
廃
棄
物

処
理
、
輸
送
な
ど
に
従
事
し
た
か
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら

な
い
。 

３
．
市
民
の
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
告
発
と
対
策
運
動 

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
市
民
は
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害

の
発
生
を
恐
れ
て
行
動
を
起
こ
し
た
。
も
と
も
と
神
戸
は
市

民
運
動
の
伝
統
が
あ
り
、
市
政
に
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て

い
た
。
こ
の
伝
統
が
あ
っ
た
の
で
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
も
い

ち
早
く
、
市
民
が
問
題
を
提
起
し
た
。
環
境
監
視
研
究
所
の

中
地
重
晴
氏
は｢

被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

を
組
織
し
、
被
災
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

解
体
中
の
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
見
つ
け
、
公
共
機
関
に

通
報
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
さ
せ

た
上
で
、
通
常
の
解
体
工
事
を
行
う
よ
う
に
さ
せ
た
。
こ
の

経
験
に
つ
い
て
、
彼
は｢

阪
神
大
震
災
の
二
次
被
害
と
し
て

の
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
の
教
訓｣

と
い
う
報
告
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
彼
は
鉄
筋
や
鉄
骨
づ
く
り
の
ビ
ル
は
１
２
２
４
棟

倒
壊
し
た
が
、
そ
の
処
理
は
緊
急
性
が
重
視
さ
れ
て
、
飛
散

防
止
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
立
て
た
り
、
作
業
用
の
小
屋
を

建
て
た
り
す
る
の
が
難
し
く
、
重
機
が
が
れ
き
の
山
の
中
を

直
接
上
り
、
危
険
な
作
業
を
し
た
。
家
財
道
具
な
ど
は
持
ち

出
せ
な
い
の
で
、
散
水
を
せ
ず
、
作
業
が
行
わ
れ
た
。
３
月

末
ま
で
水
道
の
復
旧
が
遅
れ
た
の
で
、
粉
じ
ん
の
飛
散
が
助

長
さ
れ
た
。
住
民
は
情
報
不
足
で
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

人
は
少
な
く
、
家
財
道
具
の
確
認
や
解
体
作
業
を
見
守
っ
て

い
た
の
で
、
作
業
者
と
同
様
な
被
ば
く
を
し
て
し
ま
う
住
民

が
多
か
っ
た
。 

　

彼
の
調
査
で
は
神
戸
市
東
灘
区
国
道
２
号
線
沿
い
の
ビ
ル

の
解
体
現
場
で
は
青
石
綿
１
６
０
～
２
５
０
本
／
㍑
の
高
濃

度
の
下
で
、
散
水
も
せ
ず
、
無
防
備
の
住
民
が
見
守
り
、
通

行
す
る
中
で
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
３
月
以
降
は
個
人
の

所
有
建
物
は
災
害
廃
棄
物
と
し
て
、
国
費
で
行
わ
れ
た
た
め

に
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
は
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建

物
に
つ
い
て
は
除
去
工
事
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
解
体
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
、
業
者
を
指
導
し
た
。
し
か
し
最
初

の
説
明
会
は
７
月
20
日
が
最
初
な
の
で
、
初
期
の
解
体
は
ず

さ
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
局
は
ど
の
く
ら
い
吹
き

つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
が
何
体
解
体
さ
れ
た
か
、
そ
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の
う
ち
完
全
処
理
と
不
完
全
処
理
の
区
別
な
ど
は
不
明
で
あ

る
。
神
戸
市
が
１
９
９
５
年
３
月
時
点
で
発
表
し
た
吹
き
つ

け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
実
態
は
、
倒
壊
ビ
ル
１
２
２
４
棟
の
う
ち

で
、
緊
急
に
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
外
か
ら
確
認
で
き
た

の
が
わ
ず
か
25
棟
で
あ
っ
た
。 

　

さ
ら
に
６
月
の
調
査
で
は
未
解
体
の
ビ
ル
は
２
０
０

棟
、
そ
の
他
（
解
体
撤
去
中
、
解
体
準
備
中
、
補
修
工
事
中
）

１
７
７
棟
を
入
れ
て
３
７
７
棟
の
う
ち
、
吹
き
つ
け
あ
り
が

50
棟
、
吹
き
つ
け
無
し
が
１
１
１
棟
、
不
明
が
２
１
６
棟
と

な
っ
て
い
る
。
吹
き
つ
け
ビ
ル
の
半
分
の
25
棟
は
中
央
区
で

あ
る
。
仲
地
環
境
監
視
所
長
は
３
月
と
６
月
を
比
べ
て
、
解

体
工
事
が
進
む
と
吹
き
つ
け
あ
り
の
数
が
増
え
て
い
る
の
で

解
体
ビ
ル
の
10
％
程
度
、
１
０
０
棟
以
上
に
吹
き
つ
け
ア
ス

ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。 

　

神
戸
市
が
１
９
９
５
年
９
月
時
点
で
発
表
し
た
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
の
把
握
し
た
件
数
の
20
％
程
度
は
き
ち
ん
と
し

た
除
去
工
事
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
中
地
氏
は
早
い
段
階
で

調
査
不
十
分
な
ま
ま
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

こ
の
不
十
分
な
工
事
と
合
わ
せ
て
、
高
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
幸
い
神
戸
市
の
場
合

に
は
、
公
費
で
解
体
工
事
が
行
わ
れ
た
の
で
、
状
況
が
把
握

で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
不
十
分
な
作
業
を
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
な
い
と

さ
れ
た
解
体
工
事
の
現
場
周
辺
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
高
い
濃

度
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
が
倒

壊
の
際
に
飛
散
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
、
建
材
の
方
の
注
意

も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
市
民
の
調
査
、
監
視
活
動
を
通
じ
て

の
教
訓
は
、
事
前
の
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
把
握
、
事
前

の
除
去
工
事
の
必
要
性
で
あ
る
。
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後

公
共
建
築
物
な
ど
で
は
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
と

除
去
工
事
が
進
ん
だ
が
、
民
間
の
施
設
は
除
去
工
事
に
費
用

が
か
か
る
た
め
、
ま
だ
一
部
の
病
院
、
福
祉
施
設
、
学
校
な

ど
を
除
い
て
、
進
ん
で
い
な
い
。
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の

感
覚
か
ら
言
え
ば
、
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
効
果
が

な
く
、
今
後
に
不
安
を
残
し
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
な
い

か
。 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
約
３
０
０
０
種
類
の
商
品
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
今
後
最
も
多
い
危
険
は
、

建
造
物
、
建
物
の
付
属
物
（
冷
暖
房
、
電
気
器
具
）
、
車
両
、

上
下
水
道
・
橋
梁
な
ど
の
社
会
資
本
の
解
体
や
補
修
の
際
に

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
で
あ

る
。
な
か
で
も
老
朽
化
し
た
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
建
造

物
は
危
険
で
あ
る
。
公
共
建
造
物
で
も
除
去
工
事
が
終
わ
っ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
し
て
や
民
間
の
除
去
工
事
は
進

ん
で
い
な
い
。 

　

工
事
の
当
事
者
が
予
防
を
す
れ
ば
よ
い
が
、
解
体
費
が
２

倍
に
な
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
価
に
な
る
と
持
ち
主
が
、
同

意
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。 

　

日
本
石
綿
協
会
に
よ
れ
ば
、
建
材
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
石
綿
は
５
０
０
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
の
解

体
に
よ
る
石
綿
の
除
去
の
ピ
ー
ク
は
２
０
２
０
年
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
被
害
は
こ
れ

か
ら
顕
在
化
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

４
．
今
後
の
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

　

２
０
０
５
年
６
月
の
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
は
こ
れ
ま
で
の

ル
ー
ズ
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
一
変
し
た
。
２
０
０
７
年
８

月
環
境
省
は
「
災
害
時
に
お
け
る
石
綿
飛
散
防
止
に
係
る
取

り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
震
災
の

後
処
理
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
廃
棄

物
処
理
法
な
ど
に
も
と
づ
い
て
対
策
を
と
っ
て
い
た
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
事
前
準
備
が
な
か
っ
た
こ
と
や
解
体
時

の
飛
散
防
止
が
完
全
で
な
か
っ
た
教
訓
か
ら
、
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
こ
と
を
決
め
た
と
し
て
い
る
。
震
災
以
後
11
年

も
た
っ
て
作
っ
た
意
図
は
、
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
ア
ス

ベ
ス
ト
の
被
害
が
顕
在
化
し
、
そ
の
被
害
の
深
刻
さ
に
衝
撃

を
受
け
、
防
災
の
必
要
を
初
め
て
認
識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

遅
き
に
失
し
て
い
る
が
、
な
い
よ
り
は
あ
る
方
が
よ
い
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。 

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
平
常
時
の
準
備
と
し
て
い
る
の
は
、
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専
門
家
の
事
前
の
確
保
と
解
体
し
た
廃
棄
物
の
一
時
保
管
場

所
の
確
保
、
処
理
に
つ
い
て
の
他
の
団
体
と
の
連
絡
な
ど
で

あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
心
は
震
災
後
の
飛
散
防
止
の
応
急

措
置
の
指
示
に
あ
る
。
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
で
は
震
災
発
生
後

24
時
間
程
度
の
初
動
対
応
期
は
人
命
救
助
に
専
念
中
な
の
で
、

72
時
間
を
経
た
生
活
保
護
（
食
糧
支
援
な
ど
）
が
終
わ
る
こ

ろ
か
ら
倒
壊
個
所
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
応
急
危
険
度
の
判
定
を

は
じ
め
、
イ
ン
フ
ラ
の
回
復
す
る
１
週
間
前
後
で
応
急
措
置

を
取
り
、
解
体
を
始
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
応
急
危
険
度

判
定
の
対
象
は
鉄
骨
、
鉄
筋
及
び
鉄
骨
鉄
建
築
の
年
代
に

よ
っ
て
危
険
度
を
区
別
し
て
い
る
。
１
９
７
５
年
に
は
原
則

と
し
て
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
禁
止
し
し
た
の
で
、
そ
れ

以
前
の
建
築
物
は
危
険
度
が
高
い
。
そ
こ
で
ま
ず
75
年
以
前

の
建
造
物
に
監
視
の
重
点
を
置
く
。
１
９
９
５
年
に
は
青
石

綿
、
茶
石
綿
含
有
製
品
の
使
用
を
禁
止
し
、
１
％
以
上
石
綿

含
有
建
材
を
規
制
対
象
に
し
た
の
で
、
そ
れ
以
前
の
建
造
物

は
注
意
を
す
る
。
さ
ら
に
１
９
８
１
年
以
降
の
耐
震
基
準
の

改
訂
に
よ
っ
て
、
建
造
物
倒
壊
の
可
能
性
が
減
少
し
て
い
る

の
で
、
調
査
の
対
象
が
少
な
く
な
る
。 

　

今
後
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
、
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス

ト
処
理
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
事
前
対
策
に
問
題
が
あ

る
。
先
の
応
急
危
険
度
判
定
に
あ
る
よ
う
に
、
建
築
年
度
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
１
９
９
６
年
以
前
の
建
造
物
特
に

１
９
７
５
年
以
前
の
建
造
物
が
前
も
っ
て
わ
か
っ
て
お
れ
ば
、

判
定
は
速
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
自
治
体
が
建
築
物
の

建
設
年
次
を
把
握
す
る
こ
と
、
特
に
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト

の
有
無
を
知
っ
て
お
れ
ば
、
予
防
を
比
較
的
確
実
に
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
災
害
危
険
予
想
図
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
激

甚
地
域
予
想
図
が
自
治
体
の
手
元
に
あ
れ
ば
、
災
害
発
生
と

同
時
に
、
そ
の
地
域
の
住
民
に
危
険
を
予
知
し
て
、
マ
ス
ク

な
ど
の
防
護
具
が
く
ば
れ
う
る
の
で
な
い
か
。
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
よ
う
に
災
害
発
生
後
72
時
間
は
調
査
ど
こ
ろ
で
は
な

い
か
ら
、
そ
の
間
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
暴
露
す
る
危
険
が
あ
る
。

事
前
に
危
険
地
区
が
わ
か
っ
て
お
れ
ば
、
防
護
具
を
配
布
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
72
時
間
の
間
に
倒
壊
家
屋
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

措
置
が
事
前
に
指
示
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
な
い
か
。
そ
の
他

ま
だ
問
題
点
が
残
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

各
自
治
体
の
防
災
対
策
の
中
に
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
。
ま
た

こ
れ
は
災
害
対
策
の
公
務
員
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

住
民
や
解
体
業
者
な
ど
に
も
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
っ
て
も
よ
い
。 

　

私
達
は
『
終
わ
り
な
き
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
―
地
震
大
国
日

本
へ
の
警
告
』
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
を
２
０
１
１
年
１
月

に
出
し
た
。
こ
の
中
の
主
な
６
１
６
の
自
治
体
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
に
、
地
域
防
災
計
画
に
震
災

時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
な
い
団

体
が
72
・
５
％
、
先
の
環
境
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
認
識
し
て
い

る
団
体
は
約
40
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
か
月
後

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
反
映

し
て
多
く
の
自
治
体
は
ま
っ
た
く
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
の
事

前
・
事
後
対
策
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
他
の
論

文
に
あ
る
よ
う
に
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
の
脅
威
は
こ
れ
か
ら

始
ま
る
で
あ
ろ
う
。 

　

震
災
の
教
訓
か
ら
神
戸
市
の
場
合
は
事
前
に
ア
ス
ベ
ス
ト

の
危
険
地
域
の
対
策
を
立
て
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
よ
っ
て
、
建
造
物
の
建
築
年
次
を
調
べ
、

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
あ
る
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ

れ
を
公
表
は
し
て
い
な
い
。
住
民
の
健
康
診
断
、
特
に
が
ん

と
結
核
の
検
診
を
お
こ
な
っ
て
、
要
注
意
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
が
、
本
人
の
申
し
出
の
な
い
限
り
、
登
録
し
て
、
追

跡
健
康
調
査
を
す
る
よ
う
な
措
置
は
取
っ
て
い
な
い
。
震
災

の
教
訓
か
ら
ど
の
よ
う
に
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
を
予
防
す
る
か

は
、
今
後
の
課
題
だ
が
、
差
し
当
た
っ
て
次
の
よ
う
な
措
置

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

事
後
対
策

①
当
時
の
被
害
マ
ッ
プ
を
作
り
、
汚
染
地
区
の
住
民
の
追
跡

調
査
。
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
建
造
物
解
体
・
撤
去
現
場

の
労
働
者
、
業
者
指
導
・
管
理
の
公
務
員
、
周
辺
住
民
の

登
録
と
健
康
診
断
の
継
続
。 

②
震
災
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
と
く
に
解
体
・
撤

去
に
従
事
し
た
他
府
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
登
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録
を
呼
び
か
け
、
健
康
診
断
の
実
施
。 

③
震
災
当
時
の
建
造
物
解
体
・
撤
去
に
つ
い
て
の
記
録
、
特

に
解
体
業
者
、
建
築
労
働
者
、
廃
棄
物
処
理
業
者
、
環
境

関
係
公
務
員
の
当
時
の
活
動
の
記
録
の
収
集
。

事
前
予
防
対
策

　

地
域
防
災
計
画
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
防
災
計
画
を
入
れ
る

こ
と
。 

　

地
域
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
蓄
積
量
を
把
握
す
る
こ
と
、
耐
震

診
断
計
画
を
立
て
る
際
に
建
造
物
に
つ
い
て
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
の
状
況
の
把
握
を
す
る
こ
と
、
も
し
調
査
が
困
難
な

場
合
は
、
神
戸
市
の
よ
う
に
建
造
物
の
建
築
年
次
に
よ
っ
て

分
類
し
た
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
。 

　

環
境
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
建
築
業
者
、
解
体
業

者
、
廃
棄
物
処
理
業
者
に
平
常
時
に
周
知
さ
せ
、
震
災
時
の

ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
防
止
計
画
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。 

神
戸
市
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
改
定
（
案
）
の
問
題
点 

　

神
戸
市
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
に
学
び
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
津
波
に
備
え
て
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
中
の
「
４
．
課
題
と
教
訓
」
の
14
．
被
災
地
安

全
確
保
の
中
の
「
被
災
建
物
調
査
」
と
「
災
害
廃
棄
物
処
理
」

の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、
何
も
書
い
て
い
な

い
。
は
た
し
て
、
１
９
９
５
年
の
震
災
の
教
訓
は
生
き
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。 

阪
神
大
震
災
の
被
害

　

本
稿
は
、
阪
神
大
震
災
か
ら
20
年
、
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
10
年
を
契
機
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
阪
神
大
震
災
の
二
次
被

害
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
の
教
訓
」
（
本
書
ア
ス
ベ
ス

ト
リ
ス
ク
の
初
版
）
の
内
容
に
、
そ
の
教
訓
が
そ
の
後
の
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

令
和
元
年
能
登
半
島
地
震

に
活
か
せ
た
の
か
、
今
後

来
る
べ
き
関
東
直
下
型
地

震
や
中
南
海
ト
ラ
フ
に
よ

る
大
地
震
の
備
え
の
た
め

に
、
何
を
教
訓
と
し
て
残
す
べ
き
な
の
か
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
、
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
の
は
、
１
９
８
５
年
か
ら
で
す
。
そ
の

前
後
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進
国
で
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
使
用
禁
止
が
始
ま
り
、
日
本
で
も
あ
る
程
度
減
少
傾
向

に
は
あ
る
が
、
大
幅
に
減
少
し
た
と
は
い
え
な
い
時
期
に
、

私
た
ち
は
大
き
な
地
震
の
二
次
被
害
と
し
て
、
大
気
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
濃
度
が
増
加
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し

た
。

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
地
震

で
は
約
３
０
０
万
人
が
被
害
を
受
け
、
60
万
戸
以
上
の
家
屋

熊
本
学
園
大
学
教
授　
　

中
地
　
重
晴

阪
神
大
震
災
の
二
次
被
害
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
の
教
訓
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や
ビ
ル
が
破
損
し
ま
し
た
。
家
が
倒
壊
し
、
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
人
は
一
時
30
万
人
以
上
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

倒
壊
し
た
家
屋
や
ビ
ル
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
構
造
物
の
が

れ
き
、
災
害
廃
棄
物
の
総
量
は
お
よ
そ
１
５
０
０
万
ト
ン
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
の
前
年
１
９
９
４
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
地

震
が
起
こ
っ
た
時
、
日
本
の
構
造
物
の
耐
震
性
に
は
自
信
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
阪
神
高
速

道
路
の
橋
脚
が
約
１
km
に
渡
っ
て
崩
れ
落
ち
、
神
戸
の
中
心

街
三
宮
付
近
で
は
多
く
の
古
い
高
層
ビ
ル
が
壊
れ
ま
し
た
。

倒
壊
し
た
建
物
の
解
体
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
大
気
中
の

ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
と
い
う
二
次
災
害
が
社
会
問
題
に
な
り
ま

し
た
。

被
災
地
の
解
体
作
業
の
特
徴

　

神
戸
市
内
で
は
、
11
万
棟
以
上
の
家
屋
が
全
半
壊
し
、
鉄

筋
や
鉄
骨
造
の
ビ
ル
は
１
２
２
４
棟
が
倒
壊
し
、
使
用
不
能

に
な
り
ま
し
た
。
震
災
後
の
こ
れ
ら
の
ビ
ル
の
解
体
作
業
は

通
常
の
ビ
ル
の
解
体
作
業
と
は
異
な
る
様
相
を
見
せ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
も
改
善
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

①
解
体
作
業
の
緊
急
性
が
重
要
視
さ
れ
、
傾
い
た
り
、
道
路

に
は
み
出
し
た
建
物
は
、
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
や
遮
音
の

た
め
の
シ
ー
ト
を
立
て
た
り
、
作
業
用
の
足
場
を
組
む
こ

と
が
難
し
く
、
が
れ
き
の
山
の
中
に
重
機
が
直
接
の
ぼ
り
、

危
険
な
状
態
で
作
業
が
行
わ
れ
た
。

②
通
常
で
は
、
家
財
道
具
を
持
ち
出
し
、
内
装
材
を
は
ず
し

た
後
で
、
解
体
作
業
を
行
う
。
予
期
せ
ぬ
大
地
震
で
倒
壊

し
た
た
め
に
、
貴
重
品
や
家
財
道
具
を
持
ち
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
粉
じ
ん
防
止
の
た
め
の
散
水
を
行
わ
ず
に
、
貴

重
品
な
ど
を
探
し
な
が
ら
解
体
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
３
月
末
ま
で
水
道
が
復
旧
せ
ず
、
粉
じ
ん
の
飛
散
が

助
長
さ
れ
た
。

③
震
災
直
後
の
解
体
で
は
、
住
人
が
解
体
作
業
を
見
守
り
、

が
れ
き
の
中
か
ら
自
分
や
家
族
の
貴
重
品
や
思
い
出
の
品

な
ど
を
確
認
し
て
い
た
が
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
人

は
少
な
く
、
粉
じ
ん
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
害
性
に
つ
い
て

知
識
も
な
い
ま
ま
、
作
業
者
と
同
じ
程
度
に
ア
ス
ベ
ス
ト

に
被
ば
く
し
て
し
ま
う
市
民
が
多
か
っ
た
。

ビ
ル
解
体
に
伴
う
大
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
上
昇

　

倒
壊
し
た
古
い
鉄
筋
の
建
物
の
多
く
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

吹
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
解
体
作
業
に
伴
っ
て
、
粉
じ

ん
の
発
生
が
住
民
の
健
康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

全
国
か
ら
救
援
物

資
の
一
つ
と
し
て

マ
ス
ク
が
大
量
に

集
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
に
な
っ
て
、

環
境
庁
が
環
境
中

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
心
配
さ

れ
て
い
た
揮
発
性

の
有
機
塩
素
系
化

合
物
等
の
化
学
物

質
濃
度
は
変
化
な

く
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
濃
度
の
上
昇
の
み
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
筆
者
ら
の
調
査
で
、
神
戸
市
東
灘
区
の
国
道
２
号

線
沿
い
の
ビ
ル
の
解
体
現
場
周
辺
で
、
１
６
０
～
２
５
０
本

／
㍑
と
い
う
高
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
が
検
出
さ
れ
、
社

会
問
題
化
し
ま
し
た
。
こ
の
解
体
現
場
で
は
、
ク
ロ
シ
ド
ラ

イ
ト
（
青
石
綿
）
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
鉄
骨
を
解
体
す
る
作

業
が
、
散
水
も
せ
ず
、
無
防
備
の
住
民
が
見
守
り
、
通
行
す

る
中
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
飛
散
さ
せ
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
測
定
さ
れ
た
濃
度
は
屋
内
で
の
作
業
環
境
中
の

ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
濃
度
の
基
準
値
同
レ
ベ
ル
か
超
え
る
も
の

で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
一
般
大
気
中
濃
度
と
し
て
は
非
常

に
高
い
濃
度
で
し
た
。

　

ま
た
、
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
が
同

年
４
月
か
ら
使
用
禁
止
に
な
る
予
定
の
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト

（
青
石
綿
）
と
い
う
有
害
性
の
高
い
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
っ
た

こ
と
も
問
題
視
さ
れ
た
重
要
な
理
由
で
し
た
。

鉄骨に吹き付けられたクロシドライト



第７章　識者の提言

184185

被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動

　

震
災
後
、
３
月
末
に
、
筆
者
ら
は
「
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
被
災
地
の
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
結
成
し
、
被
災
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

解
体
中
の
建
物
か
ら
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
も
の
を

見
つ
け
、
神
戸
市
や
兵
庫
県
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に

通
報
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
行
っ
た

う
え
で
、
通
常
の
解
体
作
業
を
行
う
よ
う
に
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
や
健
康
被
害
に
関
す

る
電
話
相
談
に
答
え
る
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

不
明
な
ま
ま
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
実
態

　

被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
は
国
や
地
方
自
治
体
も
黙
認

し
て
お
け
な
く
な
り
、
環
境
庁
は
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
約

１
年
間
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
は
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
の
解
体
の
場
合
に
は
、
除
去
工

事
を
行
っ
た
う
え
で
、
解
体
す
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
説
明
会
を
開
催
し
、
業
者
を
指
導
し
ま
し
た
が
、
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
が
何
棟
解
体
さ
れ
た
の
か
、

き
ち
ん
と
除
去
工
事
を
行
っ
た
建
物
は
何
棟
な
の
か
、
不
十

分
な
解
体
作
業
は
何
棟
あ
っ
た
の
か
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　

た
ま
た
ま
、
個
人
所
有
の
建
物
は
災
害
廃
棄
物
と
し
て
処

理
費
用
は
国
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
以
降
の
解

体
物
件
に
対
し
て
は
、
所
有
が
神
戸
市
な
ど
自
治
体
に
申
込

み
三
者
で
契
約
し
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
費
用
も

公
費
で
支
出
さ
れ
た
た
め
に
ず
さ
ん
な
解
体
工
事
は
減
り
ま

し
た
。
兵
庫
労
働
基
準
局
と
兵
庫
県
が
除
去
工
事
に
つ
い
て

解
体
業
者
を
集
め
て
開
催
し
た
説
明
会
は
７
月
20
日
が
最
初

な
の
で
、
初
期
の
も
の
に
ず
さ
ん
な
工
事
が
多
か
っ
た
と
考

え
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

神
戸
市
な
ど
が
発
表
し
た
資
料
を
も
と
に
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
の
あ
っ
た
建
物
で
解
体
さ
れ
た
棟
数
の
把
握
数
の
推

移
を
説
明
し
ま
す
。
表
１
は
阪
神
・
淡
路
大
地
震
か
ら
約

２
ヶ
月
経
っ
た
３
月
末
に
調
査
さ
れ
た
結
果
で
す
が
、
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た
建
物
は
25
棟
と
少
な
い
で

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
多
く
の
人
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
倒
壊
し
た
ビ
ル
を
解
体
す
る
作
業
よ
り
も
電
気
、

水
道
、
都
市
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
力
が
注

が
れ
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
の
調
査
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
建
物
の
被
害
を
調
べ
た
建
築
関
係

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
査
員
の
中
で
、
ど
の
程
度
吹
き
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
後
、
一
定
解
体
作
業
が
進
ん
だ
６
月
時
点
の
調
査

結
果
を
表
２
に
示
し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、
未
解
体
が

２
０
０
棟
と
な
っ
て
お
り
、
倒
壊
し
た
ビ
ル
の
ほ
ぼ
８
割
が

解
体
さ
れ
た
か
、
準
備
中
か
何
ら
か
の
手
が
加
え
ら
れ
た
状

態
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
か
な
り
解
体
作
業
が
進
ん
だ

段
階
で
す
が
、
吹
き
付
け
あ
り
の
数
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
解
体
さ
れ
た
ビ
ル
の
１
割

程
度
に
は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
よ
そ
１
０
０
棟
を
超
え
る
建
物
に
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測

し
て
い
ま
す
。
こ
の
予
測
は
、
「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪

神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
再
検
討
し
ま
し
た
が
、

高濃度のアスベストが測定された解体現場
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区分 棟数 アスベスト
使用可能性

①アスベストが確認された建築物 25 確実
②吹きつけが確認された昭和 50 年以前の建築物 15 可能性大
③吹きつけが不明の昭和 50 年以前の鉄骨造の建築物 104 可能性中
④吹きつけが不明の昭和 50 年以前の鉄骨造以外の建
築物 335 可能性小

⑤その他 745 可能性なしと
は言えない

合計 1,224

表 1　倒壊ビルにおける吹き付けアスベスト使用実態調査

表 2　未解体の倒壊ビルにおける吹き付けアスベスト使用実態調査（6 月調査）

区分 東灘 灘 中央 兵庫 長田 須磨 合計
未解体 14 27 100 20 28 11 200
その他 19 20 63 38 12 25 177
吹き付けあり 9 5 25 2 7 2 50
吹き付け無し 14 4 13 24 32 24 111
不明 10 38 125 32 1 10 216
合計 33 47 163 58 40 36 377

注）その他－解体撤去中、解体準備中、補修工事中等
吹き付けあり―何らかの吹き付けが確認されたもの（現在検討中）

表 3　神戸市にアスベスト除去工事の把握状況（9 月末調査）

分類 件数
事前調査によりアスベストの使用を確認し、市と協議のうえ解体前
にアスベスト除去を実施 42 件

工事着手後にアスベストの使用が発見され、一時工事を中止し、市
との協議を行いアスベストを除去 2 件

アスベストが使用され
ているにもかかわらず
市と協議せず、工事着
手し、適切な対策を実
施しなかったもの

市の指導により工事を中止し、それ以降に
ついては、市との協議によりアスベスト除
去を実施したもの

5 件

市の指導により工事を中止したが、ほぼ解
体が終了しており、市の指導によりアスベ
スト廃棄物の処分のみを実施したもの

4 件

市が発見した段階で既に解体 ･ 撤去が終了
していたもの 4 件

大
き
く
間
違
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

神
戸
市
が
９
月
末
時
点
で
発
表
し
た
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
工
事
の
把
握
状
況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。
把
握

し
て
い
た
件
数
の
２
割
程
度
に
き
ち
ん
と
し
た
除
去
工
事
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
神
戸
市
に
よ
る

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
解
体
工
事
の
把
握
は
不
十
分
で
、

１
９
９
６
年
３
月
末
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
が
実
施
さ

れ
た
建
物
を
89
件
把
握
し
、
適
正
実
施
が
70
件
、
市
へ
の
報

告
遅
延
等
手
続
き
に
瑕
疵
が
３
件
、
不
適
正
工
事
だ
が
、
工

事
終
了
後
に
市
が
発
見
し
た
の
が
８
件
、
不
適
正
工
事
で
、

工
事
中
止
勧
告
や
改
善
指
導
し
た
の
は
８
件
の
み
で
、
不
適

正
な
工
事
は
９
月
ま
で
の
早
い
時
期
に
実
施
さ
れ
、
神
戸
市

の
対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
と
表
１
に
あ
る
早
い
段
階
で
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の

有
無
を
調
査
せ
ず
に
解
体
さ
れ
た
ビ
ル
も
あ
る
た
め
、
被
災

地
で
は
解
体
工
事
に
伴
っ
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
が
起
こ

り
、
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
が
一
時
期
上
昇
し
た
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
阪
神
大
震
災
の
場
合
、
災
害
援

護
法
が
適
用
さ
れ
た
た
め
、
民
間
家
屋
の
場
合
は
、
国
庫
か

ら
解
体
費
用
と
廃
棄
物
の
処
理
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
に

申
請
し
、
三
者
契
約
を
結
ん
だ
た
め
、
神
戸
市
が
多
く
の
解

体
工
事
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
き
ち
ん
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
が
行
わ
れ
ず
に

解
体
さ
れ
た
ビ
ル
が
相
当
数
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
件
数
と
神
戸
市
の
把

握
件
数
と
は
差
が
あ
り
、
実
態
把
握
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
建
物
の

解
体
工
事
の
前
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
事
前
調
査
や
、
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に
対
す
る
報
告
の
強
化
な
ど
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
神
戸
で
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
の
大
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
上
昇

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
地
震
発
生
直
後
か
ら
、

倒
壊
し
た
ビ
ル
の
解
体
作
業
に
伴
っ
て
、
大
気
中
の
ア
ス
ベ

ス
ト
濃
度
は
上
昇
し
ま
し
た
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
環
境
庁

が
２
月
か
ら
毎
月
実
施
し
た
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
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図 2　震災後の神戸市内の大気中アスベスト濃度（神戸市のホームページから）

図 1　環境庁による被災地のアスベスト環境モニタリング調査結果

で
明
ら
か
で
す
。
そ
の
後
、
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
は
、

解
体
作
業
が
終
了
す
る
の
と
平
行
し
て
減
少
し
ま
し
た
。
神

戸
市
の
１
９
９
４
年
度
か
ら
９
年
間
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の

経
年
変
化
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
地
震
直
後
、
最
高
３
・
５

本
／
㍑
で
あ
っ
た
の
が
、
１
年
後
で
は
０
・
４
本
／
㍑
と
な

り
、
徐
々
に
減
少
し
、
０
・
１
本
／
㍑
程
度
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
よ
っ
て
、
ど
の
程

度
の
健
康
被
害
が
起
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
何
人

か
の
研
究
者
の
推
定
で
は
、
当
時
約
３
５
０
万
人
い
た
住
民

の
間
で
10
人
～
１
０
０
人
程
度
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
が
ん
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
潜
伏
期
間
を
考
慮
す

る
と
、
こ
れ
か
ら
不
幸
に
し
て
発
症
す
る
例
が
あ
っ
て
も
、

統
計
的
に
増
加
が
確
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
程
度

だ
と
い
え
ま
す
。
悪
性
中
皮
腫
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
地

震
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
可
能
性
を
疑
う
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
肺
が
ん
の
場
合
に
は
、
因
果
関
係
を
立
証
す
る
こ

と
は
か
な
り
困
難
だ
と
い
え
ま
す
。

　

筆
者
が
、
１
９
９
５
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
悪
性
中

皮
腫
の
死
亡
統
計
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
の

悪
性
中
皮
腫
の
死
亡
者
数
は
都
道
府
県
別
で
は
、
一
番
多
く
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
増
加
数
や
Ｓ
Ｍ

Ｒ
（
標
準
化
死
亡
率
）
に
は
、
増
加
傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
、
死
亡
者
が
増
加
す
る
か
注
目
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
教
訓

　

阪
神
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
倒
壊
し
た
ビ
ル
に
、
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
解
体
作
業
と
と
も
に
環
境
中

に
飛
散
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
き
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
が
な
い
と
さ
れ
た
建
物
の
解
体
現
場
周
辺
で
も
ア

ス
ベ
ス
ト
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
最
大
約
20
本

／
㍑
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
解
体
作
業

に
よ
っ
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
か
ら
も
飛
散
す
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
教
訓
と
し
て

平
常
時
か
ら
、
ビ
ル
の
所
有
者
や
自
治
体
が
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
の
存
在
を
調
査
し
、
記
録
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
。

さ
ら
に
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が
わ
か
れ
ば
、
地



第７章　識者の提言

190191

震
が
来
る
前
に
除
去
工
事
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
解
体
作
業

時
に
は
そ
の
他
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
か
ら
も
飛
散
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
極
力
使
用
し
な
い
こ
と
。
解
体
時
に
は

慎
重
に
作
業
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を
兵
庫
県
や
神
戸
市
が
実

施
し
た
の
は
、
阪
神
大
震
災
直
後
で
は
な
く
、
２
０
０
５
年

の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
調
査
の
必
要
性
を
自
治
体

が
認
識
し
て
か
ら
で
す
。
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い

東
北
各
県
で
は
こ
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
ず
、
未
調
査
の
ま
ま

だ
っ
た
の
で
、
東
日
本
大
震
災
後
、
建
物
調
査
し
た
り
、
解

体
工
事
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
が
起
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
ど
こ
か
で
近
い
将
来
大
き
な
地
震
が
起
き
る

の
は
確
実
な
の
で
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
建
物
は

す
で
に
築
40
年
を
経
過
し
、
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
倒
壊
す

る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
方
自
治
体

が
地
震
に
対
す
る
防
災
計
画
を
作
成
す
る
際
に
は
、
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
も
事

前
調
査
し
、
対
策
を
必
ず
検
討
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
教
訓
の
実
質
化
状
況

　

阪
神
大
震
災
か
ら
１
年
後
、
筆
者
は
阪
神
大
震
災
の
教
訓

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
30
年
経
過
し
、
そ
の
教
訓

が
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
検
討
し
て
み
ま
し
た
。

「
①
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
調
査
し
、
記
録
を
保

存
す
る
」
は
、
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
に
、
建
築

申
請
図
書
な
ど
を
活
用
し
て
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
は
じ
め
、

全
国
の
自
治
体
で
実
施
し
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
②
平
時
か
ら
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す
る
よ
う
心

が
け
る
」
は
、
２
０
０
５
年
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後
、
公
的
施

設
で
は
、
除
去
工
事
な
ど
の
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
実
施
し

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
の
建
物
の
除
去
工
事
に
つ
い
て
は
、

解
体
時
で
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。

「
③
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
封
じ
込
め
や
囲
い
込
み

は
地
震
で
倒
壊
す
れ
ば
、
除
去
工
事
が
必
要
な
の
で
行
わ
な

い
」
は
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
解
体
時
ま
で
残
置
さ
れ

る
の
で
、
地
震
や
水
害
等
の
予
期
せ
ぬ
災
害
で
建
物
が
破
損

し
た
と
き
は
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
④
地
震
で
倒
壊
す
れ
ば
、
解
体
作
業
時
に
飛
散
す
る
の
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
も
使
用
し
な
い
。
」
は
、
２
０
０
４

年
10
月
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
建
材
は
製
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
東
日
本

大
震
災
で
壊
れ
た
倉
庫
等
の
建
物
を
修
理
し
て
、
使
用
す
る

場
合
に
、
波
型
ス
レ
ー
ト
な
ど
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材

と
、
含
有
し
な
い
建
材
が
混
在
し
、
解
体
時
の
事
前
調
査
時

に
き
ち
ん
と
把
握
で
き
る
か
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
⑤
防
災
計
画
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
入
れ
る
」
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
全
国
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
地
震
だ
け
で
な
く
、
水
害
な
ど
の
災
害
防

止
計
画
や
廃
棄
物
処
理
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
⑥
被
災
住
民
の
登
録
―
健
康
管
理
手
帳
の
発
行
」
に
つ
い

て
は
、
ど
の
行
政
か
ら
も
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
実
施
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
阪
神
大
震
災
を
理
由
に
労
災
や
公
務
災

害
を
認
定
さ
れ
た
方
が
８
名
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
救
済
法
を
申
請
し
た
方
の
中

に
も
、
18
名
が
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
お
り
、
悪
性
中
皮
腫
の
潜
伏
期
間
が
長
い
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ば
く
露
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
被

災
後
の
生
活
記
録
な
ど
を
き
ち
ん
と
記
録
を
残
し
、
定
期
的

な
健
康
診
断
の
参
考
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
当
時
、
特
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
し
や
す
い
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

建
築
物
は
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在

は
発
じ
ん
性
が
高
い
順
か
ら
レ
ベ
ル
１
（
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
等
）
、
レ
ベ
ル
２
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
耐
火
被
覆
材
、
断
熱
材
、

保
温
材
）
、
レ
ベ
ル
３
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
成
形
板
）
の
す
べ

て
の
建
築
材
料
が
大
気
汚
染
防
止
法
や
石
綿
障
害
予
防
規
則

の
規
制
対
象
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
最
も
厳
重
な
管
理

が
必
要
な
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
（
の
み
）
が
主
た
る
対
策
の

対
象
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
１
建
材
で
す

ら
、
現
在
も
台
帳
の
整
備
は
十
分
で
な
く
、
災
害
時
の
解
体

前
な
ど
に
調
査
に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

国
立
研
究
開
発
法
人 

国
立
環
境
研
究
所　
　

寺
園
　
淳

災
害
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
意
義

　

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
周
年
に
改
め
て
振
り
返
る

―

　

本
稿
は
「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
（
２
０
１
０
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編
、
ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
発

行
）
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
」

（
２
０
１
５
年
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
会
編
・
発
行
）
の
拙
稿

を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
、
当
時
、
神
戸
市
や
西
宮
市
な
ど
で
は
解
体
す

る
建
築
物
に
対
し
て
一
定
の
公
費
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
大
規
模
災
害
時
の
公
費
解
体
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
定
の
被
災
建
築
物
の
解
体
費
用
を
公
費
で
負
担
す

る
公
費
解
体
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

公
費
負
担
を
す
る
に
あ
た
り
、
解
体
す
る
時
に
は
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
調
査
を
十
分
に
し
て
除
去
し
な
さ
い
と
い

う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除

去
は
あ
る
程
度
は
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ど
の
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
た
か
と
い
う
神
戸
市
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
第
１

次
調
査
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
実
際
に
確
認
さ
れ
た
も
の

が
25
棟
、
吹
付
け
が
あ
っ

て
し
か
も
１
９
７
５
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で

ア
ス
ベ
ス
ト
は
ほ
ぼ
確
実

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
の
が

15
棟
で
し
た
。
あ
わ
せ
ま

す
と
、
全
体
の
１
２
０
０
棟
ぐ
ら
い
の
う
ち
40
棟
程
度
が
ほ

ぼ
確
実
と
さ
れ
、
さ
ら
に
１
０
０
棟
ぐ
ら
い
が
大
き
な
可
能

性
、
３
０
０
棟
ぐ
ら
い
が
中
程
度
の
可
能
性
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
【
表
１
】
。

　

神
戸
市
は
１
９
９
５
年
３
月
の
こ
の
第
１
次
調
査
に
加

え
、
６
月
（
第
２
次
）
、
11
月
（
第
３
次
）
に
も
、
全
壊
・

半
壊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
第
１
次
調
査
で
は
１
２
０
０
棟
中
40

棟
（
３
％
）
が
ア
ス
ベ
ス
ト
吹
付
け
が
「
確
実
及
び
ほ
ぼ
確

実
」
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
の
中
程
度
ま
で
の
可
能
性

を
考
え
る
と
、
も
う
少
し
多
く
て
１
割
か
ら
２
割
程
度
の
建

築
物
は
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
第
２
次
、
第
３
次
の
調
査
で
も
１
割
か
ら
２
割
ぐ
ら
い

の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
当
時
全
半
壊

し
た
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
の
１
割
か
ら
２
割
ぐ
ら
い

は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
【
表
２
】
。

　

構
造
別
で
見
る
と
、
鉄
骨
造
の
建
物
に
は
、
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
が
鉄
骨
に
直
接
吹
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
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あ
り
ま
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
、
鉄

骨
へ
の
吹
付
け
は
な

い
が
、
天
井
と
か
壁

な
ど
に
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
も
同
じ
で

す
。
木
造
は
、
ほ
ぼ

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

は
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
が
構
造

別
の
見
分
け
方
で
す
。

年
代
別
に
つ
い
て
は

１
９
７
５
年
９
月
ま

で
は
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
あ
る
と

見
た
ほ
う
が
い
い
で

し
ょ
う
。
１
９
７
５

表１
区　分 棟数 アスベスト使用可能性

アスベスト確認 25 確実
吹付け有り×昭和 50 年以前 15 ほぼ確実
吹付け不明×昭和 50 年以前×Ｓ造 104 可能性大
吹付け不明×昭和 50 年以前×Ｓ造以外 335 可能性中
その他 745 可能性小～無

計 1224

表 2

調　査 吹付けアス
ベストあり

対象
棟数 対象

1995. 3 第一次調査 40 （ 3%）
* 1224 全壊・半壊のコンクリートビル

1995. 6 第二次調査 50 （13%）
** 377 全壊・半壊のコンクリートビル

1995. 11 第三次調査 20 （20%） 約 100 公費解体申込みのリストから調
査するコンクリートビルを抽出

*  確実及びほぼ確実とされた建築物
** 吹付け材料であるが、アスベストの有無は不明

図１

年
10
月
か
ら
は
原
則
と
し
て
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
建
築
物
を
見
る
と
１
９
８
０
年

代
ぐ
ら
い
ま
で
は
あ
り
そ
う
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
徐
々
に
建

築
物
の
解
体
は
進
み
ま
す
の
で
、
当
時
の
建
築
物
に
吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
割
合
は
、
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
高

い
も
の
で
し
た
（
当
時
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
用
い
た
作
業
を
規
制

し
て
い
た
労
働
安
全
衛
生
法
や
特
定
化
学
物
質
等
障
害
予
防
規
則

で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
率
５
％
を
超
え
て
い
た
も
の
の
み
規
制
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
１
％
に
拡
大
さ
れ
た
の
が
１
９
９
５
年
で
す
。

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
１
％
以
上
含
む
製
品
の
製
造
・
使
用
等
が

原
則
禁
止
さ
れ
た
の
が
２
０
０
４
年
で
あ
り
、
２
０
０
６
年
に
は

こ
れ
が
０
・
１
％
以
上
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

神
戸
市
を
含
む
被
災
地
域
で
、
ど
う
い
う
建
物
に
ど
れ
ぐ

ら
い
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い

て
、
別
の
デ
ー
タ
で
見
て
み
ま
す
。
こ
れ
は
建
築
研
究
所
が

被
災
地
の
建
築
物
の
倒
壊
状
況
な
ど
を
調
査
し
た
も
の
で

す
。
鉄
骨
造
で
は
、
１
９
８
１
年
以
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た

も
の
が
57
％
、
１
９
８
２
年
以
降
の
新
し
い
も
の
が
四
割
強

（
43
％
）
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
あ
る
い
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
は
、
だ
い
た
い
１
９
８
１
年
以
前
の
も
の
が
半

分
（
51
％
）
で
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
可
能
性
が
あ
る
建

物
は
半
分
ぐ
ら
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
【
図
１
】
。

　

震
災
直
後
の
２
月
、
私
が
被
災
地
に
入
っ
た
時
、
三
宮
駅

北
側
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ル
が
か
ろ
う
じ
て
立
っ
て
は
い

て
も
傾
い
て
い
る
も
の
な
ど
が
多
く
、
ど
れ
が
ま
っ
す
ぐ

立
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
【
写
真
１
】
。
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
人
は
こ
の
写
真
で
は
１
人
で
、
街
な
か
で

は
一
般
に
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
木
造
か
ら

ア
ス
ベ
ス
ト
が
出
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
周

り
の
多
く
は
鉄
骨
造
な
ど
の
商
業
建
築
物
で
す
【
写
真
２
】
。

　

次
に
、
神
戸
市
役
所
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
新
館
は
ち
ゃ

ん
と
立
っ
て
い
ま
す
が
、
新
館
と
旧
館
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
が

落
ち
て
吹
付
け
が
露
出
し
て
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
近
寄
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
鉄
骨
に
吹
付

け
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
可
能
性
が
あ
り
、
色
か
ら
判

断
す
る
と
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
か
と
思
わ
れ
ま
す
【
写
真
３
】
。

　

ま
た
、
元
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
上
に
あ
る
茶
色
の
吹
付
け

を
見
つ
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
含
有
率
１
～
５
％
程
度
の
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写真 1

写真 6　アスベストの透過型電子顕微鏡写真（左：クリソタイル、右：クロシドライト）

写真 4写真 3

写真 2

ア
ス
ベ
ス
ト
（
ア
モ
サ
イ
ト
の
可
能
性
）
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
も
の
が
被
災
地
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
状
況
で

し
た
【
写
真
４
】
。

　

当
時
環
境
監
視
研
修
所
（
現
熊
本
学
園
大
学
）
の
中
地
さ

ん
は
震
災
後
の
２
月
18
日
に
、
勇
敢
な
調
査
を
行
い
、
鉄
骨

に
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
が
吹
き
つ
け
さ
れ
、
し
か
も
作
業
者
が

清
掃
や
解
体
し
て
い
る
横
で
濃
度
を
測
ら
れ
ま
し
た
【
写
真

５
】
。

　

こ
の
試
料
を
お
借
り
し
、
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
と
い
う
非

常
に
よ
く
見
え
る
電
子
顕
微
鏡
で
見
た
も
の
が
次
の
写
真
で

す
。
一
般
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
は
カ
ー
ル
し

た
形
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
有
害
性
が
高
い
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ

ト
は
ま
っ
す
ぐ
な
繊
維
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

【
写
真
６
】
。

　

一
方
、
私
が
当
時
い
た
大
学
の
研
究
室
で
は
災
害
廃
棄
物

の
調
査
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
西
宮
市
で
災
害
廃
棄
物
と

し
て
ど
う
い
う
も
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
出
て
い
た
か
と
い
う
調

査
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
西
宮
市
か
ら
協
力
を
得

ら
れ
、
私
１
人
が
ア
ス
ベ
ス
ト
も
調
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と

写真 8（右下）
写真 7（左下）
写真 5（右上）



第７章　識者の提言

198199

図２　環境等モニタリングによるアスベスト追跡継続調査結果

図３　拡散モデルで対象とする地域
メッシュは発生源、黒点は環境庁モニタリングによる測定点（数字は図 2 の地点番号と同じ）
をそれぞれ示す

い
う
こ
と
で
調
べ
ま
し
た
。
当
時
の
被
災
地
で
は
電
源
な
ど

を
取
る
の
が
非
常
に
難
し
い
な
か
、
発
電
機
を
持
っ
て
い
っ

て
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
し
た
あ
と
に
解
体

し
、
し
か
も
散
水
も
し
て
い
る
現
場
で
も
空
気
１
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
15
本
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
し
て
も
、
隅
の
方

で
一
部
残
る
よ
う
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
完
了
検
査
の
難

し
さ
は
現
在
も
残
っ
て
い
る
課
題
で
す
【
写
真
７
】
。

　

ま
た
、
同
じ
西
宮
市
内
の
こ
ち
ら
の
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン

を
解
体
す
る
時
の
調
査
も
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
し
て
い
る
作
業
中
の
、
養

生
し
て
い
た
内
部
の
濃
度
も
測
り
ま
し
た
【
写
真
８
】
。

環
境
庁
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

震
災
当
時
の
環
境
庁
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
２
種
類
あ
っ
て
、
そ
の
１
つ
が
追
跡
継
続
調
査
と
い
う
も

の
で
、
一
般
環
境
の
濃
度
を
測
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
同
じ

17
地
点
を
12
カ
月
間
（
１
９
９
５
年
２
月
～
１
９
９
６
年
１
月
）

毎
月
測
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
か
ら
４
月
の
間
、

多
く
の
地
点
で
濃
度
が
上
昇
し
、
西
宮
市
で
検
出
さ
れ
た
空

気
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
６
本
と
い
う
濃
度
が
一
番
高
か
っ
た

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
【
図
２
・
３
】
。
や
は
り
被
害

が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
の
濃
度
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
解
体
現
場
周
辺
調
査
と
い
う
も
の
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
８
カ
月
間
解
体
現
場
周
辺
を
選
ん
で
調
査

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
最
大
で
20
本
ぐ
ら
い
が
出

て
い
ま
し
た
。
大
気
汚
染
防
止
法
の
敷
地
境
界
基
準
で
10
本

と
い
う
の
が
目
安
に
な
っ
て
い
て
、
一
部
で
そ
れ
を
超
え
る

こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
甚
大
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
文
脈
で
環
境
庁
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

解
体
現
場
周
辺
の
影
響
を
見
て
み
よ
う
と
い
う
目
的
は
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
飛
散
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
現
場
で
測
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。
対
策
が
不
十
分
で
飛
散
さ
せ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
な
が
ら

測
定
す
る
の
は
、
行
政
は
普
通
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
辺
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表３　阪神・淡路大震災における行政の対応（モニタリングを除く）表４ 西宮市で解体前に吹き付けアスベストの除去を行った 16 の建築物の概要
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は
し
か
た
な
か
っ
た
か
と
は
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
計
数
対
象
は
ク
リ
ソ
タ

イ
ル
（
白
石
綿
）
の
み
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ

ト
（
青
石
綿
）
や
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）
な
ど
の
角
閃
石
系

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
な
い
濃
度
で
あ
っ
た
と
い
う
問

題
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
環
境
濃

度
に
つ
い
て
は
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
作
業
環
境
で
は
全
て

の
繊
維
を
計
数
す
る
た
め
解
体
現
場
周
辺
で
も
そ
れ
に
準
じ

た
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
い
報
告

書
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
測
定
方
法
や
場
所
な
ど
当
時

の
状
況
が
も
う
少
し
わ
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行
政
の
対
応

　

震
災
当
時
の
行
政
の
対
応
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
さ
れ

て
い
ま
し
た
【
表
３
】
。
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
て
も

解
体
の
と
き
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
震
災
当
時
は
特

に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
法
的
に
も
何
も
な
い
な

か
、
「
で
き
る
だ
け
事
前
に
除
去
し
な
さ
い
」
「
事
前
の
除

去
が
難
し
け
れ
ば
散
水
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
行
政
指

図４　拡散モデルを用いたアスベスト濃度産出

導
で
い
ろ
い
ろ
対
応
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。
結
果
的
に

翌
年
に
は
大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正
さ
れ
て
、
当
時
の
行
政

指
導
と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
５
月
に
は
、
ず
さ
ん
な
工
事
を
し
て
い
る
会

社
に
対
し
て
、
神
戸
市
が
「
工
事
中
止
命
令
」
を
出
し
た
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
神
戸
市
の
担
当
者
で
あ
っ
た
森
田
知
博

さ
ん
（
故
人
）
に
あ
と
で
話
を
聞
く
貴
重
な
機
会
が
得
ら
れ

ま
し
た
が
、
実
は
法
的
な
根
拠
は
な
か
っ
た
の
で
、
解
体
業

者
と
神
戸
市
と
の
力
関
係
の
中
で
か
な
り
け
ん
か
腰
に
な
っ

て
止
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一
方
で
は
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
及
ば
ず
に
解
体
さ
れ
た
現
場
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
協
力
を
得
ら
れ
た
西
宮
市
で
16
カ
所
の
建
物
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
現
場
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
を
調
査
し
ま
し

た
【
表
４
】
。
そ
の
結
果
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
現

場
で
は
屋
内
の
濃
度
は
高
い
の
で
す
が
、
屋
外
の
濃
度
は
１

本
か
ら
２
本
ぐ
ら
い
に
落
ち
着
い
て
い
る
な
ど
、
外
に
漏
れ

て
い
る
と
い
う
の
は
そ
ん
な
に
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
除

去
後
の
解
体
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
も
述
べ
た
15
本
と
、
や
は

り
建
物
に
よ
っ
て
は
除
去
後
も
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
残
っ

た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
な
ど
、
や
や
高
い
数
値
が
出
て
い
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
数
値
が
環
境
庁
の
約
20
本

と
い
う
調
査
と
同
じ
よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
問
題
だ
っ
た
の
は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去

せ
ず
に
解
体
し
た
現
場
で
す
。
中
地
さ
ん
が
調
べ
ら
れ
た

１
６
０
本
と
２
５
０
本
と
い
う
濃
度
は
、
電
子
顕
微
鏡
を
使

う
と
非
常
に
小
さ
い
ア
ス
ベ
ス
ト
ま
で
数
え
る
の
で
数
字
の

意
味
が
ち
が
っ
て
５
０
０
０
本
と
い
う
数
値
に
な
る
の
で
す

が
、
実
際
に
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
し
、
非

常
に
高
い
濃
度
で
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
現
場
が

被
災
地
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
こ
と
で
、
一
般
環
境
濃
度
の
上

昇
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

飛
散
状
況
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

私
の
研
究
で
は
、
被
災
地
で
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
、
ど

れ
ぐ
ら
い
壊
さ
れ
た
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
飛
ん
だ
か
、
ど
れ
ぐ

ら
い
濃
度
を
上
げ
た
か
と
い
う
こ
と
を
拡
散
モ
デ
ル
を
使
っ

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
て
、
実
際
に
環
境
庁
の
モ
ニ
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図５　建築物の解体費用と吹き付けアスベスト除去費用

表 5　被災地の吹付アスベスト蓄積量及び解体対象アスベスト量の推定条件
と計算結果

タ
リ
ン
グ
（
追
跡
継
続
調
査
）
で
測
ら
れ
た
も
の
と
比
較
し

て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
っ
た
う
ち
の

０
・
０
１
％
ぐ
ら
い
が
飛
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
定

し
て
計
算
し
ま
し
た
【
図
４
】
。

　

簡
単
に
結
果
を
申
せ
ば
、
17
万
ト
ン
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
全

国
に
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
被
災
地
で
の
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
の
蓄
積
量
は
３
７
０
０
ト
ン
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
う
ち

３
０
０
ト
ン
ぐ
ら
い
が
１
９
９
５
年
２
月
か
ら
４
月
の
解
体

対
象
の
建
築
物
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
確
か
に
多
い
の
で
す
が
、
一
方
で
、
ク
ボ
タ
の
旧
神
崎
工

場
は
、
１
９
６
４
年
か
ら
10
年
間
近
く
に
わ
た
り
毎
年
ほ
ぼ

１
万
ト
ン
以
上
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
消
費
し
て
い
た
の
で
、
こ

の
数
量
は
桁
が
ち
が
う
大
き
さ
で
す
【
表
５
】
。

　

さ
ら
に
、
西
宮
市
が
解
体
費
用
に
つ
い
て
調
査
し
た
中
で

分
か
っ
た
こ
と
は
、
解
体
に
要
し
た
総
費
用
の
７
割
か
ら
９

割
以
上
が
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
に
か
か
る
と
い
う
結

果
で
し
た
。
除
去
に
は
非
常
に
費
用
が
か
か
る
の
で
、
公
費

負
担
と
い
う
の
が
当
時
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
【
図
５
】
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
解
体
・
除
去
作
業
に
従
事
さ
れ
た

方
な
ど
に
対
す
る
健
康
影
響
の
追
跡
調
査
が
重
要
と
述
べ
て

き
ま
し
た
。

　

一
般
住
民
へ
の
リ
ス
ク
は
、
被
災
地
の
平
均
的
な
濃
度
上

昇
、
つ
ま
り
環
境
庁
の
一
般
環
境
濃
度
の
空
気
１
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
最
大
６
本
ぐ
ら
い
が
１
～
２
カ
月
続
い
た
ぐ
ら
い
の

濃
度
上
昇
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
心
配
は
い
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
仮
に
被
災
人
口
を
約
２
０
０
万
人
と
し
て
そ
の
人

口
に
対
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ス
ク
の
考
え
方
を
用
い
た
簡
易
な

リ
ス
ク
算
定
を
行
っ
て
、
空
気
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
５
本
の

濃
度
上
昇
が
１
年
間
続
い
た
場
合
を
安
全
側
と
し
て
計
算
す

る
と
約
30
人
の
過
剰
死
亡
と
な
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
実
際

に
は
そ
れ
よ
り
小
さ
く
10
名
程
度
か
そ
れ
以
下
と
計
算
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
被
災
地
の
一
般
環
境
濃

度
を
前
提
と
し
た
計
算
で
す
。

　

解
体
・
除
去
作
業
に
従
事
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
解
体
現
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場
の
横
を
何
度
も
通
っ
て
い
た
り
、
近
く
に
い
っ
ぱ
い
粉
じ

ん
が
舞
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
高
濃
度
曝
露
者
へ
の
対
応

は
重
要
で
す
。
１
か
月
程
度
の
短
期
間
の
被
災
地
で
の
活
動

に
よ
っ
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト
を
ば
く
露
し
、
中
皮
腫
や
肺
が
ん

を
発
症
し
て
労
災
（
公
務
災
害
を
含
む
）
を
認
定
さ
れ
た
方
は
、

発
災
30
年
を
経
過
し
て
頻
発
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
１

月
に
近
畿
地
方
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
テ
レ
ビ
番
組

「
か
ん
さ
い
熱
視
線
」
で
は
、
解
体
現
場
で
散
水
も
さ
れ
ず

に
粉
じ
ん
が
舞
う
当
時
の
状
況
と
と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
の
指
導
や
報
道
を
「
聞
い
て
い
な
い
」
と
す
る
解
体
業
者

も
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
解
体
現
場
か
ら
の
粉
じ
ん
を
多

く
吸
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
は
、
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に

も
健
康
診
断
を
念
入
り
に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
知
識
と
意
識
の
高
い
解

体
業
者
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
も
、
私
は
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１
年
）
、
熊
本
地
震
（
２
０
１
６
年
）
、
西
日
本
豪

雨
（
２
０
１
８
年
）
、
台
風
15
号
（
２
０
１
９
年
）
、
能
登
半

島
地
震
（
２
０
２
４
年
）
な
ど
の
災
害
で
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

防
止
の
取
組
み
を
見
て
き
ま
し
た
。
環
境
省
も
大
気
汚
染
防

止
法
の
数
度
の
改
正
で
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
策
定
し
た
「
災
害
時
に
お
け
る

石
綿
飛
散
防
止
に
係
る
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も
２
０
２
３

年
に
第
３
版
を
発
行
す
る
な
ど
、
制
度
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
を
見
る
と
、

公
費
解
体
に
伴
う
形
式
的
な
事
前
調
査
は
さ
れ
て
い
て
も
、

本
当
に
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
に
必
要
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
た
か
疑
問
に
思
う
場
面
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
当
時
、
制
度
的
な
裏
付
け
が
乏
し
く
て
も
、
む
し

ろ
神
戸
市
の
よ
う
に
解
体
業
者
に
向
き
合
っ
て
飛
散
防
止
対

策
を
守
ら
せ
よ
う
と
し
た
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
準
備
が
必
要
な
現
在
、
二
次
災
害
か

ら
人
々
を
守
り
、
そ
し
て
「
制
度
」
を
形
式
的
な
も
の
と
せ

ず
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
「
意
思
（
魂
）
」
を
も
っ
て
、
行

政
と
事
業
者
が
協
力
し
て
「
制
度
と
意
思
」
を
車
の
両
輪
と

し
て
対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

は
じ
め
に

　

筆
者
は
２
０
２
２
年
３
月
の
定
年
退
職
ま
で
の
間
、
教

育
研
究
の
様
々
な
機
会
に
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
神
戸
大
学
の
「
環
境
倫
理
」
や
「
科
学
技
術
と

倫
理
」
、
放
送
大
学
の
神

戸
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
義

の
受
講
者
に
は
他
大
学
と

比
べ
、
家
族
に
中
皮
腫
の

い
る
場
合
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
振
り
返
れ

ば
、
２
０
０
４
年
に
神
戸
の
書
店
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
本

を
見
つ
け
、
翌
年
、
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
こ
と

は
偶
然
で
な
い
気
が
し
ま
す
。
当
時
、
ま
だ
翻
訳
中
だ
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
環
境
倫
理
学
者
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー=

フ
レ

チ
ェ
ッ
ト
の
『
環
境
リ
ス
ク
と
合
理
的
意
思
決
定
―
市
民
参

加
の
哲
学
』（
２
０
０
７
年
昭
和
堂
、
原
著
は
１
９
９
１
年
刊
行
）

も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
を
、
原
発
リ
ス
ク
と
並
ぶ
、
環

境
リ
ス
ク
の
典
型
と
し
て
論
じ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
神
戸
大
学
は
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」

に
取
り
組
み
始
め
、
そ
の
推
進
に
当
た
り
、
哲
学
者
も
ま
た
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
、
大
学
の

神
戸
大
学
名
誉
教
授　

　
松
田
　
毅

ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題

　

―
比
較
の
観
点
か
ら
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一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
哲
学
・
倫
理
学
に
固
有
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

具
体
的
に
は
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
「
声
」
を

聴
き
取
る
こ
と
）
を
模
索
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
伝
え
る

こ
と
を
試
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
取
っ

た
方
法
は
、
研
究
者
と
学
生
が
、
第
三
者
・
観
察
者
の
立
場

を
超
え
、
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
社
会
集
団
に
働
き
か
け

る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」
で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
暴

露
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
は
、
そ
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
し
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
を
回
顧
し
、
最
後
に
、
提
言

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
に
概
要
を
示
し
ま
す
。

［
１
］
一
般
的
に
言
え
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
・
リ
ス
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
。

［
２
］
発
災
前
と
後
の
防
災
活
動
に
、
曝
露
を
回
避
す
る

た
め
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

［
３
］
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
潜
在
的
被

害
の
「
脈
絡
」
の
多
様
性
に
応
じ
た
複
数
の
方
法
が
必
要

で
あ
る
。

［
４
］
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
防
止
を
防
災
の
科
学
研
究
・
実

践
的
教
育
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
「
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
焦
点
に

［
１
］
と
［
２
］
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
２
０
１
５
年
以
降

の
活
動
を
踏
ま
え
［
３
］
と
［
４
］
の
理
由
を
述
べ
ま
す
。

１
．
課
題
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
・
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

―
リ
ス
ク
の
比
較

　

地
震
災
害
の
前
後
の
状
況
を
考
え
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が

気
づ
か
れ
ま
す
。
こ
の
認
識
が
筆
者
の
考
察
の
出
発
点
で
す
。

こ
の
論
点
は
、
地
震
や
津
波
の
発
災
の
一
次
的
現
象
が
、
目

に
見
え
、
我
が
身
に
さ
し
迫
っ
て
来
る
危
険
と
し
て
察
知
さ

れ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
「
目
に
見
え
な

い
」
、
曝
露
に
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
発
災

の
二
次
的
現
象
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
初
め
て
認
知
さ
れ
る
点

に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
認
知
と
防
災
対
策
の

場
面
で
も
、
建
物
倒
壊
や
津
波
襲
来
の
恐
怖
を
、
わ
た
し
た

ち
は
過
去
30
年
の
間
に
自
分
自
身
の
経
験
や
様
々
な
映
像
と

し
て
こ
れ
を
見
知
っ
て
い
ま
す
し
、
発
災
直
後
の
リ
ス
ク
対

応
と
し
て
、
津
波
の
物
理
的
圧
力
か
ら
早
急
な
避
難
行
動
を

求
め
る
、
三
陸
地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
て
ん
で
こ
」
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
逃
げ
ろ
」
と
い
う
無

条
件
の
命
令
を
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
認
知
は
、
発
災
か
ら
間
も

な
い
時
点
で
、
数
十
年
後
の
先
に
、
確
率
的
に
発
症
す
る
可

能
性
の
あ
る
、
晩
発
性
の
非
常
に
深
刻
な
疾
患
の
知
識
を
も

ち
、
震
災
が
れ
き
か
ら
飛
散
す
る
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
ア
ス

ベ
ス
ト
と
そ
の
因
果
関
係
を
想
像
す
る
力
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
曝
露
対
策
は
、
自
分
の
身
体
の
将
来
の
「
生
理

的
な
変
化
」
の
可
能
性
を
予
期
し
て
、
「
吸
う
な
」
と
い
う

命
令
に
従
い
、
リ
ス
ク
の
あ
る
場
所
で
は
、
「
事
前
の
警
戒

precaution

」
と
し
て
、
当
座
は
専
用
の
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
の
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
も

参
加
し
た
聞
き
取
り
調
査
は
、
発
災
時
に
は
、
た
い
て
い
こ

の
よ
う
な
事
前
警
戒
を
す
る
余
裕
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
少

し
落
ち
着
い
た
場
合
で
も
、
そ
の
リ
ス
ク
の
認
知
は
容
易
で

は
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
後
回
し
に
な
り
や
す
い
の
が
実

情
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。　

　

も
ち
ろ
ん
、
発
災
直
後
の
、
と
に
も
か
く
に
も
、
個
人
が

な
ん
と
か
生
き
延
び
る
た
め
の
、
緊
急
の
行
動
規
範
以
前
に
、

イ
ン
フ
ラ
を
強
化
す
る
技
術
に
よ
る
防
災
対
策
と
し
て
、
地

震
と
津
波
に
つ
い
て
は
、
耐
震
工
事
と
堤
防
の
補
強
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は
、
税
負
担
と
は
い
え
、
莫
大
で

す
。
そ
し
て
倒
れ
な
い
建
物
、
津
波
に
耐
え
る
防
壁
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
絶
対
の
安
全

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
地
震
と
津
波
の
防
災
は
、「
減

災
」
を
唱
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
の
大
き
い
、
技
術

に
基
づ
く
防
災
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
こ

で
、
迅
速
で
漏
れ
の
な
い
避
難
を
目
指
し
て
、
防
災
訓
練
を

繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
近
年
で

は
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
生
じ
た
「
災
害
関
連
死
」
と
い

う
、
大
震
災
の
痛
切
な
経
験
を
踏
ま
え
、
中
期
的
観
点
で
も

被
災
者
の
心
身
の
ケ
ア
や
様
々
な
支
援
に
取
り
組
む
よ
う
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
な
ら

ば
、
以
下
で
ご
紹
介
す
る
防
災
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス
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ロ
ー
ド
」
は
、
社
会
心
理
学
の
研
究
者
た
ち
が
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
被
災
と
支
援
の
経
験
を
、
自
治
体
な
ど
の
関
係

者
に
調
査
・
取
材
し
て
、
構
想
し
た
、
多
様
な
状
況
の
「
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
事
前
の
準
備
・
思
考
・
行
動

の
訓
練
で
あ
る
、
と
言
え
ま
す
。　

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
も
、
同
様
に
、
平
時
の
間
に
原

因
物
質
を
す
べ
て
の
建
造
物
か
ら
除
去
し
て
し
ま
う
の
が
、

理
想
で
す
が
、
そ
の
作
業
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
は
、
個
人

に
も
（
補
助
金
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
）
自
治
体
に
も
、
軽
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
防

止
に
つ
い
て
も
、
発
災
後
の
状
況
の
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
い
、
事
前
の
準
備
・
思
考
・
行
動
の
訓
練
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
発
災
か
ら
、
時
間
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
行
く
可
能
性
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
対
処
法
が
あ
る
の
か
を
、
被
災
者
・
当
事
者
に

伝
え
、
事
前
に
警
戒
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
リ
ス
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
一
部
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
う
考
え
、
震
災
直
後
の
状
況
で
の

ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
「
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
」
の
手
法
を
導
入
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

２
．
発
災
前
後
の
防
災
活
動
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
回

避
す
る
た
め
の
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
は
、
地
震
・
津
波
災
害

と
比
較
す
る
と
、
体
感
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
リ
ス
ク
認
知
の
向
上
に
は
当
事
者

の
学
習
が
必
要
で
あ
る
一
方
、
伝
え
る
側
に
も
、
学
習
効
果

を
考
え
た
、
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
迅
速
に
避
難

し
て
も
ら
う
、
あ
る
い
は
、
事
前
に
警
戒
し
て
も
ら
う
た
め

の
方
法
や
ツ
ー
ル
は
様
々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
水
害
の
場
合
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け
で
は
ピ
ン

と
こ
な
い
の
で
、
Ｖ
Ｒ
の
映
像
を
用
い
、
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け

て
、
み
ぢ
か
な
駅
前
の
商
店
街
が
１
な
い
し
２
メ
ー
ト
ル
水

没
す
る
と
、
自
分
の
体
が
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
設

定
を
可
視
化
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
岡
山

県
倉
敷
市
真
備
町
を
中
心
に
し
た
大
水
害
を
経
験
し
た
、
筆

者
の
地
元
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
見
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
場
で
自
分
の
身
体
が
水
没

す
る
様
を
疑
似
的
に
体
感
さ
せ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
、
日
本
を
代
表
す

る
基
礎
科
学
の
総
合
研
究
所
で
あ
る
、
神
戸
市
の
理
化
学
研

究
所
は
、
ス
パ
コ
ン
を
使
っ
て
、
咳
を
す
る
感
染
者
の
飛
沫

飛
散
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
作
成
し
、
可
視
化
し
て

見
せ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
何
度
か
報
道

さ
れ
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
か
た
も
多
い
で
し
ょ
う
。
マ

ス
ク
を
し
な
い
ひ
と
が
咳
を
す
る
と
、
そ
の
飛
沫
が
対
面
し

て
い
る
ひ
と
に
降
り
か
か
る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
の
重
要
性
を
説

く
『
感
染
症
時
代
の
マ
ス
ク
の
教
科
書
』
（
飯
田
裕
貴
子
・

眞
鍋
葉
子
著
、
小
学
館
２
０
２
０
年
刊
行
）
の
よ
う
な
本
も
出

版
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
「
ハ
ザ
ー
ド
」
の
種
類
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
よ
う
な
研
究
や
試
み
は
、
震
災
直
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
の
開
発
に
も
参
考
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
潜
在
的
被
害

の
「
脈
絡
」
の
多
様
性
（
誰
が
誰
に
伝
え
る
か
）
に
応

じ
た
複
数
の
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
、
震
災
直
後
の
状
況
を
想
定
し
た
場
合
に
、
倒
壊
建

造
物
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
可
能
性

の
あ
る
、
が
れ
き
の
適
切
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
解
体
業
者

の
よ
う
な
「
プ
ロ
」
と
一
般
市
民
の
よ
う
な
「
素
人
」
の
置

か
れ
た
状
況
の
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
点
を
述
べ
ま

す
。
こ
の
違
い
を
強
調
す
る
理
由
は
、
他
の
ハ
ザ
ー
ド
と
比

較
す
る
と
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
知
識
は
、
直
観
的
で

な
く
、
か
な
り
専
門
的
で
あ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
ア
ス
ベ
ス
ト
・
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
誰
か

ら
誰
に
？
」
が
問
題
に
な
る
理
由
で
す
。

　

津
波
防
災
の
場
合
も
、
危
険
を
知
ら
せ
、
緊
急
避
難
を
促

す
様
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
少
し
後
、

筆
者
の
調
査
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
、
大
船
渡
市
の
あ
る
区

長
さ
ん
は
、
地
域
防
災
無
線
を
ツ
ー
ル
に
ま
ず
挙
げ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
平
時
に
、
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
、
安
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政
南
海
地
震
の
際
、
津
波
襲
来
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
村
人

を
救
っ
た
『
稲
む
ら
の
火
』
の
よ
う
な
伝
承
や
物
語
を
集
合

的
な
記
憶
に
し
、
語
り
継
ぐ
こ
と
も
重
要
で
す
。
学
校
や
地

域
で
防
災
訓
練
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
釜
石

の
奇
跡
」
は
、
そ
の
よ
く
知
ら
れ
た
成
果
で
す
が
、
「
防
災

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
や
「
防
災
甲
子
園
」
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
も
こ
こ
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
の
繰
り
返
し

も
有
効
な
は
ず
で
す
。　

　

で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
震
災
が
れ
き
の
処
理
に
関
し
て
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
優
れ
た
専
門
家
が
、
行
政
の
管
理

者
や
解
体
業
者
と
の
あ
い
だ
で
行
う
、
密
度
の
濃
い
詳
細
な

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
被
災
地
の
住
民
や
支

援
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
生
と
の
あ
い
だ
で
行
う
「
必

要
最
小
限
」
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
違
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
潜
在
的
被
害
の
「
脈
絡
」
に
応
じ
た

方
法
の
必
要
性
は
、
発
災
直
後
の
各
自
の
役
割
な
い
し
場
面

―
生
き
延
び
る
、
曝
露
し
な
い
、
安
全
に
が
れ
き
を
処
理

す
る
な
ど

―
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
、
知
識
や
ス
キ
ル

の
違
い
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
の
「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
に
関
す
る
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
制
作
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
脈
絡
を
意
識
し
た
、

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
の
開
発
の
ひ
と

つ
で
し
た
。
そ
れ
は
、
２
０
０
５
年
以
来
取
り
組
ん
だ
、
人

文
学
を
基
盤
に
し
た
、
リ
ス
ク
認
知
の
当
事
者
性
、
長
期
的

視
点
か
ら
の
曝
露
に
対
す
る
、
事
前
警
戒
の
態
度
の
追
究

の
帰
結
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
経
緯
を
簡
潔
に
整
理
す
る

と
、
取
り
組
み
は
、
２
０
１
５
年
以
前
の
マ
ン
ガ
『
石
の

綿
』
（
２
０
１
８
年
の
改
訂
新
版
第
４
章
「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」

は
神
戸
市
と
宮
城
県
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
下
敷
き
に
し
て
い
ま

す
）
制
作
の
段
階
と
そ
れ
以
後
の
パ
ン
フ
「
震
災
と
ア
ス
ベ

ス
ト
」
の
制
作
・
配
布
お
よ
び
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
の
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
誰
も
が
、
自
分
の
直
面
す
る
リ
ス
ク
を

認
知
し
、
事
前
警
戒
の
態
度
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
仕
掛
け

と
し
て
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の
制
作
・

実
演
に
進
み
ま
し
た
。
自
分
で
、
感
じ
、
考
え
、
行
動
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
長
期
的
視
点
を
災
害

時
の
短
期
的
行
動
に
活
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
志
し
た

の
で
す
。　
　

　

２
０
０
５
年
９
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
神
戸
ク
ロ
ス
ロ
ー

ド
研
究
会
の
浜
さ
ん
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

神
戸
市
職
員
の
聞
き
取
り
調
査
に
始
ま
り
、
「
分
か
れ
道
」
、

「
正
解
の
な
い
」
災
害
対
応
を
考
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
「
あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ず
と

い
う
、
意
思
決
定
・
判
断
に
直
面
。
他
の
可
能
性
も
考
え
る
。

あ
の
と
き
の
判
断
は
良
か
っ
た
と
思
う
が
、
他
の
や
り
方
が

あ
っ
た
と
思
え
る
部
分
も
」
（
矢
守
克
也
・
吉
川
筆
子
著
『
防

災
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
２
０
０
５
年
刊
行
）
考
慮
し
て
、
次
に
も
備
え
る
も
の

で
す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
自
治
体
、
自
主
防
災
組
織
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
も
す
で
に
使
用
し
て
お
り
、
防
災
関
連
の
授
業
で

は
、
そ
の
例
題
を
考
え
る
こ
と
が
学
生
の
課
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
直
面
す
る
可
能
性
の
あ
る
防
災
上
の

問
題
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
合
い
、
よ
り
よ
い
解

決
を
考
え
る
よ
う
に
促
し
て
、
自
然
に
能
動
的
に
考
え
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
で
す
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
に
対
す
る
、
事

前
警
戒
の
態
度
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
授
業
で
10
個
の
課
題
文
を
錬
成
し
、
検
討
を

重
ね
た
後
、
徳
島
大
学
防
災
セ
ン
タ
ー
の
仲
介
で
２
０
１
５

年
11
月
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
の
想
定
が
あ

る
、
徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
中
学
校
、
２
年
生
の
生
徒
さ
ん
た

ち
に
試
行
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
持
ち
ま
し
た

―
現
在
、

課
題
文
は
登
録
商
標
『
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』
に
正
式
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
旧
宍
喰
町
は
、
地
域
の
古
文
書
、
『
震
潮

記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
慶
長
、
宝
永
、
安
政
の
３
度
、
十
丈

（
一
丈
は
約
３
メ
ー
ト
ル
）
の
津
波
が
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
て
、

百
人
が
亡
く
な
っ
た
歴
史
を
も
ち
、
津
波
防
災
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
神
戸
大
学
学
生
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

の
説
明
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ス
リ
ー
エ
ム
片
岡
氏
に
よ
る
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
使
い
方
講
座
、

全
体
で
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

―
ル
ー
ル
や

ゲ
ー
ム
の
進
行
の
詳
細
は
（
松
田
．
２
０
１
６
）
な
ど
を
ご
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覧
く
だ
さ
い
。
課
題
文
か
ら
２
例
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
課
題
も
、
直
面
し
う
る
課
題
の
多
様
な
脈
絡

を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
解
体
業

の
会
社
経
営
者
が
迅
速
な
意
思
決
定
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で

す
。
震
災
発
生
後
、
急
い
で
建
物
の
解
体
作
業
を
す
る
よ
う

仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
資
不
足
で
水
撒
き
な
ど
の

対
策
が
十
分
だ
と
は
思
え
な
い
場
合
に
、
作
業
を
社
員
に
命

じ
る
か
、
と
い
う
例
で
す
。

　

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ゲ
ー
ム
中
に
自
分
の
意
見
や
気

（
役
柄
設
定
）

「
あ
な
た
は
、
震
災
で
壊
れ
た
建
物
の
解
体
工
事
の
作

業
員
」

（
状
況
設
定
）

「
屋
根
や
壁
に
古
い
ス
レ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
建
物

を
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
作
業
員
は
み
な
ス

レ
ー
ト
を
手
で
割
っ
て
処
理
し
て
い
る
。
あ
な
た
は
古

い
ス
レ
ー
ト
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
を
手
で
割
る
？
」

（
回
答
）

「
手
で
割
る
？
or 

割
ら
な
い
？
」

（
役
柄
設
定
）

「
あ
な
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
状
況
設
定
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
震
災
現
場
へ
行
っ
た
。
物
資
を
届
け

る
車
を
通
す
た
め
に
も
が
れ
き
の
処
理
が
急
が
れ
る
が
、

マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
。
ホ
コ
リ
が
舞
う
中
、
マ
ス

ク
な
し
で
が
れ
き
の
処
理
を
行
う
？ 

」

（
回
答
）

「
行
う
？
or 

行
わ
な
い
？
」

づ
き
を
記
録
し
て
お
く
た
め
に
使
用
し
た
、
「
ク
ロ
ス
ノ
ー

ト
」
を
用
い
、
他
の
参
加
者
の
意
見
も
含
め
、
得
ら
れ
た
認

識
や
発
見
さ
れ
た
課
題
を
記
憶
に
留
め
ま
す
。
こ
の
試
行
に

関
す
る
反
省
会
の
総
括
、
今
後
の
検
討
課
題
に
関
す
る
指
摘

の
代
表
的
な
も
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

防
災
教
育
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
込
む
参
加
型
形
式
と
し

て
活
か
せ
る
。
参
加
者
の
年
齢
な
ど
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
の

工
夫
が
必
要
。
調
査
、
制
作
・
立
案
、
討
議
・
ゲ
ー
ム
進
行

な
ど
の
役
割
を
、
た
と
え
ば
、
中
学
生
自
身
が
担
う
こ
と
も

で
き
る
。
時
間
を
か
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
と
し
て

組
織
で
き
る
。

　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
は
十
分
応
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題

も
あ
る
。
ま
た
、
一
定
の
「
正
解
」
が
あ
り
う
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
な
ど
テ
キ
ス
ト
の
使
用
、
講

師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
（
マ
ス
ク
装
着
の
講
習
）
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ア
ス
ベ
ス
ト
あ
る
い
は
ア

ス
ベ
ス
ト
を
含
む
が
れ
き
の
見
分
け
方
や
適
切
な
対
応
の
仕

方
に
つ
い
て
の
説
明
が
必
要
。

　

（
徳
島
県
の
地
元
出
身
学
生
の
声
と
し
て
）
「
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
二
次
災
害
と
な
り
う
る
」

こ
と
は
伝
え
ら
れ
た
が
、
専
門
家
か
ら
の
よ
り
詳
し
い
説
明

が
重
要
と
感
じ
た
。

　

（
他
の
学
生
の
声
）
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
は
課
題
に
関
心
を
向

け
る
効
果
は
あ
る
が
、
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ら
意
味
が

な
い
。
持
続
的
な
関
心
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
問
い
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
世

界
で
の
解
決
を
想
定
し
問
題
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
で
す
。
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。４

．
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
防
止
を
防
災
の
科
学
研
究
・
実
践

的
教
育
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
は
、
活
動
を
踏
ま
え
た
提
言
で
す
。
そ
れ
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
曝
露
防
止
を
地
震
や
津
波
、
水
害
な
ど
、
防
災
の
科

学
研
究
・
実
践
的
教
育
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
て
、
支
援
活

動
・
教
育
研
究
の
担
い
手
を
組
織
的
に
維
持
す
る
こ
と
も
重
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要
で
す
。
ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、SN

S

やAI

を

活
用
し
た
、
若
い
人
に
も
訴
求
力
の
あ
る
手
法
を
開
発
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
教
育
研
究
を
今
後
も
継
続
す
る
た
め
に
は
、
大
学
で
は
、

SD
G

s

（
「
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
）
や
防
災
以
外
に

も
こ
の
問
題
を
位
置
づ
け
る
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
総
理
大
臣
が
防
災
庁
設
置
を
言
い
始
め
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
活
か
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
関
連
文
献
（
お
も
に
２
０
１
５
年
以
降
の
も
の
）

災
害
対
応
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
はhttps://w

w
w.

u-coop.net/kyodai/crossroad/crossroad.htm
l

か
ら
入

手
い
た
だ
け
ま
す
（
倫
理
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
成
の
10
課
題

は
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
）
。

松
田
毅
監
修
２
０
１
４
年
『
マ
ン
ガ
で
読
む　

震
災
と
ア
ス
ベ

ス
ト
』
桜
風
舎
、
英
語
版
が
神
戸
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ

https://da.lib.kobe-u.ac.jp/da/kernel/90003876/?lan
g=0&

m
ode=0&

opkey=R1732663 34144319 &
idx=1&

c
odeno=&

fcval=&
chkst=0&

check=00

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

松
田
毅
２
０
１
５
年
「
ア
ス
ベ
ス
ト
と
震
災
の
問
題
に
関
す
る
人

文
学
的
研
究
に
つ
い
て

―
２
０
０
５
年
以
後
の
神
戸
大
学
倫

理
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
か
ら
」
『
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
』
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
会

編
122-

128

松
田
毅
２
０
１
６
年
「
「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
・
リ
ス
ク
」
に
関

す
る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
試
作
と
試
行
か
ら
」
『
倫
理
創
成
研
究
』

９
号
１-

16 https://doi.org/10.24546/81009418

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

松
田
毅
・
竹
宮
惠
子
（
共
同
監
修
）
２
０
１
８
年
『
改
訂
新
版　

石
の
綿

―
終
わ
ら
な
い
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
』
神
戸
大
学
出
版
会

（
初
版
２
０
１
２
年
か
も
が
わ
出
版
）

ア
ス
ン
タ
・
プ
ラ
ー
ト
２
０
２
０
年
「
環
境
問
題
と
社
会
問
題

に
つ
い
て
若
者
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
マ
ン
ガ
と
新
し
い
方

法
」
『
マ
ン
ガ
／
漫
画
／
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
―
人
文
学
の
視
点
か
ら
』

前
川
修
・
奥
村
弘
編 

神
戸
大
学
出
版
会
（
松
田
毅
・
丸
山
栄
治

訳
）

　

私
は
呼
吸
器
内
科
の
医
師
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
病
気

の
方
を
診
る
機
会
が
多
い
で
す
。
現
在
も
石
綿
の
健
診
を
担

当
し
、
外
来
で
石
綿
関
連
疾
患
の
方
を
診
察
し
ま
す
の
で
、

石
綿
と
リ
ス
ク
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
青
石

綿
（
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
）
、

白
石
綿
（
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
）
、

茶
石
綿
（
ア
モ
サ
イ
ト
）

と
い
う
３
つ
の
種
類
が
商

業
的
に
は
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
で
は
、
ア

ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト
、
ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
の

６
種
類
が
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
等
で
は

他
に
２
種
類
（
ウ
イ
ン
チ
ャ
イ
ト
、
リ
ヒ
テ
ラ
イ
ト
）
も
加
え

た
方
が
良
い
と
２
０
１
０
年
代
に
言
わ
れ
、
そ
の
二
つ
を
足

す
と
全
部
で
８
種
類
と
な
り
ま
す
。

■
石
綿
関
連
疾
患
と
は

 

石
綿
関
連
疾
患
に
は
６
～
８
つ
の
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
中

～
高
濃
度
の
石
綿
を
長
い
時
間
吸
う
労
働
者
に
起
き
や
す
い

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
肺
、
悪
性
で
肺
ガ
ン
で
す
。
も
う
少

し
累
積
石
綿
ば
く
露
量
が
低
い
と
こ
ろ
で
発
症
す
る
悪
性
中

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
所
長　
　

名
取
　
雄
司

震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て



第７章　識者の提言

218219

石綿関連疾患とは

アスベスト肺

胸膜炎

胸
膜
肥
厚
斑

悪性中皮腫
（胸膜）

肺ガン

悪性中皮腫
（腹膜）

（良性石綿胸水・
　びまん性胸膜肥厚）

皮
腫
（
胸
膜
と
腹
膜
等
）
、
職
業
性
で
中
等
度
の
ア
ス
ベ
ス

ト
ば
く
露
の
あ
る
方
（
建
設
業
）
で
60
代
以
上
だ
と
Ｃ
Ｔ
で

２
～
３
割
程
度
に
出
現
す
る
良
性
の
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
肥
厚

斑
）
、
同
じ
く
良
性
の
「
良
性
石
綿
胸
水
」
、
「
び
ま
ん
性

胸
膜
肥
厚
」
以
上
６
疾
患
が
、
日
本
で
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
世
界
保
健
機
構
の
組
織
の
一
つ
で
あ
る
国
際
が
ん

研
究
機
関 International Agency for Research on 

Cancer 

（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
卵
巣
が
ん
と
喉
頭
が
ん
も
ア

ス
ベ
ス
ト
と
の
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
と
の
手
法
を
用
い
疫
学
的

関
係
あ
り
と
判
断
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
後
腹
膜
繊
維
症

を
追
加
す
る
と
、
９
疾
患
と
も
い
え
ま
す
。

　

石
綿
濃
度
が
高
く
累
積
ば
く
露
量
が
多
い
所
で
早
め
に
起

き
る
病
気
で
大
事
な
の
が
石
綿
肺
で
す
。
息
切
れ
が
だ
ん
だ

ん
す
る
病
気
で
、
現
在
建
設
業
で
30
年
以
上
働
い
て
い
る
方

に
起
き
や
す
い
病
気
で
す
。
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
肥
厚
斑
）
は

低
濃
度
の
方
に
も
出
る
良
性
疾
患
で
、
こ
の
２
疾
患
は
大
変

罹
患
さ
れ
る
方
が
多
い
疾
患
で
す
。
こ
の
２
疾
患
と
比
べ
て

頻
度
は
落
ち
ま
す
が
、
悪
性
疾
患
で
は
肺
が
ん
と
中
皮
腫
、

（IARC

で
は
卵
巣
が
ん
と
喉
頭
が
ん
も
）
が
あ
り
ま
す
。
肺

が
ん
は
比
較
的
濃
度
が
高

め
の
方
に
、
中
皮
腫
は
濃

度
が
低
め
で
短
期
間
の
ば

く
露
で
も
起
き
ま
す
。

　

短
期
石
綿
ば
く
露
で
生

じ
る
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
の
例

を
挙
げ
ま
し
ょ
う
（
写
真

右
上
）
。
30
年
前
47
歳
の

女
性
の
典
型
的
な
胸
膜
プ

ラ
ー
ク
の
方
を
診
ま
し

た
。
石
綿
ば
く
露
歴
を
聞

く
と
「
私
は
学
校
を
出
て

少
し
仕
事
を
し
て
、
そ
の

後
主
婦
で
全
く
ア
ス
ベ
ス

ト
に
無
縁
で
す
。
家
族
の

石
綿
ば
く
露
歴
も
な
い

し
、
石
綿
工
場
も
居
住
地

近
く
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
」
３
回
目
の
外
来

で
、
「
私
高
校
の
時
東
京
の
石
綿
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
１

週
間
だ
け
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
ほ
こ
り
が
多
い
の
で
す
ぐ

辞
め
ま
し
た
。
」
１
週
間
の
石
綿
ば
く
露
で
、
胸
膜
プ
ラ
ー

ク
（
肥
厚
斑
）
は
起
き
る
の
で
す
。

　

写
真
の
黄
白
い
部
分
が
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
肥
厚
斑
）
の
実

物
で
、
赤
い
部
分
が
正
常
な
胸
膜
や
胸
壁
の
部
分
で
す
。
右

側
は
胸
部
Ｃ
Ｔ
写
真
で
頭
を
向
こ
う
に
し
て
寝
て
い
る
と
こ

ろ
の
断
面
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。
よ
く
見
る
と
上
に
も
下
に

も
出
っ
張
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
手
術
の
時
な
ど
に
中
を

見
る
と
、
正
常
な
胸
膜
と
胸
壁
の
部
分
が
あ
っ
て
、
白
い
プ

ラ
ー
ク
の
出
っ
張
り
が
あ
る
。
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
は
良
性
の
変

化
で
す
が
、
建
設
業
の
方
で
す
と
大
体
10
％
ぐ
ら
い
の
方
に

Ｃ
Ｔ
で
見
え
る
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
に
石
綿
を
吸
入
し
た
方
の
肺
内
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

肺
に
吸
入
し
て
取
り
込
ま
れ
た
粉
塵
は
、
動
物
実
験
な
ど
で

は
99
％
は
外
に
出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
吸
入

さ
れ
た
１
％
ぐ
ら
い
の
粉
塵
が
肺
の
中
に
残
る
。
石
綿
も
同

様
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
肺
内
に
残
っ
た
石
綿
繊
維
で
細

く
て
短
い
も
の
は
肺
内
に
見
え
ず
に
残
存
し
て
い
ま
す
。
報
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告
論
文
毎
で
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
石
綿
繊
維
の
１
０
０
～

１
０
０
０
本
等
に
１
本
ぐ
ら
い
が
写
真
（
前
頁
左
上
）
の
よ

う
に
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
小
体
を
形
成
し
ま
す
。
石
綿
小

体
は
、
石
綿
繊
維
を
芯
に
周
り
に
蛋
白
質
と
鉄
が
付
い
た
特

徴
的
な
も
の
で
、
４
０
０
倍
の
光
学
顕
微
鏡
で
よ
く
見
え
ま

す
の
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
小
体
が
あ
れ
ば
石
綿
を
吸
っ
て
い
る

こ
と
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
石
綿
小
体
は
短
く

細
い
石
綿
繊
維
に
は
で
き
に
く
い
た
め
、
ア
モ
サ
イ
ト
や
ク

ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
で
形
成
さ
れ
や
す
く
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
で
は
形

成
さ
れ
に
く
い
と
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
肺
の
中
に
も
極
め

て
少
数
で
す
が
石
綿
小
体
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
電
子
顕
微
鏡

で
細
か
く
肺
内
を
見
る
と
、
細
く
て
短
い
石
綿
繊
維
も
沈
着

し
て
い
ま
す
。
た
だ
石
綿
繊
維
の
量
は
、
一
般
の
人
と
職
業

で
石
綿
に
ば
く
露
し
た
方
と
で
は
、
研
究
論
文
と
職
業
性
石

綿
ば
く
露
の
集
団
毎
で
数
も
異
な
り
ま
す
。

　

建
設
業
の
方
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
読
影
し
ま
す
と
、

現
在
２
割
前
後
の
方
に
何
ら
か
の
粉
塵
や
石
綿
関
連
の
変
化

が
あ
り
、
実
際
に
通
院
し
て
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

程
度
の
方
が
１
％
前
後
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
20
～
30
代
で

は
所
見
の
あ
る
人
は
ほ
ぼ
な
く
50
～
60
代
に
は
所
見
が
増
え

ま
す
。
同
様
に
建
設
業
の
従
事
歴
別
に
み
ま
す
と
、
建
設
業

の
従
事
歴
５
年
以
下
で
す
と
何
も
所
見
は
出
て
こ
な
い
の
で

す
が
、
10
年
、
20
年
、
30
年
と
長
く
建
設
業
で
働
か
れ
る
方

は
、
２
割
か
ら
３
割
ぐ
ら
い
に
何
ら
か
の
所
見
が
出
て
く
る

時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
１
９
６
０
年
ぐ
ら
い
か

ら
石
綿
含
有
建
材
を
大
量
に
使
い
始
め
て
40
年
ぐ
ら
い
経
っ

て
所
見
が
で
て
き
て
い
る
印
象
で
す
。

　

石
綿
関
連
の
肺
が
ん
も
同
様
で
す
。
造
船
所
の
石
綿
肺
が

ん
の
例
で
す
が
、
戦
前
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
っ
て
、
戦
後
は
石

綿
吸
入
の
な
い
時
期
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
大
体
40
年
ぐ
ら
い

た
っ
て
肺
が
ん
が
発
症
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
で
す

が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
と
た
ば
こ
の
間
に
は
肺
が
ん
に
関
し
て
相

乗
作
用
が
あ
り
、
た
ば
こ
で
10
倍
、
ア
ス
ベ
ス
ト
で
５
倍
、

両
方
で
50
倍
で
す
。
日
本
の
場
合
人
種
差
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
た
ば
こ
で
10
倍
、
ア
ス
ベ
ス
ト
で
５
倍
と
い
う
関
連
ま

で
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
関
係
が
疫

学
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
っ
た
方
は
禁

煙
と
い
う
こ
と
が
予
防
と
し
て
大
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸

わ
な
い
で
今
後
作
業
す

る
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

肺
が
ん
は
、
診
断
や
組

織
型
等
は
普
通
の
肺
が

ん
と
同
じ
で
治
療
も
同

じ
と
さ
れ
ま
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
と
の
関
連
と
い

う
原
因
が
見
逃
さ
れ

や
す
い
点
が
課
題
で
す
。

喫
煙
が
肺
が
ん
の
原
因
と
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
よ
く
あ
る

例
で
は
、
電
気
屋
さ
ん
で
働
い
て
い
て
大
学
病
院
で
た
ば
こ

に
よ
る
肺
が
ん
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
に
私
ど

も
が
調
べ
る
と
石
綿
小
体
が
出
て
き
た
、
胸
膜
肥
厚
斑
が
あ

り
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
が
ん
、
と
し
て
労
災
認
定
と
な
る

こ
と
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。 

　

中
皮
腫
と
い
う
病
気
は
喫
煙
と
は
無
関
係
で
す
（
写
真
右

上
）
。
中
皮
腫
は
ほ
と
ん
ど
石
綿
関
連
と
言
わ
れ
、
職
業
性

石
綿
ば
く
露
が
８
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
問
題
は
吹
付
け

石
綿
の
あ
る
建
物
と
か
環
境
の
ば
く
露
と
低
濃
度
ば
く
露
で

も
な
る
病
気
と
い
う
点
が
問
題
で
す
。

　

中
皮
腫
の
で
き
方
は
、
外
側
か
ら
で
き
て
中
側
に
だ
ん
だ

ん
進
行
し
、
Ｃ
Ｔ
写
真
で
見
る
と
初
期
は
わ
ず
か
な
変
化

で
、
胸
腔
鏡
で
部
分
的
に
変
化
が
あ
る
。
大
変
残
念
で
す
け

れ
ど
も
１
年
ぐ
ら
い
で
進
行
し
て
写
真
の
右
の
様
に
な
り
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
。
良
い
治
療
法
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

早
期
で
は
手
術
、
２
０
１
０
年
代
後
半
以
降
、
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
（
オ
プ
ジ
ー
ボ
、
ヤ
ー
ボ
イ
等
）
が
販
売

さ
れ
、
数
年
の
延
命
が
で
き
る
方
も
い
る
疾
患
と
な
り
ま
し

た
。

　

労
働
者
つ
い
て
は
、
石
綿
肺
は
じ
ん
肺
法
で
労
働
局
の
診

断
後
に
労
災
保
険
で
、
中
皮
腫
と
肺
が
ん
、
び
ま
ん
性
胸
膜

肥
厚
や
良
性
石
綿
胸
水
は
労
災
補
償
保
険
法
で
補
償
さ
れ
ま

す
。
工
場
周
囲
の
住
民
と
ご
家
族
、
社
長
等
労
働
者
性
の
少

な
い
職
業
性
石
綿
ば
く
ろ
作
業
者
等
そ
れ
以
外
の
方
は
石
綿

健
康
被
害
救
済
法
で
救
済
さ
れ
る
、
法
律
に
よ
る
対
応
が
必

要
な
病
気
と
い
う
点
が
特
徴
で
す
。
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■
様
々
な
場
所
の
石
綿
濃
度

　

今
回
は
震
災
の
話
な
の
で
、
様
々
な
場
所
の
石
綿
濃
度
の

オ
ー
ダ
ー
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
１
㍑
あ
た
り
で
数
万

本
が
吹
付
け
石
綿
の
除
去
の
場
合
、
石
綿
含
有
建
材
の
切
断

と
か
改
築
は
１
㍑
数
千
本
単
位
で
す
。
い
ま
こ
こ
（
都
市
の

大
気
）
は
、
大
体
０
・
１
～
０
・
２
本
／
㍑
で
す
。
吹
付
け

石
綿
が
天
井
に
あ
る
部

屋
だ
と
、
０
・
数
本
か

ら
10
本
／
㍑
の
デ
ー
タ

が
多
い
で
す
。

　

石
綿
繊
維
は
ど
な
た

の
肺
か
ら
も
出
て
石
綿

小
体
も
出
と
こ
と
に
な

り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
産
業
衛
生
学
会
の
勧

告
を
受
け
、
職
業
性
石

綿
の
混
合
ば
く
露
（
生

涯
で
千
人
に
一
人
が
中
皮

腫
や
肺
癌
と
な
る
）
の
規
準
を
１
㍑
30
本
と
し
、
ク
リ
ソ
タ

イ
ル
の
場
合
は
１
㍑
あ
た
り
１
５
０
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
ば
く
露
で
は
10
万
人
に
１
名
の
生
涯
リ
ス
ク
の
石
綿

濃
度
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
詳
細
な
計
算
を
省
略
し
、
産
業

衛
生
学
会
の
規
準
で
荒
く
推
定
す
る
と
、
混
合
ば
く
露
だ
と

１
㍑
で
０
・
３
本
、
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
単
独
ば
く
露
で
１
・
５

本
／
㍑
と
い
っ
た
オ
ー
ダ
ー
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
環

境
の
中
で
の
石
綿
の
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い

の
か
、
問
題
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
で
数
式
含

め
て
検
討
し
た
い
方
は
、
検
討
が
書
籍
に
載
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
参
考
く
だ
さ
い
。
石
綿
の
リ
ス
ク
の
元
に
な
る
疫
学

デ
ー
タ
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ィ
ッ
テ
ヌ
ー
ム
鉱
山
と

い
う
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
の
鉱
山
の
疫
学
デ
ー
タ

だ
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
紡
績
工
場
の
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
ば
く

露
の
疫
学
の
デ
ー
タ
、
カ
ナ
ダ
の
鉱
山
の
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
ば

く
露
の
デ
ー
タ
、
各
石
綿
の
混
合
ば
く
露
の
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
疫
学
論
文
に
つ
い
て
、
職
業
ば
く
露
の

聴
取
が
適
切
か
、
石
綿
濃
度
の
測
定
の
精
度
や
換
算
係
数
、

調
査
測
定
期
間
の
長
さ
、
等
か
ら
十
分
検
討
に
足
る
論
文
か

の
検
討
が
今
も
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
震
災
な
ど
の
解

体
と
改
築
は
ど
の
ぐ
ら

い
の
濃
度
に
な
る
の
か

で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
石

綿
濃
度
デ
ー
タ
が
包
括

的
な
の
で
参
考
に
示
し

ま
す
（
解
体
・
改
修
・

維
持
補
修
作
業
の
石
綿
濃

度
）
。
解
体
・
改
修
・

維
持
補
修
作
業
の
石
綿

濃
度
で
す
。
立
法
メ
ー
ト
ル
を
㍑
に
直
す
と
１
０
０
０
分
の

１
で
す
の
で
、
大
規
模
作
業
で
す
と
１
５
０
本
／
㍑
、
小
規

模
で
す
と
15
本
／
㍑
の
石
綿
濃
度
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
解
体
で
は
非
常
に
濃
度
が
上
が
り
ま
す
。

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災 

東
日
本
大
震
災
の
石
綿
濃
度
の
推
定

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
つ
い
て
は
、

本
書
の
国
立
環
境
研
究
所
の
寺
園
先
生
の
デ
ー
タ
を
ご
参
考

く
だ
さ
い
。
東
日
本
大
震
災
の
今
後
の
石
綿
被
害
の
推
定
し

た
論
文
は
、
２
０
２
４
年
時
点
で
一
定
の
方
法
に
従
っ
た
も

の
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
壊
さ
れ
た
建
物
は
津
波
主
体

で
直
下
型
地
震
と
は
違
い
、
石
綿
濃
度
の
実
測
値
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
比
べ
東
日
本
大
震
災
は
低
濃
度
と
思
い
ま
す
。

居
住
人
口
は
東
日
本
の
場
合
は
何
名
が
適
切
か
？
で
推
計
は

違
っ
て
き
ま
す
。　

■
災
害
時
の
石
綿
リ
ス
ク

　

今
後
震
災
時
の
石
綿
の
リ
ス
ク
は
、
オ
ー
ダ
ー
の
レ
ベ
ル

で
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
対
策
の
な

い
吹
付
け
石
綿
の
除
去
は
何
万
繊
維
／
㍑
単
位
、
石
綿
建
材

を
切
っ
た
ら
高
い
と
１
０
０
０
繊
維
／
㍑
単
位
、
１
０
０
繊

維
／
㍑
の
単
位
も
あ
り
ま
す
。
石
綿
ば
く
露
作
業
が
１
０
０

繊
維
／
㍑
の
オ
ー
ダ
ー
の
時
に
、
適
切
な
防
御
服
と
陽
圧
等

の
防
塵
マ
ス
ク
を
適
切
に
着
用
す
れ
ば
、
吸
入
す
る
石
綿
濃

度
は
１
０
０
分
の
２
の
２
繊
維
／
㍑
以
下
に
下
が
る
わ
け
で

す
。
ま
た
地
球
上
の
大
気
中
で
は
、
ど
こ
で
も
石
綿
を
０
・
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１
本
／
㍑
は
吸
っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
仮
に
２
本
／
㍑
に

下
が
れ
ば
通
常
の
吸
入
の
20
倍
で
す
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

で
数
日
の
場
合
で
リ
ス
ク
は
大
き
く
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
防

塵
マ
ス
ク
で
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
し
堂
々
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
け
ば
短
期
間
作
業
な
ら
安
全
で
す
。
震
災
で

倒
壊
し
た
建
物
の
吹
付
け
石
綿
除
去
作
業
、
杜
撰
な
レ
ベ
ル

３
含
有
建
材
解
体
工
事
の
中
や
近
隣
は
危
険
で
す
。
普
通
の

防
塵
マ
ス
ク
で
安
易
に
入
っ
て
は
だ
め
で
す
。

　

作
業
毎
の
石
綿
濃
度
の
オ
ー
ダ
ー
を
知
り
石
綿
に
よ
る
リ

ス
ク
を
皆
が
共
通
し
て
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
電
車
と
飛
行

機
の
比
較
で
、
電
車
も
痛
ま
し
い
事
故
が
過
去
に
あ
り
ま
す

が
、
電
車
に
乗
る
際
皆
さ
ん
保
険
は
か
け
ま
せ
ん
。
海
外
旅

行
の
飛
行
機
は
保
険
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
様
に

リ
ス
ク
の
オ
ー
ダ
ー
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
防
災
用
品

に
簡
易
型
で
な
い
防
塵
マ
ス
ク
の
準
備
を
是
非
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
南
海
地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
し
首
都
直
下

型
地
震
の
対
策
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
す
。
悲
観
的
な
こ
と

を
言
い
ま
す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
建
物
の
ど
こ
に
あ
る
か
調

査
を
正
確
に
建
物
ご
と
に
す
る
こ
と
は
、
２
０
２
４
年
以
降

環境庁モニタリングによるアスベスト追跡継続調査結果
2004 年　アスベストセンターシンポジウム　寺園先生講演
中皮腫・じん肺・アスベストセンターＨＰ

も
10
年
単
位
で
一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

ど
の
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
り
危
険
か
わ
か
ら
ず
、
自
分

達
の
身
は
自
分
達
で
守
る
し
か
な
い
で
す
。
防
塵
マ
ス
ク
の

備
蓄
、
石
綿
の
リ
ス
ク
。
防
災
基
本
計
画
で
一
度
も
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
は
検
討
さ
れ
な
い
の
が
最
も
問
題
で
す
。

■
地
域
防
災
計
画
の
不
備

　

地
域
防
災
計
画
の
中
に
適
切
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
入
れ

て
い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。
防
塵
マ
ス
ク

を
き
ち
ん
と
備
蓄
す
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
一
部
の
自
治

体
で
し
か
な
い
の
で
、
そ
こ
ら
辺
か
ら
変
え
て
い
か
な
い
と

し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
論
で
言
え
ば
、
き
ち
ん
と
建
築
物
の
石
綿
含
有
調
査

が
さ
れ
、
建
物
の
危
険
を
自
治
体
も
周
囲
の
住
民
も
わ
か
っ

た
上
で
の
震
災
対
策
が
一
番
良
く
、
リ
ス
ク
も
十
分
報
道
さ

れ
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
で
す
。
し
か
し
日
本
が
そ
の
段

階
ま
で
す
ぐ
行
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
石
綿
の
リ
ス
ク
を
知

り
自
衛
を
一
方
で
考
え
つ
つ
、
原
則
論
の
道
も
歩
ん
で
い
く

点
が
大
事
で
す
。
平
時
の
時
ち
ゃ
ん
と
し
た
対
策
が
で
き
な

い
自
治
体
や
省
庁
は
実
際
に
震
災
が
起
き
て
も
動
け
ま
せ
ん
。

き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
専
門
で
適
切
な
行
動
が
で
き
る
人
的

資
源
が
あ
っ
て
初
め
て
震
災
時
対
応
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

解
体
と
か
改
築
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
建
物
で
飛

散
が
起
き
て
い
る
。
皆
さ
ん
ほ
ん
の
わ
ず
か
ず
つ
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
ど
う
し
て
も
石
綿
を
吸
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

応
力
を
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一
方
で
あ
る
。
一
方
で

災
害
の
中
で
も
し
起
き
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
危
機
管

理
を
進
め
て
い
く
。
ど
ち
か
ら
も
行
か
な
い
と
、
な
か
な
か

一
概
に
は
行
か
な
い
の
か
な
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

■
建
物
調
査
義
務
付
け
の
立
法
化
の
必
要
性

　

国
土
交
通
省
は
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
を
養
成
す
る
４
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
に
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
は
、
環
境
省
と
厚
労

省
と
国
土
交
通
省
３
省
の
共
管
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
の
大
気
汚
染
防
止
法
と
石
綿
則
改
正
に
合
わ
せ
、
石
綿
含

有
建
材
調
査
者
の
養
成
は
１
日
の
座
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
簡
素
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化
さ
れ
、
レ
ベ
ル
３
の
石
綿
含
有
建
材
ボ
ー
ド
等
が
追
加
、

人
数
は
10
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
石
綿
含
有
建
材
調
査
の
質

の
担
保
は
、
欧
米
や
韓
国
と
比
べ
、
か
な
り
低
い
内
容
と
日

本
で
は
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
所
有
者
が
望
ま
な
け
れ
ば
、
石
綿
含
有
建
材
調
査
者

は
建
物
内
の
調
査
は
で
き
ま
せ
ん
。
建
物
内
に
入
っ
て
調
べ

る
権
限
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
所
有
者
に
建
物
調
査
を
義

務
付
け
る
法
律
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
耐
震
改
修
促
進
法

に
似
た
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
促
進
法
み
た
い
な
も
の
が

な
い
と
、
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
制
度
が
で
き
て
も
、
今
度

は
危
険
な
建
物
に
調
査
に
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
で
は

立
法
が
今
後
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
２
０
１
２
年
11
月
10
日
の
第
28
回 

明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
を
基
に
、一
部
追
加
改
変
、
２
０
２
４
年
再
改
変
）

■
本
稿
の
位
置
づ
け

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
15
年
後
の
節
目
の
２
０
１
０
年
１

月
17
日
に
、
立
命
館
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
潜
む
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
の
危
機
～
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
９
・
11
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
Ｗ
Ｔ
Ｃ
崩
壊
の
教
訓
」
を
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
実

施
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
実
態
報
告
（
加
藤

正
文
神
戸
新
聞
社
論
説
委
員

兼
編
集
委
員
）
、
基
調
講

演
（
宮
本
憲
一
立
命
館
大
学

客
員
教
授
）
（
森
永
謙
二
環
境
再
生
保
全
機
構
顧
問
医
師
）
、
特

別
講
演
（
Ｓ
・
レ
ビ
ン
米
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学
医
師
、

以
上
肩
書
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
時
）
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
震
災
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
防
止
に
向

け
て
の
提
言
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
会
場
の
承
認
を
受
け

た
。
こ
の
提
言
は
、
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
終
わ
り
な
き
ア

ス
ベ
ス
ト
災
害　

地
震
大
国
日
本
へ
の
警
告（

ⅰ
）」

に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

　

 

本
冊
子
の
先
号
で
あ
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク　

阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
20
年（

ⅱ
）」

に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発

災
も
踏
ま
え
て
２
０
１
５
年
時
点
の
状
況
と
今
後
の
課
題
を

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
特
任
教
授　

　
石
原
　
一
彦

「
震
災
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
防
止
に
向
け
て
の
提
言
」
そ
の
後
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記
述
し
た
。

　

本
稿
は
、
先
号
か
ら
10
年
た
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

30
年
時
点
で
あ
る
２
０
２
５
年
に
お
い
て
、
震
災
時
の
ア
ス

ベ
ス
ト
災
害
の
防
止
に
関
わ
る
現
状
や
取
り
組
み
、
進
展
状

況
、
未
達
成
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
提
言
の
項
目
に
の
っ

と
り
な
が
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
太
字
部
分
が
、

２
０
１
０
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
提
言
項
目
で
あ
る
。

■
「
震
災
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
防
止
に
向
け

て
の
提
言
」
の
達
成
状
況
や
課
題
に
関
す
る
考
察

〈
市
民
・
国
・
自
治
体
・
企
業
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
再
認
識
〉

１
．
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
必
要

性
・
重
要
性
を
、
市
民
・
国
・
自
治
体
・
企
業
等
が
再

認
識
す
る
こ
と

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
一

般
市
民
に
も
広
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。
市
民
に
よ
る
解
体
現

場
の
注
視
や
監
視
も
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
し
か

し
、
正
確
な
危
険
性
の
認
識
は
薄
い
状
況
で
は
な
い
か
。
ア

ス
ベ
ス
ト
が
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
て
も
、

ど
の
よ
う
な
も
の
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
、
被
災
時
に

ど
の
よ
う
に
飛
散
す
る
の
か
そ
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
認
識
し

て
い
る
市
民
は
多
く
な
い
と
感
じ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
の
認
識
や
、
そ
の
飛
散
リ
ス
ク
に
ど
う
対
応
す
る
べ
き
か
、

正
確
な
状
況
認
識
が
今
後
も
求
め
ら
れ
る
。

〈
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
域
に
お
け
る
対
策
〉

２
．
解
体
工
事
従
事
者
中
心
の
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
健
康
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
総
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
解
体
工
事
等
に
お
い
て
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
有
無
が
把
握
さ
れ
ず
に
解
体
・
除
却
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
の
解
体
業
者
ら
は
、
マ
ス
ク
す
ら
せ
ず
に
タ
オ
ル
で

口
を
覆
う
程
度
の
対
策
が
多
か
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
は

容
易
な
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
市
民
も
、
そ
の
よ
う

な
解
体
現
場
の
横
を
マ
ス
ク
す
ら
せ
ず
に
通
行
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の

解
体
過
程
に
お
い
て
、
解
体
業
者
も
一
般
市
民
も
ア
ス
ベ
ス

ト
暴
露
を
受
け
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ア
ス

ベ
ス
ト
暴
露
の
大
小
は
も
は
や
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
暴
露
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
国
や
自
治
体
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
健
康
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
や
健
康
管
理
手
帳
等
の
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
系
的
・
組
織
的
に
実
施
し
て
い
な
い
。
疾
患
が
ひ
ど
く

な
っ
て
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
が
把
握
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
始
め
て
い
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
で
あ
る
こ
と
す
ら
認
識
・
認
定
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
潜
在

す
る
の
で
は
な
い
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ

ス
ト
健
康
被
害
は
、
現
在
労
災
認
定
７
件
、
公
務
災
害
認

定
１
件
、
公
務
災
害
未
認
定
１
件
で
あ
る
。
ま
た
、
独
立

行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
１
年
度
２
０
２
２
年
度
に
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度

で
認
定
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
17
名
が
災
害
復
旧
の
仕
事
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
と
答
え
て
い
る（

ⅲ
）。

震
災
後
30
年
以

上
が
経
過
し
た
今
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
長
い
潜
伏
期
間
を
経

て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
過
程
を
要
因
と
す
る
ア
ス

ベ
ス
ト
疾
患
者
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
被
災
地
域
を
中

心
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
の

総
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
が
今
後
も
求
め
ら
れ
る
。

〈
平
常
時
に
お
け
る
対
策
〉

３
．
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
物
の
実
態
調
査
、
把
握
と
広
報
、

除
去
の
促
進

　

国
土
交
通
省
は
、
１
９
５
６
年
か
ら
１
９
８
９
年
ま

で
に
施
工
さ
れ
た
民
間
の
建
築
物
の
う
ち
大
規
模
（
概
ね

１
０
０
０
㎡
以
上
）
の
建
築
物
を
対
象
に
、
所
有
者
か
ら
の

報
告
に
基
づ
き
、
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
調
査
を
２
０
１
９

年
２
０
２
０
年
に
行
っ
て
い
る（

ⅳ
）。

そ
の
調
査
に
よ
る
と
、
報

告
の
あ
っ
た
２
２
４
万
８
２
７
０
棟
の
う
ち
吹
付
ア
ス
ベ
ス

ト
が
確
認
さ
れ
た
建
物
は
１
万
５
０
１
６
棟
（
約
６
％
）
で

そ
の
う
ち
１
万
２
０
４
４
棟
が
指
導
に
よ
り
除
去
、
封
じ
込

め
ま
た
は
囲
い
込
み
の
い
ず
れ
か
の
対
策
を
行
っ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
除
去
率
が
ど
の
程
度
か
こ
の
調
査
で
は
わ
か

ら
な
い
が
、
囲
い
込
み
対
応
な
ど
で
は
災
害
時
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
露
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
こ
の
国

土
交
通
省
の
調
査
に
は
、
規
模
の
大
き
い
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
指
摘
し
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て
い
る（

ⅴ
）。

建
物
全
体
と
し
て
、
１
０
０
０
㎡
以
上
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
の
所
有
単
位
は
１
戸

単
位
で
あ
り
小
規
模
な
も
の
と
な
る
。
上
記
調
査
に
お
い

て
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
に
調
査
さ
れ
て
い
る

か
国
土
交
通
省
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
「
こ
の
調
査
で
は
、

１
０
０
０
㎡
以
上
の
民
間
建
築
物
を
対
象
に
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
調
査
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
実
際
に
１
０
０
０
㎡
を
超
え
る
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
都

道
府
県
に
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
国
土
交

通
省
と
し
て
調
査
方
法
は
把
握
し
て
い
な
い
。
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
る
の
は
、
個
別
の
所
有
者
に
尋
ね

る
方
法
は
対
象
が
膨
大
な
数
に
な
り
困
難
で
あ
る
。
管
理
組

合
ま
た
は
管
理
会
社
等
に
問
い
合
わ
せ
る
の
が
妥
当
と
考
え

る
が
、
個
々
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
や
管
理
会
社

を
都
道
府
県
の
調
査
担
当
者
が
把
握
し
て
い
る
と
は
考
え
に

く
い
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
「
分
譲
共
同
住
宅
に
お
け
る
吹

付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
の
可
能
性
の
高
い
鉄
骨
造
は
約
２
・

３
万
戸
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
等
使
用
の

可
能
性
が
高
い
鉄
骨
造
は
約
７
・
２
万
戸
、
合
計
約
９
・

５
万
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
吹
付
材

を
使
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
に
占
め
る
割
合
は
高
く
な
い
が
、
無
視
で
き
る
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
は
な
い
。
」
と
推
計
し
た（

ⅴ
）。

各
都
道
府
県
の
調

査
方
法
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
調
査
対
象
か
ら
漏
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

ま
た
、
公
共
建
築
物
に
関
し
て
は
、
２
０
０
５
年
度
に
関

係
各
省
に
お
い
て
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
へ
の
当
面
の
対

応
」
を
受
け
、
主
と
し
て
レ
ベ
ル
１
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
（
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
、
吹
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
等
）
の
使

用
実
態
に
関
し
て
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
係
る
総
合
対
策
」
に
沿
っ
て
、
順
次
、

除
去
等
の
進
捗
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る（

ⅵ
）。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
は
、
個
別
に
一
般
に
公
表

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
震
災
等
の
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
、
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
等
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
の
リ
ス
ク
を
周
辺
住
民
等
が
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
物
の
調
査
の
不
十
分
さ
及
び
広
報

の
未
確
立
差
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

４
．
解
体
工
事
等
に
お
け
る
飛
散
防
止
対
策
と
廃
棄
対
策
の

徹
底

　

環
境
省
の
建
築
物
の
解
体
等
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
改

正
が
繰
り
返
さ
れ
、
最
新
の
も
の
は
、
２
０
２
４
年
の
「
建

築
物
等
の
解
体
等
に
係
る
石
綿
ば
く
露
防
止
及
び
石
綿
飛
散

漏
え
い
防
止
対
策
徹
底
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
あ
る
。
改
正
に

伴
っ
て
、
内
容
が
充
実
し
て
き
て
お
り
、
レ
ベ
ル
３
建
材
対

策
等
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
築
物
石
綿
含
有

建
材
調
査
者
は
、
解
体
や
改
修
の
際
に
、
石
綿
建
材
等
の
有

無
を
調
査
す
る
も
の
で
、
２
０
２
０
年
７
月
に
石
綿
障
害
予

防
規
則
等
が
改
正
さ
れ
、
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
が

調
査
に
あ
た
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
２
０
２
３

年
10
月
よ
り
、
解
体
や
改
修
の
事
前
調
査
が
調
査
者
に
よ
る

調
査
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
制
度
的
に
は
充
実
し

て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
レ
ベ
ル
３
の
建
材
処
理
な
ど
に
お

い
て
、
い
ま
だ
に
不
十
分
な
暴
露
防
止
対
策
の
実
態
も
報
告

さ
れ
て
お
り
、
課
題
が
な
い
状
況
と
は
い
い
が
た
い
。

〈
震
災
時
に
お
け
る
対
策
〉

５
．
マ
ス
ク
の
装
着

　

震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
は
、
マ
ス
ク
を

装
着
す
る
方
も
増
え
て
き
た
が
、
装
着
し
て
い
な
い
方
も
お

ら
れ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
の
リ
ス
ク
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

Ｎ
95
相
当
の
防
塵
マ
ス
ク
の
装
着
が
求
め
ら
れ
る
が
、
防
塵

マ
ス
ク
を
装
着
さ
れ
て
い
る
方
は
非
常
に
少
な
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
住
民
、
復
旧
関
係
者
等
に
お
け
る
防
塵
マ
ス
ク
装

着
の
必
要
性
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は

配
給
備
品
と
し
て
配
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

６
．
解
体
工
事
に
お
け
る
飛
散
防
止
対
策
と
労
働
安
全
性
確

保
の
徹
底

　

上
記
と
重
な
る
部
分
が
多
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
解
体

等
復
旧
関
係
者
等
が
解
体
工
事
に
お
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
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リ
ス
ク
の
高
い
場
合
に
防
塵
マ
ス
ク
を
必
ず
装
着
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
暴
露
防
止
対

策
に
関
す
る
方
策
を
総
動
員
し
て
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
と

り
わ
け
レ
ベ
ル
３
建
材
の
裁
断
や
破
砕
の
防
止
を
徹
底
す
る

必
要
が
あ
る
。

７
．
震
災
発
生
時
に
お
け
る
体
系
的
な
環
境
調
査
の
実
施

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
は
、
環
境
庁
に
よ
る
環
境
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
時
期
も
発
災
か
ら
時
間
が

ず
い
ぶ
ん
経
過
し
て
お
り
、
定
点
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
環
境
庁
の
調
査
以
外
で
、

解
体
現
場
周
辺
で
の
民
間
調
査
に
お
い
て
、
非
常
に
高
濃
度

の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
環

境
庁
の
環
境
調
査
の
体
系
性
、
実
効
性
は
低
い
も
の
で
あ
っ

た
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
大
規
模
災
害
後
の
一
般
的
な
大
気

中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
調
査
等
は
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
が
何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
定
点
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
状
況
が
監
視
さ
れ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
後
も
、

石
川
県
及
び
環
境
省
に
よ
り
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
環
境
省
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
合
同
会
議
（
環
境
省
：
東
日
本
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
委
員
会
、
厚
生
労
働
省
：
東
日
本
大
震
災
の
復
旧

工
事
に
係
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
懸
賞
の
た
め
の
専
門
家
会
議
）
が

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
16
回
開
催
さ
れ
、
被
災

地
ア
ス
ベ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
大

気
汚
染
濃
度
調
査
（
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
が
定
め
ら
れ
、
「
被

災
し
た
住
民
等
へ
の
暴
露
防
止
と
有
す
る
不
安
の
解
消
の
観

点
か
ら
選
定
す
る
地
点
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
１
―

①
避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
の
周
辺
、
１
―

②
被
災
自
治
体
に
お
い
て
、
環

境
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
地
点
、
２
―

①
倒
壊
、
半
倒
壊

ま
た
は
一
部
破
損
し
て
い
る
建
築
物
等
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

の
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
学
校
、
病
院
及
び
船
舶
等
）
で
現
在
解

体
・
改
修
中
の
現
場
、
２
―

②
倒
壊
、
半
倒
壊
ま
た
は
一
部

破
損
し
て
い
る
建
築
物
等
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
ビ
ル
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
学
校
、
病
院
及
び
船
舶
等
）
、
２
―

③
破
砕
等
を
行
っ

て
い
る
が
れ
き
処
理
現
場
及
び
が
れ
き
の
集
積
場
、
２
―

④

が
れ
き
の
粉
砕
等
を
行
っ
て
い
る
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
及

び
最
終
処
分
場
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
継
続
的
な
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
時
期
的
な
調
査
の
穴

が
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
体
系
的
な
環
境
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

８
．
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

の
明
記
と
確
実
な
実
行

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
各
自
治
体
の
地
域
防
災
計
画
に
お
け

る
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
関
す
る
新
た
な
調
査
が
実

施
で
き
て
お
ら
ず
、
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
の
明
記
状
況
の
進
捗
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
終
わ
り
な
き
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害　

地
震
大
国
日
本
へ
の
警
告（

ⅰ
）」

に
掲
載
し
た
自
治
体
ア
ン
ケ
ー

ト
（
２
０
１
０
年
５
月
～
８
月
実
施
）
で
は
、
下
記
の
よ
う
に
、

地
域
防
災
計
画
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
自

治
体
は
13
・
７
％
、
盛
り
込
み
予
定
は
12
・
７
％
と
非
常
に

低
く
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
抜
本
的
・
体
系
的
な
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
の
進
捗
が
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
避
難
所
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
が
な
い

体
育
館
雑
魚
寝
型
の
避
難
所
運
営
が
能
登
半
島
地
震
で
も
見

ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
自
治
体
単

位
で
の
進
捗
は
芳
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

〈
今
後
の
対
策
〉

９
．
ノ
ン
・
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
の
追
求

　

建
築
物
の
解
体
等
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
石
綿
調
査
者
制

度
の
改
善
・
充
実
等
の
対
策
レ
ベ
ル
の
更
新
は
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
し
か
し
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
リ
ス
ク
の
な
い
社
会
を
構
築
す
る
か

が
見
え
て
い
な
い
。
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
ア
ス
ベ
ス
ト

の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
か
。
ど
の
よ
う
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を

除
去
し
安
全
に
廃
棄
す
る
か
。
ま
た
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
い

か
に
安
全
に
実
施
す
る
か
。
そ
の
よ
う
な
道
筋
が
引
き
続
き

求
め
ら
れ
る
。
日
本
政
府
に
は
、
ど
う
も
そ
の
よ
う
な
発
想

は
な
い
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ノ
ン
・
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
を
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地域防災計画における震災時アスベスト対策の位置づけの有無

実
現
す
る
に
は
、
膨
大
な
費
用
と
手
間
が
か
か
る
。
し
か
し
、

一
方
で
我
々
は
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
恩
恵
を
返
却
し
て
で
も
ノ
ン
・
ア
ス
ベ
ス

ト
社
会
を
希
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

京
都
に
は
、
全
京
都
建
設
労
働
組
合
を
事
務
局
と
す
る
「
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
を
目
指
す
京
都
の
会
（
２
０
１
３
年
結

成
）
」
が
あ
り
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
応
援
等
の
多
様

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
京
都
府
内
の
地

方
議
会
へ
の
意
見
書
採
択
運
動
が
あ
る
。
①
企
業
参
加
や
補

償
範
囲
の
拡
充
な
ど
建
設
石
綿
給
付
金
法
の
改
正
、
②
調

査
・
除
去
工
事
へ
の
助
成
創
設
・
拡
充
な
ど
を
要
求
の
柱
と

す
る
意
見
書
に
つ
い
て
、
京
都
府
内
全
議
会
で
の
採
択
を
目

指
し
て
運
動
を
し
て
い
て
、
現
在
、
京
都
府
議
会
＋
26
自
治

体
中
23
自
治
体
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
自

治
体
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
充
実
を
求
め
る
動
き
を
行
う

こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。

10
．
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
調
査
し
、
対
策

を
立
案
・
検
討
す
る
機
関
の
設
置

　

独
立
行
政
法
人
保
全
再
生
機
構
は
、
「
公
害
に
係
る
健
康

被
害
の
補
償
及
び
予
防
、
民
間
団
体
が
行
う
環
境
の
保
全
に

関
す
る
活
動
の
支
援
や
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

（
中
略
）
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
良
好
な
環
境
の
創

出
そ
の
他
の
環
境
の
保
全
を
図
り
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来

の
国
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る
。

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
認

定
及
び
救
済
給
付
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

石
綿
問
題
総
合
対
策
研
究
会
は
、
「
石
綿
の
リ
ス
ク
と
医

学
関
連
、
調
査
と
分
析
、
管
理
、
除
去
、
対
策
、
廃
棄
、
災

害
、
建
築
、
歴
史
、
社
会
等
の
各
分
野
の
専
門
家
、
行
政
関

係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
交
流
を
通
じ
、
総
合
的
石
綿
対
策
の
理

解
、
石
綿
の
健
康
リ
ス
ク
の
削
減
、
震
災
時
対
策
、
そ
の
他

の
課
題
等
に
つ
い
て
、
年
１
回
の
研
究
会
の
定
期
的
開
催
で

研
究
、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
石
綿
問
題
の
解
決

に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
２
０
１
３

年
設
立
さ
れ
、
年
に
１
回
研
究
会
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、

諸
外
国
調
査
を
含
む
多
様
な
研
究
活
動
や
出
版
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
は
、
災
害
時
の
危
険
性
の
再
認
識
や

救
済
の
充
実
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
様
で
体
系
的
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
対
し
、
総
合

的
な
調
査
・
対
策
機
関
の
設
置
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
、
「
震
災
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の
防
止
に

向
け
て
の
提
言
」
が
提
言
後
15
年
を
経
て
、
達
成
し
て
き
た

か
な
ど
を
考
察
し
て
き
た
。
一
部
追
跡
調
査
が
で
き
て
い
な

い
事
項
も
あ
る
が
、
進
捗
し
て
い
る
の
は
、
「
４
．
解
体
工

事
等
に
お
け
る
飛
散
防
止
対
策
と
廃
棄
対
策
の
徹
底
」
及
び

「
７
．
震
災
発
生
時
に
お
け
る
体
系
的
な
環
境
調
査
の
実

施
」
あ
た
り
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
変
残
念
な
状
況

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

■
追
加
す
べ
き
課
題

　

上
記
10
項
目
の
「
震
災
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害
の

防
止
に
向
け
て
の
提
言
」
に
加
え
て
、
そ
の
後
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
課
題
を
追
加
的
に
記
述
し
た
い
。
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①
災
害
廃
棄
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
等
の
管
理

の
徹
底

　

能
登
半
島
地
震
被
災
地
で
も
、
レ
ベ
ル
３
を
疑
わ
れ
る
建

材
が
細
か
く
破
断
さ
れ
廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
て

い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
成
形
板
等
の
建
材
の
扱
い
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
塗
材
等
の
管
理
徹
底
な

ど
、
そ
の
幅
を
広
げ
る
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、

も
ち
ろ
ん
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
物
も
多
く
ま
た
ア
ス
ベ

ス
ト
成
形
板
等
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
都
市
部
で
の
災
害

で
は
必
須
で
あ
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
等
の
対
策
は
地

方
部
に
お
け
る
災
害
で
も
重
要
で
あ
る
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
リ
ス
ク
の
軽
減

　

災
害
復
旧
時
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
必
ず
し
も

防
塵
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
な
ど
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク

に
対
し
て
無
防
備
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
ア
ス

ベ
ス
ト
リ
ス
ク
の
適
切
な
理
解
を
促
す
取
り
組
み
や
、
防
塵

マ
ス
ク
の
支
給
な
ど
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ノ
ン
・
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ら

の
提
言
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
く
こ
と
を
願
う
。

（
ⅰ
）
宮
本
憲
一
、
森
永
謙
二
、
石
原
一
彦
編
著
「
終
わ
り

な
き
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害　

地
震
大
国
日
本
へ
の
警
告
」

２
０
１
１
年
、
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
No. 

801
、
岩
波
書
店

（
ⅱ
）
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
会
「
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク　

阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
」
２
０
１
５
年

（
ⅲ
）
２
０
２
５
年
１
月
12
日
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

　

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
資
料

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
考
え
る
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
の
現
状
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
中
路
重
晴
（
熊
本
学
園
大

学
）

（
ⅳ
）
国
土
交
通
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w.m

lit.go.jp/
com

m
on/001380241.pdf

、
２
０
２
５
年
２
月
３
日
最

終
閲
覧

（
ⅴ
）
石
原
一
彦
、
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
空
家
に
お
け
る
ア
ス
ベ

ス
ト
暴
露
の
リ
ス
ク
と
課
題
―
特
定
空
家
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
事
例
を
通
じ
て
―
」
、

２
０
２
１
年
３
月
、
地
域
情
報
研
究
（
10
） pp15-37

、

立
命
館
大
学
地
域
情
報
研
究
所

（
ⅵ
）
総
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、https://w

w
w.soum

u.go.jp/
m

ain_content/000417862.pdf

、
２
０
２
５
年
２
月
３

日
最
終
閲
覧
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１
．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
２
０
１
４
年
度
の
ひ
ょ
う
ご
安

全
の
日
推
進
県
民
会
議
「
阪
神
淡
路
20
年
事
業
」
の
採
択
を

受
け
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

神
戸
大
学
や
立
命
館
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ら
で
構
成

し
て
い
る
「
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
研
究
会
」
が
実
施
主
体
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
・
配
付
・
回
収
・
集
計
を
行
っ
た
。

２
０
１
４
年
８
月
よ
り
11
月
に
か
け
て
、
神
戸
市
南
部
や
西

宮
市
、
芦
屋
市
等
の
か
つ
て
の
激
甚
な
被
災
地
を
主
な
対
象

地
域
と
し
て
ラ
ン
ダ
ム
に
各
戸
へ
３
万
通
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
郵
送
回
収
や
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
広
報
し
て
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
回
収
を
行
い
、
合

計
で
２
４
０
２
の
回
答
が
得
ら
れ
た（

１
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
は

１
％
に
も
満
た
ず
、
ほ
ぼ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
方
法
に
よ
る
調
査

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
作
業
者
の

行
動
範
囲
や
配
付
数
の
限
定
数
の
点
か
ら
純
粋
な
無
作
為
抽

出
と
は
い
え
な
い
が
、
調
査
対
象
の
母
集
団
の
属
性
は
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
当
時
に
被
災
地
で
生
活
し
た
人
」
で
あ
り
、

リ
ス
ト
の
な
い
状
況
で
そ
の
対
象
者
を
選
出
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
被
災
地
に
で
き
る
だ
け
多
く
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
こ
と
で
対
象
母
集
団
へ
の
接
近
を
行
っ
た
形
で
あ
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
は
ほ
ぼ
選
択
式
で
あ
り
、
自
由
記
述
等
の
書

込
が
な
け
れ
ば
所
要
数
分
程
度
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
回
収

に
用
い
る
封
筒
を
同
封
し
、
送
料
も
実
施
側
に
よ
る
料
金
別

納
方
式
に
て
設
定
し
て
お
り
回
答
者
に
費
用
負
担
を
求
め
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
回
答
者
が
簡
便
に
回
答
・
返

信
し
や
す
い
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
特
に
震
災
ア
ス
ベ

震
災
20
年
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

◇
「
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
」
か
ら
再
掲
し
ま
し
た
。 

あ
り
、
対
象
外
に
な
る
が
当
該
地
域
に
現
在
居
住
し
て
い
る

方
に
も
現
在
の
兵
庫
県
で
の
取
り
組
み
や
自
由
記
入
欄
の
み

の
回
答
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
質
問
内
容
を
要

約
す
る
と
、
当
時
の
居
住
、
通
勤
・
通
学
の
区
分
（
質
問
１
）
、

年
齢
・
性
別
・
居
住
地
域
（
質
問
２
）
、
居
住
・
通
行
経
路
・

滞
在
地
域
周
辺
で
の
解
体
工
事
の
有
無
（
質
問
３
）
、
空
気

の
粉
じ
ん
・
ほ
こ
り
の
印
象
（
質
問
４
）
、
当
時
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
認
識
状
況
（
質
問
５
）
、
当
時

に
と
っ
た
粉
じ
ん
・
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
自
発
的
な
対
策
の
有

無
（
質
問
６
）
、
被
災
地
で
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る
将
来
健

康
不
安
（
質
問
７
）
、
現
在
の
呼
吸
器
関
連
の
健
康
不
調
や

病
気
の
有
無
（
質
問
８
）
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県

の
「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
管
理
支
援
事
業
」
の
認
知

状
況
（
質
問
９
）
、
質
問
項
目
以
外
で
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
や
当
該
震
災
の
復
旧
作
業
、
身
近
な
ア
ス
ベ
ス
ト
罹
患
者

の
有
無
な
ど
に
関
し
て
の
感
想
・
意
見
の
自
由
記
入
（
質
問

10
）
、
の
10
項
目
に
よ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
後

の
追
跡
調
査
へ
も
応
対
可
能
な
方
に
つ
い
て
は
目
的
外
利
用

し
な
い
こ
と
を
厳
格
に
示
し
た
上
で
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

ス
ト
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
人
に
回
答
者
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
を
行
い
、
極
力
誤
差
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
努

め
た
。
後
述
す
る
が
回
答
の
内
で
当
時
被
災
地
に
い
な
か
っ

た
と
す
る
回
答
者
を
除
い
た
数
（
実
際
の
対
象
回
答
者
）
は

２
２
６
５
と
な
っ
て
い
る
。
回
収
率
で
は
１
割
以
下
で
あ
る

が
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
世
帯
に
は
調
査
対
象
の
母
集
団

に
該
当
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
回
収
率
の
低

さ
は
本
件
の
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ほ
ぼ
無
作
為
抽
出
で
２
０
０
０
以
上
の
標
本
を
得
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
母
集
団
総
数
が
無
限
の
標
本
調
査
の
場

合
で
も
１
６
０
０
程
度
の
標
本
数
で
精
度
２
・
５
％
を
実
現

で
き
る
の
で
、
統
計
調
査
上
の
目
標
と
し
て
は
十
分
な
標
本

数
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
５
年
１
月
の
震
災
発
生
か
ら
お
お
よ
そ
の
倒
壊
建

築
物
の
解
体
除
却
の
行
わ
れ
た
期
間
を
約
２
年（

２
）

と
設
定
し
、

１
９
９
５
年
１
月
か
ら
１
９
９
６
年
12
月
の
期
間
に
被
災
地

（
主
に
兵
庫
県
下
の
主
な
被
災
地
域
と
さ
れ
る
旧
10
市
10
町
を
想

定
）
で
居
住
・
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
た
人
を
主
な
対
象
と

し
た
。
た
だ
し
、
無
作
為
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
関
係
も
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の
記
入
を
求
め
た
。
質
問
１
の
回
答
に
て
「
当
時
、
被
災
地

に
居
な
か
っ
た
」
選
択
を
し
た
場
合
は
質
問
９
ま
で
飛
ば
し

て
進
む
こ
と
と
し
、
も
し
そ
の
選
択
者
が
質
問
２
～
８
に
回

答
し
て
い
た
場
合
は
無
効
・
対
象
外
と
し
て
そ
の
部
分
の
集

計
総
数
か
ら
も
除
外
し
て
い
る
。

２
．
各
質
問
の
集
計
結
果
と
考
察

（1）
回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て

　

ま
ず
質
問
１
に
て
、
対
象
母
集
団
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

そ
の
属
性
の
判
別
の
た
め
、
震
災
当
時
に
居
住
、
も
し
く
は

通
勤
・
通
学
を
し
て
い
た
か
を
聞
き
、
そ
の
結
果
は
表
１
の

通
り
で
あ
る
。

　

居
住
と
通
勤
・
通
学
を
区
分
し
た
の
は
、
対
象
母
集
団
の

属
性
と
し
て
被
災
地
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
が
通
勤
・
通

学
し
て
い
た
人
も
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
居
住
者
で
あ

れ
ば
そ
れ
だ
け
で
日
常
的
に
被
災
地
に
生
活
し
て
い
た
の
で

通
勤
・
通
学
の
有
無
を
特
定
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
た
だ
設

問
設
定
を
厳
密
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
居
住
で
か

つ
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
た
人
に
混
乱
を
来
し
た
様
で
あ
り
、

複
数
回
答
質
問
で
は
な
か
っ
た
が
「
居
住
」
と
「
通
勤
・
通

学
」
が
同
時
選
択
さ
れ
た
数
が
１
８
０
あ
っ
た
。
「
通
勤
・

通
学
」
の
み
を
選
択
し
た
１
６
１
の
内
で
も
質
問
２
の
居
住

地
域
に
お
い
て
被
災
地
外
の
み
が
選
択
さ
れ
た
も
の
が
16
で

あ
り
、
「
通
勤
・
通
学
」
の
み
を
選
択
し
た
内
に
も
居
住
者

の
場
合
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
居
住

か
通
勤
・
通
学
か
の
属
性
に
つ
い
て
は
大
き
く
誤
差
が
入
り

込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
区
別
か
ら
の
検
討
は
考
慮

し
な
い
こ
と
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
点
は
調
査
実

施
側
の
落
ち
度
で
あ
っ
た
が
、
対
象
母
集
団
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
と
し
て
は
支
障
は
な
く
、
回
答
数
２
４
０
４
の
内
で

「
当
時
、
被
災
地
に
居
な
か
っ
た
」
選
択
１
３
７
を
除
い
た

２
２
６
５
が
対
象
母
集
団
の
標
本
と
し
て
得
ら
れ
た
。
や
は

り
当
時
の
被
災
地
域
を
中
心
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
の

で
「
居
住
」
が
最
も
多
く
、
「
通
勤
・
通
学
」
と
の
同
時
選

択
を
含
め
る
と
対
象
母
集
団
標
本
の
９
割
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
そ
も
そ
も
の
調
査
方
法
に
由
来
す
る
誤
差
の
側
面

か
ら
も
、
「
通
勤
・
通
学
」
の
区
別
は
あ
く
ま
で
「
被
災
地

に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
が
通
勤
・
通
学

し
て
い
た
人
」
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る

た
め
の
設
定
と
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
質
問
１
で
無
回
答
で
あ
っ
た
も
の

が
38
あ
っ
た
が
そ
の
多
く
は
当
時
被
災
地

で
生
活
し
た
こ
と
が
所
与
の
こ
と
と
し
て

残
り
の
設
問
に
回
答
し
て
い
た
た
め
、
対

象
母
集
団
扱
い
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
こ
の
質
問
の
無
回
答
の
数
は
対
象
母

集
団
標
本
数
の
１
・
67
％
程
度
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
内
に
誤
差
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て

も
無
視
し
う
る
範
囲
と
い
え
る
。

　

質
問
２
で
は
回
答
者
の
基
本
的
な
属
性

と
し
て
年
齢
・
性
別
・
居
住
地
域
を
聞
い

た
。
年
齢
と
性
別
に
つ
い
て
は
表
２
、
図

１
の
通
り
で
あ
る
。

　

年
齢
に
つ
い
て
は
現
在
の
も
の
を
聞
い

た
の
だ
が
、
当
時
の
年
齢
と
勘
違
い
し
た

①居住 ②通勤・通学 居住かつ通勤・通学
（①②共に選択）

③当時
居らず

無回答・
無効 合計

1,886 161 180 137 38 2,402 
78.5% 6.7% 7.5% 5.7% 1.6% 100.0%

年代
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 無効 合計

33 135 263 399 665 537 174 15 44 2,265 
1.5% 6.0% 11.6% 17.6% 29.4% 23.7% 7.7% 0.7% 1.9% 100.0%

性別
男性 女性 無効 合計
1,237 975 53 2,265 

54.6% 43.0% 2.3% 100.0%

表１　当時の居住、通勤・通学の状況

※問 2 ～ 8 までの対象者（対象母集団標本）は③選択以外の 2,265 名。

表２　回答者の現在の年齢および性別

図１　回答者属性（年齢・性別）
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も
の
も
少
し
見
受
け
ら
れ
た
（
10
代
の
回
答
が
あ
っ
た
が
無
効

扱
い
と
し
た
）
。
本
件
で
年
齢
を
聞
く
場
合
に
「
現
在
」
か

「
当
時
」
か
の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
設
定
し
た

場
合
で
も
ど
う
し
て
も
回
答
者
側
の
誤
認
に
よ
る
誤
差
が
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
20
才
以
上
の
回
答
は
自
己

申
告
と
し
て
信
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
割
合
と
し
て
は
60
代

（
29
・
４
％
）
と
70
代
（
23
・
７
％
）
が
特
に
多
く
て
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
年
齢
別
の
人
口
比
率

で
考
え
れ
ば
40
才
前
後
の
人
口
も
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と

し
て
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
年
齢
層
で
回
答
者
に
偏
り
が

あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
関

係
で
比
較
的
在
宅
時
間
の
多
い
年
齢
層
の
回
答
協
力
を
反
映

し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
性
別
で
若
干
男
性

の
割
合
が
高
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

世
帯
の
世
帯
主
が
回
答
し
た
と
い
う
場
合
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
年
代
は
震
災
当

時
40
～
50
代
の
働
き
盛
り
の
年
齢
で
あ
り
、
家
庭
・
就
労
・

社
会
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
震
災
被
害
と
復
旧
・
復
興
と

向
き
合
っ
た
世
代
で
あ
る
の
で
被
災
地
で
の
生
活
者
の
意
識

を
反
映
さ
せ
る
の
に
適

し
た
集
団
と
い
え
る
。

　

質
問
２
で
聞
い
た
地

域
に
つ
い
て
は
設
問
で

「
居
住
」
と
明
示
し
て

お
り
、
本
件
の
対
象
期

間
が
２
年
間
に
わ
た
り

そ
の
間
に
転
居
の
可
能

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
複

数
回
答
も
可
と
し
た
が
、

通
勤
・
通
学
先
の
地
域

も
含
め
て
答
え
て
い
る

場
合
も
見
受
け
ら
れ
た

の
で
、
主
な
滞
在
・
生
活

地
域
と
し
て
捉
え
て
い

く
。

　

地
域
集
計
の
結
果

は
表
３
の
通
り
で
あ

り
、
神
戸
市
が
最
も
多

神戸市 尼崎市 西宮市 芦屋市 伊丹市 宝塚市 川西市 明石市 三木市 淡路島 その他
域外 無効

1,727 41 253 217 20 11 7 31 4 4 35 12 
76.2% 1.8% 11.2% 9.6% 0.9% 0.5% 0.3% 1.4% 0.2% 0.2% 1.5% 0.5%

n=1727
神戸市回答
の区別

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区 長田区 須磨区 垂水区 西区 無回答
234 261 147 162 40 158 161 45 30 531 

13.5% 15.1% 8.5% 9.4% 2.3% 9.1% 9.3% 2.6% 1.7% 30.7%

表 3　居住、通勤・通学の地域（複数回答） n=2265

く
、
次
い
で
西
宮
市
、
芦
屋
市
で
あ
る
。
神
戸
市
の
区
別
で

は
無
回
答
が
多
か
っ
た
が
そ
れ
を
除
い
た
回
答
者
の
中
で
の

比
率
で
は
灘
区
、
東
灘
区
が
や
や
高
く
、
そ
の
２
区
と
兵
庫

区
、
須
磨
区
、
長
田
区
、
中
央
区
で
ほ
ぼ
均
衡
的
な
割
合
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
地
域

と
の
関
係
は
あ
る
が
、
神
戸
市
南
側
の
中
心
市
街
・
密
集
住

宅
を
含
む
地
域
や
西
宮
市
、
芦
屋
市
は
被
災
地
の
中
で
被
害

が
激
甚
で
あ
っ
た
の
で
回
答
者
の
多
く
が
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の

対
象
母
集
団
の
標
本
と
し
て
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で

あ
り
、
非
合
理
な
偏
重
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

（2）
生
活
周
辺
で
の
解
体
工
事
と
大
気
環
境

　

質
問
３
で
は
生
活
環
境
や
交
通
経
路
の
周
辺
で
の
倒
壊
建

築
物
の
解
体
工
事
の
有
無
に
つ
い
て
聞
い
た
（
表
４
）
。
ど
れ

ぐ
ら
い
の
頻
度
で
あ
っ
た
の
か
ま
で
は
含
め
て
い
な
い
が
、
④

「
特
に
な
し
」
や
無
効
回
答
以
外
の
92
％
が
少
な
く
と
も
一

回
で
も
周
辺
で
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
か
で
解
体
工
事
が
行
わ
れ

た
と
す
る
①
～
③
回
答
者
の
中
で
の
複
数
回
答
は
８
９
０
あ

り
、
そ
の
内
で
自
宅
、
交

通
経
路
、
勤
務
先
・
学
校

周
辺
の
全
て
で
解
体
工
事

が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
が

４
３
５
と
約
半
数
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

少
な
く
と
も
対
象
母
集
団

の
約
４
割
が
身
近
で
複
数

の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る

状
況
に
お
い
て
生
活
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

　

質
問
４
で
は
粉
じ
ん
・

ほ
こ
り
に
関
し
て
の
当
時

の
被
災
地
の
空
気
の
印
象

に
つ
い
て
、
①
「
非
常
に

粉
じ
ん
が
ひ
ど
か
っ
た
」
、

②
「
い
つ
も
ほ
こ
り
っ
ぽ

か
っ
た
」
、
③
「
ほ
こ
り
っ

①自宅周辺 ②通勤・通学経路 ③勤務先・学校周辺 ④特になし 無効
1,668 1,022 719 153 28 

73.6% 45.1% 31.7% 6.8% 1.2%
①～③回答者の複数選択内訳 n=890

①②選択 ①③選択 ②③選択 ①②③選択 合計
260 75 120 435 890 

29.2% 8.4% 13.5% 48.9% 100.0%

表 4　生活周辺での解体工事状況（複数回答） n=2265
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ぽ
い
時
も
あ
っ
た
」
、
④
「
特
に
気
に
な
ら
な
か
っ
た
」
の

４
段
階
設
定
で
の
評
価
を
聞
い
た
。
な
お
、
お
そ
ら
く
場
面

事
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
①
と

②
の
同
時
選
択
と
い
っ
た
複
数
回
答
も
ま
ま
あ
っ
た
が
、
本

質
問
の
主
旨
は
印
象
と
し
て
ど
こ
ま
で
大
気
環
境
が
悪
い
と

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
複
数
回

答
の
場
合
は
よ
り
若
い
番
号
の
選
択
肢
に
互
換
さ
れ
る
と
し

て
単
一
回
答
に
修
正
し
た
（
①
と
②
が
選
択
さ
れ
て
い
る
場
合

は
①
に
統
一
）
。
そ
の
結
果
が
図
２
で
あ
る
。

　

大
気
環
境
に
つ
い
て
強
め
の
悪
い
印
象
に
な
る
①
と
②
の

割
合
が
高
く
、
そ
れ
だ
け
で
約
64
％
を
占
め
て
い
る
。
弱
め

の
悪
い
印
象
で
あ
る
③
ま
で
を
含
め
る
と
90
％
弱
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
時
期
や
地
域
の
差
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
被

災
地
で
生
活
し
て
い
た
人
の
印
象
と
し
て
も
粉
じ
ん
・
ほ
こ

り
に
関
す
る
大
気
環
境
の
悪
化
状
況
が
確
認
で
き
る
。

（3）
当
時
の
危
険
性
認
識
と
自
発
的
対
策

　

質
問
５
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
前
や
復
旧
期
間
に
お
い

て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
認
識
状
況
に
つ
い
て
、
①
「
全

く
知
ら
な
か
っ
た
」
、
②
「
き
い
た
こ
と
は
あ
る
が
よ
く
知

ら
な
か
っ
た
」
、
③
「
ま
あ
ま
あ
知
っ
て
い
た
」
、
④
「
よ

く
知
っ
て
い
た
」
の
四
段
階
で
聞
い
た
（
図
３
）
。
認
識
度

の
低
か
っ
た
こ
と
を
示
す
①
と
②
の
回
答
が
約
60
％
で
あ
り
、

歴
史
的
に
は
80
年
代
後
半
に
学
校
パ
ニ
ッ
ク
等
の
ア
ス
ベ
ス

ト
の
社
会
問
題
化
も
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
か
③
と
④
の

回
答
も
一
定
あ
っ
た
の
だ
が
、
比
率
と
し
て
は
や
は
り
危
険

性
の
認
識
は
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

質
問
６
で
は
震
災
当
時
に
お
け
る
粉
じ
ん
や
ア
ス
ベ
ス
ト

に
関
す
る
自
発
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
た
か
を
聞
い
た
。
想

定
さ
れ
う
る
対
策
と
し
て
①
「
粉
じ
ん
用
の
マ
ス
ク
の
使

用
」
、
②
「
一
般
的
な
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
の
使
用
」
、
③
「
解

体
工
事
現
場
に
極
力
近
づ
か
な
い
」
、
④
「
発
じ
ん
の
酷
い

現
場
に
対
し
て
苦
情
」
、
の
４
つ
を
選
択
肢
と
し
て
設
定
し
、

そ
れ
に
加
え
て
⑤
「
特
に
な
し
」
、
と
⑥
「
そ
の
他
」
に
他

に
行
っ
て
い
た
対
策
が
あ
っ
た
場
合
の
自
由
記
入
を
設
置
し

た
。
行
っ
て
い
た
事
を
全
て
答
え
て
も
ら
う
複
数
選
択
式
で

あ
り
、
基
本
的
に
⑤
の
場
合
は
単
一
回
答
と
な
る
の
で
①

～
④
と
⑤
が
同
時
選
択
（
時
と
場
合
に
よ
っ
て
対
策
の
と
っ
て

図 2　当時の被災地での空気の印象

図 3　当時のアスベスト危険性認識
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い
た
場
合
と
と
ら
な
か
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
）

さ
れ
て
い
る
場
合
は
⑤
の
選
択
を
無
効
扱
い
と
し
た
が
、
⑥

の
記
入
欄
に
意
見
や
補
足
的
説
明
が
な
さ
れ
る
回
答
も
あ
り
、

⑤
⑥
の
複
数
回
答
パ
タ
ー
ン
は
あ
る
。
そ
の
回
答
結
果
が
図

４
で
あ
る
。
最
も
割
合
が
多
か
っ
た
の
は
⑤
の
対
策
な
し
の

41
・
１
％
で
あ
り
、
⑥
に
記
入
さ
れ
る
意
見
で
も
目
立
っ
た

が
、
被
災
状
況
で
対
策
を
と
る
よ
う
な
精
神
的
余
裕
が
な
く
、

マ
ス
ク
等
が
欲
し
く
て
も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況

が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
対
策
を
と
っ
て

い
た
場
合
で
も
一
般
的
な
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
使
用
が
多
く
、
次

い
で
工
事
現
場
に
近
づ
か
な
い
が
続
い
た
が
、
こ
れ
は
ア
ス

ベ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
目
に
見
え
て
健
康
に
悪
そ
う
な
粉
じ

ん
・
ほ
こ
り
を
意
識
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
は
意
識
し
て
い
な
い
旨
が
付
記
さ
れ
て
い
た
回
答
も
散
見

さ
れ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
ま
で
意
識
し
て
の
対
策
と
し
て
は
防

じ
ん
マ
ス
ク
の
使
用
と
な
る
が
、
そ
れ
を
行
っ
て
い
た
の
は

わ
ず
か
６
・
７
％
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
防
じ
ん
マ

ス
ク
の
流
通
や
瓦
礫
対
策
に
関
す
る
一
般
認
識
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
も
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
現
場
へ
の
苦
情

は
１
％
と
少
数
意
見
の
水
準
に
あ
っ
た
。
そ
の
他
選
択
の
60

の
多
く
は
意
見
や
補
足
説
明
の
記
入
で
あ
り
、
具
体
的
な
対

策
と
し
て
あ
っ
た
の
は
、
②
回
答
と
ほ
ぼ
同
じ
の
タ
オ
ル
や

他
の
素
材
の
マ
ス
ク
の
使
用
が
５
、
域
外
に
避
難
が
４
、
在

宅
時
や
自
動
車
走
行
時
や
現
場
近
く
通
行
時
の
窓
閉
め
・
息

止
め
が
４
、
帰
宅
時
に
う
が
い
・
手
洗
い
が
４
、
服
の
ほ
こ

り
払
い
や
洗
濯
物
の
室
内
干
し
が
そ
れ
ぞ
れ
１
、
と
あ
っ
た
。

ま
た
、
記
入
さ
れ
た
意
見
と
し
て
、
工
事
現
場
を
避
け
よ
う

と
し
て
も
そ
の
迂
回
路
で
も
工
事
が
行
わ
れ
て
い
て
近
づ
か

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
所

な
ど
な
か
っ
た
の
で
は
？
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
マ
ス
ク

の
流
通
状
況
も
加
味
す
る
と
自
発
的
対
策
で
震
災
時
の
粉
じ

ん
・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が

確
認
で
き
る
結
果
で
あ
っ
た
。

（4）
被
災
地
生
活
経
験
と
将
来
的
な
健
康
不
安

　

質
問
７
で
は
被
災
地
で
生
活
し
た
こ
と
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス

ト
健
康
リ
ス
ク
に
関
し
て
の
将
来
的
な
健
康
不
安
に
つ
い
て

聞
き
、
①
「
強
く
健
康
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
、
②
「
少
し

図 4　当時の自発的な対策（複数回答）

図 5　将来的な健康不安
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健
康
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
、
③
「
ほ
と
ん
ど
健
康
不
安
は

感
じ
な
い
」
、
④
「
全
く
健
康
不
安
を
感
じ
な
い
」
の
四
段

階
で
の
評
価
を
求
め
た
。
結
果
と
し
て
は
図
５
の
通
り
で
あ

り
、
不
安
が
あ
る
と
す
る
①
②
の
選
択
者
が
52
・
４
％
で
あ

り
、
③
④
選
択
の
45
・
４
％
を
若
干
上
回
る
と
は
い
え
、
②

あ
る
い
は
③
の
中
間
的
な
意
識
を
中
心
と
し
て
の
正
規
分
布

の
様
相
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
当
時
の
生
活
環
境
が
ど

う
で
あ
っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
自
分
は
粉
じ
ん
に
ば
く
露
し
た

か
の
経
験
記
憶
や
現
在
年
齢
等
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
回
答
と
の
ク
ロ
ス
集
計
も
行
っ
た
。

　

図
６
は
質
問
４
の
空
気
の
印
象
に
関
す
る
回
答
と
質
問
７

の
将
来
の
健
康
不
安
の
回
答
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。

質
問
４
で
①
「
非
常
に
粉
じ
ん
が
ひ
ど
か
っ
た
」
、
②
「
い

つ
も
ほ
こ
り
っ
ぽ
か
っ
た
」
を
選
択
し
た
回
答
者
で
は
健
康

不
安
を
抱
く
と
す
る
回
答
者
が
過
半
数
を
上
回
り
、
逆
に
③

「
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
時
も
あ
っ
た
」
、
④
「
特
に
気
に
な
ら
な

か
っ
た
」
を
選
択
し
た
回
答
者
で
は
健
康
不
安
を
感
じ
な
い

回
答
者
が
多
数
派
と
な
り
、
当
時
の
粉
じ
ん
印
象
の
強
弱
と

健
康
不
安
の
間
に
明
確
な
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
７
は
年
齢
層
と
将
来
の
健
康
不
安
の
回
答
を
ク
ロ
ス
さ

せ
た
結
果
で
あ
る
。
健
康
不
安
を
抱
く
人
の
割
合
は
50
代
を

頂
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
年
代
が
上
昇
あ
る
い
は
低
下
す
る

ご
と
に
減
少
す
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
老
い
の
実

感
や
将
来
の
生
存
年
齢
予
測
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
若

い
年
代
で
あ
れ
ば
遠
い
未
来
の
こ
と
と
し
て
実
感
は
わ
き
に

く
い
が
、
50
代
に
も
な
る
と
老
年
に
さ
し
か
か
り
重
篤
疾
患

の
発
症
リ
ス
ク
も
高
ま
る
上
に
平
均
寿
命
か
ら
将
来
の
生
存

年
齢
が
ま
だ
数
十
年
と
想
定
さ
れ
う
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
以
上
の
年
齢
に
な
る
ほ
ど
生
存
年
齢
予
測
が
短
く
な
り
、

死
を
意
識
す
る
た
め
か
、
相
対
的
に
特
定
の
疾
患
に
由
来
す

る
健
康
不
安
は
減
少
す
る
と
思
わ
れ
、
90
代
が
最
も
健
康
不

安
を
抱
く
割
合
が
少
な
い
。
こ
の
結
果
は
震
災
に
限
ら
ず
ア

ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
と
当
事
者
の
健
康
不
安
の
関
係
や
、
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
の
必
要
性
に
関
す
る
認
識
や
心
理
状
況
を
考
察

す
る
上
で
も
貴
重
か
つ
有
用
な
調
査
結
果
と
い
え
る
。

（5）
呼
吸
器
系
の
不
調
・
疾
患
や
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
所
見
の
有
無

　

質
問
８
で
は
現
在
の
健
康
状
態
と
し
て
、
呼
吸
器
系
の

図 6　空気の印象（質問４）と将来の健康不安（質問７）のクロス集計比率

図 7　現在年齢（質問 2- ①）と将来の健康不安（質問７）のクロス集計比率
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病
気
や
不
調
の
有
無
に
つ
い
て
聞
き
、
有
り
の
場
合
は
具
体

的
な
内
容
の
記
述
を
求
め
た
。
有
り
と
し
た
の
は
４
３
０
で

19
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
述
内
容
か
ら
パ
タ
ー
ン
設
定
・
分

類
を
行
っ
て
整
理
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
本
件
で
注
目
す

べ
き
は
⑥
の
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
で
あ
る
が
、
調
査
方
法
と
し

て
自
由
記
述
で
統
一
的
設
定
を
し
て
い
な
い
の
で
回
答
者
に

よ
っ
て
病
名
や
所
見
の
み
、
あ
る
い
は
所
見
は
曖
昧
で
石
綿

健
康
管
理
手
帳
で
健
診
を
受
け
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い

る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
内
訳
は
中
皮
腫
１
名
、
肺
が
ん
か

つ
健
康
管
理
手
帳
保
持
１
名
、
石
綿
肺
２
名
、
じ
ん
肺
１
名
、

胸
膜
プ
ラ
ー
ク
７
名
、
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
か
つ
健
康
管
理
手
帳

保
持
２
名
、
健
康
管
理
手
帳
に
よ
る
健
診
５
名
、
健
診
等
で

じ
ん
肺
や
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
疑
い
有
り
７
名
で
あ
る
。
こ

の
中
に
は
震
災
以
外
の
職
業
性
ば
く
露
に
よ
る
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
全
て
を
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト

災
害
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
生
活
者
一
般
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
１
％
と
い
う
比
率
は
注
視
す
べ
き
で
あ
る（

３
）。

石
綿
肺
や
じ
ん
肺
の
場
合
は
職
歴
と
結
び
つ
け
て
診
断
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
的
な
の
で
震
災
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響

よ
り
も
職
業
性

と
捉
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ス
ベ

ス
ト
取
り
扱
い

作
業
に
従
事

し
て
い
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
が
、

胸
膜
プ
ラ
ー
ク

の
１
名
は
震
災

以
前
の
も
の
と

申
告
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
４
名

を
除
い
て
も
０
・

97
％
で
あ
る
。

　

不
調
や
慢
性

疾
患
に
関
連
し

て
は
震
災
前
か

ら
と
い
う
場
合

① 無 回 答、
具体的内容
不明、無関
係もしくは
関連性の低
い不調・疾
患

②不調（咳、
健診での所
見等）やア
レルギー関
連

③軽～中程
度 の 疾 患
（風邪、肺
炎、気管支
炎等）。不
調を伴う場
合も含む。

④慢性・重
篤疾患（ぜ
ん息、慢性
気 管 支 炎、
肺気腫、間
質 性 肺 炎、
結核等）や
長期通院。

⑤肺がん・
腹 膜 が ん 
（アスベス
ト 関 連 不
明）

⑥ じ ん 肺、
アスベスト
関連疾患や
その所見・
疑い

該当数 92 146 27 132 9 25 
全回答
2,265 と
の比率

4.1% 6.4% 1.2% 5.8% 0.4% 1.1%

表５　呼吸器系の不調・疾患有りの分類 n=430

も
含
ま
れ
る
が
、
震
災
を
受
け
て
か
ら
不
調
や
疾
患
に
至
っ

た
と
す
る
声
も
目
立
ち
、
回
答
数
か
ら
単
純
に
推
計
す
る
と
、

１
割
を
超
え
る
比
率
で
被
災
状
況
で
発
生
す
る
一
般
的
な
粉

じ
ん
や
大
気
汚
染
の
悪
化
に
よ
る
呼
吸
器
へ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
、
そ
の
粉
じ
ん
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。
粉
じ
ん
に
よ
る
健
康
影
響
の
危
惧

は
震
災
直
後
か
ら
数
十
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
注
意
・
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

（6）
自
治
体
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
管
理
・
補
助
の
政
策

の
認
識
状
況

　

質
問
９
で
は
当
時
被
災
地
で
生
活
経
験
が
な
い
も
の
も
含

め
て
の
全
回
答
者
を
対
象
と
し
て
、
現
在
兵
庫
県
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
管
理
支
援
事

業
」
の
認
知
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た
。
①
「
ま
っ
た
く
知
ら

な
か
っ
た
」
、
②
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
詳
し
く
は
知
ら

な
い
」
、
③
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
の
三
段
階
評
価
設
定
に

加
え
て
④
に
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
場
合
の
選
択
設
定
を

行
っ
た
。
図
８
の
通
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
全
般
に
共
通
し

て
社
会
的
関
心
は
決
し
て
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
制
度
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
①
の
全
く
知
ら
な
い
が
約

７
割
の
69
％
と
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
過
去
の

居
住
歴
ま
で
含
め
て
、
兵
庫
県
民
で
あ
れ
ば
あ
と
は
石
綿
関

連
の
所
見
が
あ
れ
ば
専
門
の
健
診
に
か
か
る
費
用
を
助
成
す

る
も
の
で
あ

り
、
労
働
者

に
限
定
さ
れ

る
も
の
で
は

な
い
の
で
兵

庫
県
民
全
体

に
と
っ
て
有

益
性
の
あ
る

制
度
と
な
っ

て
い
る
。
本

ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
者
の

ほ
と
ん
ど
が

過
去
も
し
く

図 8　兵庫県の石綿健康管理制度の認知状況
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は
現
在
に
兵
庫
県
下
の
居
住
者
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

制
度
の
対
象
者
集
団
内
で
の
本
制
度
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
20
名
の

内
、
９
名
は
質
問
８
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
診
断
と
答
え
た

人
で
あ
る
。
そ
し
て
１
名
は
肺
が
ん
と
答
え
た
人
で
あ
る
の

で
ア
ス
ベ
ス
ト
と
関
連
す
る
事
例
と
し
て
扱
っ
た
。
そ
れ
以

外
は
障
害
者
認
定
や
職
業
由
来
で
の
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

と
混
同
し
て
の
回
答
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
質
問
８
で
特

に
な
し
選
択
（
震
災
と
は
関
係
な
い
と
い
う
判
断
か
）
、
あ
る

い
は
具
体
的
な
申
告
が
な
か
っ
た
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

（7）
自
由
記
入
、
身
近
な
ア
ス
ベ
ス
ト
罹
患
者
や
追
跡
調
査
に

つ
い
て

　

質
問
10
は
自
由
記
入
欄
で
あ
り
、
質
問
文
に
お
い
て
身
近

に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
に
罹
患
し
た
人
が
い
る
か
ど
う
か

の
問
を
含
め
て
い
る
が
、
基
本
的
に
当
該
問
題
に
つ
い
て

の
意
見
が
あ
る
場
合
に
は
何
で
も
記
入
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
各
質
問
の
記
入
欄
以
外
で
空
白
部
分
に
書
込
が
な
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
記
入
が
あ
っ
た
の
は

４
４
０
で
全
体
の
18
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
ま
か
に
分

類
す
る
と
当
時
の
被
災
地
に
つ
い
て
の
記
憶
や
感
想
、
震
災

に
限
ら
ず
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
所
感
、
本
調
査
に
関
す
る
感

想
・
意
見
、
現
状
の
政
府
・
自
治
体
の
対
策
に
関
す
る
意
見
、

な
ど
が
あ
っ
た
。
本
質
問
で
は
自
由
感
想
と
共
に
身
近
な
家

族
や
友
人
・
知
人
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
罹
患
者
が
い
な
い

か
を
聞
い
て
お
り
、
「
数
名
」
な
ど
数
値
が
曖
昧
な
回
答
も

あ
っ
た
が
そ
の
内
訳
を
示
し
て
お
く
と
中
皮
腫
11
名
、
肺
が

ん
25
名
程
度
、
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
５
名
が
あ
っ
た
。
病
名
不
明

記
だ
が
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
病
気
（
疑
い
を
含
む
）
と
さ
れ

た
の
が
16
名
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
関
連
は
不
明
だ
が
肺
気
腫
が

３
名
、
そ
の
他
の
呼
吸
器
疾
患
や
関
連
疑
い
が
25
名
程
度

あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
入
と
し
て
の

も
の
で
詳
細
が
不
明
な
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
全
て
震
災

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
に
は

当
時
被
災
地
で
生
活
さ
れ
て
い
て
こ
こ
数
年
内
に
肺
が
ん
で

な
く
な
っ
た
方
が
い
る
と
い
う
回
答
も
散
見
さ
れ
、
そ
の
よ

う
な
場
合
は
震
災
の
影
響
を
疑
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
で
後
の
追
跡
調
査
に
協

力
で
き
る
方
に
は
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
の
記
入
を
求
め
た
。

個
人
情
報
へ
の
警
戒
や
全
く
の
第
三
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
い
う
こ
と
か
ら
記
入
者
は
相
当
少
な
い
も
の
と
予
想
し
て

い
た
が
、
結
果
は
１
４
２
名
と
多
数
の
方
が
記
入
に
応
じ
ら

れ
た
。
多
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
予
定
に
は
な
か
っ

た
が
ひ
と
ま
ず
２
０
１
４
年
11
月
15
～
16
日
に
追
跡
調
査
集

会
と
し
て
上
宮
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
芦
屋
市
）
、
兵
庫
勤
労

市
民
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
兵
庫
区
）
、
六
甲
道
勤
労
市
民
セ

ン
タ
ー
（
神
戸
市
灘
区
）
の
３
会
場
を
用
意
し
、
事
前
に
記

入
者
へ
郵
送
案
内
に
て
参
加
依
頼
を
し
、
計
16
名
の
方
よ
り

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
な
お
、
日
程
・
会
場
を
こ
ち
ら
で

設
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
協
力
の
意
思
が
あ
っ
て
も
都
合
が

つ
か
な
か
っ
た
方
も
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
追
跡

調
査
自
体
は
今
後
も
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
は
個
人
単
位
の
も
の
で
あ
る
が
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
郵
送
回
収
の
場
合
に
家
族
を
含
め
て
２
～
３
名
分
を
一
枚

の
用
紙
に
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ご
く
わ
ず
か
だ
が
あ
っ
た
。

２
名
の
場
合
に
ど
ち
ら
が
ど
の
選
択
を
し
た
の
か
が
明
記
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
２
名
分
の
回
答
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、
区
別

が
曖
昧
な
場
合
は
一
世
帯
の
回
答
と
し
て
１
カ
ウ
ン
ト
に
し
、

各
質
問
回
答
に
整
合
性
が
あ
る
場
合
は
有
効
と
し
た
。

（
２
）
神
戸
市
の
記
録
に
よ
る
と
同
市
で
の
倒
壊
家
屋
の
解
体
撤

去
総
数
は
６
１
３
９
２
棟
で
あ
り
、
そ
の
対
応
の
最
終
は

１
９
９
７
年
度
末
ま
で
の
約
３
年
で
あ
る
が
、
１
９
９
６
年
12

月
分
ま
で
で
そ
の
99
％
の
解
体
撤
去
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
点
か
ら
対
象
期
間
を
調
整
し
て
設
定
を
行
っ
た
。
神
戸
市

環
境
局
『
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
業
務
報
告
書
』
１
９
９
８
年
、

７
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
神
戸
市
は
湾
岸
部
の
工
業
地
域
に
造
船
や
鉄
道
車
両
製
造
な
ど
、

か
つ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
多
用
し
た
工
場
が
多
い
上
に
、
輸
入
さ

れ
た
原
料
ア
ス
ベ
ス
ト
の
港
湾
荷
揚
げ
も
多
く
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
取
り
扱
っ
た
職
歴
を
有
す
る
人
の
絶
対
数
が
他
地
域
に
比
べ

て
多
い
の
は
間
違
い
な
い
が
、
現
在
人
口
１
５
０
万
規
模
の
都

市
自
治
体
で
あ
る
の
で
産
業
・
職
種
も
多
様
で
あ
り
、
そ
の
中

で
の
無
作
為
的
な
標
本
調
査
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

ア
ス
ベ
ス
ト
に
直
接
・
間
接
に
触
れ
る
職
業
も
多
種
多
様
で
あ

る
の
で
、
そ
の
地
域
の
産
業
・
就
労
形
態
が
ど
う
で
あ
れ
ア
ス

ベ
ス
ト
取
り
扱
い
の
職
歴
を
持
た
な
い
人
ば
か
り
と
い
う
の
は

お
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
。
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
職
歴
保
有
者
は

職
業
性
か
つ
震
災
に
よ
る
リ
ス
ク
影
響
を
受
け
た
と
想
定
さ
れ

る
。
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阪神・淡路大震災

アスベストに関するアンケート
 
 
＜調査の主旨・目的＞  

アスベスト（石綿）は主に建材の材料として日本でも大量に使用

されました。吸い込むと、10 年以上たった後、肺がんや中皮腫とい

った重篤な病気を発症する恐れがあります。1995 年の阪神・淡路大

震災でも被災地の随所でアスベストが飛散し、環境庁（当時）の調

査でも、一般大気よりも高いアスベスト濃度が計測されています。  
 
近年、倒壊建築物やがれき処理に直接携わった労働者に、アスベ

ストが原因とみられる健康被害が相次いでいます。わずか２カ月だ

け臨時雇用でがれき処理に関わった宝塚市の男性や、がれき回収に

携わった明石市の職員ら、少なくとも５人が中皮腫を発症していま

す。震災から 20 年を経たこれから被害が増える心配もあります。  
 
そこで、阪神・淡路大震災から 20 年のこの機会に、阪神・淡路

大震災の復旧期間におけるアスベストの飛散状況や健康影響に関

する実態調査をまとめ、公表するため、震災当時、被災地で生活さ

れていた方を対象にアンケートを実施いたします。該当される方に

はお手数ですが、９月末日までにご投函くださいますよう、お願い

いたします。  
（実施：震災アスベスト研究会  

事務局ＮＰＯ法人ひょうご労働安全衛生センター）  
 
＜調査対象者＞  
1995 年 1 月 17 日から 1996 年 12 月末までの約 2 年間の間に阪神・

淡路大震災の被災地で生活（居住・通勤・通学）されていた方。  
 
※通勤・通学は週４～ 5 日、滞在時間は 1 日 8 時間以上を目安とし

てください。  
 

本アンケートは郵送による返信のほか、「立命館アスベスト研究

プロジェクト」のホームページでも受け付けています。  

  

こ の 事 業 は「 阪 神 淡 路 年 事 業 」と し

て ひ ょ う ご 安 全 の 日 推 進 県 民 会 議 の 助

成 を 受 け て 実 施 し て い ま す 。

住民用

 

 

＜アンケートをお答えいただくにあたって＞ 
※該当番号に○をつけ、記入欄があるものについてはカッコ内にご記入くださ

い。 
※回答可能な範囲でお答えください。 
 
 
＜質問項目＞ 
（１）阪神・淡路大震災からの復旧期間（～1996 年末まで）において、被災

地に居住、もしくは被災地外から通勤・通学されていましたか？ 
１．住んでいた。 ２．通勤もしくは通学していた。 
３．当時、被災地に居なかった。 
※3 を選ばれた方は質問（９）まで飛ばしてお進みください。 

 
 

（２）現在の年齢や性別、当時の居住地域を教えてください。 
①現在の年齢 ②性別 
（ ）才 １．男性 ２．女性 

③居住地域（複数地域に該当する場合は全て選んでください） 
１．神戸市 ※特定できる場合は区も教えてください（ 区）

２．尼崎市 ３．西宮市 ４．芦屋市 ５．伊丹市  
６．宝塚市 ７．川西市 ８．明石市 ９．三木市  

．淡路島 
．特定できない、不明 
．その他（ ） 

 
（３）当時の被災地での生活において、周辺で倒壊建築物の解体工事が行われ

ていることがありましたか？ 該当するもの全てに○をつけてください。 
１．自宅周辺で解体工事が行われていた。 
２．通勤・通学経路で解体工事が行われていた。 
３．勤務先・学校周辺で解体工事が行われていた。 
４．覚えていない、解体工事は見かけなかったと思う。 
 

（４）当時の被災地の空気についての印象はどうでしたか？ 
１．非常に粉じんがひどかった。 ２．いつもほこりっぽかった。  
３．ほこりっぽい時もあった。  ４．特に気にならなかった。 
 

（５）阪神・淡路大震災の時点でのアスベストの認識についてお聞きします。

震災前や復旧期間においてアスベストの危険性はご存じでしたか？ 
１．全く知らなかった。 ２．きいたことはあるがよく知らなかった。 
３．まあまあ知っていた。 ４．よく知っていた。 
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（６）当時、粉じんやアスベストを意識しての自発的な健康対策をされていま

したか？ 該当するもの全てに○をつけてください。 
１．粉じん用のマスクの使用。    ２．一般的なガーゼマスクの使用。 
３．解体工事現場に極力近づかない。 
４．発じんの酷い現場に対して苦情。 
５．特になし。 ６．その他（ ） 
 

（７）当時の被災地ではアスベストによる大気汚染が起こっており、他地域に

比べて住民のアスベスト健康リスクが高いと考えられます。そのことに

よるご自身の将来的な健康不安を感じることはありますか？ 
１．強く健康不安を感じている。 ２．少し健康不安を感じている。 
３．ほとんど健康不安は感じない。 ４．全く健康不安を感じない。 

 
（８）あなたの健康状態について、呼吸器系の病気や不調の有無について教え

てください。 
１．特に病気や不調はない。 
２．病気の診断を受けたことや不調がある。 

→具体的に 
 
 

 
これ以降は全員の方がお答えください。 

 
（９）現在兵庫県では、住民（過去の住民も含む）でアスベスト関連の診断所

見がある方を対象として、「石綿（アスベスト）健康管理支援事業」を

実施しており、健康管理手帳の発行や半年に一回の経過観察に係る費用

補助の取り組みがあります。この取り組みについてご存じですか？ 
１．全く知らなかった。 ２．聞いたことはあるが詳しくは知らない。 
３．よく知っている。 ４．すでに認定を受けている。 

 
（１０）その他、阪神・淡路大震災での復旧作業やアスベストに関してご意見

やご感想、当時の被災地におられた知り合いでアスベストによる健康被

害の方がいるなどがございましたら、ご自由にご記入ください。 
１．特になし。 ２．下欄に記入。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（１１）今後、電話や郵送などでの問い合わせにも応対可能の方はお名前、住

所、連絡先をご記入ください。 
 
氏名 住所 〒 
 
 
連絡先（電話・FAX・E メール） 

 
 

※個人情報は追跡調査時の連絡のためにのみ使用し、それ以外は一切利用

しません。最後までお答えいただき、ありがとうございました。 
 

■調査実施：震災アスベスト研究会■ 
本団体は NPO 法人ひょうご労働安全衛生センターを代表団体とし、神戸  

大学、立命館大学の研究プロジェクトなどと共同で、震災時に飛散したアス

ベストによる健康被害の予防や情報発信に取り組んでいます。 
 
６５０－００２６ 
神戸市中央区古湊通 1－2－5 3 階 
ＮＰＯ法人ひょうご労働安全衛生センター内 
ＴＥＬ：０７８－３８２－２１１８、ＦＡＸ： ０７８－３８２－２１２４ 

（調査担当：南慎二郎・立命館大学非常勤講師） 

「
マ
ン
ガ
で
読
む
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」 

（
発
行
・
神
戸
大
倫
理
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
よ
り 
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問1　当時の居住、通勤・通学の状況 n=2,402

①居住 ②通勤・通学 居住かつ通勤・通学

（①②共に選択）

③当時居らず ④無回答、無効

1886 161 180 137 38
78.5% 6.7% 7.5% 5.7% 1.6%

→問2～8までの対象者は③選択以外の2,265名。
問2-①　現在の年齢 n=2,265

20代 30代 40代 50代 60代

33 135 263 399 665
1.5% 6.0% 11.6% 17.6% 29.4%

70代 80代 90代 無回答、無効

537 174 15 44
23.7% 7.7% 0.7% 1.9%

問2-②　性別 n=2265

男性 女性 無回答、無効

1237 975 53
54.6% 43.0% 2.3%

問2-③　居住、通勤・通学の地域（複数回答） n=2265

神戸市 尼崎市 西宮市 芦屋市 伊丹市 宝塚市

1727 41 253 217 20 11
76.2% 1.8% 11.2% 9.6% 0.9% 0.5%

川西市 明石市 三木市 淡路島 被災地外の居住 無回答、無効

7 31 4 4 35 12
0.3% 1.4% 0.2% 0.2% 1.5% 0.5%

神戸市の区別 n=1727

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区

234 261 147 162 40
13.5% 15.1% 8.5% 9.4% 2.3%

長田区 須磨区 垂水区 西区 無回答

158 161 45 30 531
9.1% 9.3% 2.6% 1.7% 30.7%

n=2,265

自宅周辺 通勤・通学経路 勤務先・学校周辺 特になし 無回答、無効

1668 1022 719 153 28
73.6% 45.1% 31.7% 6.8% 1.2%

問4　空気の印象 n=2,265

非常に粉じん いつもほこり ほこりっぽい時も 気にならなかった 無回答、無効

670 773 571 229 22
29.6% 34.1% 25.2% 10.1% 1.0%

問5　当時のアスベスト危険性認識 n=2,265

全く知らなかった 聞いたことはあるが まあまあ知っていた よく知っていた 無回答、無効

575 775 602 293 20
25.4% 34.2% 26.6% 12.9% 0.9%

問6　当時の自発的な対策（複数回答） n=2,265

防じんマスク ガーゼマスク等 現場に近づかない 現場に苦情 特になし

151 846 590 22 932
6.7% 37.4% 26.0% 1.0% 41.1%

その他 無回答、無効

60 34
2.6% 1.5%

問7　将来的な健康不安 n=2,265

強く不安 少し不安 ほとんどない 全くない 無回答、無効

249 938 869 159 50
11.0% 41.4% 38.4% 7.0% 2.2%

問8　現在の健康状態 n=2,265

特になし 診断・不調あり 無回答、無効

1758 430 77
77.6% 19.0% 3.4%

問9　兵庫県の石綿健康管理制度の認知状況 n=2,402

全く知らない 聞いたことはある よく知っている すでに認定 無回答、無効

1658 591 82 20 51
69.0% 24.6% 3.4% 0.8% 2.1%

問10　自由記入 n=2,402

特になし 記入あり

1962 440
81.7% 18.3%

問3　周辺での解体工事状況（複数回答）

震災アスベストアンケートの回答結果集計と選択割合一覧

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
を
控
え
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会

は
、
協
会
会
員
（
医
科
・
歯
科
・
薬
科
）
ら
を
対
象
に
大
震
災

の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
興
味
深
い
結
果
が
出
た
。
調
査
対
象
の
半
数
以
上
が
震

災
当
時
、
「
被
災
地
域
で
生
活
や
診
療
を
し
て
い
た
」
と
い

い
、
健
康
へ
の
影
響
は
約
半
数
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え

る
一
方
、
３
割
弱
が
「
（
健
康
へ
の
影
響
）
が
大
き
い
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。

　

２
０
２
３
年
11
～
翌
年
１
月
、
協
会
会
員
（
医
科

３
２
５
３
件
、
歯
科
１
４
８
８
件
、
薬
科
71
件
）
に
フ
ァ
ク
ス

を
送
信
、
医
科
準
会
員
（
勤
務
医
）
１
４
７
１
件
に
は
調
査

票
を
送
り
、
計
３
０
６
人
（
医
科
２
３
１
人
、
歯
科
53
人
、
薬

科
22
人
）
か
ら
回
答
を
得
た
。
回
答
し
た
人
の
年
代
は
50
代

29
・
４
％
、
60
代
30
・
４
％
、
70
歳
以
上
が
26
・
８
％
と
50

代
以
上
が
大
半
を
占
め
た
。
回
答
者
の
活
動
地
域
は
神
戸
市

内
が
32
・
４
％
と
最
も
多
く
、
ほ
か
西
宮
、
尼
崎
、
芦
屋
市

な
ど
震
災
の
影
響
が
大
き
い
地
域
か
ら
の
回
答
が
目
立
っ
た
。

　

ま
ず
、
医
療
関
係
者
が
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
が
人

の
健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
認

識
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
３
割
弱
が
「
大
き
い
」
と
答
え
、「
中

程
度
」
も
２
割
弱
。
「
分
か
ら
な
い
」
が
約
半
数
を
占
め
る

も
の
の
、
「
小
さ
い
」
と
考
え
る
回
答
者
は
わ
ず
か
３
・

９
％
だ
っ
た
。

　

震
災
当
時
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
は
ど
の
よ
う
な
も
の

兵
庫
県
保
険
医
協
会
調
査

医
療
関
係
者
の
３
割
弱
が
「
健
康
へ
の
影
響
大
」
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だ
っ
た
の
か
。
環
境
庁
調
査
で
は
わ
ず
か
な
上
昇
で
あ
り
、

神
戸
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
一
般
市
民
の
健
康
へ
の
影

響
は
小
さ
い
」
と
す
る
も
の
の
、
会
員
の
医
療
関
係
者
は

「
多
量
」
が
３
割
を
超
え
、
「
少
量
」
は
２
・
３
％
に
過
ぎ

ず
、
行
政
と
の
認
識
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

震
災
直
後
の
粉
塵
や
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
「
ま
っ
た
く
／
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な
か
っ
た
」

が
半
数
を
超
え
、
「
注
意
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
た
」
と

「
多
少
気
を
付
け
て
い
た
」
を
合
わ
せ
て
も
約
３
割
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
災
・
公
務
災
害
が
相
次
い
で

い
る
が
、
被
害
の
発
生
状
況
に
関
す
る
質
問
に
は
47
・
４
％

が
「
知
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
知
ら
な
い
」
は
51
・
６
％
と

半
数
を
超
え
て
お
り
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
実
態
が
十

部
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
も
示
し
た
。

　

今
後
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
「
増
加
す
る
」
と
の
見
通
し

が
最
も
多
く
４
割
弱
、
「
多
少
増
え
て
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
」
が
２
割
、
「
ほ
と
ん
ど
増
え
な
い
」
は
１
・
３
％
だ
け

だ
っ
た
。
行
政
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
も
っ
と
積
極

的
に
情
報
提
供
や
検
診
を
行
う
べ
き
」
と
「
心
配
が
あ
る
人

に
は
検
診
を
勧
め
る
べ
き
」
を
合
わ
せ
る
と
約
９
割
が
行
政

の
積
極
的
な
関
与
を
求
め
て
い
た
。

設問 2-2　震災時のアスベスト飛散による健康への影響について

設問 2-4　被害者の数は今後どうなると考えますか

設問 4-2　アスベスト曝露者に対する行政の被害予防策は必要と考えますか
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また、南海トラフ巨大地震などが予想されながら、飛散防止の備えも
十分ではない。 
　そこで阪神・淡路大震災で飛散したアスベストによる健康被害や、
来るべき大震災に備え、私たちは次のような取り組みを提起したい。 

■災害時のアスベスト飛散の危険性、対策の必要性の周知 
■阪神・淡路大震災当時の被災地に居住歴があり、悪性中皮腫等のア

スベスト関連疾患を発症した人の追跡調査 
■阪神・淡路大震災によるアスベスト飛散が原因と考えられる疾病に

伴う、労災補償（公務災害）の請求内容をデータベース化し、飛散
実体を明らかにする 

■「阪神・淡路大震災によるアスベスト暴露」を考慮した労災・公務
災害認定 

■石綿健康被害救済制度に「震災時の暴露」を位置づけ、救済制度の
拡充 

■阪神・淡路大震災当時、解体作業等の復興事業に携わった労働者を
対象とした健康モニタリング調査 

■防災計画に「アスベスト対策」を明記。巨大地震に備え、避難所・
防災資機材倉庫でのマスクの備蓄 

■平時の備えとしてアスベスト含有建築物の公表 
■平時の備えとしてアスベスト除去の促進 
■災害時のアスベスト飛散と健康被害についての研究促進 

2020 年１月 17 日 

< 事務局 >  　神戸市中央区古湊町１－２－５、DAIEI ビル３階 
NPO 法人ひょうご労働安全衛生センター 
電話：０７８・３８２・２１１８ 

阪神・淡路大震災から２５年 
飛散アスベストによる健康被害を抑制するために 

〈声明文〉

　1995 年１月 17 日、兵庫県南部はマグニチュード（M）7・3 の巨大
地震に見舞われ、甚大な被害を受けた。神戸・阪神間では多くのビル
が倒壊し、全半壊家屋は約 25 万棟（2006 年消防庁）に達した。 
　その膨大な被災建物の中には、断熱・防火材などとしてアスベスト
（石綿）が含まれていた。今日でこそアスベストは製造、輸入されて
いるが、多くの建設物で使用され、被災地には約 3700 トンもの吹付ア
スベストが蓄積されていたと推定する研究者もいる。 
　建物の倒壊・解体とともに、そうしたアスベストは大気中に飛散した。
当時の環境庁の調査では最大で大気１㍑中アスベスト繊維は 4・9 本と
の記録がある一方、民間研究者の調査では解体現場付近で大気１㍑中
160 本、250 本という桁違いの数字が報告されている。飛散実体は不明
だが、平時の暮らしでは１本未満が多く、通常の濃度を押し上げたの
は間違いない。 
　アスベストは軽量で断熱性に優れ、安価である半面、極めて深刻な
有害性がある。人が吸い込むと、十数年～ 50 年という潜伏期間を経て
悪性中皮腫や肺がんといった疾病を引き起こす可能性がある。すでに
阪神・淡路大震災でアスベストを吸い込んだとし、労働災害や公務災
害として認定された労働者がいる。当時、多くのボランティアが被災
地入りしており、この問題は被災者、労働者だけでなく、全国から集
まったボランティアにも目を向けなければならない。 
　阪神・淡路大震災から 25 年が経ち、官民のたゆみない努力で被災地
は目覚ましい復興を遂げた。しかし、私たちは震災が終わったとは考
えていない。アスベストの長い潜伏期間を考えれば中皮腫等の発症の
ピークはこれからだ。1995 年を起点にし、40 年の潜伏期間を想定す
ると 2035 年。今後、震災で飛散したアスベストによる健康被害が出る
可能性があるにもかかわらず、十分な対策がとれているとは思えない。

研究者や支援者らでつくる「震災とアスベスト実行委員会」は２０２０年、
解体作業に関わった人らの健康調査などを求める声明を国や兵庫県、神戸
市に届けた。全国の支援者ら４９８人、３団体が声明に賛同した。
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【民間団体：アスベスト問題全般】

■ＮＰＯ法人ひょうご労働安全衛生センター
神戸市中央区古湊通１－２－５　DAIEI ビル３Ｆ
０７８－３８２－２１１８

■ＮＰＯ法人東京労働安全衛生センター
東京都江東区亀戸７－ 10 －１　Z ビル５Ｆ
０３－３６８３－９７６５

■関西労働者安全センター
大阪市西区土佐堀１－６－３　JAM 西日本会館５Ｆ
０６―６４７６―８２２０

■中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会
東京都江東区亀戸７－１０－１　Ｚビル５Ｆ
　フリーダイヤル０１２０－１１７－５５４

■中皮腫・じん肺・アスベストセンター
東京都江東区亀戸７－１０－１　Ｚビル５Ｆ
０３－５６２７－６００７

　各種相談窓口

　【アスベストに関する労災、特別遺族給付金、健康管理手帳】

　■厚生労働省（代表　０３－５２５３－１１１１）
　東京都千代田区霞が関１－２－２

　■兵庫労働局
　神戸市中央区東川崎町１丁目１番３号　神戸クリスタルタワー
　労災補償課　０７８－３６７－９１５５
　健康課　　　０７８－３６７－９１５３

　【石綿健康被害救済法】

　■独立行政法人環境再生保全機構
　神奈川県川崎市幸区大宮町１３１０
　ミューザ川崎セントラルタワー
　０１２０－３８９－９３１

　【健康相談】

　■兵庫県保健医療部疾病対策課
　０７８－３６２－３２０２

※神戸、姫路、尼崎、西宮、明石市は各保健所、そのほかの市町

は最寄りの健康福祉事務所へ
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